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刊行にあたって

　舞鶴市では令和５年に市制施行 80 周年を迎えました。

　これを契機に、舞鶴市は「新修・舞鶴市史」の編さん事業を開始し、その一環と

して、舞鶴市内に残る多くの古文書や資料群の悉皆調査に取り組んでいるところで

す。調査に当たっては、学術機関や関係団体と連携を図りながら実施しており、本

書は、京都府立大学のご協力をいただき作成したものです。

　本書でとりあげた木船衛門家は江戸時代田辺藩の祖母谷組大庄屋であり、江戸時

代から近代にわたる多くの古文書が保存され、継承されてきました。ひとつの古文

書群の概要を把握するためには、まず古文書の目録（リスト）を作成することが必

要であり、歴史研究はここからはじまります。

　木船衛門家文書の一部は、令和 6 年に京都府立大学から「舞鶴木船衛門家文書

調査報告」（京都府立大学文化遺産叢書第 30 集）として刊行されており、本書「木

船衛門文書調査報告１」（舞鶴市歴史資料目録第１集）は、内容的にはその続編と

なるものです。

　本市では、毎年、「舞鶴市歴史資料目録」の発刊を継続する予定です。今後にお

きましても、資料調査を継続的に実施し、「新修・舞鶴市史」の礎になるだけでなく、

多くの市民や歴史研究者に有効に活用されることを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞鶴市 生涯学習部　



例　　言

1、本書は、舞鶴市史編さん事業により 2024 年度に実施された文書調査の報告書である。
2、�本書の執筆には、東昇（京都府立大学歴史学科教授）、上井壱雄（舞鶴地方史研究会）、正瑞千幸

（京都府立大学文学研究科史学専攻博士後期課程 2 回生）、渡邊幸奈（京都府立大学文学研究科史
学専攻博士前期課程 2 回生）、渡部凌空（京都府立大学文学研究科史学専攻博士前期課程１回生）、
山蔭晴人（京都府立大学文学部歴史学科４回生）、上武恒介（京都府立大学文学部歴史学科３回生）
があたった。

3、本書の編集は、主に東昇が行い、渡邊幸奈・渡部凌空が補佐した。

○�調査協力者・機関（敬称略、組織、五十音順）
　上井壱雄　於久田推　公文公雄　髙橋聰子　廣瀬邦彦　（以上、舞鶴地方史研究会）　
　稲穂将士（京都府教育庁指導部文化財保護課）　杉田真菜（京都府立丹後郷土資料館）　
　木舩陽子（旧蔵者）　 
　舞鶴地方史研究会  京都府立丹後郷土資料館
　京都府立大学文学部歴史学科文化情報学研究室、同文学研究科史学専攻の大学院生
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木船衛門家文書解題（箱１～ 11） 

東　　昇　　

１．文書調査と目録 

　木船衛門家文書（以下、木船家文書）は、京都府舞鶴市に居住した木船家の近世後期から近

代にかけての文書である。京都府立丹後郷土資料館への寄託を経て、2025 年舞鶴市へ寄贈さ

れ、現在は郷土資料館で保管されている。文書調査は 2019 年６月から舞鶴市郷土資料館にお

いて、京都府立大学地域貢献型特別研究により、同大学文学部歴史学科文化情報学研究室、舞

鶴市、舞鶴地方史研究会とともに、ラベル貼付け、目録、撮影を行い、2023 年６月に完了した。

　2024 年３月には、文書調査の成果の一部を京都府立大学歴史学科の文化遺産叢書 30 集『舞

鶴木船衛門家文書報告』としてまとめた。この報告書では、全 9022 点（2024 年２月時点）中、

箱 14（1120 点）、同 18（671 点）、計 1791 点の目録と翻刻、論考・史料紹介を収録した。

その後、文書調査は、2023 年度から開始された舞鶴市史編さんにより継続され、引き続き京

都府立大学文化情報学研究室が目録の点検や翻刻、史料紹介の作成を継続している。今後残り

の文書を分割して報告書を刊行する予定であり、今回は、箱１～ 11 の計 2332 点の目録を中

心に本報告書に収録する。

２．木船家の当主と家族 

　木船家文書の概要、木船家の当主については、すでに長谷川巴南氏、上井壱雄氏によりまと

められている。両氏の成果を基本としつつ、近代の当主についても触れていきたい。木船家は

丹後国加佐郡溝尻村に居住し、19 世紀に３代にわたり田辺藩領祖母谷組の大庄屋を勤め、そ

の後の伊三郎まで代々「木船衛門」を称していた。本来、木船家としては当主の代数があると

思われるが、現在系図などが確認できないため、便宜上大庄屋を最初に務めた木船惣右衛門を

①として順番を記している。各代には、文書に登場する家族を中心に掲載した。

①木船衛門・惣右衛門・宗右衛門・義算、宝暦 10 年（1760）生、文化３年（1806）～文化９年、

文化 12 年～天保３年（1832）大庄屋、妻しも、明和４年（1767）生。

②木船衛門・藤右衛門・貢義、寛政３年（1791）生、天保３年～安政２年（1855）大庄屋、

妻寛政８年生、早世男子２、女子２人、子復之助・収司・明義、天保３年～大正２年（1913）、

妻柳、嘉永２年（1849）。

③木船衛門・衛助・位義、文政４年（1821）～慶応元年（1865）、安政２年～慶応元年大庄屋、

妻、長女すゑ、弘化４年（1847）生、平野吉左衛門廣泰妻、二女はま、平野謙二郎妻。

④木船衛門・伊三郎・義穀、嘉永２年～大正 12 年、明治５年（1872）豊岡県第一五大区副
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区長ほか、京都府会議員、連合戸長役場戸長、倉梯村村会議員、同村村長、加佐郡会議員、

府農会委員、加佐郡蚕糸同業組合長、妻ふみ、市場太郎右衛門娘、継室ゆふ、宮津藩士河合

栄寿娘、二男荘蔵、明治５年生、峰山石田家養子。

⑤藤太郎、明治３年生、明治 20 年三田英学校、東京府中学校、同 26 年京都府高等養蚕講習所、

同 29 年京都府権度係属・技手、同 37 年大阪府技手、同 45 年東京府技手、大正元年病気、

同６年廃嫡、妻なつ、福西八左衛門娘、二男潤二、大正２年生。 

⑥要太郎、明治 28 年～平成４年（1992）、京都府立第四中学校、大正６年東京高等工業学校

窯業科卒、旭硝子、昭和６年昌光硝子工業、同 11 年大連勤務、同 26 年岩城硝子、旭硝子、

日新黒鉛耐火勤務、妻せつ、明治 30 年生、石田増之助娘。

３．木船家文書の概要と内容 

木船家文書は 19 箱の状態で京都府立丹後郷土資料館に 1996 年３月収蔵された。点数は、

2024 年２月時点で 9022 点が確認できる。同文書には近世～昭和戦前期の史料が含まれ、本

書は木船家文書目録の箱１～ 11 を収録する。長谷川巴南氏の史料群の概要を参考に箱の内容

を示す。

箱１－近世の帳面・覚・書状。野方御見分は天保５年〜文久３年（1834 ～ 1863）、秤・分

銅御改は文化５年〜嘉永６年（1808 ～ 1853）、伊能忠敬の測量は文化３年の一括文書。鳥屋

三右衛門や各村庄屋からの覚や札所関係の文書。

箱２－蚕糸・農会など近代木船家の職関係、美術品売立目録。

箱３－近代の農会、近世後期の手習関係、弘化５年「いろいろましなひ口伝書」（3-5）。

箱４－近世文書、木船家家史料。安政４年「収治祝儀諸事紙面帳」（4-2）の冠婚葬祭関連や、

慶応３年「衛門義毅金毘羅参宮記録」（4-7）の参詣関係諸事記録。

箱５－近世の証文・書状。火災による焼失割の割付記録（5-98-1 〜 6）、土地譲渡証文。　

箱６－近代史料。写真や絵葉書、昭和期の「市街地料金取立帳」。

箱７－近世・近代史料。幕末から明治初期「稲苅上并ニ扱上帳」、「福寿到来帳」「大福帳」

などの家政関係。明治大正期の「当座日記帳」「田畑預ケ口帳」。

箱８－近世・近代史料。元禄 12 年（1699）『俳諧暁山集』の俳諧集、農業雑誌『京都府農会報』。

箱９－近世の佐々木氏系図、近代の蚕業（城丹蚕業講習所・京都府蚕糸同業組合連合会）・農業・

加佐郡会議員などの木船家の職関係、絵葉書や新舞鶴関連の冊子。

箱 10 －天保から明治の木船明義ほかの家相図や方位考訂書。

箱 11 －天保・弘化期の大庄屋の「御用筋記録覚帳」（11-26）、文化８年の土目録「丹後国

加佐郡御物成帳」（11-28-1）、天保～嘉永期の囲蔵入稗関係文書、『万宝書画全書』の典籍。

参考文献

上井壱雄「木船衛門家代々当主略歴」『舞鶴地方史研究』54、2023 年、53 ～ 54 頁

長谷川巴南「丹後国田辺藩大庄屋木船衛門家文書の調査と概要」『舞鶴木船衛門家文書報告書　京都府北部

MALUI 連携事業』京都府立大学文学部歴史学科、2024 年、15 ～ 18 頁
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文化 10 年「諸事御用向覚帳」にみる
木船藤右衛門の庄屋業務 

上武　恒介　　

１．溝尻村庄屋木船藤右衛門と史料の概要

　木船藤右衛門は初代木船惣右衛門の子であり、文化 10 年（1813）から同 12 年に溝尻村庄

屋を、天保３年（1832）から安政２年（1855）まで大庄屋を勤めた人物である。「諸事御用

向覚帳」（木船衛門家文書１-365）の作成された文化 10 年は彼の庄屋在任期間にあたり、大

庄屋文書が多くを占める中で当該期はやや性格の異なる史料が散見される。 

　本史料は横半帳の形態をとり、庄屋としての木船家の業務内容を知る手がかりとなる。以下

では、本史料の内容を概観し、木船藤右衛門による庄屋業務の特徴とその管理方法について述

べていく。

２．文化期における庄屋藤右衛門の業務内容 

　本史料は約 52 項目の覚・写からなり、庄屋の業務内容は藩・役人との対応から村政の運営

まで広汎におよんでいる。そのため一律に基準を設け分類することは難しいが、およそ以下の

ように大別できるだろう。 

（１）年頭・節句の挨拶と贈答 

　年中行事での挨拶は領主や役人と接するため重要な職務の一つであった。本史料では「年頭

努方」に始まり、三月節句、五月節句、中元祝儀、九月節句、暑寒見舞、歳暮努方などが順に

記され、贈答品の内容も具体的に示されている。例えば「三月節句務方」では、御家老・御用

人に対して玄関の帳面に大庄屋・庄屋の名前を書いたのちに拝して下り、御目附に対しては大

庄屋・庄屋が祝儀を述べた。また、御代官・御下役・御山方・手代へは手形（酒）１升を遣わ

し、鳥見・鷹匠へは口上で祝儀を述べたとある。 

　これらの業務は大半が大庄屋・庄屋の共同であり、村入用・組入用として処理されたと考え

られる。さらに、地蔵祭や神子舞など村レベルでの祭礼に関連する業務も含まれており、年中

行事への対応は庄屋にとって重要な業務の一つであった。 

（２）年貢・諸役の上納と管理 

　最も多くの紙数が割かれているのが年貢・運上に関する覚である。「御介抱割下拵之事」、　　　

「稲草帳之事」、「収納割之事」、「皆済之次第」、「惣遣割」などがみられ、奉行や代官への上納

期限や報告内容がまとめられている。とりわけ稲草帳は田の性質や面積、分米高、稲の品種が

まとめられたものであって、田辺藩に特有の史料である。文書群中には現存しないが、定期的

に作付状況の把握や田畑の管理をしていたことを示しており、大庄屋よりも村に密着した庄屋
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の性格を読み取れるだろう。 

　このほか、「収納割之事」や「当村成詰仕立方」など年貢上納に関する文書の雛形もみられ、

藩主へ作付状況や収納状況について報告する際に参照するために作成されたと考えられる。村

請制を基盤とする近世社会においては、とりわけ庄屋を媒介とした年貢・諸役の上納が重視さ

れていたことが確認できる。 

（３）覚書・証文・上申文書の記録 

　日常的に蓄積される膨大な文書の記録や管理も庄屋業務の一つであった。本史料で引用され

ている文書は文化 10 年正月から翌年５月にかけて作成されたものであり、覚書が 10 件、借

用証文が３件、そのほか上申文書などが含まれる。 

　これら覚書・証文のうち、例えば木之下村勘定一件の「奉願口上之覚」（14-127）や森村御

普請場における不慮死者一件に関わる覚（14-786）が箱 14 に現存している。これらの文書

では庄屋藤右衛門が奥書を加え写しており、代官や奉行への上申にあたっては庄屋の確認を受

ける必要があったことがわかる。 

　以上のほかにも、頼母子の運営、堤・川除工事の請負、田畑の見廻りなども庄屋業務に含ま

れていたことがわかる。藤右衛門はこれらの膨大な業務に対し、覚帳を作成、参照することで

対応していたと推測できる。 

３．本史料の作成過程と業務管理 

　ところで、木船家における大庄屋業務の記録・管理については「御用諸事心覚帳」「当座帳」

などが天保期から安政期にかけて作成されていたことが指摘されている。なかんずく藤右衛門

は大庄屋在任期に毎年の業務記録を残しており、帳簿作成による業務管理は彼の行政運営の特

徴をなしている。 

　本史料もこれと類似した性格を有するが、大庄屋期の史料に比して内容は簡潔であり、およ

そ３年の庄屋在任期間に１冊しか確認できない点が異なる。先述したように、本史料には文化

10 年正月から翌年５月にかけて文書が写されているが、同月以降は過去の覚や証文類が記録

されるのみで日常的な記録としての性格は希薄である。この点からも、大庄屋期のような継続

的な管理を意図したものではなく、庄屋交代にともなう引き継ぎ資料として作成された可能性

が高いといえる。 

　また、本史料は「諸事御用向」と題されていることから領主と接点を有する御用が中心に記

述されているが、中には金銀貸借や講など領主と直接関係をもたない村用も含まれている。本

稿では詳細な検討に至らなかったが、大庄屋期の史料との比較を通じて、御用への態度や情報

の取捨選択の過程を分析することで、藤右衛門の行政運営の方法や特質を明らかにできるだろ

う。

参考文献 

東昇「箱 14.18 の概要、文化期の庄屋・大庄屋文書」『舞鶴木船衛門家文書調査報告　京都府北部 MALUI 連

携事業』京都府立大学文学部歴史学科、2024 年、19 ～ 21 頁

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年 
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近世後期祖保谷組における
囲蔵の成立と運用 

渡部　凌空

はじめに

　丹後国田辺藩では、文化 11 年（1814）に、藩によって「百姓全体之心得」が示された（『舞

鶴市史』通史編上）。この心得では、農業を怠って藩からの仁政（米穀金銭）を求める百姓に対し、

飢饉などの無い平常時に百姓が満足する程の仁政は行うことができず、「下々働事仁政ニよら

すして銘々米穀金銭を取得る様ニするより外ハなき事」と述べる。つまり、百姓や村が仁政か

ら自立することが求められるようになったのである。このような背景から、文化期頃には溜池

や川の普請、蚕などの商品作物の導入、農業巧者によるその指導、農具の整備といった農業に

関する政策が多く実行された。しかし、村方は依然困窮しており、その救済は不可欠であった。

本稿はこのような時期にはじまる田辺藩の囲蔵について検討し、村方救済に果たした役割を明

らかにしたい。 

１．囲蔵の成立 

　近世中後期において広く備荒政策として採用されたのが囲蔵であった。寛政２年（1790）

に幕府は諸藩に対して高１万石当たり 50 石の貯穀を命じ、当藩では１年に 175 石が積み立

てられた（『舞鶴市史』通史編上）。また、藩によって各村へ「御囲籾」の貸付も実施されていた。

文化 10 年「御囲籾割付帳」（安久家文書真下氏搬入分真下２Ⅰ -24）をみると、文化 11 年には、

池之内組に籾を 402 俵余貸し付け、秋と冬に合計 243 俵２斗を上納させている。 

　文政３年（1820）からは各大庄屋組単位で囲蔵を設置して備荒貯蓄が実施された。その成

立経緯を慶応元年（1865）「囲蔵稗高負数并記録帳」（木船衛門家文書 13-11、以下「記録帳」）

と文政３年「御用触附帳」（安久家文書第５箱 19-29）からみる。まず、「記録帳」は祖保谷組

大庄屋木船衛門による囲蔵の記録で、「左之分先役記録無之故弥太夫（旧行永村庄屋弥太夫ヵ）

吟味之上明治二巳年四月夏ニ記ス」と注記する箇所があることから、過去の記録を基に作成さ

れたと考えられる。この史料では、「文政三辰年、組中相談之上、組内非常手当ニ囲蔵建立申

度旨奉願」と記されており、組中（大庄屋）が相談し、組の非常手当として囲蔵の設置を藩に

出願していたことがわかる。次に、「御用触附帳」には文政２年 12 月に藩が囲蔵の設置を指

示する触書がある。この史料では、非常の手当が行き届きかねるとして、各組ごとに１ヶ所の

囲蔵の設置を命じている。「記録帳」と成立の時期に齟齬がみられるものの、文政２年 12 月

以前に大庄屋から囲蔵の献策が行われ、それを受けて藩が正式に指示を出したものと考えるの

が妥当であろう。また、続けて藩からの米を元米として有志の者が米・雑穀類を納めること、
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その運営は大庄屋が組単位で行うことなどが指示

されている。このように、組とその管理を担う大

庄屋の主体性が強く規定されているのが特徴とい

える。 

２．貯穀量の変化 

　祖保谷組の囲蔵では、各村に割り付けた稗・籾

の貯穀が行われた。囲蔵が成立した当初は、稗

1118 俵２斗８升、籾 314 俵を各村へ割り付けて

代銀を徴収した。稗購入の覚（11-54 ほか）が伝

表１　祖保谷組囲蔵の貯穀量

森村 行永村 上安村
文政7年 667 667
文政13年 667 667
天保4年 667 667
天保7年 628.4 628.4
天保12年 522 522
天保14年 728 728
弘化元年 828 828
弘化3年 828 317.17 1145.17
弘化4年 880 785.928 1665.928
嘉永元年 971.417 854.235 100.13 1925.782
嘉永2年 971.417 854.235 100.13 1925.782
安政5年 971.417 854.235 100.13 1925.782

年代 稗（俵） 合計

来していることからも、その後稗を購入して蔵に詰めたと考えられる。文政４年には稗 313 俵、

その翌年に籾 62 俵が蔵に納められた（13-11）。また、この囲蔵は、当初森村の大森明神に建

てられた蔵のみであったが、その後、行永村と上安村にも設置されており、増穀に合わせて蔵

の充実が図られたと考えられる。なお文政６年に籾は鼠・虫害により稗に変更された。幕末期

までの当組の囲蔵の貯穀量を【表１】に示した。この表では、ほかの年と比較可能にするため、

「有稗」「詰稗」といった実際に蔵に貯蓄されていた数量を示しているが、このほかにも蔵へ入

れずに各村へ貸し付けていた稗がある。「記録帳」に、当初「増穀者無之様子」とあるように、

天保年間（1830 ～ 1843）には大きく増穀しておらず、522 俵～ 728 俵であった。この期間

中、天保８年（1837）には飢饉時の救済として、稗 628 俵４斗を各村へ放出しており、蔵が

空になっていた時期があったと考えられる。その後、弘化元年（1845）には藩から各組ごと

に稗 1000 石を貯えるよう指示があり、以降大きく増穀している。その結果、嘉永期以降は合

計約 1925 俵と天保期の倍以上の貯穀量となった。

３．銀札の運用

　囲蔵では稗の貯穀とともに銀札の運用も行われた。弘化４年「囲蔵御米銀札仕訳帳」（11-65）

を基に、文政３年から天保８年までの銀札の出入を【表２】にまとめた。まず、文政３年に初

期費用として藩からの「御下札・御米代」２貫 630 匁４分４厘が下賜された。このうち、２

貫 294 匁を年５分の利率で各村に貸しており、天保７年までは 114.7 匁が、それ以降は年１

割に利率が上昇し、229.4 匁が基礎収入となっている。文政年間は囲蔵建築に関連する支出が

目立っているように、囲蔵の成立期と考えられる。加えて大庄屋との貸借も特徴的である。文

政３年から同６年まではその年の会計の残金を大庄屋に貸し付けて増額を図り、一方で会計に

不足が生じた文政７年から同 10 年は大庄屋から借銀を行っているのである。このことから、

囲蔵の成立期には大庄屋の経済力がその運用安定化に大きな役割を果たしていたと考えられ

る。 

　当組では、文政 11 年からは会計が黒字化し、凶年を背景に余剰分が「組内割物」へ割り当

てられるようになっている。この点から、当該期には囲蔵が飢饉などに備える備荒貯蓄として

だけでなく、村方の財政負担を軽減する制度としても機能し始めたといえる。また、この史料

には記載されていないが、村の難渋人に対して囲蔵の銀札が利用される場合があった。天保４

出典：木船衛門家文書 11-63.66.67.68.72-2.72-3 
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年の祖保谷組の「難渋人書上帳」（14-559）をみると、16 軒を難渋人として藩へ報告し、藩

から大麦と銀札が下付される一方で、そのほか３歳以下の者・親類預りの者・他所挊の者・御

中間奉公人などの基準に類する６軒は難渋人から除外されている。この藩の御救基準から除外

された村人たちは「御上江ハ御救難願、村々ゟ大庄屋迄願出」を行い、「囲蔵ゟ之利札ニ而六

軒之ものへ大庄屋斗ニ而憐愍ニ差遣し候」として、囲蔵の銀札から１軒ごとに３匁が渡されて

いる。 

　さらに、先述のように、天保飢饉の際には貯穀が放出されたが、運用されていた銀札も村方

の救済に利用された。組内の村役人が相談した上で２貫 450 匁が「難渋人江施」として割り

当てられており、また、５貫 417 匁８分８厘が村々へ貸し付けられている。当該期の囲蔵の

運用について、天保 15 年に藩は「去ル申酉凶作ニ付、村々極難ニ而既ニ餓死ニも可及程之も

の江悉割符いたし、為取続候段壱段之義ニ被思召候」と高く評価している（11-50）。 

おわりに 

　本稿では、祖保谷組における囲蔵の成立、およびその貯穀と銀札の運用について分析を行っ

た。今回は対象としなかったが、池之内組大庄屋安久家に伝来する、同組の囲蔵の貯穀貸付証

文（安久家文書第４箱 10-72）をみると、この囲蔵は「救蔵」と称されている。本稿で述べた

囲蔵による備荒貯蓄、村方財政の負担軽減、難渋人への施し、飢饉時の貯穀放出、銀札貸し付

けなどの機能は、組は異なるが、囲蔵が文字通り百姓を救済するものとして認識されていたの

ではないだろうか。そして、当藩では大庄屋によって囲蔵の献策と安定的な管理運営が行われ

たように、祖保谷組において、特に大庄屋木船衛門が重要な役割を果たしていたといえる。 

史料・参考文献 

安久家文書（京都府立丹後郷土資料館寄託）

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上 、舞鶴市、1993 年、839 頁、914 ～ 916 頁
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文政期、大庄屋からみる田辺藩札所の貸付 

山蔭　晴人　　

１．藩札の運用 

　大庄屋を勤めた木船衛門家文書には、田辺藩の藩札を管理する組織である札所が各村への貸
付状況をまとめた一括文書がある。札所には、藩職制のなかで札所奉行や札所目付といった役
職が設けられており、大庄屋層も何らかの役職に就き、自らの組における貸付状況を管理して
いたと考えられる。安政５年（1858）には、札所業務の一環として私宅にて銀札の引替業務
を行わせるとともに、領内４ヶ所に札所の出張所を設置し、その運営を富裕層に委ねたと推測
されている（『舞鶴市史』通史編上）。

 ２．札所の貸付 

　まず「御札所」（木船衛門家文書 1-405）は貸付に関する文書であり、「御札所拝借取立」
（1-406）はその返済状況を示す文書である。記録によれば、返済状況は良好であり、各村と
も利息を含め全額を返済している。ただし、返済には銀札だけでなく金も使用されていた。銀
札による貸付の元銀総額 3400 匁、利息 274 匁３分８厘であった。これに対し返済の内訳は、
８両２分（銀換算 581 匁３分２厘）、銀札による返済額 3093 匁６厘となっている。ほとんど
の村は利息分以上を金で返済しており、また貸付額が軒数に比例している関係がみられる【図
１】。これらの点から、本貸付は藩側の正貨獲得政策の一環であったと考えられる。 
　次に、「卯御札所文政二年七月」（1-408）と「卯御札所文政二年八月」（1-410）は、とも
に文政 2年（1819）に作成された文書である。「卯御札所文政二年七月」では、返済期限を
195 日と定め、100 匁につき 6匁 5分（6.5％）の利息が設定されている。一方、「卯御札所
文政二年八月」では、返済期限を 205 日とし、100 匁につき７匁１分７厘（7.17％）の利息
となっている。 
　『舞鶴市史』によれば、文化期前後の藩政改革の一環として、藩札の強制通用に対する領民
の不満を緩和するため、札所が貸し付ける銀札の利息を月 1.2％から１％へと引き下げたとさ
れる。一年 365 日を基準に年利を計算すると、これらの史料における年利は 12～ 13％に相
当し、藩側が一定の譲歩を行っていたことがうかがえる。しかし、貸付額が村の軒数と比例し
ていない点もみられる。特に規模が大きい行永村などへの貸付額が少ないことから、これは強
制的な貸付ではなく、各村の財政状況に応じた借入であったと考えられる【図２】。 
　なお史料には木船家が大庄屋を勤めた祖保谷組のすべての村が記載されているわけではな
い。しかし、表の結果から、軒数と貸付額が近い値で比例していることが確認できるため、藩
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側が正貨獲得を目的として強制的に貸付を行った可能性もあると考える。加えて、与保呂下村
は木ノ下村と常村の二村から構成されるが、貸付額と借入額を示す史料には常村の記載がない。
また、「御組分焼失割䂓定帳」（14-930）には与保呂下村のみ記載されている。そのため、与
保呂下村の借入額と貸付額の数値は、全体の一部である可能性が高い。 
　以上の二つの事例から、札所の貸付は藩の正貨獲得のみを目的としたものではなく、各村の
要望に応じた貸付も実施されていたことが読み取れる。江戸時代後期にかけて、藩財政は困窮
し、正貨獲得のために様々な手段が講じられた。しかし各村の状況を考慮しつつ、要望に応じ
た貸付を行うことで、藩財政の補填にも充てられていた。したがって、札所の貸付には、藩財
政の維持と村々の経済的支援という両側面の意義があったと考えられる。 

参考文献 

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年、778 頁 
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図１　軒数と貸付額 （木船衛門家文書 1-405、1-406、14-930）
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木船家の伊勢参詣記録
―餞別・酒迎え・土産の継承と変化―

東　　昇　　

１．伊勢参りの史料 

　木船衛門家文書には、近世後期から明治中期にかけて、伊勢や金比羅などへの参詣時の記録
が５点現存している。年代順にみていくと、①文政 13年（1830）３月 15日「伊勢参宮諸事
記録帳」（木船衛門家文書 4-12）、②天保６年（1835）６月８日「巳代蔵伊勢行者参詣」（4-6）、
③天保 14年２月 26日「伊勢参之諸事附留帳」（4-8）、④慶応 3年（1867）３月「衛門義毅
金毘羅参詣記録」（4-7）、⑤明治 21年（1888）旧５月 16日「庄蔵行者参り并ニ伊勢参り」（4-5）
の約 60 年間の記録である。いずれも、木船家の関係者が参詣した際のもので、内容は餞別、
留守見舞の受け取り、酒迎えや献立の詳細、音物・土産の品目や渡した相手の名前が中心であ
り、伊勢や道中における宿や入用を記した道中記ではなく贈答記録である。この文書は、当主
の祝儀や家族の葬式・法事の悔帳などと同じ箱４に含まれており、木船家と他家との祝儀や不
祝儀の到来関係をまとめたものといえる。 

２．文政 13年のおかげ参り

　伊勢参りには、伊勢講による定期的なものに加え、全国的な流行となったおかげ参りがある。
特に、慶安３年（1650）、宝永２年（1705）、明和８年（1771）、文政 13 年と約 60 年周期
で発生したとされる。田辺においても、上野家文書の「自問類集」によれば、明和８年の御蔭
参では在町から 5922 人が抜参りしたと記録されている（『舞鶴市史』通史編上）。 
　文政 13 年のおかげ参りは閏３月に阿波から始まり、８月末までに全国で 500 万人が伊勢
へ参詣した。田辺藩では、この抜参りに対し、閏３月 25日と４月３日の二度にわたり禁令を
発している（『舞鶴市史』年表）。さらに、４月６日には藩の通達として、池之内組大庄屋に対し、
禁令前に各村から何人が伊勢参りをしたかを調査するよう指示している。このような状況のな
かで、①文政 13年の記録は３月 15日であり、禁令前、流行初期の出立である。旅立ちに際し、
餞別として佐助から湯手のほか、手拭、わらじが贈られており、いずれも旅の必需品と思われ
る。また、留守見舞として久左衛門から鰈 20匹、上安・天台・清道・多門院・常・森の各村
から手形２分５匁、濱村から菓子が贈られている。各村からの見舞があることから、参詣者は

　帰国時には「酒迎え」が行われ、ここでも各人から様々な品が贈られた。最も多いのは１匁
２分や手形１分といった金品類であり、そのほか、人参・豆腐・ちさ・わかめ・酒など、酒迎
えの宴で用いられたと考えられる食品が含まれる。組内の村々からは役人が訪れ、酒手形を受

12

側が正貨獲得を目的として強制的に貸付を行った可能性もあると考える。加えて、与保呂下村
は木ノ下村と常村の二村から構成されるが、貸付額と借入額を示す史料には常村の記載がない。
また、「御組分焼失割䂓定帳」（14-930）には与保呂下村のみ記載されている。そのため、与
保呂下村の借入額と貸付額の数値は、全体の一部である可能性が高い。 
　以上の二つの事例から、札所の貸付は藩の正貨獲得のみを目的としたものではなく、各村の
要望に応じた貸付も実施されていたことが読み取れる。江戸時代後期にかけて、藩財政は困窮
し、正貨獲得のために様々な手段が講じられた。しかし各村の状況を考慮しつつ、要望に応じ
た貸付を行うことで、藩財政の補填にも充てられていた。したがって、札所の貸付には、藩財
政の維持と村々の経済的支援という両側面の意義があったと考えられる。 

参考文献 

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年、778 頁 

0

200

400

600

800

1000

1200

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

匁軒

軒数 貸付額(匁)

0

500

1000

1500

2000

2500

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

匁軒

軒数 借入額(匁)

図２　軒数と借入額　（木船衛門家文書 1-408、1-410、14-930）

図１　軒数と貸付額 （木船衛門家文書 1-405、1-406、14-930）

　注：貸付額は記載のある村のみ入力



木船衛門家文書調査報告

13

木船衛門家文書調査報告

木船家の伊勢参詣記録
―餞別・酒迎え・土産の継承と変化―

東　　昇　　

１．伊勢参りの史料 

　木船衛門家文書には、近世後期から明治中期にかけて、伊勢や金比羅などへの参詣時の記録
が５点現存している。年代順にみていくと、①文政 13年（1830）３月 15日「伊勢参宮諸事
記録帳」（木船衛門家文書 4-12）、②天保６年（1835）６月８日「巳代蔵伊勢行者参詣」（4-6）、
③天保 14年２月 26日「伊勢参之諸事附留帳」（4-8）、④慶応 3年（1867）３月「衛門義毅
金毘羅参詣記録」（4-7）、⑤明治 21年（1888）旧５月 16日「庄蔵行者参り并ニ伊勢参り」（4-5）
の約 60 年間の記録である。いずれも、木船家の関係者が参詣した際のもので、内容は餞別、
留守見舞の受け取り、酒迎えや献立の詳細、音物・土産の品目や渡した相手の名前が中心であ
り、伊勢や道中における宿や入用を記した道中記ではなく贈答記録である。この文書は、当主
の祝儀や家族の葬式・法事の悔帳などと同じ箱４に含まれており、木船家と他家との祝儀や不
祝儀の到来関係をまとめたものといえる。 

２．文政 13年のおかげ参り

　伊勢参りには、伊勢講による定期的なものに加え、全国的な流行となったおかげ参りがある。
特に、慶安３年（1650）、宝永２年（1705）、明和８年（1771）、文政 13 年と約 60 年周期
で発生したとされる。田辺においても、上野家文書の「自問類集」によれば、明和８年の御蔭
参では在町から 5922 人が抜参りしたと記録されている（『舞鶴市史』通史編上）。 
　文政 13 年のおかげ参りは閏３月に阿波から始まり、８月末までに全国で 500 万人が伊勢
へ参詣した。田辺藩では、この抜参りに対し、閏３月 25日と４月３日の二度にわたり禁令を
発している（『舞鶴市史』年表）。さらに、４月６日には藩の通達として、池之内組大庄屋に対し、
禁令前に各村から何人が伊勢参りをしたかを調査するよう指示している。このような状況のな
かで、①文政 13年の記録は３月 15日であり、禁令前、流行初期の出立である。旅立ちに際し、
餞別として佐助から湯手のほか、手拭、わらじが贈られており、いずれも旅の必需品と思われ
る。また、留守見舞として久左衛門から鰈 20匹、上安・天台・清道・多門院・常・森の各村
から手形２分５匁、濱村から菓子が贈られている。各村からの見舞があることから、参詣者は

　帰国時には「酒迎え」が行われ、ここでも各人から様々な品が贈られた。最も多いのは１匁
２分や手形１分といった金品類であり、そのほか、人参・豆腐・ちさ・わかめ・酒など、酒迎
えの宴で用いられたと考えられる食品が含まれる。組内の村々からは役人が訪れ、酒手形を受

12

側が正貨獲得を目的として強制的に貸付を行った可能性もあると考える。加えて、与保呂下村
は木ノ下村と常村の二村から構成されるが、貸付額と借入額を示す史料には常村の記載がない。
また、「御組分焼失割䂓定帳」（14-930）には与保呂下村のみ記載されている。そのため、与
保呂下村の借入額と貸付額の数値は、全体の一部である可能性が高い。 
　以上の二つの事例から、札所の貸付は藩の正貨獲得のみを目的としたものではなく、各村の
要望に応じた貸付も実施されていたことが読み取れる。江戸時代後期にかけて、藩財政は困窮
し、正貨獲得のために様々な手段が講じられた。しかし各村の状況を考慮しつつ、要望に応じ
た貸付を行うことで、藩財政の補填にも充てられていた。したがって、札所の貸付には、藩財
政の維持と村々の経済的支援という両側面の意義があったと考えられる。 

参考文献 

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年、778 頁 

0

200

400

600

800

1000

1200

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

匁軒

軒数 貸付額(匁)

0

500

1000

1500

2000

2500

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

匁軒

軒数 借入額(匁)

図２　軒数と借入額　（木船衛門家文書 1-408、1-410、14-930）

図１　軒数と貸付額 （木船衛門家文書 1-405、1-406、14-930）

　注：貸付額は記載のある村のみ入力



木船衛門家文書調査報告

14

木船衛門家文書調査報告

け取ったとあり、手形の多くは酒手形であったと推測される。宴には、村人や各村役人のほか、

平（肴・干大根・蕨・豆腐・蒟蒻）、飯と一汁二菜であった。ただし、役人には吸物、村中に

な品がみられる。餞別を贈られた人には、盃やずだ袋などが追加された。最後に、音物のまと
めとして、餞別と酒迎えの両方の者には３匁２分、酒迎えのみの者には６分、百姓には１分９
厘ほどを使ったと記しており、餞別や階層によって金額を変えていたことがわかる。

３．天保、明治期の伊勢参詣 

　６年後の②天保６年６月、巳代蔵の伊勢・行者参詣では、天保期の倹約令により、御祓は酒
迎えや餞別を贈られた者以外には配布しなかったと記されている。酒迎えの献立は、小皿、汁
（ねぎ・こまめ）、平（肴・干大根・蕨・豆腐・竹の子）、飯であり、役人には吸物・わにぬた・
ちさ和え物が供された。文政 13年の献立と大きな変化はみられない。 
　その８年後の③天保 14年２月の参詣は、おいさと付添・供各１名に加え、濱村孫左衛門・
与右衛門およびその娘たちが同行者となり、合計７人の旅であった。餞別には豆腐や上菓子の
ほか、この季節の田辺の産物である魦が含まれている。この年、幕府と藩から「古今稀成倹約」
が発令されたため、酒迎えは役人３人のみが対象となった。献立も吸物・あり合わせの肴・ぬ

は３、４文ほどであった。これらの点から、天保改革期の厳しい倹約政策の影響がうかがえる。 
　そして、⑤明治 21年旧５月の参詣では、庄蔵が高倉勘蔵を先達とし同行者を含め計９人の
旅となった。庄蔵は４代衛門伊三郎の次男であり、明治 26年に峯山の醤油業を営む石田家に
養子に入った（『丹後人名銘鑑』）。明治５年生まれのため 16歳であったことがわかる。餞別
は金（５～ 30銭）が多く、菓子箱や手拭、豆腐など、近世と同様の品々が含まれる。留守見

の食品が続く。土産物として、急須・茶碗・筆・盃・半紙・書簡袋・風呂敷・手拭いなどが贈
られた。また、「行者」とあることから、大峯参りも含まれており、不動守や「たらすけ（陀
羅尼助）」などの参詣関連品もみられる。酒迎えの献立は、皿（きゅうりもみ・肴）、汁（丸干・
豆腐・肴）、平（肴・焼豆腐・朝鮮芋・竹の子・雪割菜）、酒肴、すもし、いかきゅうり、鯛め
んと、近世に比べて品数・内容ともに増加している。 
　伊勢参りの慣習は、時代ごとの影響を受けながらも、基本的な餞別・留守見舞・酒迎え・献
立・土産の習慣は変わることなく継承されていたといえる。

参考文献 

橋南散史編『丹後人名銘鑑』上、丹後人名銘鑑編輯事務所、1917 年

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』年表編、舞鶴市、1994 年
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幕末の婚礼の風景
―安政元年祝儀諸事附留帳より―

上井　壱雄

はじめに

　丹後・若狭地域でかつて行われていた結納・
婚礼の規式は、概ね小笠原流礼の流れを汲む
もので『舞鶴市史』各説編に採話され、また
古老に語り継がれている。
　小笠原流は伊勢流とともに鎌倉時代に端を
発した武家礼法で、安土桃山時代に小笠原家
が伊勢家を統合し、家康時代に小笠原流が江
戸城殿中での所作となった。各大名武家でも
小笠原流の礼式で規式が行われるようにな
り、江戸中期には一般庶民がこれを模し、多

図２　油単掛けの挟箱（筆者撮影、以下同）

くの礼法指南書が発刊され、やがて地方にも
伝播したのである【図１】。今日伝承されて
いるものは簡略・合併あるいは略されて、本
来の武家方式とは変容をみせるが、それも地
域の特性といえよう。
　ここでは木船衛門（藤右衛門）二男の聟入
り祝儀の記録帳（木船衛門家文書 4-3.4）か
ら、幕末期における富裕百姓家の婚礼の流れ
を追ってみることとした。筆者のこれまでの
見聞などを踏まえての解釈ながら、誤謬の可
能性は否めず御叱正を希うものである。

１．結納と復之助聟入り（出立）

　嘉永７年（1854・11 月安政改元）２月
27日（新暦３月末）木船衛門二男復之助（23
才）は縁組が整い、若狭国高浜村横

よこまち

町（現福
井県大飯郡高浜町宮崎・横町町内会）の婚家
伊東安左衛門家へ出発した。当時の慣例とし

図１　礼法書「嫂取座敷飾之次第」
（大阪府立狭山池博物館『婚礼と祝事の作法』図録裏表紙より転載）
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て身の回りのもの（婚礼の席で着用の紋付裃
などの入った挟箱１合であろうか【図２】）
だけを携さえて、主な親族（新客）７人とと
もに丹後から若狭へ国境を越えての聟入りで
ある（丹後吉坂番所は穀物番所で難なく通れ
たとしても、若狭蒜

ひるばたけ

畠番所は厳しく「通行
手形」を必要としたが、婚礼で心付を弾めば
咎めなく通れたのかも知れない）。
　それに先立ち、媒酌人が伊東家の使者とし
て結納の品を持参した（本来婚礼以前、吉日
を選び嫁方・聟方を往復して結納を取り交わ
すのであるが、近隣でなければ徒歩での時間
ロスもあり当日が通例であった）。進物行李
【図３】が持参され、目録には「末広・柳樽・
肴・昆布・裃」とシンプルに記載されており、
今日のような水引細工で飾られた華やかなも
のは近代の所産である。
裃料・袴地料といった結納銀（現金）で図４　重の家

はなく現物の裃１領が贈答されている。柳樽２升・掛鯛１籠・昆布１折・扇子１箱もまた現物
である。目録には勿論差出人も受取人も家名が記されて、家と家の縁組を語っている。
　結納の引き渡しには、祝儀もの（しらげ米・熨斗・昆布・巻するめ・梅干）が並んだ三宝が
据えられて、口上後にお茶、そして「鯛ヒレの吸物・三つ組盃・肴」が出されて、儀式が終わ
れば媒酌人は一息ついた（徒歩が日常としても高浜から溝尻まで 18kmばかりの道程である）。
　その後「本膳」と称される祝儀膳で饗応される。相伴人は木船家親族総代の木船藤左衛門で
ある。略膳とはいえ、「生

いけもり

盛＝刺身から硯蓋・鉢肴・重引」までの献立で、媒酌人は高浜へ戻
り婚礼の大役が控えているから、そのほとんどが土産として重箱に詰められ、重

じゅう

の家
いえ

に納まり
供の背に負われたであろう【図４】。
　新聟の出

でた ち

立には、伊東家への結納返礼品と先方家族・親族９軒（内室含）・雄蝶雌蝶酌人・
料理人・御身内７軒・御家来一同・町役人・菩提寺までの土産が準備され、目録を添えたもの
が、挟箱か両掛にゆられて高浜へ旅立って行った。婚家へ兄（衛助）と親族７人が同行したと
思われるが、婚家での献立など、その有様は記載されていない。婚礼は夕刻から始まるから夜
が明けるまでの宴席であったろう（朝、そのまま帰途につくが遠路なので昼食が用意されたか）。
また、出立には本人を正面に座らせて親族一同が囲み、出立を祝う盃（別れの盃）が交わされ
るのだが、この時は省略されたのかこれも記されていない。
　留守居の木船家では当日夜に老父・子方（田畑の小作だけでなく生活全般までの恩恵を受け
ていた村内の零細百姓で「親方といえば親も同然、子方といえば子も同然」といわれ、主家に
隷属する関係であった）等 10人程に簡単な料理で振る舞いがされて、その時鉢肴に結納到来
の鯛を使用している。

図３　進物行李
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２．新部屋見舞

　初夜新床の翌日に新嫁が夫婦となり部屋に落ち着いたことを祝い、婚礼に参加しなかった女
性客を招いての宴席であるが、嫁入りに限らず聟入りもやはり新嫁を取り巻く女性客たちの宴
席が持たれたのであろう。28日か数日後かは不明だが、里方木船家から嫂等何人か（復之助

えて衣裳披露をするのが慣例であったが、別の重要な目的があり、これは女性間の秘め事とし
てここには記さず想像にお任せするものである。

３．復之助里帰り

　いわゆる「三日帰り」でこの時に新婿は新嫁を連れ婚家の親族とともに里方へ向かうのであ
るが、伊東家では１年後に「初入り」（後述）として木船家を訪れるからこの時は復之助一人
の里帰りである。伊東家からの土産は熨斗・扇子に上酒２升・肴１籠・赤飯四重（重の家１箱）・

東家に配慮したものと思われる（『民俗志林第５号』などの民俗聞き取りには、「婚家は里帰り
に重箱 10を遣わし、返礼に里方はそれ以上倍までのものを用意し持たせた」とあるから、当
時の世間一般からみれば木船家は寂しい思いをしたのかもしれない）。

４．伊東安左衛門家

　若狭国高浜村横町の伊東安左衛門家であるが、170 余年後の現在同家子孫の居住は確認で
きなかった。当時横町は宿老と呼ばれる町役人がいたが、商人と百姓の混在する町であり、伊
東家が商人家か百姓家かも不明のままである。
　親族に時岡善太夫（高浜７年祭り神輿渡御の中山神輿の山元を永年勤める旧家）、一瀬五右
衛門（禅を世界に広めた禅僧釈宗演の生家）、永谷刀祢（若狭３刀祢の１軒といわれるおおい
町の旧家）と錚々たる家があることから、伊東家も相応の家格を持つ家で、木船家との縁組に
釣り合う家であったと思われる。木船家の子孫と同様に、伊東家の子孫も他都市で暮らされて
いるのかもしれない。

５．復之助「初入り」記録（新聟の里方訪問並びに新嫁披露）

　１年後の安政２年（1855）２月 27日に賑やかに「嫁呼び」「嫁入り」と称される祝儀が行
われた。今日のように両家が一同に会することのなかった時代（自宅が手狭、遠距離の多人数
の移動が大変など）婚家・里方ともに同様の披露が日を変え親族などを集めて行われた。新婿
は婚礼と同様の着付けをした新嫁と連れ立ち、主な伊東家の親族とともに木船家・親族などへ
の土産を携えて高浜を出発した（嫁取りの場合の嫁里方への訪問は「聟呼び」「婿入り」と称
された）。
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　木船家では朝８時頃に伊東家一行を吉坂ま
で出迎え、借り受けた仙次郎の座敷で「上酒・
肴・むすび・煮しめ」を準備し休憩後、正午
頃には木船家到着、別荘にて虫養いの「酒・肴・
茶漬け・菓子椀・香の物・卵」が饗され新嫁
の着替えが行われた。女性同伴であったから
休憩所は必要であったものと思われる。
　規式の通り座敷で熨斗三宝を並べ、お茶・
落着膳「鯛ヒレの吸物・包雑煮・田作」が饗
され、島台の前で三つ盃が取り交わされた【図
５】。午後２時頃より本膳が饗応され、３献
まで進み納め膳でめでたくお開きになってい
る。木船家の年代不明ながら（衛助または衛
助の長男伊三郎の時ヵ）嫁取りの「婚礼献立」
（16-271）には５献まで記されているから、
前年の伊東家の献立に相応したもので、木船
家にとっては簡素であったのかもしれない。
　本膳は「飯・汁・坪・平・猪口・生盛」で
引盃に「菓子椀・焼物」の追膳が出され【図
６】、聟方（木船家）が嫁方（伊東家）一同
をもてなす力量が問われる宴会が始まる。大
盃が客席中央に置かれ【図７】、１献目は麦
味噌の吸物膳が配され「鉢肴・硯蓋」に、小
謡を酒肴として盃が嫁方・聟方に千鳥に交わ
され、廻り終わると吸物膳が引かれ２献目で
ある（小謡は聟方・嫁方ともに巧者を選び、
「高砂」などの一節が親族の面目を掛けて競
い合って謡われた）。２献も小謡を皮切りに
葛たたきの吸物に肴「茶碗蒸・水物鉢」で盃
が巡り、３献目は煮あわびの吸物である。頃
を見計らい嫁方より盃納めの挨拶があり、味
噌汁の吸物（海鼠・柑子）が出れば納め膳と図７　大盃

図５　島台飾りと落着膳

なる。肴に重引（したし・香の物）と出され、客前に引菓子が置かれ、湯桶が回れば終了で午
後 10時から遅ければ 12時頃であったろうか。
　婚礼ならば始まりは夕方からであるため、夜が明けるまでの宴席で、布団を出さずに客は帰っ
ていったが、木船家の「嫁呼び」はどうであったあろうか。翌 28日昼食に「わかめ飯・澄汁・
菓子椀・丼・大平・呼鉢」等を出しているから、徳利を枕に雑魚寝したのは確かである。
　女性は別席にて新嫁と木船家親族の内儀４人に同じように饗応している。伊東家から新嫁と
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図６　本膳の膳組

供以外女性は来ていない。前日と同じく吉坂の仙次郎宅まで送り、「上酒・肴・むすび・煮し
め」での休憩後、一行は高浜を目指した。新客は５人と新嫁で、供に土産を入れた重の家を担
がせての帰路であった。伊東家供に祝儀 200 文と紙２折ずつを持たせている。木船家の迎え
た親族は７人である。初入りは新嫁の初の顔見せ（披露）であるから、木船家・家族（当時の
木船家の顔ぶれがこの名宛からわかる）・親族・酌人・料理人・親族７軒・家来中・庄屋・年寄・
菩提寺への土産が目録とともに贈答されている。内容は復之助婿入りに準じたもので、ここで
も双方合わせたとみられる（大きく差があると不縁の火種になったといわれる）。
　末尾に初入り祝儀の費用を書いているが、上酒・美酒で５斗（96匁８分）、炭１俵（3匁 2分）、
料理人 3人日庸（30匁）、魚屋祝儀（3匁）、魚代（427 匁 3分）、休憩所礼（3匁・酒 2升）、
上白米３斗６升・下白米３斗２升などで、子方に酒・飯・膳椀方などを手伝わせている。風呂
方があるから「宴席の途中で風呂に入り休憩した」と聞いたことがあるが、長帳場なら本当か
もしれない。今回の祝儀費用は銀高のみで 600 匁近く（約 10 両）になり、これは木船家経
済力からすれば少ない出費であったのであろうか。

６．復之助の荷物送り

　記載がないが婚礼後に荷送りが行われたはずである。『舞鶴市史』通史編上などで、田辺藩
では再三百姓の分限に応じた家作・結納・婚礼・葬儀などの制限を達している。木船家は 50
石以上の分限に当たり、長持１棹・箪笥１棹・葛籠１荷・挟箱１合と規定されているから、同
等若しくはそれ以上の荷物に定紋入り油単を掛け、青竹の杖に赤ら顔の若衆の肩に担がれ運ば
れたのであろう。嫁入り・婿入り荷物は家勢を如実に表すといわれ、衆目を集める最たるもの
であった。
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おわりに

祝「」録目儀祝「に書文家他、がいなれしいがかうかし分部一でのいないてれさ帳記が般全礼婚　
儀献立」は散見されるものの結納から婚礼後までの記録は少なく、当時の木船家の財政状況を
踏まえて極めて興味を惹くものである。一般的な嫁入り（嫁取り）の記録ではないが、当時の
婚礼の流れを彷彿させてくれる。このような形式は昭和 40年代まで続いており、懐かしいと
感じられた御仁も多いであろう。
　復之助はこの後に理由が不明ながら伊東家とは不縁となり、初入りの２年後（安政４年）収
司と改名し綾部上杉郷大石村へ再縁しており、その時の祝儀帳も残存している（収司氏子札
（6-267）・復之助宗門送り状（18-80）・家相転調図包紙　納音本命九星一覧（12-2）などよ
り生年が一致し、他に家族内に同年齢該当者が見当らない）。嫁入りも含めて離縁は往々にし
てあり、本人同士より世間のいう「舅・姑去り」が横行していたといわれる。「破れる」「去る」
が禁句となり「二度と戻るな」と長持歌に唄われる所以である。
　葬儀と同様に婚礼に自宅を使用する機会が皆無となりつつある今、旧来の家と家・家と親族
に重きを置いていた慣習（民俗を含めて）に目を向け、忘れ去られる記億を記録していかなけ
ればとの思いである。木船衛門家文書には多く史料が残存しており今後の解明が待たれる。

参考文献

小笠原清信「婚礼儀式の由来と変遷」『別冊太陽・婚礼』平凡社、1969 年

洲鎌佐智子「江戸時代ブライダル考」京都府京都文化博物館学芸第一課編『婚礼のいろとかたち―近世工芸の

華―』京都府京都文化博物館、1997 年

『平成 29年度池守田中家文書特別公開・婚礼と祝事の礼法』大阪府立狭山池博物館、2017 年

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』各説編、舞鶴市、1975 年

舞鶴市史編さん委員会編『舞鶴市史』通史編上、舞鶴市、1993 年

『民俗志林第３号（京都府舞鶴市成生総合調査報告）』佛教大学民俗学研究会、1988 年

『行永史』元字行永会、2009 年

21

木船衛門家文書調査報告

丹波・丹後地域の蚕糸業教育機関 

正瑞　千幸　　

はじめに

　丹波・丹後地方の蚕糸業は、丹後ちりめん機業や郡是製糸（現・グンゼ株式会社）によって
支えられ、特に「蚕都」と称された綾部を中心に発展を遂げた。その過程では、有力者の主導
で蚕糸業教育機関が設立され、技術者の育成と府下蚕糸業全体の水準向上が図られた。本稿で
は木船衛門の活動を通じて、当該地域の蚕糸業教育が発展する過程を紹介する。なお、当該地
域の蚕糸業教育機関は改称が頻繁なため、年代を問わない場合は蚕糸業教育機関と総称する。 

１．蚕糸業教育機関の確立 

　丹波・丹後地域における蚕糸業教育は、明治 26年（1893）４月に綾部町本宮で開校した
京都府蚕糸業組合高等養蚕伝習所を嚆矢とする。当校はグンゼ株式会社の創立者である波多野
鶴吉が初代所長を勤め、蚕糸業のうち養蚕部門の指導者を育成することを目的として設立され
た。その後、法改正によって明治 30年に京都府蚕糸同業組合連合会が発足し、府内に 11の
同業組合が設立された。本会の創立委員として評議員木船衛門の名前が挙がっており、同時に
加佐組合の組長に就任している。ここから、木船衛門は明治 30年時点で府内蚕糸業界内の重
要な役割を果たしていたことがわかる。 
　連合会設立時に可決された総則においては、高等養蚕伝習所の拡張方針が定められ、名称を
蚕業講習所に改称し、従来の養蚕科に加えて製糸科を新設し、二科体制にすることが決議され
た。これに基づき、明治 31年には綾部町青野に製糸部を新設し、蚕糸業の重要分野を同一講
習所内で研鑽する蚕糸業教育機関として確立した。その後、明治 32年に農商務省立京都蚕業
講習所が設置されたことをうけ、名称の混同を避けるため、城丹蚕業講習所と改称された。 

２．城丹蚕業講習所の拡充 

　本稿の主題に関して、木船衛門家文書の中で特に存在感を放つのは、城丹蚕業講習所の拡大
整備に関する史料である。明治 36年には製糸部の中に別科予備科を増設し、教婦の養成に注
力することで府下製糸場の技術改善を促進することを目指した。また、講習期間も段階的に延
長され、従来の９ヶ月から養蚕・製糸科ともに 10ヶ月へ、さらに明治 40年には 11 ヶ月に
延長された。これにより、基礎学科の充実と実習の強化を通じ、指導者としての資質向上が図
られた。なお、同年には木船衛門が波多野から連合会組長の座を引き継いでおり、府内蚕糸業
における地位をさらに高めることになった。 
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おわりに

祝「」録目儀祝「に書文家他、がいなれしいがかうかし分部一でのいないてれさ帳記が般全礼婚　
儀献立」は散見されるものの結納から婚礼後までの記録は少なく、当時の木船家の財政状況を
踏まえて極めて興味を惹くものである。一般的な嫁入り（嫁取り）の記録ではないが、当時の
婚礼の流れを彷彿させてくれる。このような形式は昭和 40年代まで続いており、懐かしいと
感じられた御仁も多いであろう。
　復之助はこの後に理由が不明ながら伊東家とは不縁となり、初入りの２年後（安政４年）収
司と改名し綾部上杉郷大石村へ再縁しており、その時の祝儀帳も残存している（収司氏子札
（6-267）・復之助宗門送り状（18-80）・家相転調図包紙　納音本命九星一覧（12-2）などよ
り生年が一致し、他に家族内に同年齢該当者が見当らない）。嫁入りも含めて離縁は往々にし
てあり、本人同士より世間のいう「舅・姑去り」が横行していたといわれる。「破れる」「去る」
が禁句となり「二度と戻るな」と長持歌に唄われる所以である。
　葬儀と同様に婚礼に自宅を使用する機会が皆無となりつつある今、旧来の家と家・家と親族
に重きを置いていた慣習（民俗を含めて）に目を向け、忘れ去られる記億を記録していかなけ
ればとの思いである。木船衛門家文書には多く史料が残存しており今後の解明が待たれる。

参考文献

小笠原清信「婚礼儀式の由来と変遷」『別冊太陽・婚礼』平凡社、1969 年
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　本文書群から明らかとなる城丹蚕業講習所
の拡充として、明治 43年度には養蚕部寄宿
舎の新築を契機に、明治 44年度には製糸部
教室が増築された。また、同年には分離して
いた養蚕部と製糸部の立地上の不便を解消す
るために、府の補助費を受けて製糸部を養蚕
部の敷地内に併合・改築する工事が完了して
いる（木船衛門家文書２-15、【図１】）。さら
に、明治 45年度には、製糸部女学生寄宿舎

図１　城丹蚕業講習所外観写真

（木船衛門家文書 9-491）

および第二実習工場などを増築し、施設の整備が進められた。 
　養蚕部においては、蚕児の種類試験がさらに拡充され、一種類ごとの収穫量を増やし、優良
種の選定と原蚕種類の統一を実現することを目的として蚕室の増築が計画された。この過程
で、木船衛門は城丹蚕業講習所所長の大島好太郎から原蚕種製造所敷地確保のため、廃止予定
の道路寄付を依頼されている（12-298）。木船衛門の返答内容は不明であるが、分割登記を待
たずに寄付手続きが実施された点から、木船衛門がこの依頼に迅速に対応したことが推察され

 。）303-21（ る
　府費補助申請書の写し（2-15）によると、上記の設備拡充を実現するために、明治 45年度
の補助金として明治 44年度分計 11339 円に加え、2567 円 25銭（合計 13906 円 25銭）の
増額補助嘆願が申請されたことが確認できる。当時連合会組長を務めた木船衛門がこの府費補
助申請を主導した可能性は極めて高いと考える。つまり、木船衛門は府内蚕糸業界を代表する
有力者として丹波・丹後地域の蚕糸業教育機関の発展に資産的・労力的な側面から尽力したこ
とが、本史料群から読み取れるのである。 

おわりに 

　以上、丹波・丹後地域で展開した蚕糸業教育機関の拡充活動について整理した。本文書群か
らは、当該地域および府内蚕糸業界の有力者であった木船衛門の活躍が判明するとともに、城
丹蚕業講習所の規模や授業内容の詳細を把握することが可能である。この点から、木船衛門家
文書は蚕糸業史および近代産業史研究において今後参照されるべき重要な史料群だといえる。 
　なお、前述した木船衛門らの活動による蚕糸業教育機関の影響は、現在も当該地域に残され

含む３校が統合され、現在の京都府立綾部高等学校が設立された。同校の校章は蚕が常食とす
る桑の葉を図案化したものであり、当該地域で展開された蚕糸業教育の歴史を今なお伝えてい
る。 

参考文献 

京都府養蚕業組合連合会編『京都府蚕糸業組合五十年史』1935 年 

石井寛治『日本蚕糸業史分析』東京大学出版会、1972 年 
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木船衛門家文書からみる明治期の博覧会
―第４回内国勧業博覧会・

平安遷都 1100 年紀念祭を中心に―
渡邊　幸奈　　

はじめに

　明治 10年（1877）、初代内務卿大久保利通をはじめとする明治政府の主導により、東京上
野公園で第１回内国勧業博覧会（以下、内国博）が開催された。この博覧会は明治６年のウィー
ン万国博覧会を参考にしたもので、名称に「勧業」と冠することからも明らかなように、従来
の “ 見世物 ” 的な博覧会のイメージを否定し、国内産業の発達・促進を図ることが目的であっ
た。以降、５年ごとに内国博を開催することが決定され、明治 14年に第２回、同 23年に第
３回が同じく東京上野公園で開催された。続く第４回は平安遷都 1100 年紀念祭（以下、紀念
祭）に合わせて明治 28年、京都市岡崎で開催され、政府主催の内国博として最後となる第５
回は明治 36年に大阪市天王寺で開催された。内国博には多くの人々が訪れ、欧米の技術と在
来技術が出会う場ともなり、当時の日本の産業・文化の近代化に大きく貢献したと評価される。
　さて、第４回内国博が京都市で開催されたことから、木船衛門家文書（以下、木船家文書）
にも同博覧会および紀念祭に関する史料が若干ながら散見される。本稿ではそれらの史料によ
りつつ、明治期の博覧会の様子を描くとともに、木船衛門が内国博・紀念祭にどのように関わっ
たのかを紹介したい。

１．第４回内国博と紀念祭

　第１回～第５回内国博の来館者数、出品数などを【表１】に示した。内国博は第１回～第３
回の開催を経て、見物客の消費行為や、それに誘発された地域生産の拡大といった点にも注目
が集まり、徐々に東京以外の地方によって誘致運動が行われるようになった。第４回内国博の

表１　内国勧業博覧会の変遷

注）松田 2003、17 頁を基に筆者作成。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回
開催年 1877年 1881年 1890年 1895年 1903年
開催場所 東京・上野 東京・上野 東京・上野 京都・岡崎 大阪・天王寺
開会期間 8/21～11/30 3/1～6/30 4/1～7/31 4/1～7/31 3/1～7/31

開会日数（日） 102 122 122 122 153
敷地面積（坪） 29,807 43,300 40,000 50,558 114,017
各館面積（坪） 3,013 7,563 9,569 8,744 16,506
来館人員（人） 454,168 822,395 1,023,693 1,136,695 5,305,209
出品点数（点） 84,352 331,169 167,066 169,098 276,713
出品人数（人） 16,174 31,239 77,432 73,781 130,416
褒美点数（点） 4,321 4,031 16,119 17,729 36,487
経費総額（円） 106,875 276,350 486,148 377,256 1,066,611

開催地選定を巡っては京都市
と大阪市との間で誘致合戦が
起こったが、最終的に京都市
が勝利し、東京遷都後に衰微
した京都の復興策として内国
博の準備が進められたのであ
る。また、京都商業界による
誘致運動の切り札となったの
が、紀念祭の開催であった。
　第４回内国博は明治 28 年
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４月１日から７月 31 日まで
の 122 日間開催され、来館
者数は延べ 113 万６千人余
に及んだ【図１】。出品物は
①工業、②美術・美術工芸、
③農業・森林・園芸、④水産、
⑤教育・学術、⑥鉱業・冶金
術、⑦機械の７部に分類され、
16万９千点余が出品された。
本博覧会に出品された黒田清

）失焼ちの（』妝朝『画体裸の輝
が風俗擾乱の論争を巻き起こ
したことは有名である。また、図１　第４回内国勧業博覧会 会場全景（木船衛門家文書 2-14）

京都の社寺 72ヶ所では「紀念祭、奉告祭、桓武天皇法要、戦勝祝賀祭、戦死者吊祭、本尊開帳、
宝物・社殿拝観」などが催された。紀念祭に向けては、内国博の会場となる岡崎に平安京朝堂
院を模した平安神宮が創建され、祭神として桓武天皇が祀られた。紀念祭は 10月 22 日から
３日間挙行されたが、開催日となった 10月 22日は延暦 13年（794）、桓武天皇が平安京に入っ
た日であった。
　第４回内国博・記念祭は開催前年に日清戦争が勃発したことにより、その準備段階からさま
ざまな影響を受け、最終的な成果も第１回～第３回内国博に比して伸び悩む結果となった。し
かしながら、内国博開催に誘発された種々の整備事業、とりわけ市街電車に代表されるような
市内外の道路整備事業は京都の観光都市としての基礎づくりにつながり、京都復興策として有
効に機能したと評価されている。

２．木船家文書からみる第４回内国博・紀念祭

（１）木船衛門と内国博・紀念祭

　まず、木船衛門の経歴について簡単にまとめておこう。木船衛門は嘉永２年（1849）に加
佐郡溝尻村（倉梯村）に生まれ、幼名を伊三郎といった。17歳で家督を継いで衛門の名を襲
名し、明治５年に加佐郡第 15 大区副区長、ついで第 18 大区副区長に任命された。明治 12
年３月には京都府会の開設にあたって府会議員に選出され、明治 36年９月に退任するまで５
度当選している。その間、明治 17 年７月には行永村など 12 ヶ村の戸長に任命されたほか、
明治 22年４月には倉梯村会議員、翌５月には初代村長に当選するなど、公職を歴任していた。
大正 12年（1923）１月 28日死去、享年 75歳であった。
　さて、木船家文書に第４回内国博および紀念祭に関する史料が確認できることは先に述べた
通りである。衛門がいつ頃から、またどの程度、内国博・紀念祭の開催に関わっていたかは
明らかではないものの、明治 27年９月１日付で紀念祭協賛会総裁熾仁親王・同会会長近衛篤
麿から衛門へ宛てられた謝状（木船衛門家文書 9-570）があり、衛門が金 10円を寄附してい
たことがわかる。現在の約 38000 円に相当する額である。同史料によると、「本会規約」（以
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念ながらその実物は確認できていない。規約（2-14）からもう少し具体的にみてみよう。規

まで分けられており、素材や大きさに違いはあるものの、共通して形状は八陵式で、表面には

で、第六種と同様に白銅製、裏面に「平安遷都千百年紀念祭協賛会明治廿八年」と記されたも
のであったようである。また、紀念章あるいは参拝章の所有者には汽車汽船割引票が１葉～往
復分２葉が交付された。この時の割引票は木船家文書に確認できないものの、明治 30年、神
戸市で開催された第２回水産博覧会の「鉄道局乗車賃銀割引証」２枚（16-83）が現存してい
る。明治初年以降、全国各地で鉄道が開業されていくなか、博覧会の開催に際して鉄道の割
引証が交付されるのが常であったようである。産業振興を目的とする博覧会と、日本の近代
化を象徴する鉄道との切り離せない関係がうかがえよう。また、規約（2-14）とともに同封
されていた広告（2-13）から、紀念祭の開催にあたって寄せられた下賜金・寄附金の内訳が
わかる。同史料によると、下賜金 25000 円に次いで三菱財閥３代総帥岩崎久弥が 5000 円を
寄附するなど、全国の有志者から計 215686 円の寄附金が寄せられた。単純計算で現在の約
８億２千万円に相当することから、人々の内国博・紀念祭開催に対する期待がうかがわれる。
　そのほか、木船家文書には近衛篤麿から衛門に宛てられた招待状（9-27）が現存している。
10月５日付の添状（明治 28年、9-28）によると、この招待状は紀念祭の最終日、10月 24
日午後８時から開催される夜会への招待状で、参加者には燕尾服またはフロックコート、羽織
袴の着用が指示された。また、同年５月 27日には舞鶴町外５ヶ村組合高等小学校生徒が京都
へ修学旅行に出発し、内国博を見学して６月 10日に帰校しており、舞鶴でも博覧会への関心
が高まっていたことがわかる。
（２）その他の協賛行事

　第４回内国博・紀念祭の協賛行事の一環として時代品展覧会が開催されており、木船家文書
にはそれぞれ別種の「時代品展覧会出品目録」２冊（11-7、16-70）が現存している。この展
覧会は京都御苑内を会場として明治 28年３月 25日から７月２日まで開催されたもので、内
国博が文明開化の新製品を展示するのに対応し、平安遷都以後の美術および工芸上の名器什宝
を蒐集陳列することが目的であった。出品物は①延暦～藤原時代、②鎌倉～足利時代、③豊臣
～徳川時代、④明治大家の製作品、⑤唐・宋・元・明・清、その他外国製品の５区分にわけて
陳列された。京都の寺社をはじめ全国から蒐集された数々の優品は見物客の目を奪い、また存
分に楽しませたことだろう。時代品展覧会の構想は、10月 25 日、紀年祭の余興として行わ
れた時代行列に多分に取り込まれ、翌年から平安神宮の時代祭となって現在まで続いている。
　第４回内国博・紀念祭に関連するものとしては、ほかに大日本武徳会の結成が挙げられる。
同団体は明治 28年４月 17日、紀念祭の一環として日本固有の武術を保存奨励し、武徳の涵
養と国民の士気振作を目的に設立された。本部は平安神宮境内に置かれ、総裁を小松宮彰仁親
王、初代会長を京都府知事渡辺千秋、副会長を平安神宮宮司壬生基脩が務めた。木船家文書に
は明治 28 年５月、会長の渡辺から衛門に宛てられた嘱託状（12-517）があり、衛門は同団
体の勧誘委員を勤めていたようである。
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おわりに

　明治 20年代後半における京都の三大問題は、第４回内国博および紀念祭の開設、そして京
都～舞鶴間鉄道の敷設であった。本稿では、木船衛門が内国博・紀念祭にどのように関わった
のかを紹介してきたが、衛門が実際に博覧会に参加し、どのような想いを抱いたのかについて
は知るすべがない。しかし、当該期の衛門は府会議員などの公職を務めるかたわら、丹波・丹
後地方の養蚕業奨励にも尽力しており、内国博でさまざまな作品・技術に触れながら自作の糧
を得ていたのではないだろうか。衛門は明治28年以降も、先に述べた第２回水産博覧会のほか、
大正２年６月 20日付で大礼記念京都大博覧会評議員に選ばれるなど（12-581-1.2）、しばし
ば京都近郊の博覧会に参加していたようである。なお、先に挙げた京都の三大問題のうち、京
都～舞鶴間鉄道の敷設と木船衛門との関係については、既に廣瀬邦彦氏が「明治期舞鶴への鉄
道誘致運動と木船衛門家文書」で報告している。当時、京都と舞鶴の両方で活躍した木船衛門
の活動の一端がうかがえるので、ぜひ参照されたい。
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木船衛門家文書目録
京都府立大学文化情報学研究室・舞鶴地方史研究会

凡　例

・木船衛門家文書は、京都府舞鶴市に伝来した近世から昭和にかけての 9022 点の文書群である。2025 年に舞鶴市へ寄贈

された後、舞鶴市郷土資料館が所蔵している。本書では箱１～ 11 の計 2332 点を収録した。

・袋・包紙などは、文書に付属して採用しているが、単体のものは個別に番号を付与した。

・表記は、原則として常用漢字を用い、常用漢字がないものは正字を用いた。一部の仮名（江、茂）などはそのまま使用し

た。虫損などで文字が判読できない場合、字数が判明するものは■で記し、字数不明なものは［　］で記した。

・番号は、番号 - 枝番号を表している。

・題名は、原則として原題を採り、原題のみで内容がわからないものは（　）で内容を補った。また、原題のないものは適

宜文書名を付け〔　〕で記した。

・年月日は、原則として作成年代を採り、年月日が内容・干支などから推定できるものは（　）で記した。記述がない時は

「－」で表した。

・作成・差出→受取は、印判で推定できる場合は（　）で補った。印判がある場合は「（印）」、殿・様・御中などの敬称も

そのまま記した。

・形態は、古文書学の形状分類により、近代文書で分類にあてはまらないものは適した名称を記した。

・内容：状態は、文書の概要の他、一括状況や包紙・貼紙・端裏・奥書の有無とその記載内容、地名など上記で表せなかっ

た内容を記載した。

番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
1 五百人講割合帳 庚寅 4 月 瑞光寺→講元塩屋吉左衛

門、他 3 名
竪帳 1 掛札 6 匁、1 ～ 50 番及び各金額、都合

100 番：
2 〔袋〕 ― 美濃屋→ 袋 1 紙袋「極上越後縮」、中身なし：
2-1 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 紙袋「極上越後縮」：
3 〔書状〕 12 月 9 日 梅垣→木船様 継紙 1 為替：
4 覚 12 月 16 日 大村→木船衛門様 継紙 1 石高、送り手・受取手村名、上安村、清

道村、天台村、濱村：
5 祖母谷組為替帳 文久 3 年癸亥 11 月 志楽組→ 横帳 1 石高、送り手・受取手村名、溝尻村、堂

奥村、多門院村、与保呂村、行永村、濱
村、森村、木之下村：

6 御検見諸事記録 安政 4 年丁巳 8 月 大庄屋衛門→ 横帳 1 検見関連布達写：
7 〔為替覚〕 ― 梅垣→木船様 継紙 1 村名、氏名、為替金額：
8 為替覚 ― 甚兵衛→衛門様 切紙 1 為替金額、溝尻村久兵衛より渡：
9 覚 亥 11 月 19 日 甚兵衛→木船衛門様 切紙 1 為替 30、行永村、葛葉・御用茅不足、合

計 79 匁 6 分：
10 覚 11 月 24 日 行永村庄屋五名→大庄屋木

船御氏様
切紙 1 為替金額、長浜村、大波村、延引願：

11 祖母谷組為替可渡分 11 月 24 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 取引為替金額書上、送り手・受取手村名・
氏名：

12 〔書状〕 12 月 4 日 梅垣→木船御姓 継紙 1 為替延引依頼：
13 祖母谷組為替帳 元治元年甲子 11 月 志楽組→ 横帳 1 収支及び差引金額書上、24 石 4 分 5 升 5

合不足：1-14 ～ 29 包紙一括
14 志楽組為代帳控 元治元年甲子 11 月 祖母谷組→ 横帳 1 為替金額書上、送り手・受取手村名・氏名：
15 〔書状〕 極月 6 日 梅垣西浦→木船御氏 継紙 1 為替依頼：
16 〔書状〕 極月 10 日 梅垣西浦→木船御氏様 継紙 1 為替依頼：
17 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 収支金額書上、裏書「香資／仁右衛門」：
18 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 収支金額書上、裏書「御香料／清左衛門」：
19 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 為替金額書上、送り手・受取手村名・氏名：
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
20 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 為替金額書上、送り手・受取手村名・氏名：
21 覚 子 11 月 24 日 甚兵衛→木船衛門様 切紙 1 為替金額書上、送り手・受取手村名・氏名：
22 覚 11 月 27 日 六右衛門→木船様 継紙 1 為替金額書上、差引金額、送り手・受取

手村名・氏名：
23 覚 甲子 12 月 大庄屋木船衛門→小勘定様 切紙 1 為替依頼：1-23 ～ 28 紙縒一括
24 子年成詰差引過米 ― ― 継紙 1 米数量、村名、差引 22 石 48 升 6 合 3

勺過米：
25 覚 12 月 15 日 木船衛門→梅垣西浦様 継紙 1 為替金額書上、為代帳差上：
26 覚 甲子 12 月 大庄屋木船衛門→川端丈右

衛門様、日野力八様
切紙 1 村々蔵不足金額110石6分2升1合9勺、

不足分上納願：
27 覚 12 月 10 日 森村庄屋弥太夫→大庄屋木

船衛門様貴下
切紙 1 為替に付依頼、金額書上、送り手・受取

手村名・氏名：
28 覚 12 月 15 日 →木船衛門様 継紙 1 為替金額書上、村名、合計 110 石 6 分

2 升 1 合 9 勺、残 38 石 5 分 2 升 1 合 9 勺：
29 〔通達覚〕 壬申 6 月 14 日 豊岡県庁印→丹後加佐郡村

々
竪帳 1 牛馬売買規則、鑑札所持者への布達、鉄

砲所持取扱、鉄砲数書上：
30 〔田地面積書上〕 ― ― 一紙 1 田地持主村名・氏名、絵図付：
31 〔御林払下入札申出関

係〕
― ― 一紙 1 入札雛形付、村内規定、入札、地代上納、

材木搬出路である川筋、官費による高札
修復、川筋絵図付：竪帳外れ、4 紙一括

32 〔名寄帳雛形〕 ― ― 一紙 1 田地面積、地代、持主氏名：竪帳外れ
33 午之砂入帳 文化 7 年庚午 8 月 常村→ 竪帳 1 田畑面積・収穫高、地価、持主、砂入・

荒地・欠耕地記載：綴紐なし、4 紙のみ、
反故紙使用

34 申ノ七月十日書上 申 7 月 10 日 布川範兵衛→見習上羽与左
衛門様、副区長木船衛門様

横帳 1 余部下村寄留届、送籍調等人口移動調べ：
綴紐なし、4 紙

35 寺籍人撰健書 明治 5 年壬申 8 月 副区長出懸木船衛門→ 竪帳 1 加佐郡 15 大区寺明細、内 3 ～ 7 小区：
綴紐なし、2 紙

36 〔反古紙〕 ― ― 竪帳 1 包紙「上／天台村」「上／森村」、「方考書」：
3 紙一括

37 覚 子正月 13 日 ― 一紙 1 森村庄屋中西へ合計 600 目 4 匁納入：
38 〔村別土地面積書付〕 ― ― 横半帳

1
田畑面積・地代明細、持主氏名、絵図付：
綴紐なし、11 紙

39 〔為替米附廻し依頼状〕亥 11 月 20 日 大庄屋甚兵衛→木船御氏 継紙 1 為替米一覧通知、送り手・受取手村名・
氏名：糊はがれ

40 奉願口上覚 ― 豊岡県管下平民拾五大区五
小区行永村願人国松甚右衛
門〈年齢何十何年生何ヶ
月〉、戸長矢野五兵衛→豊
岡県宮津御支庁

竪帳 1 和銃 1 挺、商業である銃猟の為鉄砲所持
願、五小区副区長木船衛門による添書：
奥書「木船衛門」

41 〔田畑明細書上〕 ― ― 一紙 1 田畑面積・収穫高、地価、持主村名・氏名：
42 〔出張費用覚〕 4 月 19 日 ― 罫紙 1 日当、車馬料、汽車賃、合計 78 円 8 銭

6 厘：
43 口代 ― ― 切紙 1 米高、村名：
44 為替之覚 亥 11 月 庄屋吉左衛門→大庄屋木船

衛門様
切紙 1 溝尻村、出米・取米量：

45 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 為替金額書上、送り手・受取手村名・氏名：
46 〔為替覚〕 ― ― 切紙 1 田畑石高書上、紙背「文久元〈辛／酉〉

年／早田稲痛帳／八月／常奥村」：
47 〔出張費用明細〕 3 月 2 日 ― 罫紙 1 日当、汽車賃、宿泊料、京都出発：2 枚

1 組
48 〔出張覚〕 ― →木船 切紙 1 日付、行先、与謝野組合へ出張：
49 道程調 ― ― 切紙 1 距離、往復費用：
50 〔出張費用明細〕 ― ― 罫紙 1 40・41 年度分、日当、宿泊料、汽車賃、

行先：
51 〔費用覚〕 3 月 22 日 ― 罫紙 1 評議員分雑費、電灯料等、合計 44 円 18

銭：
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
52 所得審査委員選挙 ― ― 罫紙 1 園部、伏見税務署轄内選挙委員氏名：
53 〔書状〕 6 月 28 日 木船衛門→岩崎勝蔵殿 罫紙 1 組合経費決算及不足分内訳：
54 承諾書 明治 40 年 10 月 2 日 木船衛門→京都府加佐郡長

山縣釚之助殿
罫紙 1 9 月 30 日新舞鶴町選挙にて郡会議員当

選、承諾返書：
55 土地売渡証書 明治 40 年 2 月 加佐郡新舞鶴町字溝尻 18

番戸売主木船衛門→与謝郡
岩滝村字弓木武部修殿

罫紙 1 加佐郡新舞鶴町字溝尻小字濱田 123 番地
内宅地 2 畝 18 歩、地価金・売代金未記入：

56 同意書 明治 40 年 加佐郡新舞鶴字溝尻何番丁
→

切紙 1 雛型、本郡産牛組合組織：

57 同意書 明治 40 年 11 月 加佐郡新舞鶴町字溝尻→ 罫紙 1 本郡産牛組合組織役：
58 〔土地価格書上〕 ― ― 切紙 1 宅地面積、地価、合計 24 円 32 銭 2 厘：
59 〔白紙〕 ― ― 切紙 2
60 〔田畑明細〕 ― ― 切紙 1 田地面積、収穫高、地価、持主氏名：
61 麻疹禁覚 ― 木船氏→ 竪帳 1 麻疹の際に忌避すべき食材・薬一覧：
62 筆道初門手附調 万延 2 年辛酉 3 月 払雲軒近藤梅元→ 継紙 1 筆持ち方や諸道具説明、筆運び：
63 覚 辰 3 月 一ハ酒屋→みそしり村衛門

様
継紙 1 酒代明細、64 匁 9 分 5 厘：1-63 ～ 85 

紙縒「安政四年迄之借用請取書」一括、
糊はがれ

64 覚 亥 5 月 2 日 時甚→溝尻村衛門様 切紙 1 種籾代明細：破損大
65 覚 酉 12 月 25 日 行永孫左衛門→みそしり村

衛門様
継紙 1 釘代金受領：

66 覚 酉 3 月 酒半→みそしり衛助様 切紙 1 9 歩 3 厘請取：断片
67 覚 酉 12 月 26 日 佐助→衛助殿 継紙 1 食材代金受領、合計 16 匁 9 分 6 厘、豆

腐、酢、上油：
68 覚 丑 2 月 11 日 本庄右衛門→溝尻木船衛門

様
継紙 1 国せんや他本代明細：

69 覚 子 12 月 ふき紺屋十左衛門→木船衛
門様

切紙 1 帯等衣装代受領、合計 53 匁 7 分 5 厘：
前欠

70 覚 丑 12 月 24 日 久左衛門→木船衛助様 継紙 1 銀札 65 匁受領：
71 覚 嘉永年亥 7 月 藤左衛門→衛祐様 切紙 1 丹波酒代差引分受領、14 匁 8 分 2 厘：
72 覚 酉 12 月 26 日 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 竹屋町鳥屋三右衛門貸分札百目請取：
73 覚 嘉永 4 年辛亥 8 月 14

日
衛助→藤左衛門様 継紙 1 酒代渡計算書：

74 覚 嘉永 5 年子 6 月朔日 藤左衛門→衛助様 切紙 1 頼母子懸残金受領：
75 覚 壬子 7 月 11 日 同藤左衛門→木船衛祐様 切紙 1 酒代・玉子代受領：
76 釘覚 乙卯 9 月 行永孫左衛門→溝尻村衛門

様
切紙 1 釘代受領、合計 18 匁 2 分：

77 覚 子 9 月 18 日 行永孫左衛門→溝尻村衛門
様

切紙 1 釘代受領、合計 5 匁 70 銭：

78 御肴通 う 2 月日 組屋七右衛門、納屋七助→
溝尻村木船御氏様

横半帳
1

食材金額書上、合計 127 匁 3 分、海産物、
野菜、数量：

79 覚 8 月 16 日 兵庫屋嘉四郎→木船衛門様 継紙 1 障子、屏風、引出し等家財道具代金受領、
合計 53 匁 8 分：

80 御通 丑 12 月 （印「安岡力」）→溝尻村衛
門様

横半帳
1

衣服代金受領：

81 覚 丑 12 月 29 日 藤左衛門→木船衛助様 切紙 1 酒・舟ちん・魚等代金受領、合計 5 匁 8
分 9 厘：

82 覚 丑 12 月 25 日 市ハ糀後→溝尻村木船様 継紙 1 149 匁 4 歩受領：糊はがれ
83 覚 寅正月晦日 林屋安兵衛→木船衛門様 継紙 1 食材代金受領、合計 12 匁 7 分 9 厘、く

わい、赤のり、連こん、椎茸、麻の実等：
84 覚 弘化 2 年乙巳 12 月

25 日
― 継紙 1 弘化 2 年～嘉永 3 年米代計算書、米数量、

金額：
85 買物帳 寅正月 4 日 衛門→ 横帳 1 食材・生活用品金額書上、豆腐、酢、か

わらけ：
86 庭相普 ― 真仙御流庭作家元頭貴薗堂

小川山城掾→
一紙 1 真仙流庭相家元心得三箇条、地主鎮座・

応身堅固之地、家門繁昌・寿命永久・万
代不易之地を飾る：包紙
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
87 覚 7 月 11 日 村山暁原→木船様 切紙 1 銀札 50 匁借用：1-87 ～ 448 木の繊維一

括、1-87 ～ 356 紙袋一括、1-87 ～ 113
包紙一括

88 仕訳書 丑 2 月晦日 ― 切紙 1 札 254 匁利息計算書、常村：
89 覚 嘉永 6 年癸丑 2 月 29

日
木之下村又輔→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 銀子引渡覚金 1 両、札 68 匁 1 分 9 厘、
合計 429 匁 9 分 9 厘：

90 覚 丑正月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

継紙 1 金 1 両 2 歩、代札 202 匁 2 分 8 厘、札
150 匁受領：

91 覚 丑正月 4 日 濱村庄屋与左衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 御拝借銀 2 貫 500 目内 2 貫目受領、支
払者内訳：

92 覚 丑 2 月 14 日 濱村与左衛門→木船衛門様 継紙 1 金 3 両 4 歩・札 260 匁受領：虫損
93 覚 嘉永 4 年亥 12 月 22

日
溝衛門→糀屋弥三兵衛様 切紙 1 受取予定金額 1 貫 20 匁、実際 1 貫 30

匁受取、残り 10 匁過札払戻：虫損
94 覚 癸丑正月 16 日 常村庄屋七左衛門→大庄屋

木船衛門様
継紙 1 御蔵不足之内銀札 800 目加入：虫損

95 覚 2 月 29 日 市ハ弥惣兵衛→溝尻村衛門
様

継紙 1 1 貫 35 匁 2 分引渡：

96 〔金子引渡覚〕 3 月 11 日 行永村与惣左衛門→大庄屋
衛門様

継紙 1 金子受領、金 5 両 2 朱、此札 341 匁 2
分 8 厘、外札 280 匁、〆 621 匁 2 分 8 厘：

97 〔書状〕 正月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋衛助
様方御文

継紙 1 嘉永 6 丑 3 月 22 日まで加入依頼状：97
～ 104 紙紐一括

98 覚 癸丑 2 月朔日 常村庄屋七左衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 銀札 250 匁及利足を御札所拝借之内に
加入：

99 覚 丑 3 月 3 日 廣嶺社司谷筑後守（印）→
溝尻村木舟衛門様

切紙 1 例年御初懸御神納として金 2 歩 2 朱受
領：契印

100 覚 丑正月 2 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

継紙 1 札 800 匁を勘定方へ引渡：

101 覚 3 月 15 日 行永村与惣左衛門→大庄屋
衛門様

継紙 1 御蔵不足残りとして 103 匁 4 分 5 厘引
渡：

102 覚 3 月 11 日 田辺屋孫左衛門→大庄屋木
船衛門様貴下

継紙 1 家中茅 610 束上納書上、代銀 203 匁 3
分 3 厘受領：

103 〔上納覚〕 2 月 19 日 ― 継紙 1 利右衛門より 500 匁上納：
104 覚 癸丑 3 月 17 日 常村庄屋七左衛門→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 御札拝借金 6 両 2 歩・札銀 200 目返済：

105 覚 8 月 9 日 与保呂上村重右衛門→大庄
屋木船衛門様

切紙 1 札銀 50 匁渡：

106 覚 5 月 12 日 知恩院并世話人中（印）→
溝尻御組内御衆中様

切紙 1 御仏料 30 匁寺納：

107 覚 8 月 15 日 濱村庄屋与左衛門→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 6 貫 372 匁 3 厘に月歩 123 匁 4 分 8 厘
添えて延月分返済：

108 覚 7 月 10 日 組屋市兵衛→溝尻村大庄屋
様

切紙 1 地蔵 1 本代 8 匁 5 分受領：1-108 ～
113 紙紐一括

109 覚 丑 7 月 19 日 常村庄屋七左衛門→木船衛
門様

切紙 1 金 15 両支払：

110 覚 丑 7 月 行永孫兵衛→溝尻村衛門様 継紙 1 物品代金合計 10 匁請求書：
111 〔銀子支払依頼書〕 ― 会所ゟ→衛門様 切紙 1 端折紙代 17 匁 1 分 4 厘、村屋へ差出：
112 覚 7 月 13 日 濱村与左衛門→大庄屋木船

衛門様
切紙 1 銀札 1 貫目・金 1 両 1 歩相添返済：

113 奉公人覚 3 月 16 日 上林屋孫左衛門→大庄屋様 継紙 1 家中奉公人記名書、三好仲二儀上安村文
二郎、吉田三右衛門儀多門院村仁左衛門、
牧野主膳儀天台村代五郎等 10 名分：

114 覚 2 月 12 日 くみ屋→大庄屋様 切紙 1 宗門紙 15 匁、合計 14 匁支払：1-114
～ 125 紙縒一括

115 覚 丑 2 月 12 日 ゆら鳥屋三右衛門→御領内
庄屋中様

切紙 1 宮津紙 12 束 9 帖 20 枚、合計 196 分 7 厘、
他食材等合計 12 分 7 升 8 厘：

116 〔書状〕 4 月 14 日 糀屋久兵衛→大庄屋様 切紙 1
117 覚 ― 糀屋久兵衛→衛門様 切紙 1 銀札 20 匁受領：
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118 〔書状〕 4 月 13 日 吉田万代→こうし屋久兵衛

殿
切紙 1 掛物 20 反支払請求：

119 〔書状〕 4 月 3 日 糀屋久兵衛→大庄屋様衛助
様

切紙 1 商談：

120 覚 丑 5 月朔日 糀後酒屋→溝尻衛門様 継紙 1 納金内訳、都合 2 貫 102 匁 7 分 2 厘：
121 覚 嘉永 6 年癸丑 5 月晦日 木下村庄屋又輔→大庄屋木

船衛門様
切紙 1 御受金内訳、都合 213 匁 8 厘：

122 覚 5 月 玖津ミ日向→木船衛門様 継紙 1 神納受取、銀札一対：
123 覚 丑 5 月 18 日 溝尻村庄屋久左衛門→大庄

屋木船衛門様
切紙 1 借金返済、400 匁、20 匁月歩当：

124 覚 6 月 16 日 行永村庄屋与惣左衛門→大
庄屋衛門様

切紙 1 会講金間違分、296 匁 8 分 6 厘返済：

125 覚 4 月 6 日 濱屋平右衛門→鳥屋三右衛
門様

切紙 1 溝尻村分 30 匁返金：

126 覚 丑 3 月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 金 2 両、代わって銀札 780 匁支払書：
1-126 ～ 132 紙縒一括

127 〔支払覚〕 3 月晦日 行永村与惣左衛門→大庄屋
衛門様

切紙 1 昨日替札 30 匁受取支払書：

128 覚 癸丑 4 月朔日 常村庄屋七左衛門→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 町方借用の銀札 100 匁・利金 10 匁 2 分
返済：

129 覚 丑 3 月 29 日 同藤左衛門→木船衛門様 切紙 1 借用の内 300 目返済：
130 〔書状〕 4 月 2 日 一ハ弥惣兵衛、同太右衛門

→溝尻村木船衛門様尊下
継紙 1 10 貫程入用に付借金依頼：

131 覚 4 月朔日 行永村庄屋与惣左衛門→大
庄屋衛門様

継紙 1 堂奥村次左衛門勘定所へ銀札 500 匁・
利子 18 匁支払依頼：

132 覚 3 月 29 日 行永村庄屋与惣左衛門→大
庄屋衛門様

切紙 1 銀札 900 匁・利子 32 匁 4 分支払：

133 〔金額書上〕 嘉永 3 年戌 12 月 ― 切紙 1 78 匁 7 歩 9 厘計算書：1-133 ～ 154 紙
縒一括

134 〔病気御免届〕 ― 半五郎家来安八→ 切紙 1 病気に付役職赦免：
135 覚 亥 7 月 常村七左衛門→木船衛門様 切紙 1 田村中頼母子金として 2 貫 100 匁、同

13 匁 5 分：
136 〔書状〕 亥 4 月 5 日 田邊屋孫右衛門→大庄屋木

船衛門様用書
切紙 1 御頼茅代札引替催依頼、御頼茅 673 束

に対し 224 匁 3 分 3 厘：
137 覚 7 月 14 日 濱村庄屋→木船衛門様 切紙 1 金 5 両 3 歩・札 300 目支払：
138 御頼茅代 6 月 26 日 組ゟ→大庄屋様 継紙 1 茅代拠出明細、金額、拠出村名、合計

226 匁 5 分 7 厘：
139 〔書状〕 亥 4 月 18 日 田邊屋孫右衛門→大庄屋木

船衛門様用書
継紙 1 御頼茅代札 223 匁 3 分 3 厘、茅 673 束

上納：
140 下抔長面之控 9 月 5 日 濱村与右衛門→溝尻村木船

衛門様
切紙 1 2 貫 680 匁上納、残 750 匁不足分取調

の依頼：
141 覚 戌 4 月 11 日 田邊屋孫右衛門（印「田辺

屋」）→大庄屋木船衛門様
継紙 1 御頼茅 440 束代 146 匁 6 分 6 厘受取書：

142 〔断簡〕 ― →溝尻村衛門様へ 切紙 1 4 匁 1 分 7 厘：札の上部欠
143 覚 8 月 11 日 行永村孫左衛門→衛門様 切紙 1 釘代合計 8 匁 2 分 5 厘受取書：
144 覚 亥 4 月 29 日 濱村庄屋与三衛門→木船衛

門様
継紙 1 銀札 800 目支払書：

145 覚 5 月 14 日 濱村与三衛門→木船衛門様 切紙 1 銀札 250 匁支払書：
146 後役之覚 4 月 12 日 与保呂上村庄屋重介→大庄

屋木船衛門様
切紙 1 人名記録、徳兵衛、勘太郎、久左衛門、

友八：
147 覚 8 月 2 日 組内→大庄屋様 切紙 1 御厩用藁草代札合計 224 匁 6 分 1 厘支

払書：
148 覚 7 月 20 日 多門院村庄屋重助→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 紙運上 11 匁 3 分 6 厘支払書：

149 〔封筒〕 嘉永 4 年辛亥 ― 封筒 1 中身なし：
150 覚 嘉永 5 年子 12 月 27

日
堂奥村庄屋次左衛門→大庄
屋衛門様

継紙 1 頼母子、行永村借用分合計 3 貫 216 匁
6 分 7 厘支払書、残金 115 匁 3 分 3 厘：
貼紙 2 枚
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151 〔書状〕 4 月 24 日 田邊屋孫右衛門→大庄屋木

船衛門様尊下
継紙 1 御頼茅 300 束上納済に付代札 100 目繰

出依頼：
152 覚 3 月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋様 継紙 1 金 3 両、此札 200 匁支払書：
153 覚 寅 3 月 14 日 常村庄屋七左衛門→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 札 550 匁及利息にて加入依頼：

154 覚 正月 4 日 高嶋甚助、福井六右衛門→
大庄屋木船衛門殿

切紙 1 茅合計 2842 束代札 364 匁 3 分 3 厘支
払書：

155 〔麻代札〕 ― 木船之組→ 切紙 1 麻定 100 束代 50 匁：1-155 ～ 165 紙
縒一括

156 〔御頼茅代札〕 ― 木船組→ 切紙 1 御頼茅 600 束代 101 匁 6 分 2 厘：
157 覚 寅正月 21 日 借用主おゆき、請人丹右衛

門→大庄屋木船衛門様
切紙 1 借用銀札 60 匁皆済証明書：

158 覚 寅正月 2 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

継紙 1 金 1 両 2 歩代銀札 1 貫目支払書：

159 〔覚〕 寅 2 月朔日 多門院村庄屋重助→大庄屋
衛門様

切紙 1 金 10 両・銀札 1 貫 100 目支払書：糊は
がれ、元は 1-160 と一括

160 覚 ― ― 切紙 1 金 10 両・銀札 1 貫 100 目支払書：糊は
がれ、元は 1-159 と一括

161 覚 ― ― 切紙 1 行永村分入金勘定書、合計 305 匁 4 分：
後欠

162 御用 12 月 28 日 安久兵左衛門→木船衛門様 継紙 1 家中奉公人割に付、来訪願：
163 覚 寅正月 4 日 鳥屋三右衛門→木船衛門様 切紙 1 合計 219 匁 2 分 7 厘支払書：
164 覚 閏 7 月 7 日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋

木船衛門様貴下
継紙 1 合計 19 匁 1 分 3 厘支払書：

165 覚 寅 6 月 3 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 御蔵尻不足分として銀札 320 匁支払：

166 覚 とり 4 月朔日 市ハ糀波→溝尻衛門様 切紙 1 312 匁支払書：1-166 ～ 195 紙縒一括、
帯封

167 覚 寅 5 月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 寺借用所へ銀札 300 匁返済書：帯封

168 覚 5 月 7 日 白杦村藤兵衛→右衛門様 切紙 1 25 匁受領：
169 覚 2 月 行永村甚太夫→鳥屋三右衛

門様
切紙 1 20 分勘定書：

170 〔札〕 ― →溝尻衛門様 切紙 1 会料として 1 匁 2 分 5 厘：
171 〔木下へ相渡し候勘定

書控〕
甲寅 6 月 2 日 大庄屋衛門→木下村先庄屋

又介殿
継紙 1 木下村藤助殿追々入札、4 月朔日林屋の

元で勘定、差引合計 63 匁 1 分 1 厘支払
書：帯封

172 仮請取 甲寅 5 月 29 日 大庄屋衛門→庄屋役代兼木
下村年寄太兵衛殿

継紙 1 銀札 300 目・金 3 両（71 匁替）・利息
22 匁 3 分 9 厘支払書：文書抹消

173 〔金子計算書〕 ― ― 継紙 1 金額・日付書上、合計 520 匁：前欠
174 〔金子計算書〕 ― ― 継紙 1 正月 8 日残分計算書、合計 315 匁 7 分

5 厘、溝尻村：
175 覚 ― 本屋庄右衛門→木船御氏様 切紙 1 宋元甲段、合計 4 匁受領：
176 〔札〕 ― 福来源五郎→木船様行 切紙 1 年延利息 8 匁 5 分：
177 覚 5 月 2 日 田辺屋孫右衛門→大庄屋衛

門様
切紙 1 かや代銀札 100 目受領：

178 覚 寅 6 月 2 日 木下村庄屋与惣左衛門、年
寄太平→大庄屋衛門様

継紙 1 銀札 60 匁及び利息 3 匁 1 分 2 厘返済覚：

179 〔金子返済書〕 嘉永 7 年甲寅 5 月 29
日

木之下村年寄太兵衛→大庄
屋衛門様

切紙 1 合計 395 匁 5 分 2 厘返済覚：

180 覚 寅 12 月 29 日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋
木船衛門様貴下

切紙 1 収納尻へ銀札 1 貫 500 目支払覚：

181 覚 9 月朔日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋
木船衛門様貴下

継紙 1 勘定の内へ合計 522 匁 7 分 3 厘加入願：

182 覚 9 月 15 日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 220 匁及び利息 25 匁 8 厘支払覚：

183 覚 寅 9 月 4 日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 金 2 歩代銀札 35 匁 6 分 4 厘支払覚：
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184 覚 ― ― 切紙 1 友三郎かし金覚、差引 58 匁 1 分 9 厘：
185 〔借用願〕 ― 木の下村太平→木船衛門様 切紙 1 御用金 30 両依頼：
186 〔上納金額覚〕 ― 常村→ 切紙 1 合計 154 匁 8 分 9 厘上納：
187 覚 寅閏 7 月 5 日 組屋与右衛門→溝尻村木船

御氏様
継紙 1 大小鯛焼 10 本等納入書：

188 〔奉公人村割当覚〕 ― ― 継紙 1 奉公人名、村名：
189 〔もり村秀吉、古河様

奉公割当覚〕
10 月 4 日 ― 切紙 1 納戸役、秀吉承り候：

190 〔書状〕 8 月 8 日 上林屋孫右衛門→大庄屋木
船衛門様尊下へたより

切紙 1 林丹下様御家来与保呂村宇吉当月 11 日
より江戸表行通知：

191 〔書状〕 11 月 18 日 行永村庄屋嘉右衛門→大庄
屋木船衛門様

切紙 1 森村彦右衛門津留中の紛敷義に付年寄役
取放・代料取上連絡：

192 〔酒代計算書〕 ― ― 切紙 1 ちよ酒等分量・金額書上：
193 覚 寅 12 月 鳥屋吉郎兵衛→溝尻村大庄

屋様
切紙 1 御袖薬代 2 匁受領：

194 〔拝借金覚〕 10 月 2 日 上安村→ 切紙 1 元金 700 匁、利息 89 分 16 匁 5 分：
195 〔拝借金覚〕 10 月 2 日 森村→ 切紙 1 元金 100 匁、利息 2 匁 4 分：
196 覚 亥 10 月 6 日 与保呂村庄屋重衛門→大庄

屋木船衛門様
切紙 1 拝借金利息不足分 14 匁 6 分 4 厘返済書：

1-196 ～ 224 紙縒一括
197 〔覚〕 亥 ― 切紙 1 頼母子講金 56 匁 2 分 5 厘：
198 覚 嘉永 4 年亥 12 月 藤右衛門→衛門様 切紙 1 頼母子金差戻として 26 匁支払書：
199 〔覚〕 ― ― 切紙 1 掛金 100 目内訳、筆料、簡井氏頼母子：
200 去年拝借覚 亥 12 月 29 日 清道村庄屋作助→木船衛門

様
切紙 1 合計 1 貫 150 匁拝借、吉右衛門へ酒一盃

思召願、私共差詰故来る正月 4 日上納仕、
4・500 匁拝借願：

201 覚 亥 12 月 かじ八兵衛→溝尻大庄屋様 切紙 1 8 匁 1 分受領：
202 〔覚〕 ― ― 切紙 1 御言伝銀 130 匁 96 分：1-202 ～ 205 紙

縒一括
203 〔覚〕 亥 ― 切紙 1 7 貫 523 匁 1 分返済書：
204 〔覚〕 ― →大庄屋様 切紙 1 9 匁 5 分、御奉公人捨三郎：
205 〔覚〕 ― →大庄屋衛門 切紙 1 米 12 俵 2 斗 5 升 7 合 6 勺、代金 401

匁 7 厘：
206 覚 亥 12 月 組屋吉右衛門→大庄屋衛門

様
切紙 1 継物、数量、金額合計 20 匁 5 分、村名：

1-206 ～ 210 紙縒一括
207 〔書付〕 嘉永 4 年辛亥 ― 切紙 1 年代書付：
208 覚 亥 12 月 22 日 兵左衛門→木船様 継紙 1 葛葉・献上草代金 102 分 2 升 7 厘の内

余剰金 5 分 3 升 7 厘差戻：
209 〔書付〕 嘉永 4 年辛亥 ― 切紙 1 年号札：
210 覚 亥 12 月 12 日 鳥屋糀弥→溝尻村衛門様 切紙 1 合計 1 貫 30 匁返済書：
211 覚 亥 12 月 藤右衛門→衛門様 切紙 1 10 匁受領：
212 覚 亥 12 月 27 日 庄屋久右衛門→大庄屋衛門

様
切紙 1 21 匁 1 分 5 厘支払書、御中間引切勘定：

213 覚 2 月 21 日 組屋吉右衛門→木船御氏様 切紙 1 品物納品書、代金合計 20 匁 5 分：
214 覚 亥 12 月 組屋吉右衛門→木船御氏様 切紙 1 品物入用 20 匁 5 分：
215 覚 亥 12 月 組屋吉右衛門→木船御氏様 切紙 1 品物入用合計 23 匁 5 分：
216 覚 亥 12 月 28 日 行永村平八→みそしり衛門

様
切紙 1 銀札 100 匁書付：

217 覚 亥 12 月 26 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 春大豆 3 升・黒胡麻 2 升 1 合代金 5 匁
8 升 3 分支払書：

218 奉口上 ― 吉左衛門→木衛門様 切紙 1 68 匁手代叮にて取かへ、支払書：
219 〔紙札〕 嘉永 6 年癸丑 ― 切紙 1 1 口 5 匁、重兵衛、九助：1-219 ～ 224

紙縒一括
220 覚 嘉永 6 年癸丑 11 月

29 日
― 切紙 1 嘉永 6 年 11 月 29 日より 12 月 24 日拝

借下拵調書、御蔵尻半高調達、合計 8 貫
目：

221 〔堂奥村御用金次第〕 ― ― 切紙 1 組内入参代、堂奥村御用金は大庄屋取替：
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222 〔組割割付書〕 嘉永 6 年癸丑 12 月

24 日
― 継紙 1 5 貫 73 匁 6 分 6 厘、内訳清道村・大庄屋・

鳥屋・奉公人・漆畑運上、残 146 匁 6 分
4 厘：

223 〔組割取替分書付〕 ― ― 切紙 1 740 匁 2 分 6 厘、大庄屋取かへ：
224 〔嘉永六御用金次第〕 ― ― 継紙 1 御用金并当丑村々御収納不足共半高 11

日限に上納：
225 〔紙札〕 嘉永 6 年癸丑 ― 切紙 1「嘉永六癸丑年」記載：1-225 ～ 256 紙

縒一括
226 〔書状〕 12 月 23 日 西尾辨吉→大庄屋衛門殿用

事
継紙 1 一条油屋重吉との相違に付、対決のため

当人同道にて 24 日に拙宅訪問願：1-226
～ 228 紙縒一括

227 〔書状〕 7 月 2 日 西尾辨吉→大庄屋木船衛門
殿当用

継紙 1 先日来訪感謝、出町の儀に付昼後 8 ツ時
～未に拙宅へ来訪願：

228 〔書状〕 10 月 19 日 西尾辨吉→溝尻村大庄屋衛
門殿御用

継紙 1 出町の由話合に付明日明後日に拙宅へ来
訪願：

229 〔書状〕 4 月 19 日 小川巌→溝尻村木船衛門殿 継紙 1 掛物の件を糀屋久兵衛に話、京へ書画茶
器商：1-229 ～ 235 包紙一括

230 〔書状〕 4 月 17 日 鳥屋三右衛門→木船衛介様
要件

継紙 1 御道方田中勇右衛門様依頼延引の件：

231 口上 4 月 15 日 田中重蔵→紙屋仁右衛門様 継紙 1 借金 100 匁と利息 8 匁返済延引の申出：
1-229 ～ 235 の包紙（田中重蔵・中落
長兵衛→木船衛門様）が元は 1-232 の
包紙ヵ

232 〔書状〕 12 月 20 日 ― 継紙 1 借金返済延引の事で鳥屋三右衛門・紙屋
仁右衛門に依頼の件：

233 〔書状〕 8 月 26 日 上田八左衛門→大庄屋衛門
殿用事

継紙 1 訳合にて内談したくとも折悪敷不能、杉
井茂理平に頼み役申合、訳合を以勘弁願、
詫状：

234 覚 嘉永 6 年癸丑 8 月 28
日

杉井茂理平→鳥屋三右衛門
様

切紙 1 金 2 歩衛門様より請取：端裏「嘉永六癸
丑年」

235 〔断簡〕 嘉永 6 年癸丑 ― 切紙 1 書状：
236 覚 丑 12 月 25 日 磯田元弥→大庄屋衛門様 継紙 1 上田八左衛門家来給銀札 110 匁受領：

1-236 ～ 256 紙縒一括
237 口上 12 月朔日 磯田元弥→大庄屋木船衛門

様
継紙 1 別紙手形にて指上の上安村多助増給に関

する確認：
238 〔紙札〕 ― →衛門様 切紙 1 1 匁 2 分 1 厘半口分：
239 覚 癸丑 12 月 25 日 亀井達兵衛→ 切紙 1 札 74 匁受領：後欠
240 〔紙札〕 ― ― 切紙 1 勘定除銀札 27 匁 1 歩、七左衛門行預り：
241 覚 丑 8 月 組屋七左衛門→溝尻村大庄

屋衛門様
継紙 1 常村他 11 ヶ村へ合計 31 匁 6 分 8 厘請

求：
242 〔紙札〕 ― ― 切紙 1 銀札 7 貫 817 匁 7 歩、此金 110 両、大

庄屋衛門組：
243 〔元金利息勘定書〕 丑 12 月 →木船衛門殿 切紙 1 合計銀札 325 匁 5 分、此金 4 両 20 朱

10 文：
244 〔紙札〕 ― ― 切紙 1 溝尻頼母子年割符 124 匁、木船氏：
245 〔紙札〕 ― もり大江→衛門様 切紙 1 頼母子利息銀札 2 匁 4 分 6 厘支払：
246 〔紙札〕 ― ― 切紙 1 胡麻 1 升、代札 2 匁 2 分 5 厘、買入置

候銀 2 匁 2 分 8 厘、衛門組：
247 覚 12 月 23 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船

衛門様
継紙 1 青大豆 3 升・黒胡麻 2 升 1 合代金合計

8 匁 7 分 4 厘支払書：
248 覚 丑 12 月 圓満寺屋庄九郎→溝尻村木

船衛門様
切紙 1 生八丈他代金合計 17 匁 6 分受領：

249 御通帳紙代覚 亥 8 月 組屋七左衛門→溝尻村大庄
屋様

継紙 1 常村他 11 ヶ村へ合計 31 匁 6 分 8 厘受
領：

250 〔紙札〕 ― ― 切紙 1 141 匁 6 歩 4 厘、御免勧化当：
251 〔紙札〕 ― →大庄屋様 切紙 1 行永割合 134 匁 1 分 4 厘：
252 覚 丑 12 月 26 日 藤左衛門→木船衛門様 切紙 1 頼母子戻り銀札 26 匁支払書：
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253 つほやたのもし手取

札割符
（嘉永 6 年癸丑） ― 切紙 1 子・丑年分合計 2 貫 435 匁 8 分 9 厘、

内訳 12 ヶ村割差引勘定書、端裏「嘉永
六年」：

254 覚 ― ― 継紙 1 壺屋頼母子 1 貫 267 匁 1 分 2 厘、内訳
拝借銀・行永村頼母子：

255 覚 丑 12 月 23 日 安久兵左衛門→木船衛門様 継紙 1 つほやたのもし支払銀 1 貫 608 匁 6 分
8 厘支払書：反故紙使用

256 覚 丑 12 月 23 日 安久兵左衛門→木船衛門様 継紙 1 銀札 1 貫 708 匁 6 分 8 厘支払書：
257 〔嘉永七甲寅年所々書

付〕
（嘉永 7 年甲寅） ― 切紙 1 薬紙袋包紙に使用、加賀領滑川高田清治

郎、中身なし：
258 覚 戌 12 月 28 日 堂奥千久郎→溝尻衛門様 切紙 1 頼母子戻り札合計 29 匁 5 分 8 厘支払書：

1-258 ～ 291 紙袋「丸薬」一括
259 安政二卯年所々并組内

書付入
安政 2 年卯 ― 切紙 1 薬袋を包紙に使用、中身なし：1-259 ～

290 水引一括
260 覚 7 月 12 日 森大江→溝尻村衛門様 切紙 1 発起御取分銀札 24 匁 6 分 2 厘支払書：
261 覚 7 月 勘六→みそしり衛門様 切紙 1 20 匁支払書、「請取」の角印：
262 覚 7 月 7 日 上安村庄屋清右衛門→大庄

屋衛門様
切紙 1 収納所へ銀札 300 匁支払書：

263 覚 5 月 13 日 田辺屋孫右衛門→大庄屋衛
木船衛門様

切紙 1 御頼茅納 320 束代金 126 匁 6 分 6 厘受
領：

264 〔書状〕 3 月 14 日 田辺屋孫右衛門→大庄屋衛
木船衛門様貴下

切紙 1 御頼茅上納被仰付、懸高内 40 束三宅
理右衛門様納不用、御頼茅 380 束代料
126 匁 6 分 6 厘支払願：

265 覚 卯正月 15 日 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 鳥屋寅年年賦札 107 匁 4 分受領：
266 此間御咄被成候札受取

申候書付
正月 20 日 浜村兵左衛門→木船様 切紙 1 葛葉代 44 匁、献上茅代 50 匁 4 分通達：

267 覚 ― 福井六郎衛門→大庄屋木船
衛門殿

切紙 1 卯年分茅 1450 束、1015 束衛門組、代
銀札 130 匁 5 分：

268 〔茅代書付〕 ― ― 切紙 1 435 束代札 55 匁 7 分 3 厘：1-267 に同
封

269 覚 卯正月 14 日 庄屋藤左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 胡麻 2 升 1 合・春大豆 3 升合計 6 匁 8
分 5 厘、札 200 匁御蔵尻へ上納：

270 〔送状〕 6 月 2 日 庄屋藤左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 過札 5 分 1 厘：

271 覚 卯 3 月朔日 庄屋藤左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 2 月 8 日借用元金・利息合計 74 匁 7 分
4 厘返済書：

272 覚 卯正月晦日 木下村庄屋太平→大庄屋木
船衛門様

切紙 1 元金・利息合計 278 匁 4 厘入米所へ支
払書：

273 〔覚〕 ― 木船衛門組→ 継紙 1 高 46 人半、内 26 人半出人、残 20 人引切：
274 覚 卯正月 4 日 鳥屋三右衛門→木船様 継紙 1 寅年分年賦 224 匁：
275 覚 4 月朔日 ― 切紙 1 250 匁、利息 9 匁、御蔵不足所へ、多

門院村、林屋へ入置：1-275 ～ 282 紙
縒一括

276 〔書状〕 2 月 12 日 鳥屋三右衛門→木船様貴尊 切紙 1 宗門入用の品書付申上、紙 12 束 2 帖
20 枚、代金 196 匁 2 分 7 厘：

277 覚 卯 4 月 鳥屋吉郎兵衛→木船衛門様 切紙 1 細のり糸等合計 25 匁受領：
278 覚 卯 7 月朔日 濱村庄屋嘉右衛門→大庄屋

木船衛門様
継紙 1 御収納衆へ 611 匁 4 厘上納、内訳記載：

279 覚 6 月 17 日 俵屋和助→木舟様 切紙 1 うこん代金 240 匁受領：
280 覚 ― 堂奥村→ 切紙 1 600 目を 3 月 6 日上納、利息不足分 18

匁 6 分 5 厘：
281 覚 卯 6 月 10 日 上安村庄屋清右衛門→大庄

屋木船衛門様
切紙 1 1 貫目・利息 66 匁を御収納衆へ上納：

282 覚 6 月 12 日 鳥屋吉郎兵衛→木船様 切紙 1 油のり代 1 匁 7 分 5 厘：
283 覚 子 3 月 21 日 濱村庄屋与右衛門→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 3 貫目の内合計 320 匁支払書：1-283

～ 285 紙紐一括
284 組頼母子覚 ― ― 一紙 1 村ごとに金額割振、村へ取退：横帳外れ
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285 覚 12 月 27 日 あく兵左衛門→溝尻村役人

衆中
切紙 1 頼母子講金 13 匁 6 分 9 厘割戻：

286 覚 子 3 月 18 日 濱村庄屋与右衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 3 貫目 24 匁上納の内 2 貫 700 目支払：

287 覚 4 月 16 日 市場村弥惣兵衛→溝尻村衛
門様

切紙 1 借用金・利息合計1貫47匁2分1厘返済：

288 〔表書〕 ― 松下藤左衛門→大庄屋木船
衛門様用事

切紙 1 書状断簡：1-288 ～ 290 紙紐一括

289 材木代覚 ― ― 横帳 1 材木荷数・代金、納入村名、合計 112 荷
及代金合計 46 匁 3 分、内部に「大庄屋
給米覚」綴込、米分量・代金、配給先村名：

290 覚 ― ― 切紙 1 上納高数量、代金、村名、合計 542 匁
9 分 7 厘：

291 口上 ― 森村庄屋吉右衛門→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 葛葉割札 88 匁 2 分 9 厘支払：

292-1 仮請取 子 3 月 3 日 大庄屋衛門→常村庄屋七左
衛門殿

切紙 1 半月分の利息含む 900 目 32 匁 4 分受領、
面談後本帳に記入：バツ印にて抹消

292-2 仕訳書 子 ― 切紙 1 908 匁 7 分 4 厘の内子年正月 16 日に米
方へ 903 匁支払・利息 5 匁 4 分 2 厘、
合計 908 匁 4 分 2 厘より差引 3 分 2 厘
差戻：バツ印にて抹消

293 覚 子 12 月 かじ八兵衛→溝尻大庄屋様 継紙 1 金物代金合計 27 匁 2 分受領：1-293 ～
301 紙紐一括

294 覚 子極月 15 日 組屋七左衛門→溝尻村木船
御氏様

継紙 1 物品代金合計 7 匁 5 分 9 厘受領：

295 覚 子 12 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門
様

切紙 1 物品代金 21 匁 3 分受領：

296 覚 子 12 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門
様

継紙 1 通帳紙代 31 匁 6 分 4 厘、春大豆等合計
21 匁 3 分：

297 覚 子 12 月 上林村孫右衛門（印「田辺
本町上林屋」）→大庄屋木
船衛門様

継紙 1 あわび７つ代金 2 匁 8 分受領：

298 御通紙代之覚 子 8 月 組屋七左衛門→大庄屋溝尻
村衛門様

継紙 1 常村等 12 ヶ村分合計 31 匁 6 分 8 厘受
領：

299 覚 子 12 月 8 日 安久兵左衛門→木船衛門様 切紙 1 人足代銀札 102 匁受領：
300 〔通知〕 12 月 6 日 清水信吾→鳥屋三右衛門様 継紙 1 出町の節の請取書送付：
301 覚 子 12 月 26 日 清水信吾→大庄屋衛門様 切紙 1 牛窪様へ出札の分として銀札 150 匁受

領：
302 〔奉公人覚〕 ― ― 継紙 1 藩士名、奉公人村名・名前：1-302 ～

306 紙紐一括
303 〔覚〕 11 月朔日 行永村ゟ→ 切紙 1 金 4 両 1 歩 3 歩入、替札・利息合計

294 匁 3 分 2 厘：
304 覚 2 月 4 日 水清→糀屋久兵衛様 切紙 1 絵表具切紙手間等代金 21 匁 5 分受領：
305 〔書付〕 ― →行永村源八へ 切紙 1 米 4 斗、要請米：
306 覚 閏 4 月 29 日 大川社世話方（印）→大庄

屋木船御氏様
切紙 1 1 両請取書：

307 覚 子 4 月 29 日 庄屋久左衛門→御世話方藤
左衛門様

切紙 1 合計 150 匁詞堂の内へ支払：

308 〔書状〕 8 月 24 日 市場村弥惣兵衛（印）→木
船御氏様

継紙 1 9 月晦日まで 1 貫 2、300 匁ほど借金依
頼、9 月晦日には返済：

309 〔書付〕 28 日 ― 切紙 1 日別金銭出納：
310 覚 正月 29 日 久右衛門→大庄屋様 切紙 1 拝借金の内へ合計 500 匁・月歩当 7 匁

預り願：
311 覚 子正月 6 日 森村中西→大庄屋木船衛門

様
切紙 1 銀札 300 目支払書：

312 〔覚〕 ― ― 切紙 1 亥年御頼茅 673 束代金 112 匁 1 分 7 厘、
衛門様分：
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313 覚 子 8 月朔日 行永庄屋弥太夫→大庄屋木

船衛門様
継紙 1 合計 110 匁 4 分 6 厘支払書、林屋様金利

半月分：1-313 ～ 335 紙縒一括、1-313
～ 326 紙紐一括

314 覚 子 7 月 15 日 林屋六兵衛→行永村庄屋弥
太夫様

継紙 1 木船衛門殿 1 貫 220 匁引渡：

315 覚 5 月 6 日 斉藤久左衛門→木船衛門様 継紙 1 大丹生村焼失割札 254 匁 6 分 1 厘受取
覚：

316 覚 7 月 15 日 濱村庄屋与右衛門→木船衛
門様

切紙 1 銀札 400 目支払：

317 覚 7 月 29 日 濱村庄屋与右衛門→大庄屋
木船衛門様

継紙 1 5 月に 52 匁 2 分 1 厘、7 月に 91 匁 1 分
4 厘納入：

318 孝子伝請取書 ― ― 切紙 1 与保呂村等 11 ヶ村分銀札 75 匁 3 分・金
1 両 2 歩受領：

319 覚 6 月 7 日 組屋→ 切紙 1 392 匁 5 分支払：日付後筆ヵ
320 〔書状〕 6 月 11 日 鳥屋三右衛門→木船様貴下 継紙 1 入用分渡し連絡状：
321 覚 ― ― 切紙 1 札 100 目・利息 8 ヶ月分 9 匁 6 分を行

永村から米方へ支払：
322 覚 子 7 月晦日 濱村庄屋与右衛門→大庄屋

木船衛門様
継紙 1 合計 350 匁支払：

323 〔覚〕 ― ― 継紙 1 常村分 45 匁 6 分：
324 〔覚〕 ― ― 切紙 1 堂奥村残運定 5 匁 7 分 8 厘：
325 〔覚〕 ― 森村大江→木船衛門様 切紙 1 融通講取分銀札 24 匁 6 分 2 厘：
326 〔断簡〕 7 月 29 日 ― 切紙 1 多門院村分 17 匁 7 分 5 厘：前欠
327 覚 （嘉永 5 年）壬子 3 月

3 日
常村庄屋七左衛門→木船衛
門様

切紙 1 銀札 900 目・3 ヶ月分利息 32 匁 4 分支
払：1-327 ～ 335 紙紐一括

328 覚 ― 庄屋与左衛門→ 切紙 1 大越代、村割・人割合計 69 匁 3 分、他に
銀札 69 匁 3 分 9 厘・9 分 1 厘添えて支払：
端裏「宗門銀不足常村ゟ送り書付」

329 覚 3 月 3 日 堂奥村庄屋利右衛門→木船
衛門様

継紙 1 合計 187 匁 5 分 6 厘支払：

330 〔書付〕 ― →木船衛門 切紙 1 溝尻頼母子 10 匁 6 分 6 厘：
331 覚 3 月 2 日 多門院村庄屋重助→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 拝借銀 200 匁・97 日分利息 6 匁 2 分 7

厘支払：
332 覚 3 月朔日 堂奥村利右衛門→木船衛門

様
切紙 1 合計 828 匁 8 分 6 厘書上：

333 覚 閏 2 月 16 日 久兵衛→衛門様 切紙 1 宗門料理人礼 19 匁 2 分 4 厘、大川へ自
分の分として 4 匁 2 分 8 厘、合計 23 匁
5 分 2 厘受領、差引 6 匁 5 分戻す：

334 覚 子 2 月晦日 多門院村庄屋重助→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 金 3 両 3 歩・銀札 130 匁支払：

335 覚 （嘉永 5 年壬子）3 月
朔日

組中→大庄屋様 継紙 1 常村分等合計 1 貫 191 匁 9 分 5 厘書上：
端裏「宗門銀取立之節組内ゟ送り書／嘉
永五壬子三月」

336 覚 子 3 月 14 日 廣嶺社司谷備後守（印）→
御大庄屋所木舟衛門様

継紙 1 金 2 朱 5 歩神納受領：1-336 ～ 340 紙
紐一括端裏「田辺溝尻村木舟衛門様御頼
／廣嶺山谷備後守」封じ目（印）

337 覚 子 4 月朔日 常村庄屋七左衛門→大庄屋
木船衛門様衛門様

継紙 1 合計 366 匁 8 分支払：

338 覚 4 月 7 日 堂奥村利右衛門→木船衛門
様

切紙 1 合計 105 匁 4 分・残 100 目書入支払：

339 覚 3 月 14 日 多門院村庄屋重助→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 田数 110 内 300 目・利息 1 匁支払：

340 覚 子 3 月 26 日 （田辺屋孫右衛門→大庄屋
木船衛門様用書）

継紙 1 御頼茅 545 束代金 121 匁 6 分 6 厘受領：
文中「請取」印、封じ目「田辺屋」印、
端裏「大庄屋木船衛門様田辺屋孫右衛門
／用書」

341 〔書付〕 ― →大庄屋衛門組 継紙 1 18 匁 8 分、112 匁を除き戻す：
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342 覚 子 5 月 29 日 行永庄屋弥太夫→大庄屋木

船衛門様
切紙 1 銀札 286 匁 7 分 8 厘・利息 20 匁 6 分

5 厘書上：帯封
343 覚 5 月 29 日 多門院村庄屋重助→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 金 3 両・銀札 10 匁支払、利息を添え

200 目上納：
344 覚 5 月 29 日 清道村→大庄屋木船衛門様 切紙 1 御札所拝借銀 100 匁・利息 6 匁 1 分 2

厘書上：
345 覚 子 4 月 29 日 行永庄屋弥太夫→大庄屋木

船衛門様
継紙 1 合計 630 匁・利息 37 匁 8 分書上：

346 覚 子 5 月朔日 行永庄屋弥兵衛→大庄屋木
船衛門様

継紙 1 銀札 320 匁・利息 19 匁 2 分支払：

345 覚 子正月 28 日 久左衛門→大庄屋様 切紙 1 銀子受取覚：
346 覚 子 4 月 18 日 常村庄屋七左衛門→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 銀子受取覚：

347 覚 子 4 月 18 日 常村庄屋七左衛門→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 10 両代札支払：

348 覚 2 月 13 日 同兵左衛門→大庄屋木船様 切紙 1 御囲茅 1130 束代札 144 匁 6 分 4 厘請
取に付割いたし候、請取願：

349 覚 子正月晦日 行永村庄屋与右衛門代五兵
衛→大庄屋衛門様

切紙 1 村方頼母子懸札 150 匁受領：

350 覚 子正月 4 日 松下藤左衛門→大庄屋木船
衛門殿

切紙 1 子年分御囲茅 484 束代札 62 匁 1 厘、銀
1 匁に付 8 朱 12 分書入：

351 覚 子正月 5 日 濱村与右衛門→大庄屋木船
衛門様

継紙 1 合計 2 貫 950 匁支払：

352 覚 正月 6 日 庄屋久左衛門→大庄屋衛門
様

切紙 1 米方残りへ金 3 両 1 歩 2 朱支払：

353 覚 嘉永 5 年壬子正月 16
日

常村庄屋七左衛門→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 上納不足分金 7 両・代札 430 匁支払：

354 覚 子正月 5 日 庄屋久左衛門→大庄屋木船
衛門殿

継紙 1 銀札 700 匁支払：

355 覚 嘉永 4 年辛亥 12 月
29 日

木之下村庄屋又輔→大庄屋
木船衛門様

切紙 1 合計 1 貫 298 匁 4 分 3 厘上納：

356 覚 子正月 28 日 久左衛門→大庄屋様 継紙 1 合計 706 匁 4 分 4 厘受領：
357 溝尻村頼母子一件 天保 11 年庚子 11 月 ― 横帳 1 甚助筆頭に頼母子願人名前書上、天保 12

年正月 16 日には御代官役所へ呼出の上
宮又は野間へ寄合村方騒動に付吟味中：

「済状一札」「差上申一札之事」他 2 通綴
紐に挟込、1-357 ～ 386 紙袋「文政四年
幾利死丹宗門御改帳」一括、1-357 ～
360 折重ね

358 溝尻村百姓預之一件 弘化 4 年丁未 5 月 26
日～

大庄屋衛門→ 横帳 1 小百姓願分・小屋敷等諸事書付、年寄忠
兵衛と相談、人数ごとに石高割付：反故
紙使用（人別田畑書上帳）

359 入木村一件心覚帳 文政 10 年丁亥 6 月 木船氏→ 横帳 1 中百姓以下藤次郎・源右衛門領分より下
小百姓の者より長縄作受茅・葛葉入木、
役人との交渉記録：反故紙使用（人別田
畑書上帳）

360 当村一件申口心覚帳 文政 13 年庚寅 2 月 ― 横帳 1 高未進・願人小屋敷について：反故紙使
用（五人組記載）

361 〔請状下調書〕 弘化 4 年丁未 6 月 27
日

― 継紙 1 川除、惣遣割、入木割、御用茅、御作事
縄藁、御蔵入用：

362 惣繾頭割一件記録帳 弘化 3 年丙午 2 月 木船氏→ 横帳 1 伊勢大夫講の宿割并諸雑用共諸仲間の出
人頭割にすること等一件：反故紙使用（人
別田畑書上帳）

363 家割物と相見へ候分 ― ― 一紙 1 金額書上、割振担当者：横帳外れ、
1-362 に挟込、反故紙使用（人別田畑書
上帳）
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364 〔書付〕 ― ― 一紙 1 徴収金小百姓皆々外に出相談致：横帳外

れ、1-363 に挟込、反故紙使用（人別田
畑書上帳）

365 諸事御用向覚帳 文化 10 年癸酉正月 木船藤右衛門→ 横半帳
1

年頭務方、節句務方、借用認方覚、御代
官御出役之節祝儀覚、暑気見舞、稲草帳
之事等割振、事項：

366 諸事規録帳 文化 14 年丑 8 月 木船義算→ 横半帳
1

大照、大地震、若者中祭礼極メ、諸役人
方入用惣分、山割年限極メ等書付：切紙
3 枚（頼母子勘定）綴紐に挟込

367 〔諸事書付〕 ― ― 横帳 1 中百姓方から御用負担が多いため、御上
の指示どおりに取り計らうよう村役人に
沙汰、厩御用の儀軍用にて殿様知行、木
綿茶作、入木并作事等：1-367 ～ 386
紙袋一括、反故紙使用（人別田畑書上帳）、
継紙 1 通綴込、開披不能、横帳の本紙ヵ

368 〔勘定記録〕 ― ― 横帳 1 惣遣頭合計 221 匁、惣遣高合計 1 貫 70
匁 7 分 3 厘、日待、神子舞、太夫講、入木・
葛葉書上：反故紙使用（人別田畑書上帳）

369 〔田損傷書上〕 ― ― 一紙 1 下田・中田面積、損傷記録、持主名前、
紙背に大内二ツ橋足役割・御用茅・御作
事縄藁等記録：反故紙使用（人別田畑書
上帳）

370 一札之事 嘉永 3 年庚戌 8 月 →御役人様両 継紙 1 困窮に付惣遣分を頭割 8 匁高割 2 分か
ら家割に改、提出雛形：

371 〔書付〕 ― ― 継紙 1 諸作虫等祈祷内容、講、殿様御祝分、日
待、神子舞、太夫講等：

372 村ニ而割法 ― ― 継紙 1 夏運上・茅・くつは、長縄等書付、合計
239 匁、後半に「御上定法」、項目は前
半と類似：

373 〔覚〕 ― ― 継紙 1 10 石以下小屋敷申出、仏壇相変等：
374 覚 ― →庄屋誰殿、年寄誰殿、大

庄屋誰殿
継紙 1 御介抱高割、惣遣割家割・高割、割符取

遣諸勘定、請書雛形：
375 〔書付〕 ― ― 継紙 1 百姓、久助の申分、入木割、腰林、倹約等：
376 〔書付〕 ― ― 一紙 1 宮講・日待・稲荷会・川除等項目書上：
377 〔白紙〕 ― ― 切紙 1 白紙：
378 〔当村午年上割〕 ― ― 一紙 1 組わけ、奉公人、御用人足、御用茅、入

木高等諸事書付、裏面に下田・中田面積、
損傷状況、持主名前：横帳外れ、反故紙
使用（人別田畑書上帳）

379 〔御作事縄割等覚書〕 ― ― 横帳 1 作事縄割、掛り代銀、入木、郷中焼割、
川除等書付、葛葉割付：

380 済状一札之事 文政 11 年戊子 久助印、他 59 名→庄屋久
左衛門殿、年寄勘左衛門殿、
同勘助殿

一紙 1 御用入木割符不同、高 13 石以上の者は
12 束 5 石苅、5 ～ 13 石迄の者は 10 束苅、
1 ～ 5 石迄の者は 7 束 5 本苅、1 石迄の者
は 6 束 5 本苅、村方和談：1-380 ～ 386
紙縒一括、1-380・381 重ねて一括、虫損

381 済状之事 享和元年辛酉 12 月 久兵衛、他 64 名→年寄伊
右衛門殿、同断勘左衛門殿、
庄屋藤左衛門殿

一紙 1 凶作相続一統困窮致、小百姓并無高之者
格別難渋に付頭割・足役等免除願、その
他免除額取決：虫損

382 諸事割方 ― ― 一紙 1 御用人足、御厩葛葉・藁、川除普請等村
中負担割：横帳外れ、反故紙使用（人別
田畑書上帳）

383 家高ニ順し見付わり
物

― ― 一紙 1 入木割、葛葉割、御厩藁割、蔵歩割等書
上：反故紙使用（包紙）

384 諸割物銀方 ― ― 切紙 1 御用茅割、御厩作事惣高割、先納割：
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385 〔諸村割付〕 ― ― 一紙 1 堂奥村・行永・泉源寺村、葛葉、作事縄、

御用茅等：
386 〔書付〕 ― ― 継紙 1 組割、祈祷代、心学、茅、川除等書上：
387 寅ノ御札所 （嘉永 7 年）甲寅 ― 切紙 1 溝尻村等 12 ヶ村金額書上、合計 20 貫匁：

1-387 ～ 447 包紙一括、端裏「嘉永七
年寅年拝借割苻書」

388 御拝借 ― ― 一紙 1 多門院村等 10 ヶ村金額書上、合計 6 貫
100 目：1-388 ～ 390 紙紐一括

389 覚 ― ― 切紙 1 合計 6 貫 100 目拝借追加、屋号名、村名：
390 拝借割符村々 （嘉永 6 年）癸丑 ― 継紙 1 村別金額書上、合計 400 目、貸合計 20

貫目：
391 覚 （嘉永 7 年）寅 6 月 2

日
組内中→衛門様 継紙 1 村別金額書上、合計 10 貫 706 匁：端裏「嘉

永七甲寅六月二日御収納尻書」、1-391
～ 394 紙紐一括

392 覚 寅 6 月 2 日 大庄屋木船衛門控→御札所 切紙 1 都合 5 貫 515 匁 5 分 5 厘、残り控 4 貫
415 匁 3 分 8 厘：

393 〔表書〕 嘉永 7 年甲寅 3 月晦
日

天台村庄屋伊左衛門（印）
→

切紙 1 御収納尻入取立：

394-1 調金村々取立帳 嘉永 7 年甲寅 3 月晦
日

大庄屋木船衛門組中→ 横帳 1 溝尻村等 12 ヶ村金額書上、合計 3 貫
398 匁 4 分 8 厘、林屋へ入置：

394-2 覚 甲寅 4 月朔日 林屋六兵衛（印「丹後田辺
林屋」）→大庄屋衛門様組
御組内中様

切紙 1 合計 3 貫 398 匁 4 分 8 厘請取：

395 覚 12 月 21 日 中村理右衛門→木船衛門様 継紙 1 339 石 1 斗 9 升の内 154 石 2 斗 9 升 5
合 6 勺村々より入之分、差引 184 石 8
斗 4 合 4 勺、定例の大庄屋給米上納：
1-395 ～ 407 袋紙一括

396 覚 亥 12 月 19 日 大庄屋衛門→中村、高嶋 継紙 1 覚 3 通継合、取調金額合計、蔵米・上納
額等：

397 〔覚〕 ― ― 切紙 1 池之内 462 匁、志楽 297 匁：
398 〔覚〕 ― ― 切紙 1 大庄屋西浦へ 45 石 24 升 8 合付廻、米

高合計 126 石 6 斗 7 升 4 合 7 勺の内
710 分 7 升 10 厘清道村より蔵過米：

399 覚 12 月 18 日 木下彦左衛門→大庄屋木船
衛門様

切紙 1 上安村等 3 ヶ村入米合計 81 石 5 斗 2 升
6 合 7 勺、内 7 石 5 斗 7 升 5 勺清道村
より入、残 73 石 9 斗 5 升 6 合 2 勺：

400 覚 嘉永 4 年亥正月 8 日 大庄屋木船衛門→御札所 切紙 1 米代銀札 25 貫目上納：端裏「嘉永四辛
亥年正月八日」

401 覚 嘉永 4 年亥正月 8 日 札所印（〇に印）→御収納
方

切紙 1 御札所より出候切手写、大庄屋木船衛門
組より銀札 25 貫目預置：1-400 ～ 403
紙紐一括

402 覚 申正月 8 日 大庄屋木船衛門→御札所 継紙 1 上納書雛形、合計金額、内訳：端裏「此
雛形年々可相用」

403 覚 嘉永 4 年辛亥正月 8
日

― 継紙 1 堂奥村等 11 ヶ村合計 26 貫 714 匁 1 分
4 厘上納、内 25 貫匁入米代：端裏「嘉
永四辛亥年正月八日」

404 〔金額書上〕 ― ― 切紙 1 合計 3 貫 674 匁 3 分 8 厘：表裏書上、
1-404 ～ 406 一括

405 御札所 ― ― 継紙 1 天台村等 7 ヶ村合計 3 貫 674 匁 3 分 8
厘上納：端裏「拝借取立嘉永五壬子年七
月廿六日」

406 御札所拝借取立 嘉永 5 年壬子 ― 継紙 1 天台村等 7 ヶ村合計 3 貫 93 匁 6 厘返済：
407 下通 嘉永 4 年辛亥 大庄屋木船衛門→中村理右

衛門様
横帳 1 常村等 8 ヶ村不足分石高、その他大庄屋

兵左衛門等他村より合計 152 石 2 斗 9
升 5 合 6 勺：
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408 卯御札所寄口 安政 2 年乙卯 7 月 11

日
→大庄屋衛社様 継紙 1 多門院村等 4 ヶ村合計 745 匁 1 分返済、

100 匁に付 195 日分の利息 6 匁 5 分：
1-408 ～ 410 紙紐一括

409 覚 ― ― 切紙 1 組内拝借元利・濱村入米蔵合計 8 貫 67
匁 7 分 6 厘、その内札所返納・鳥屋渡
等支出合計 8 貫 4 匁 5 分 9 厘：

410 卯御札所取立覚 安政 2 年乙卯 8 月 2
日

― 継紙 1 濱村等 9 ヶ村上納合計 7 貫 134 匁 7 分
9 厘、内 1 貫 500 匁・利息 107 匁 5 分
5 厘大庄屋引、残 5 貫 527 匁 2 分 4 厘
御札所納：

411 覚 寅 12 月 大庄屋→小勘定様 継紙 1 覚 5 通継合、取調金額書上：1-411 ～
415 紙紐一括

412 御入用 12 月 9 日 小旛忠右衛門→木船衛門様 継紙 1 153 石 5 斗 5 升 8 合 8 勺 4 ヶ村残米、
内清道村・天台村・濱村より入、残 80
石 9 斗 2 合 2 勺不足：

413 残米之覚 12 月 11 日 小旛忠右衛門→木船衛門様 継紙 1 上安村等 3 ヶ村合計 153 石 5 斗 5 升 9
合 7 勺、残 80 石 9 斗 3 合 1 厘不足米：

414-1 覚 寅 12 月 大庄屋木船衛門→小勘定様 切紙 1 池之内蔵・志楽蔵・大浦蔵へ合計 620
俵付廻：

414-2〔覚〕 ― ― 切紙 1 八左衛門より 70 石 8 斗 1 升 6 合 8 勺入、
差引 10 石 8 斗 5 合 4 勺：

415 下通 嘉永 7 年甲寅 大庄屋木船衛門→福井六右
衛門様、高嶋甚助様

横帳 1 与保呂村等 4 ヶ村納入 190 石の内大庄
屋兵左衛門へ 100 石 6 斗 2 升 5 合 7 勺、
その他常村等 8 ヶ村分残米覚：

416 覚 嘉永 5 年壬子 ― 継紙 1 上安村等 4 ヶ村上納合計 140 石 5 斗 9
升 6 合 5 升、残 124 石 5 斗 9 升 6 合 5 勺：
1-416 ～ 418 紙紐一括

417 覚 嘉永 5 年壬子 12 月 大庄屋衛門→小旛忠右衛門
様

継紙 1 覚 3 通継合、取調金額書上：

418 下通 嘉永 5 年壬子 大庄屋木船衛門→福井六右
衛門様、高嶋甚助様

横帳 1 常村等 6 ヶ村上納合計 154 石、他に常
村等 8 ヶ村入米合計 237 石 6 斗 1 升 8
合 2 勺、村々蔵米 154 石引：

419-1 御収納尻半高取立帳 嘉永 7 年甲寅 11 月晦
日

大庄屋木船衛門→ 横帳 1 溝尻村等 10 ヶ村納入合計 10 貫 850 匁：
綴紐に 1-419-2 ～ 5 括付

419-2〔覚〕 卯 2 月朔日 ― 切紙 合計 1 貫 920 匁 5 分、他 105 匁 1 分 3
厘拝借：

419-3 御収納方覚 安政 2 年卯 6 月朔日 ― 継紙 1 濱村等 7 ヶ村納入合計 7 貫 976 匁 1 厘、
収納尻へ 6 貫 535 匁 6 分 5 厘上納：他
に 2 葉同封

419-4〔書付〕 ― ― 切紙 1 常村、453 匁 9 分 3 厘：
419-5 覚 安政 2 年卯 6 月朔日 札所→御収納方 継紙 1 2 貫 981 匁 8 分 4 厘・2 貫匁預り：
420 覚 寅 3 月 2 日 大庄屋木船衛門→御札所 切紙 1 上納米 50 俵、代銀札 4 貫 597 匁 3 分：

1-420 ～ 422 紙紐一括
421 覚 寅 3 月 2 日 大庄屋衛門→ 切紙 1 上納米：1-420 の下書
422 〔御米代書付〕 寅 3 月朔日 組内中→大庄屋衛門殿 継紙 1 高、都合 5 貫 5 匁 554 匁 6 分 4 り内訳、

溝尻組中村名：端裏
423 〔組勘定〕 嘉永 5 年壬子 ― 一紙 1 石高、村名：
424 〔組勘定〕 嘉永 7 年甲寅 ― 一紙 1 石高、村名：
425 〔組勘定〕 嘉永 6 年癸丑 ― 一紙 1 石高、村名：
426 覚 丑 11 月 29 日 大庄屋衛門→御札所 切紙 1 御用金上納控、24 貫 546 匁 3 り、御切

手願：1-426 ～ 428 紙紐一括、端裏「嘉
永六癸丑十二月廿九日御収納之内上納控」

427 覚 丑 11 月 29 日 大庄屋衛門→御札所 継紙 1 御用金上納控、19 貫 168 匁 3 分、御切
手願：端裏「嘉永六癸丑十二月廿九日御
用金上納ニ付書上ケ控」

428-1 入米覚 ― ― 継紙 1 村別金高内訳：端裏「嘉永六癸丑年入銀
札」
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428-2〔添書〕 ― 大庄屋木船衛門→御札所 継紙 1 御用金上納の書損じヵ：
429 覚 ― ― 一紙 1 金高、村名、常村 24 匁未取立分利息と

共に年末返済と組内にて相談：
430 入米代金覚 ― ― 折紙 1 金高、村名：
431-1 覚 嘉永 6 年癸丑 ― 切紙 1 4 ヶ村（上安、溝尻、天台、濱）の石高：

端裏「嘉永六癸丑年御蔵代物不足」
431-2 覚 嘉永 6 年癸丑 大庄屋木船衛門入米→ 継紙 1 組内 9 ヶ村石高の差引残：端裏「嘉永六

癸丑年御蔵代物不足」
432 覚 嘉永 6 年癸丑 大庄屋木船衛門入米→ 継紙 1 組内 9 ヶ村石高の差引残：端裏「嘉永六

癸丑年御蔵代物不足」
433 〔西浦衛門両人差引〕 ― ― 切紙 1 衛門より西浦へ 58 石 2 斗 7 升 6 合 9 分

渡す内訳：1-431 ～ 435 紙紐一括、端
裏切断により不明

434 覚 嘉永 6 年癸丑 12 月 大庄屋― →小勘定様 継紙 1 上納米内訳、取調願：端裏「嘉永六癸丑
年御蔵代物控」

435 下通 嘉永 6 年癸丑 大庄屋木船衛門→福井六右
衛門様、高嶋甚助様

横帳 1 組内 3 ヶ村石高、〆 115 石：

436 卯之調金覚 ― ― 継紙 1 金銀内訳、組内村名：1-436 ～ 439 紙
紐一括、端裏「安政二乙卯年十二月朔日」

437 覚 ― ― 継紙 1 金銀内訳、組内村名：端裏「安政二乙卯
年十二月朔日入金尻書」

438 辰御拝借覚 安政 3 年辰 8 月 5 日 三ヶ村ゟ→大庄屋衛門様 継紙 1 木ノ下村、常村、多門院村より〆 1 貫
800 匁 3 分 7 厘：端裏「是卯年十二月
朔日ゟ辰八月五日迄、日数二百三十九日」

439 辰ノ御札所取立 安政 3 年辰 8 月 2 日 ― 継紙 1 金銀内訳、組内村名：端裏「安政三丙辰
年八月二日、卯十二月朔日ゟ辰八月二日
迄、日数弐百三十六日仕立」

440 〔覚〕 嘉永 6 年丑 ― 切紙 1 金高、残高、組内村名：1-440 ～ 447
紙縒一括

441 〔拝借書〕 嘉永 6 年癸丑 8 月 2
日

組中→大庄屋 継紙 1 金銀 4 両 3 歩、代・札、組内村々返済書上：
端裏「嘉永六癸丑年八月二日拝借寄」

442 覚 寅 7 月晦日 林屋六兵衛（印「丹後田辺
林屋」）→木船衛門様御組
中様

切紙 1 金、札、請取書：1-442 ～ 444 紙紐一
括

443 覚 嘉永 7 年甲寅 7 月 30
日

― 切紙 1 御札所上納控：端裏「拝借取立、嘉永七
甲寅七月卅日、割銀渡し候ニ付閏七月朔
日立ニ成」

444 御札所覚 嘉永 7 年甲寅 7 月 20
日

― 継紙 1 組中村別、拝借分取立：端裏「拝借取立、
嘉永七甲寅ノ七月廿日ノ処、割銀渡し候
ニ付閏七月朔日立ニ成」

445 〔御札所拝借書付〕 嘉永 4 年辛亥 ― 折紙 1 組中村ごと銀額、〆 22 貫 700 目：
1-445 ～ 447 紙紐一括

446 亥拝借御札所割書付 ― ― 継紙 1 組中村名、銀額：
447 嘉永四辛亥年御札所

拝借
嘉永 4 年辛亥 ― 継紙 1 組中村名、銀額：

448-1〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札
14

銀 10 匁、此札持参次第銀子可渡候：内
8 枚・3 枚紙縒一括、1-448-1 ～ 26 薬袋「金
龍圓」（明治 15 年 7 月 25 日）一括

448-2〔藩札〕 元治元年甲子 4 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 3 銀 5 文目：紙縒一括

448-3〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札
36

銀 1 匁：内 2 枚紙縒一括

448-4〔藩札〕 元治元年甲子 4 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 5 銀 5 分：内 2 枚紙縒一括

448-5〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札
32

銀 2 分：内 7 枚 3 組・6 枚・2 枚紙縒一
括、内 2 枚手書札
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448-6〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉

祥日
丹後国田邊、札所（印）→ 藩札

24
銀 1 分：内 8 枚・5 枚紙縒一括、内 4 枚
手書札

448-7〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札
36

銀 1 匁 8 枚、銀 2 分 8 枚、銀 1 分 20 枚：
一分札 10 枚づつ紙縒一括

448-8〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 5 銀 2 分 1 枚、銀 1 分 4 枚：紙縒一括

448-9〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 3 銀 1 匁 2 枚、銀 2 分 1 枚：紙縒一括「一
印此分ニ而五匁一枚、壱匁七枚、五分一
枚、弐分一枚預り」

448-
10

〔藩札〕 元治元年甲子 4 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 3 銀 5 分 2 枚、銀 2 分 1 枚：紙縒一括

448-
11

〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札 7 銀 10 匁 6 枚、銀 1 匁 1 枚：紙縒一括、
内 10 匁紙縒一括

448-
12

〔藩札〕 寛保 2 年壬戌 5 月吉
祥日

丹後国田邊、札所（印）→ 藩札
13

銀 10 匁 2 枚、銀 1 匁 2 枚、銀 5 分（元治元）
1 枚、銀 2 分 1 枚、銀 1 分 1 枚、十倉藩
札銀 5 匁（嘉永 6）4 枚、柏原銀 1 匁（享
保 16）1 枚、山家銀 1 分（安永元）1 枚：
紙縒一括

448-
13

〔藩札〕 享保 16 年辛亥 3 月吉
日

丹波国柏原、（印「札所」）
→

藩札 2 銀 1 匁、土岡文七良（印）・亀屋次郎兵
衛（印）：

448-
14

〔藩札〕 ― 但馬国豊岡→ 藩札 1 銀 1 匁：

448-
15

〔藩札〕 明和元年甲申 11 月吉
祥日

丹州上林城下懸屋→ 藩札 1 銀 1 匁：

448-
16

〔藩札〕 卯 6 月 高雄長三郎、高雄善兵衛、
高雄太郎左衛門→丹州梅垣

藩札 1 藩札に書込、「覚、一銀壱匁、右之通預
申候、此切手引替相渡可申候」：破損

448-
17

〔酒手形〕 巳 12 月 上杉村藤田久左衛門（印）
→

藩札 2 1 匁：

448-
18

〔酒手形〕 （子）12 月 上杉村藤田久左衛門（印）
→

藩札 1 5 匁、ネズミの絵印：

448-
19

〔藩札〕 寛延年 丹州亀山→ 藩札 3 1 分：

448-
20

〔藩札〕 ― 上林城下懸屋→ 藩札 1 1 分：1-449 ～ 486 一括

448-
21

〔藩札〕 安永元年壬辰 8 月 丹州亀山→ 藩札 1 1 分：

448-
22

〔太政官札〕 慶応 4 年戊辰 太政官会計局→ 札 1 金 5 両、通用 13 年限：

448-
23

〔太政官札〕 慶応 4 年戊辰 太政官会計局→ 札 1 金 1 分、通用 13 年限：

448-
24

〔私札〕 子 7 月 7 日 平野恒之進（印）、河合與
八郎（印）→

札 1 銀 1 匁、ト七：

448-
25

〔私札〕 子 7 月 5 日 平野恒之進（印）、河合與
八郎（印）→

札 1 銀 1 匁、ヨ五：

448-
26

〔御守〕 ― ― 切紙 1 除雷秘呪、最勝王経如意宝珠真言：

449 晩田下見勘定帳 安政 6 年己未 10 月朔
日

木船衛門→ 横帳 1 祖母谷組各村の等級別面積・籾・取高：
1-449 ～ 486 紙袋「御検見記録」一括、
天保 7 年「上安村幾利支丹宗門御改帳」
袋利用

450 検見下見勘定帳 安政 4 年丁巳 9 月 大庄屋木船氏→ 横帳 1 祖母谷組各村の等級別面積・籾・取高：
451 組内晩田下見勘定帳 安政 5 年戊午 9 月日 木船氏→ 横帳 1 祖母谷組各村の等級別面積・籾・取高：
452 奉願口上之覚 ― 大庄屋誰印→御代官宛 継紙 1 早田・晩田検見願雛形：1-452 ～ 473

袋「安政四年御検見記録、木船氏」一括、
紙背：宗門帳

453 〔組内村毎石高書上〕 ― ― 切紙 1 〆 683 石：
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454 晩田御見分御路之覚 9 月 25 日 木船衛門→田中儀右衛門様 継紙 1 10 月朔日行永村から同月 6 日上安村ま

で：端裏「文久三癸亥年九月廿五日上り
控」、反故

455 晩田御見分御巡路之
覚

― ― 切紙 1 御巡見順路、御人数：反故

456 〔覚〕 ― ― 継紙 1 村毎石高書上：裏面 11 月 17 日書状（組
屋七右衛門→木船御氏様）

457 〔覚〕 ― ― 横帳 1 兼ねて厄介の札 500 目・利足、梅垣氏
仰聞、上納せず件：前後欠、裏面「庚申
年新物控へ」

458 晩田稲痛見込帳 文久 3 年癸亥 9 月下旬 木船衛門→ 横帳 1 祖母谷組内村別石高書付：反故
459 組内晩田下見勘定帳 文久元年辛酉 9 月 木船氏→ 横帳 1 祖母谷組内村別石高書付：反故
460 晩田見込帳 万延元年庚申 10 月 ― 横帳 1 祖母谷組内村別石高書付：
461 稲痛見込帳 万延元年庚申 9 月 木船氏→ 竪帳 1 祖母谷組内村別石高書付：反故
462 覚 10 月 11 日 常村七左衛門→大庄屋木船

衛門様
切紙 1 9 ヶ村見込：1-462 ～ 471 紙縒一括

463 覚 10 月 11 日 行永村太郎兵衛→木船衛門
様

継紙 1 12 ヶ村見込：

464 口上之覚 申 10 月 大庄屋木船衛門→秋保小三
二様

継紙 1 村別早田・晩田稲痛乞憐憫願：

465 口上之覚 酉 10 月 大庄屋木船衛門→林政兵衛
様

継紙 1 4 ヶ村早田・晩田別憐憫願：

466 申御介抱控 ― ― 継紙 1 12 ヶ村介抱米：
467 〔御検見引高〕 安政 4 年 ― 継紙 1 12 ヶ村、〆 668 石 3 斗 7 升 3 合２り：

糊はがれ、端裏「安政四年御検見引」
468 〔村毎石数書上〕 丙子 ― 継紙 1 7 ヶ村：端裏「酉年」
469 〔村毎石数書上〕 申 ― 継紙 1 12 ヶ村：端裏「申年極内密之書他禁」
470 奉願口上之覚 万延元年庚申 10 月 大庄屋木船衛門組→秋保小

三二様
切紙 1 存外の不作に一同難渋、5 ヶ村憐憫請願

書：裏面、27 日、西浦→木船殿「口上」
471 覚（村毎石畝書上） 安政 5 年午 ― 継紙 1 12 ヶ村、〆 2413 石 4 斗 8 升 1 合 4 り：

端裏「安政五午年願方」
472 御介抱 酉 ― 継紙 1 12 ヶ村、〆 413 石：1-472 ～ 473 紙縒

一括、端裏「酉年御介抱控」
473 〔書上〕 6 月 3 日 ― 切紙 1 銀札 5 貫目年貢米預願：一部虫損、裏面

（癸亥願高書上）
474 大波村晩田検見籾付帳 文化 4 年丁卯 10 月 木船氏→ 竪帳 1 1 ～ 8 等級、面積、石高：
475 早田方御検見帳 ― ― 竪帳 1 雛形：
476 何村御検見〆書之覚 ― ― 竪帳 1 雛形：
477 早田稲痛毛付帳 ― ― 竪帳 1 雛形：
478 奉願口上之覚 ― ― 継紙 1 村々麦蒔、早々田・早田を切分願、下書：
479 奉伺口上之覚 ― ― 継紙 1 稲痛検見、中絶再開、立毛刈取願、下書：
480 覚 安政 4 年巳 ― 継紙 1 10 ヶ村：1-480 ～ 482 紙縒一括、端裏「安

政四巳年御検見引并御用捨高引」
481 〔御用捨・高引覚〕 安政 5 年戊 ― 継紙 1 11 ヶ村：端裏年号「御用捨高引抱」
482 〔御用捨・高引覚〕 安政 6 年未 ― 継紙 1 10 ヶ村：端裏「未年御引高、皆御用捨

高引也」、糊はがれ
483 奉願口上之覚 安政 4 年巳 ― 継紙 1 存外の稲痛につき晩田の検見と御用捨願

：1-483 ～ 485 紙縒一括、端裏「安政四
巳年」、下書

484 奉願口上之覚 安政 5 年戊午 10 月 ― 継紙 1 与保呂上村、晩田 160 石うち 60 石痛、
御介抱願：端裏「安政五午年」

485 奉願口上之覚 未 11 月 木船衛門→秋保小三二様、
池内又三様、御下改メ当

継紙 1 いもちのため組内一同難渋、御介抱願：
下書、裏面木船衛門宛書状

486 奉願口上之覚 午 10 月 →御代官宛 継紙 1 志楽組中村々水損検見願、下見、穂青切
病害御介抱願 2 通：端裏「秘書」
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487 測量方ニ付組内人足割 文化 3 年丙寅 9 月 大庄屋惣右衛門組→ 竪帳 1 組内庄屋役割：1-487 ～ 522 袋「分銅度々

之分ニ付規録、測量御用一件、千木秤度々
之分規録、荒無僧留場ニ付明暗寺院代下
付并同所掛合一件」「文政三年二月／幾
利支丹宗門御改メ書帳／大庄屋衛門組」
一括、1-487 ～ 630 シュロ縄一括

488 覚 文政 4 年辛巳 3 月 丹後田邊大庄屋溝尻村木船
衛門→分銅御役所

折紙 1 分銅改につき森村大家・清道村嘉平次分
銅所持報告：

489-1 分銅入用村々江割附
帳

嘉永 6 年癸丑 4 月 大庄屋衛門組→ 横帳 1 家割計算書：帳面を折り紙縒掛

489-2〔分銅入用通達書〕 嘉永 6 年癸丑 4 月 3 日 安久兵左衛門→木船衛門様 切紙 1 改料不足：覚書貼付、端裏「嘉永六癸丑
年」、1-489-1 の綴紐に挟込

490 測量割帳 文化 3 年丙寅 12 月 大庄屋惣右衛門組→ 横帳 1 城屋村焼割、生葛葉代割、測量入用割：
撮影帳面一部

491 〔測量御用達写〕 寅 6 月 伊能勘解由印→ 継紙 1 伊能忠敬測量関連の証文 1 通・横帳認め
4 通写：1-491 ～ 501 包紙「公儀測量
御用一件」紙縒一括

492 書上 ― 何国郡郡何村→ 竪帳 1 村調査（高・人数・海道長さ等）書上雛形：
493 覚 寅 7 月 11 日 雲州松江末次目代和十印→

伯州米子ゟ越州敦賀迄海道
附大庄屋中、組合村方、年
寄、御役人中

継紙 1 測量方役人証文、先触送り書面等の仰出
書：撮影一部

494 何某守領分何国何郡何
村何村何村一町六分図
写

― ― 一紙 1 測量方、絵図面雛形：包紙「図面大切ニ
写取之上墨付よごれ無之候、書付相添え
先村へ差送り可被申候」、彩色

495 何某守領分何国何郡中
引附絵図写

― ― 一紙 1 測量方、絵図面雛形：包紙「図面大切ニ
写取之上墨付よごれ無之候、書付相添え
先村へ差送り可被申候」、彩色

496 御用先触 寅 7 月 10 日 下河辺政五郎印、坂部貞兵
衛印、高橋善助印、伊能勘
解由印→雲州三穂関ゟ伯州
因州但州丹後州若州越州敦
賀迄、右国之海道・浦々・
島々、問屋・年寄・名主・
組頭中

継紙 1 人足・馬の調達、村々状況下調べの依頼、
宿の準備等：

497 出石聞合覚書之写 文化 3 年丙寅 8 月 28
日

― 竪帳 1 測量方御名前目録、測量方接待覚：

498 人足附 ― ― 継紙 1 平組・泉源寺組等各村人足割当、船・道
具等調達覚：1-498・499 巻込

499 〔人足附〕 ― ― 一紙 1 行永村・堂奧村等人足割当、人数、役割：
500 〔人足附〕 ― ― 一紙 1 堂奧村・多門院村等人足割当、人数：
501 〔庄屋役書付〕 ― ― 一紙 1 庄屋 3 人御本陣他：
502 〔在方宛廻状〕 戌（嘉永 3）11 月 山根伊右衛門、秋田八左衛

門→東西大庄屋中
継紙 1 秤改の義に付残らず差出、川口・中筋・

安久廻済：1-502・503 を 1-504 に挟込
503 〔書状〕 10 月 27 日 三右衛門→木船様 継紙 1 守随員数帳並に証文差出の催促：
504 口達書 9 月 26 日 田辺町出張守随役所印→大

庄屋衛門組、村々庄屋年寄
中

竪帳 1 千木秤改に付残らず差出の命令書：切紙
貼付

505 〔秤改関連帳〕 ― ― 横帳 1 村別秤調：1-506 ～ 513 紙縒一括
506 十五会頼母子 文政 13 年寅 ― 切紙 1 頼母子の当落回書上：切紙封入
507 千木新求覚 ― ― 継紙 1 秤所持者書上、溝尻村計 13 挺：端裏「溝」
508 新千木之覚 3 月 20 日 堂奥村庄屋利右衛門→ 継紙 1 秤所持者書上、堂奥村計 4 挺：端裏「堂」
509 覚 3 月 22 日 源左衛門→大庄屋衛門様 継紙 1 秤所持者書上、濱村計 10 挺：端裏「濱」
510 森村ゟ新求願 ― ― 継紙 1 秤所持者書上、森村行永村、天台村：端

裏「惣〆廿七挺行永願上候」「森、天、行」
511 覚 寅 3 月 21 日 清道村庄屋作助→大庄屋衛

門様
切紙 1 秤所持者書上、清道村計 1 挺：千木願、

端裏「清」
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512 奉願新千木之覚 3 月 24 日 上安村庄屋吉左衛門→大庄

屋衛門様
切紙 1 2 貫目掛り 3 挺提出、願主名：

513 守随御役人ゟ御見咎メ
有之候古千木

― ― 切紙 1 千木秤 2 挺提出、願主名：

514 秤千木代三歩入請取 嘉永 3 年庚戌 12 月 ― 切紙 1 各村金額書上：
515 秤御改員数帳 嘉永 3 年庚戌 10 月 大庄屋溝尻村木船衛門（印）

→秤御改御役所
竪帳 1 〆 92 挺内秤 22 挺、千木 70 挺、庄屋・

年寄・惣代連印の大庄屋控：
516 分銅員数帳 天保 8 年丁酉 3 月 4

日
清道村庄屋嘉右衛門印、森
村同平左衛門印、大庄屋溝
尻村木船衛門印→分銅御役
所

竪帳 1 分銅 2 面提出、持主：

517-1 分銅員数帳 嘉永 6 年癸丑 3 月 清道村庄屋作助印、森村庄
屋源三郎印、同断吉左衛門
印、大庄屋溝尻村木船衛門
印→分銅御役所

竪帳 1 分銅 2 面提出、持主：

517-2 覚 ― 清道村庄屋印、森村同印、
大庄屋印→分銅御役所

切紙 1 分銅持主名差出、奥書「右天保八酉年記
録但し中打帳面也」：1-517-1 に挟込

518 分銅員数帳 弘化 4 年丁未 7 月 清道村庄屋作助印、森村同
光之助印、大庄屋溝尻村衛
門（印）→

竪帳 1 分銅 2 面提出、持主：

519 分銅員数帳 文化 5 年戊辰 11 月 大庄屋木船惣右衛門→分銅
御役所

竪帳 1 分銅持主名差出、奥書「右天保八酉年記
録但し中打帳面也」：

520 分銅御改請帳 天保 8 年丁酉 3 月 森村庄屋大江、平左衛門→
分銅御役所様

竪帳 1 分銅 2 面提出、持主：

521 〔分銅所持者名差出〕 弘化 4 年丁未 清道村庄屋作助、森村同光
之助、大庄屋溝尻村衛門→

切紙 1 分銅 2 面提出、持主、村々連署：

522 分銅員数帳 ― 何村庄屋誰→分銅御役所様 竪帳 1 分銅 1 面提出：
523 覚 とら 12 月 かじ八兵衛→溝尻大庄屋様 継紙 1 分銅 2 面提出、持主：1-523 ～ 630 袋「天

保八丁酉年二月畿利支丹宗門改帳上安村
清道／諸方勘定書但当分不用候得共折々
吟味之義も難斗書附斗入」一括、1-523
～ 527 紙縒一括

524 覚 とら 2 月 左官与兵衛→木船衛門様 切紙 1 ひらき金物代不足銀書上：
525 覚 とら極月 組屋七左衛門→溝尻村木船

御氏様
継紙 1 ２月 10 日～ 12 月切日迄、魚類品々銀

高書上：
526 御通帳紙代覚 亥 8 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門

様
切紙 1 常村他 11 ヶ村銀子書上、〆 31 匁 6 分

8 厘：
527 覚 とら 12 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門

様
切紙 1 黒胡麻・春大豆代銀書上、受取、〆 20

匁 8 分 5 り：
528 〔書状〕 5 月朔日 京河原町通三条上ル弐丁目

竹屋店下隣り渡邊貞之進→
木舟衛門様

継紙 1 国友氏への宿料等無心依頼、植松御殿の
染筆短冊進上受納の申状貼付、御返書依
頼：1-528 ～ 534 紙縒一括、1-528 ～
529 包紙「京都より／木舟衛門様大急用
向／植枩殿御内渡邊貞之進」一括

529 大庄屋千歩請取覚 ― ― 継紙 1 上安久、中筋、志楽：
530 〔書状〕 ― ― 継紙 1 戌年運気を閲る、当所少しの難災なし、

京都火災、御上様へも申上、鎮火御積献上：
531 〔書状〕 （午ヵ）2 月 久津見日向→木船衛門様机

下
継紙 1 五穀成就の祈祷祭修行の為に雑費繁多に

付、組内に白銀 2 枚御神納依頼状：
532 〔火術稽古次第〕 ― 古河多膳→ 継紙 1 来 21 日、稽古次第、科目と担当者：
533 〔御行列書上〕 ― ― 折紙 1 御馬見清水新兵衛、御鳥見他、狩ヵ：
534 一札之事 嘉永 6 年癸丑 3 月 甚左衛門印→衛門殿 継紙 1 甚左衛門持口苅東南より衛門持田畑へ用

水井溝の義、弁償約定書：奥書「庄屋―
印、年寄―印、同断―印、右願書紙認」
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535 覚 ― ― 継紙 1 厳登水値段、大は金 2 両、中は 1 両 3 歩、

小は 1 両 2 歩、竜吐水大は金 7 両 2 歩、
中にて 6 両 2 歩：1-535 ～ 538 包紙「御
用／大庄屋木船衛門殿／梅垣其右衛門」
一括

536-1〔書状〕 安政 2 年乙卯 5 月 5 日 ― 継紙 1 江戸四谷塩町天野屋利兵衛儀江戸表で非
常道具御用の商人にて諸国売広御免、竹
屋町安久屋弥蔵宅に逗留中、道具の厳登
水は取扱手軽で火防備品として村方は購
入すべし、村は利兵衛に掛合、試用は凡
そ 12 間、水勢は大中小により差あり、
値段：端裏「安政二乙卯五月」、糊はが
れ

536-2〔書状〕 （安政 2 年）5 月 9 日 安久→東三人当 切紙 1 梅垣より依頼の添状、13・14 日迄に厳
登水他の所用数取調・掛合仰付：

537 〔書状〕 （安政 2 年）5 月 5 日 ― 継紙 1 1-535 と同内容：糊はがれ
538-1〔書状〕 （安政 2 年）5 月 4 日 田中儀右衛門→木船衛門殿 継紙 1 厳登水代料半高は銘々上にて一挺づつ求

め置きの旨、強制ではなく、今一応御達、
泉源寺村へも達すべし：糊はがれ

538-2〔書状〕 5 月 15 日 ― 継紙 1 1-538 と同内容、万々一の節防ぎたき御
趣意申添える：糊はがれ

539 覚 戌 3 月 17 日 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 2 月 27 日借用分 156 分 5 厘銀子引渡覚：
1-539 ～ 560 紙縒一括、紙縒弱のため
薄葉で仮綴り

540 覚 丑 8 月 1 日 市場酒屋→溝尻木船様貴下 継紙 1 酒代、取替分〆 821 匁 3 分 4 厘請求書：
541 覚 6 月 8 日 学問所→溝尻村役人中 切紙 1 縄 4 束 4 杷受取：
542 覚 6 月 2 日 光斎（印「萬」）→木船御

氏様
継紙 1 本造り無銘刀身 1 本、身〆金 4 両受取：

543 覚 6 月 17 日 学問所（印）→溝尻村庄屋
中

切紙 1 縄 3 杷受取：

544 覚 戌 5 月 3 日 矢野→木船氏様 継紙 1 荒田打ち賃他〆 66 匁 9 分 5 厘佐波賀村
仁右衛門相渡し：

545 覚 5 月 18 日 与保呂村庄屋隠岐→木船衛
門様

継紙 1 銀 1 貫目当月晦日上納すべし：反故紙使
用、虫損

546 覚 戌 10 月 14 日 大屋伊兵衛→大庄屋様 継紙 1 〆銀 341 匁 7 分引渡：
547 〔貸付日割覚〕 戌閏 8 月 →溝尻村源左衛門、同村岩

吉
切紙 1 米 2 俵 6 升 9 合 8 勺の代銀札 109 匁 6

分 6 厘、3 月 23 日より閏 8 月 11 日迄
167 日分 1 ヶ年米 2 石の日割：

548 覚 戌 7 月 9 日 讃岐屋忠兵衛→上 切紙 1 10 品代銀〆 59 匁 4 分：
549 覚 戌 9 月 19 日 林屋安兵衛→木船衛門様 切紙 1 7 品代銀〆 17 匁 9 分：
550 覚 11 月 17 日 組屋与右衛門→溝尻村木舟

御氏様
継紙 1 品物代銀〆 50 匁：虫損

551 〔書状〕 7 月 20 日 牛田惣右衛門→木船衛門様
御用

継紙 1 講金上納に付礼状：虫損

552 覚 戌 4 月 鳥屋吉郎兵衛→木船衛門様 切紙 1 酉 12 月〆 126 匁 1 分：
553 覚 12 月 27 日 さどや銀蔵→溝尻村木舟様 切紙 1 やり・身さや刀代〆 1 両 2 朱：
554 〔品物代銀覚〕 戌極月 なべ屋吉助→木船様 継紙 1 箪笥・火鉢・燭台・道中記他 10 品〆

387 匁 7 分 7 厘：
555 覚 12 月 27 日 庄屋甚左衛門→衛門様 切紙 1 林屋安兵衛払、組屋与右衛門払、月抱源

右衛門分〆 166 匁請求：
556 覚 戌 12 月 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 〆 241 匁 9 分 4 厘勘定出入：
557 覚 い 1 月 2 日 鳥屋吉郎兵衛→木船様 切紙 1 上納銀子〆 9 匁 2 分引渡：
558 〔書状〕 12 月 24 日 秋田宇右衛門→木船様 継紙 1 借用銀札延引依頼：封筒「木船衛門様秋

田宇右衛門」
559 覚 正月 4 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 矢野為代かし、掃部頼母子過札取かへ、

差引〆 135 匁 7 分 9 厘勘定：
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560 〔貸付日割覚〕 戌閏 8 月 →上安村勇介、同村今助 継紙 1 米 2 斗 8 升 1 合 3 勺の代銀 35 匁 4 分 7

厘、7 月 17 日より閏 8 月 11 日迄 54 日
分 1 年 2 石の日割：漉返紙使用、1-547
と同書式

561 午勘定 弘化 3 年丙午 大庄屋→ 継紙 1 堂奥村以下、村名・人名と銀額、成詰：
1-561 ～ 574 紙縒一括

562 午勘定 弘化 3 年丙午 衛門→ 継紙 1 庄八郎分米以下、人名と銀額、成詰：
563 未勘定 ― 衛門→ 継紙 1 差引納り、与七郎頼母子分米以下、成詰：

虫損
564 申ノ勘定 ― 衛門→ 継紙 1 御通納メ、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：
565 戌之勘定 ― 衛門→ 継紙 1 差引納り三継物以下、品名・人名・銀額、

成詰：虫損
566 酉勘定 ― 衛門→ 継紙 1 御通納メ、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：虫損
567 亥勘定 ― 衛助→ 継紙 1 御通納メ、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：虫損
568 子勘定 ― 衛助→ 継紙 1 御蔵納り、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：虫損
569 丑ノ勘定 ― 衛助→ 継紙 1 御通納メ、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：虫損
570 寅勘定 ― 衛助→ 継紙 1 御通納メ、差引納り三継物以下、品名・

人名・銀額、成詰：
571 卯之勘定 ― 衛助→ 継紙 1 御通納り以下、品名・人名・銀額、成詰：

虫損
572 辰勘定 ― 衛門→ 継紙 1 御通納り以下、品名・人名・銀額、成詰：
573 午ノ勘定 ― 衛門→ 継紙 1 御通納り以下、品名・人名・銀額、成詰：

1-573・574 紙縒一括
574 巳勘定書之覚 ― 衛門→ 継紙 1 通納り以下、品名・人名・銀額、成詰：
575 不足覚帳 ― 若中→ 横帳 1 西徳寺 343 匁 9 分 4 厘以下：
576 過覚帳 ― 若中→ 横帳 1 惣右衛門 54 匁 7 分 5 厘以下：
577 覚 酉 10 月 27 日 与保呂村ふき→木船御檀那

様
切紙 1 金 712 匁 5 分上納：1-577 ～ 582 紙縒

一括
578 〔書状〕 12 月 24 日 秋田宇右衛門→木船衛門様 継紙 1 半高 300 匁御返済、1-579 と関連：1-

579 を巻込、端裏「金子入」
579 覚 12 月 24 日 秋田→木船様 切紙 1 札 300 匁落手：
580 覚 12 月 27 日 上林屋勝右衛門（印「田辺

本町林屋」）→大庄屋木船
衛門様

継紙 1 木寺重治郎様へ、上安村佐吉調落に付、
先の書付で頼の通り半年分 39 匁御渡し
依頼：

581 覚 酉 2 月 13 日 川井→木船様 継紙 1 札 753 匁 9 分 6 厘借用計算書：
582 覚 酉 12 月 29 日 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 大夫講酒代他勘定書入れ願：
583 〔書状〕 ― 池上一蔵→ミソシリ貴船篤

雲様
継紙 1 ふんきの品預り：1-583 ～ 594 紙縒一括

584 覚 午 12 月 鳥屋三右衛門→木船様 切紙 1 〆 3 貫 249 分、巳 12 月・正月拝借分：
585 本物証文之事 天保 4 年癸巳 12 月 借用主安四郎印、年寄甚助

印、甚左衛門印、庄屋藤右
衛門印→衛門殿

継紙 1 銀札 900 匁借用、午年より 10 ヶ年の間
本物書入：糊はがれ

586 〔書状〕 辰極月 21 日 徳二郎→衛門様 継紙 1 札 150 匁御恩借依頼：
587 覚 嘉永 4 年亥正月 7 日 藤左衛門→木船衛祐様 切紙 1 札 600 目請取：
588 〔書付〕 嘉永 3 年庚戌 12 月晦

日
佐太郎→ 継紙 1 申 10 月より、借用金書付写：

589 〔書状〕 未極月 28 日 難渋人矢野久蔵→木船衛助
様

継紙 1 御厄介になり銀札 1 貫目請取：

590 覚 戌 12 月朔日 瓦屋甚介→溝尻村衛門様 継紙 1 酉３月より、あら炭代等 123 匁 6 分 6
厘計算：

591 覚 亥 12 月 20 日 溝尻甚助→衛門様 切紙 1 10 品〆 25 匁 3 分 9 厘：
592 〔勘定書〕 ― ― 切紙 1 人夫代瓦代、不足分等：反故紙使用、「衛

助」表記
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593 〔勘定書〕 ― ― 折紙 1 差引勘定致し納り東へ出す、戌 7 月かし

等：裏面全体打消
594 覚 嘉永 4 年亥正月 7 日 同苗藤左衛門→木船衛門様 切紙 1 戌 12 月 22 日借分、24 日林屋六兵衛取

替分〆 300 匁相渡す：（割印「相渡」）
595 諸色御通 未 （印「丹後田邊竹屋町林屋

六兵衛」）→木船衛門様
横帳 1 巳 12 月 28 日かし 60 匁伊左衛門以下：

1-595 ～ 597 紙縒一括、全体打消
596 当座日記覚帳 嘉永 4 年辛亥正月吉日 位義→ 横帳 1 忠右衛門発起頼母子等：
597-1 当座日記覚帳 嘉永 5 年壬子 12 月吉

日
木船衛助→ 横帳 1 6 月 25 日直かし 10 匁新六等預り・貸

付記録：全体打消
597-2〔添書〕 ― ― 切紙 1 寅年惣吉勘定：1-597-1 綴紐に挟む、虫

損
598 〔成詰差引〕 ― ― 折紙 1 衛門・久兵衛代銀勘定：1-598 ～ 630

袋一括
599 覚 未 12 月晦日 庄屋忠左衛門→衛門様 継紙 1 衛門・久兵衛分過札、あら勘定及ぶ：
600 覚 未 3 月 23 日 久兵衛→木船様 切紙 1 佐波賀下作請取 3 名〆 338 匁 4 分 3 厘：
601 〔書状〕 8 月 29 日 清兵衛→木船衛門様 継紙 1 矢野払物の件：1-601 ～ 607 紙縒一括
602 覚 未 9 月朔日 久兵衛→庄屋右衛門様 切紙 1 札 200 匁銀納：
603 覚 未 8 月 3 日 久兵衛→木船衛門様 継紙 1 家・木小屋代：継目糊はがれ
604 覚 未 8 月 2 日 嶋田惣左衛門→木船衛門様 継紙 1 560 匁米受取証：「20 匁」紙片
605 覚 未 8 月 29 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 矢野払物代〆 1 貫 384 匁渡し：
606 覚 7 月 17 日 久兵衛→木船様 継紙 1 鳥屋申上、建物（本家・土蔵・木小屋）

売払に付入札、：反故紙使用
607 〔書上〕 ― ― 折紙 1 人々附、都合 280 匁 1 分：
608 覚 未極月 28 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 米 7 石分代札勘定請取：1-608 ～ 616

紙縒一括
609 覚 未 12 月晦日 庄屋忠左衛門→衛門様 切紙 1 金２両 1 歩・札〆 641 匁 3 分、受取：
610 〔書上〕 未 12 月晦日 庄屋忠左衛門→衛門様 継紙 1 田代売払代銀御受取、並列して庄屋吉右

衛門→衛門様の覚：
611 覚 未 9 月晦日 福西八左衛門→津田惣左衛

門様
継紙 1 女手箱・茶色綸子等代札矢野引き取り分

以外 830 匁御受取可被下候：
612 覚 未 9 月晦日 福西八左衛門→津田惣左衛

門様
継紙 1 着類代・買い物代等 1 貫 285 匁 7 分 5

厘御受取可被下候：
613 覚 9 月 30 日 久兵衛→木船様 切紙 1 浜村下作分・久左衛門売物代の受取：
614 覚 9 月晦日 庄屋忠左衛門→木船衛門様 切紙 1 930 匁受取、残る 570 匁御戻し申候：
615 覚 未 9 月晦日 梅垣西浦→津田惣左衛門様 継紙 1 糴会所書出・矢野買物代等勘定残り 25

匁 4 分御受取可被下候：
616 覚 9 月晦日 梅垣西浦、福西八左衛門→

津田惣左衛門様
継紙 1 矢野残り札御渡し取り計らい要請：

617 〔覚〕 7 月 6 日 （印「丹後田辺糴会所」）→
木船様

切紙 1 納銭入他〆 25 匁：1-617 ～ 630 紙縒一
括、1-617 ～ 628 を 629・630 で巻込

618 〔覚〕 6 月 5 日 （印「丹後田辺糴会所」）→
木船様

継紙 1 上をん・本代他〆 75 匁２分請取：

619 〔書付〕 ― ― 切紙 1 655 匁 8 分、濱村五平：
620 〔書付〕 ― ― 切紙 1 720 匁、一ば与一左衛門：
621 〔書付〕 ― ― 切紙 1 185 匁、与一：

622 〔書付〕 ― 藤→衛門様 継紙 1 札 100 匁預り、180 目程の物遣し受取、
煙草：

623 〔書状〕 3 月 6 日 島久兵衛→木船氏様 継紙 1 銀札 100 目備え：
624 覚 ― 庄屋忠左衛門→木船衛門様 継紙 1 8 月晦日分 2 貫目受取：
625 覚 8 月朔日 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 570 匁 8 分 3 厘預り、請取とも糴会所

に預置き：
626 問屋買之分 ― ― 折紙 1 銭入・座ぶとん代他〆 98 匁 5 分：
627 〔書状〕 ― 木船衛門→高橋様 継紙 1 病気見舞：反故紙使用（道具代勘定書）
628 口上 7 月 9 日 久兵衛→木船様 切紙 1 銀札借用願：
629 〔買物帳〕 ― ― 横帳 1 座ふとん・敷ふとん等代金〆 587 匁 9

分 5 厘：
630 覚 未 8 月初日 糴会所→木船衛門様、藤左

衛門様
折紙 1 梅垣様分・福西氏分等札〆 570 匁 8 分

3 厘渡す：



52

木船衛門家文書目録　箱１

番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
631 覚 ― ― 継紙 1 12 匁 5 分みの紙 5 帳等金高、品名：反

故紙使用（書状）、糊はがれ、1-631 ～
738 紙袋「弘化二年二月幾利支丹宗門御
改帳／輿保呂下村大庄屋」わら一括、紙
袋虫損甚、1-631 ～ 658 紙紐一括

632 〔中田・上田書付〕 ― ― 折紙 1 数量、日付、計算：1-632 ～ 638 袋「野
形請取書并小書付入」一括

633 〔野菜書上〕 ― ― 継紙 1 大根・なす・ねぎ・松茸等品名、人名：
634 覚 巳 12 月 上林屋孫右衛門→溝尻村木

船衛門様
切紙 1 品名、金額：

635 覚 巳 8 月 27 日 上林屋孫右衛門→大庄屋様 切紙 1 品名、金額：
636 覚 8 月 27 日 はま村孫左衛門→大庄屋木

船衛門様
切紙 1 品名、金額：

637 覚 巳 8 月 なや與助→大庄屋様 切紙 1 品名、金額：
638 覚 巳 8 月 26 日 和泉屋孫右衛門→溝尻邑大

庄屋様
切紙 1 品名、金額：

639 覚 ― 江上甚兵衛→木船衛門様 切紙 1 あらひ、はも、ほら等品名、数量：
1-639 ～ 645 紙縒一括

640 〔覚〕 ― ― 継紙 1 かつおふし、椎茸等品名、数量：反故紙
使用（書状）

641 恐悦申上候者 ― 林屋→ 継紙 1 溝尻村久左衛門他 16 名、裏面「覚」茶
ふさ等品名、数量：

642 林屋注文書 ― ― 継紙 1 みの紙４状等品名、数量：
643 〔覚〕 ― ― 切紙 1 上かわら町 3 匁等：断簡 1 点挟込
644 〔覚〕 ― ― 継紙 1 御奉行席・次席、奉書等品名、数量：1-

644 ～ 645 紙縒一括
645 覚 8 月 20 日 林屋安兵衛→木船様 継紙 1 海そうめん、ひじき、葉付生姜等品物渡

し、畑御改受取奉願：
646 樹木之品遣物覚 4 月 15 日 庄屋五兵→大庄屋木船衛門

様へ
切紙 1 御家老、御代官、御奉行の分大庄屋差出、

大庄屋并村役人御挨拶：
647 〔覚〕 ― 久兵衛→木船御氏 切紙 1 20 匁内々庄屋方へ源左衛門へ渡し：
648 献立 ― ― 継紙 1 20 日晩汁、御酒御肴他、21 日朝汁、香

の物：
649 覚 8 月 21 日 組屋七左衛門→木船御氏

様、御板元御料理人衆中様
継紙 1 ゑそ焼、大鱸等料理名、御見合宜敷奉願

上候：1-649 ～ 651 紙縒一括
650 覚 8 月 21 日 組屋七左衛門→木船御氏

様、御板元御料理人衆中様
継紙 1 刺身等料理名、先日より色々吟味：

651 十四日御泊り献立 安政 5 年 8 月 14 日 ― 継紙 1 鉢、御汁等料理名：
652 覚 巳 8 月晦日 林屋六兵衛→大庄屋衛門様 継紙 1 極上美濃紙等品名、金額 46 品：
653 〔泊準備書付〕 ― ― 切紙 1 手たらい、蚊帳、ふとん、まくら等：
654 野形献立 ― ― 継紙 1 21 日晩、大平、刺身、御取合、御汁料、

香の物、22 日朝菜小椀等料理名、裏面
当日不参加御届 21 名：

655 巳之野形諸入用帳 弘化 2 年乙巳 12 月 ― 横帳 1 組内之たしひく帳、御本陣・御奉行宿費
用、林屋・上林屋品物、金額：

656 〔覚〕 ― ― 横帳 1 当座買物、借調物、取替物、渡し物、人
足付：綴紐なし

657 巳之野形御見分御泊り
入用帳

弘化 2 年乙巳 8 月 ― 横帳 1 人足付、8 月 15 ～ 17 日名前：

658-1 野形御宿ニ付当座日記
帳

文久元年辛酉 8 月 15
日

木船氏→ 横帳 1 人足覚､ 渡し物の代金：1-658-1 の綴に
1-658-2 挟込

658-2 覚 万延元年庚申 11 月
16 日

木船衛門→雲門寺様 切紙 1 1 貫目受取：

659 〔野形見分覚〕 嘉永元年戌申 8 月 20
日

― 継紙 1 見分行程録、24 日行永村御帰り、溝尻
村に御用立、献立通例等：1-659 ～ 664
紙縒一括

660 口上之覚 嘉永 2 年巳酉 大庄屋木船衛門→今西庄六
様

継紙 1 見分実施録、8 月 5 日朝福来村罷在、小
休、宿割：
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661 〔覚〕 弘化 3 年丙午 7 月 25

日
→行永村御両人 継紙 1 見分予定、来 3 日御出会にて大浦より御

廻り：
662 〔覚〕 嘉永 2 年巳酉 8 月 3 日 →溝尻村、与保呂村、多門

院村、与保呂村下村、木下
村、常村、行永村

継紙 1 見分予定、来 5 日御出会にて大浦より御
廻り：

663 〔覚〕 弘化 3 年丙午 8 月朔日 →溝尻、堂奥、多門院、与
保呂、常村、木下、行永

継紙 1 見分予定、来 3 日牧野波門様大浦より御
廻り、5 日に常村御泊り、3 日朝惣 3 ヶ
村御出合仰付：

664 口上之覚 嘉永元年戌申 8 月 大庄屋→今西庄六様、荒川
清六様

継紙 1 見分予定、8 月 23 日朝福来村より天台
村、25 日朝三月峠：虫損

665 口上之覚 弘化 2 年乙巳 8 月 大庄屋衛門→御代官御名、
御下役御名

継紙 1 8 月 20 ～ 22 日御見分行程、寺田村・三
月峠より行永村：1-665 ～ 680 紙縒一括

666 廻状 弘化 2 年乙巳 ― 継紙 1 見分行程、秋保九郎右衛門様池之内谷・
別所村・溝尻村御越、人足間違いないよ
う、2 通：奥書「はま村、もり村、行永村、
常村、木ノ下村、与保呂村、堂奥村、多
門院村」

667 口上之覚 午 7 月 大庄屋衛門→今西彦六様、
荒川渡平様連名

継紙 1 見分順路書付差上、８月３日朝５ツ時福
来村移り、昼時市場村より移り：

668 野形御見分御昼入用
渡し

― ― 継紙 1 下駄、たらい等金額と品名、人足人数、
御扶持米 1 斗 5 升御収受：

669 〔覚〕 弘化 2 年乙巳 8 月 →十二ケ村当 切紙 1 見分予定、秋保九郎右衛門様御出郷なら
れ、村々心得達し：

670 野形御見分 弘化 2 年乙巳 8 月 12
日

大庄屋→衛門様、西浦様、
久左衛門様

継紙 1 ８月 20 日二ノ橋より出る、22 日迄の
見分日程と村々順路、14 日に参会取調
のため出町：奥書「溝尻、堂奥、多門院、
与保呂、常、木下、行永」

671 〔野形見分廻状〕 弘化 4 年丁未 8 月 9 日 ― 継紙 1 8 月 12 日より牛窪謙下様御出郷、見分
日程と心覚：奥書「溝尻、堂奥、多門院、
与保呂、常村、木下、行永」

672 口上之覚 弘化 4 年丁未 8 月 大庄屋衛門→御代官連名、
御下役連名

切紙 1 8 月 12 日朝 5 ツ時頃牛窪様御移り、14
日迄見分日程、順路：

673 御用 弘化 3 年丙午 7 月 28
日

柏木安太夫、山雄伝右衛門
→大庄屋衛門殿

継紙 1 見分予定変更に付、行永御帰りは除き常
村へ御泊り：

674 〔書状〕 弘化 3 年丙午 7 月 29
日

山雄伝右衛門、柏木安太夫
→大庄屋衛門殿

継紙 1 見分予定、溝尻泊、常村道筋順路の旨：

675 野形御見分之節御宿割
書之覚

文久 3 年癸亥 8 月 行永村庄屋五兵、太郎兵衛
→大庄屋木船衛門様

継紙 1 御宿割、本陣太郎兵衛、御奉行又平以下：
包紙「行永村」、虫損甚

676 野形御見分之節御宿割
書覚

文久 2 年壬戌 8 月 行永村庄屋五兵、同太郎兵
衛→大庄屋木船衛門様

一紙 1 御宿割、本陣太郎兵衛、御奉行又平以下：
包紙「上／行永村」

677 野形御見分之節御宿割
覚

8 月 行永村庄屋与惣左衛門（印）
→大庄屋木船衛門様

一紙 1 御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉行弥太
夫以下：1-677 ～ 680 紙縒一括、虫損甚

678 口上之覚 嘉永 5 年壬子 8 月 大庄屋木船衛門→ 継紙 1 順路書、7 ～９日、福来村より天台村、
板峠で御小休：

679 〔書状〕 8 月 8 日 西浦→木船御姓 切紙 1 朝夕献立、晩 1 菜、朝 1 汁：
680 〔覚〕 嘉永 5 年壬子 8 月 5 日 ― 継紙 1 御見分日程７日より牧野主膳様御出郷、

大浦へ御廻り：端裏「当年ゟ大庄屋誰何
組庄屋共と申上ハ大庄屋誰旨／卯■三月
相聞候」、奥書に村々

681 口上之覚 安政 4 年丁巳 8 月 大庄屋衛門→田中儀右衛門
様、梅垣其右衛門様

継紙 1 見分順路申上、4 ～ 6 日、朝 5 ツ時福来
村、同村境より御小休等：1-681 ～ 706
紙縒一括

682 口上之覚 安政 2 年乙卯 8 月 大庄屋衛介→田中儀右衛門
様梅垣其右衛門様

継紙 1 見分順路申上、11 ～ 13 日、朝 5 ツ時
福来村、同村境より御小休等：1-682 ～
685 紙縒一括

683 野形御見分之節御宿割
書覚

安政 2 年乙卯 8 月 行永村庄屋甚右衛門、同与
惣左衛門→大庄屋衛助様

継紙 1 御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉行様弥
太夫以下：
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684 行永村御宿割覚 安政 2 年乙卯 8 月 大庄屋衛助→田中儀右衛門

様、梅垣其右衛門様
継紙 1 御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉行様弥

太夫以下：
685 〔野形見分順路写〕 安政 2 年乙卯 8 月 6

日
大庄屋衛助→ 継紙 1 見分日程、12 日行永村泊り、先例の通り：

奥書「溝、堂、多、与、木、常、行」
686 野形御見分之節御宿割

書覚
安政 3 年丙辰 8 月 行永村庄屋甚右衛門、与惣

左衛門→大庄屋衛門様
継紙 1 御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉行様弥

太夫以下：1-686 ～ 689 紙縒一括
687 〔覚〕 安政 3 年丙辰 ― 継紙 1 見分日程、22 日より牧野喜万太様御出

郷、奥書村々回覧：
688 口上之覚 安政 3 年丙辰 8 月 大庄屋衛門→田中儀右衛門

様、梅垣其右衛門様
継紙 1 見分順路 22 ～ 25 日、朝 5 ツ時福来村、

同村境より御小休等：奥書「御代官へも
同断」

689 行永村御宿割覚 安政 3 年丙辰 8 月 大庄屋衛門→御代官当一
通、御下役当一通〆二通

継紙 1 御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉行様弥
太夫以下：端裏「書上之扣」

690 〔野形御見分順路写〕 安政 4 年丁巳 ― 継紙 1 見分日程、25 日行永村御泊り、奥書村々
回覧：1-690・691 紙縒一括、端裏「組
内江達し候写」

691 覚 安政 4 年丁巳 8 月 大庄屋衛門→御代官当一
通、御下役当一通〆二通

切紙 1 行永村御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉
行様弥太夫以下：端裏「書上之覚」

692 野形御見分之節御宿割
書

8 月 行永村庄屋弥太夫、与惣左
衛門→大庄屋衛門様

継紙 1 行永村御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉
行様弥太夫以下：1-692 ～ 695 紙縒一括

693 覚 安政 5 年戊午 8 月 大庄屋衛門→秋保小三二様
へ一通、御下役連名一通

継紙 1 行永村御宿割、御本陣与惣左衛門、御奉
行様弥太夫以下：端裏「書上之扣」

694 口上之覚 安政 5 年戊午 8 月 大庄屋衛門→秋保小三二様
一通、田中儀右衛門様、梅
垣其右衛門様一通差免

継紙 1 13 日朝 5 ツ時福来村より移り、同村境
にて御小休：

695 〔野形御見分順路写〕 安政 5 年戊午 ― 継紙 1 見分日程、13 日より今井角兵衛様御出
郷、奥書村々回覧：端裏「組中へ達し候
写扣」

696 〔野形御見分順路写〕 安政 6 年己未 8 月 21
日

― 継紙 1 見分日程、8 月 25 日より牛窪左近様御
出郷、奥書村々回覧：1-696 ～ 700 紙
縒一括、端裏「組内え達し候控」

697 口上之覚 安政 6 年己未 8 月 大庄屋衛門→秋保小三二様
へ一通、御下役御連名一通

継紙 1 見分日程、8 月 25 日朝 5 ツ時福来村よ
り移り：端裏「達し候扣」

698 野形御見分之節御宿割
書覚

安政 6 年己未 8 月 行永村庄屋五平、同太郎兵
衛→大庄屋衛門様

継紙 1 御宿割、御本陣太郎兵衛、御奉行様弥太
夫以下：1-699 と関連

699 野形御見分之節行永村
御宿割

安政 6 年己未 8 月 大庄屋木船衛門→秋保小三
二様一通、御下役御連名一
通

継紙 1 御宿割、御本陣太郎兵衛、御奉行様弥太
夫以下：端裏「書上候扣」、1-698 と関
連

700 溝尻村御宿割覚 8 月 大庄屋衛門→池内御代官当
一通、御下役連名当一通

切紙 1 御宿割、御本陣大庄屋衛門、御奉行様庄
屋藤左衛門以下：

701 西三ヶ村へ達控 文久元年辛酉 8 月 18
日

→西三ヶ当 継紙 1 野形見分、当 20 日より御出郷、出人足
割先例の通：1-701 ～ 704 紙縒一括、
端裏「達扣」

702 野形御見分之節溝尻村
御宿割之覚

文久元年辛酉 8 月 大庄屋木船衛門→池之内御
代官当、御下役御連名

継紙 1 御宿割、御本陣大庄屋衛門、御奉行様藤
左衛門以下：端裏「書上扣」

703 濱村ゟ曽保谷へ達し控 文久元年辛酉 8 月 18
日

― 継紙 1 見分日程、田中求馬様 20 日より御出郷、
21 日木戸益蔵様と御代官立入、奥書 4
ヶ村回覧：端裏「組内へ達シ之扣」

704 森村ゟ与保呂村迄達控 文久元年辛酉 8 月 ― 継紙 1 見分日程、田中求馬様 20 日より御出郷、
21 日木戸益蔵様と御代官立入、奥書 5
ヶ村回覧：端裏「達扣」

705 口上之覚 文久 2 年壬戌 8 月 大庄屋木船衛門→木戸益蔵
様へ一通、田中儀右衛門様、
秋田宇右衛門一通

継紙 1 見分順路、21 日朝 5 ツ時前安久村より
上安村へ御移り：1-705・706 紙縒一括、
端裏「御順路書扣」

706 野形御見分之節行永村
御宿割之覚

文久 2 年壬戌 8 月 大庄屋木船衛門→木戸益蔵
様一通、御下役御連名一通

継紙 1 御本陣太郎兵衛、御奉行様弥太夫以下：
端裏「書上之扣」
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707 覚 酉 9 月 27 日 組屋与右衛門→溝尻村木船

御氏様
継紙 1 酒等野形見分入用取書上取かへ願：

1-707 ～ 709 紙縒一括
708 覚 9 月 15 日 林屋安兵衛→木船衛門様 継紙 1 鰹ふし 6 匁 5 歩他〆 117 匁 6 歩：
709 覚 酉 9 月 林屋六兵衛→木船衛門様 継紙 1 みの紙五状 18 匁 5 歩他〆 104 匁 2 歩 3

厘：
710 〔口上之覚・行永村御

宿割扣〕
嘉永 4 年辛亥 8 月 15
日

大庄屋衛門→公荘、林御連
名、御下役御連名

継紙 1 野形見分順路・宿割上申、弘化年中行永
にて御定之宿大庄屋より差出：1-710・
711 紙縒一括、端裏「御順路并宿わり」

711 〔野形御見分順路写〕 嘉永 4 年辛亥 8 月 17
日

― 継紙 1 見分予定、塩川源五兵衛御出郷、奥書村々
回覧：

712 口上之覚 嘉永 3 年庚戌 8 月 大庄屋木船衛門→公荘貫蔵
様、林徳右衛門様

継紙 1 野形見分順路上申、8 月 16 日福来村よ
り御移り：1-712 ～ 714 紙縒一括

713 行永村御宿割 申 8 月 大庄屋木船衛門→御代官壱
通、御下役御連名壱通

切紙 1 御本陣与惣左衛門、御奉行与右衛門以下：

714 〔野形御見分順路写・
行永村へ達〕

嘉永 3 年庚戌 8 月 12
日

― 継紙 1 来ル 16 日より牧野長門様御出、大浦へ
御廻り、村々回覧、行永村出すべく人足
〆 24 人：

715 〔野形見分順路写〕 天保 14 年癸卯 8 月
25 日

― 継紙 1 見分予定、28 日より内海寬次郎殿御出
郷、奥書村々回覧：1-715 ～ 722 紙縒
一括

716 〔野形見分記録〕 天保 15 年甲辰 8 月 4
日

― 継紙 1 見分予定、7 日より上野左馬様御出郷、
奥書村々回覧：

717 〔野形見分順路写〕 天保 13 年壬寅 8 月
16 日

― 継紙 1 見分予定、8 月 29 日より牛窪半五郎様
池之内、奥書村々回覧：端裏「野形廻状扣」

718 御順路之覚 天保 13 年壬寅 8 月 大庄屋衛門→木戸又蔵様、
石黒安右衛門様

継紙 1 8 月 29 日昼過寺田村より三月峠に帰り、
野形見分順路上申：

719 〔野形見分順路写〕 天保 13 年壬寅 8 月
16 日

― 継紙 1 野形見分予定、8 月 29 日より牛窪半五
郎様池之内より別所村へ御越、奥書村々
回覧：端裏「野形廻状扣」

720 口上之覚 天保 14 年癸卯 8 月 大庄屋衛門→御代官当連
名、御下役当連名

継紙 1 野形見分順路上申、28 日福来村より天
台村御越：

721 口上之覚 天保 15 年甲辰 8 月 大庄屋衛門→御代官当連
名、御下役当連名

継紙 1 野形見分順路上申、8 月 7 日朝福来村よ
り天台村御越：

722 〔野形見分済状〕 天保 13 年寅 9 月 ― 継紙 1 諸入用・弁当等見分相済候上帳面認む：
723 〔野形見分順路写〕 天保 7 年丙申 8 月 10

日
― 継紙 1 秋保九郎右衛門、16 日より御出郷、奥

書村々回覧、7 ヶ村当：1-723 ～ 730
紙縒一括

724 〔野形見分順路写〕 天保 10 年己亥 7 月
29 日

― 継紙 1 高田織衛御出郷、11 日行永村御泊り、
奥書村々回覧、7 ヶ村当：

725 〔野形見分順路写〕 天保 6 年乙未閏 7 月
26 日

― 継紙 1 森本太兵衛、18 日より御出郷、奥書村々
回覧、7 ヶ村当：

726 〔野形見分廻状〕 天保 7 年丙申 8 月 14
日

― 継紙 1 秋保九郎右衛門、16 日より御出郷、奥
書村々回覧：

727 〔野形見分廻状〕 （天保 11 年）子 8 月
23 日

― 継紙 1 秋保九郎右衛門・牛窪謙下 28 日より御
出郷、奥書村々回覧、当年寺田様が来ず
一方人足差控：1-727 ～ 730 紙縒一括

728 〔野形見分廻状〕 天保 5 年午 8 月 15 日 ― 継紙 1 牛窪謙下様御出郷、奥書村々回覧、7 ヶ
村：

729 覚 ― ― 切 1 米 1 斗 2 升 2 合 5 匁、野形見分人数内訳、
衛門手形：

730 〔野形見分廻状〕 天保 11 年庚子 8 月 ― 継紙 1 牛窪謙下 6 日より大浦御廻り、当年寺田
様が来ず一方人足差控：1-730 と関連

731 野形御見分御宿割書覚 嘉永 6 年癸丑 8 月 行永村庄屋甚右衛門、同与
惣左衛門→大庄屋衛門様

切紙 1 御本陣与惣兵衛、御奉行様弥太夫以下：
1-731 ～ 733 紙縒一括
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732 口上之覚 嘉永 6 年丑 8 月 大庄屋木船衛門→御代官連

名、御下役連名〆弐通
継紙 1 野形見分順路 8 月 18 日より 20 日：

733 〔野形見分順路写〕 嘉永 6 年癸丑 8 月 ― 継紙 1 牧野喜万太 18 日より御出郷、奥書村々
回覧：

734 野形御見分人足割帳 文久元年辛酉 8 月 大庄屋木船衛門→ 横帳 1 上安村高廻より榎峠迄、御家老様・奉行・
下役へ村々より〆 32 人以下：

735 野形御見分人足割帳 文久元年辛酉 8 月 木船衛門→ 横帳 1 安久村境より榎峠迄、朝 6 ッ時揃、御家
老・奉行・下役へ村々より〆 32 人以下：

736 野形御見分人足割帳 弘化 2 年乙巳 8 月 大庄屋衛門→ 横帳 1 三月峠より行永村制札場迄、村々より御
家老・奉行へ 8 人、代官へ以下：

737 〔野形御見分御成書留
帳〕

― ― 横帳 1 天保 3 ～嘉永 7 年、御家老、若党 3 人、
郡奉行寺田退蔵以下：天保 3 年 8 月～
嘉永 7 年

738 野形御見分人足割帳 寛政 11 年未 大庄屋久兵衛→ 横帳 1 御茶所 5 ヶ所、例年献立、見分作法等：
～天保 2 年

739 覚 ― 佐波賀村庄屋太郎右衛門→
溝尻村衛門様

切紙 1 7 斗 8 升、居村喜左衛門未進分受取願：
1-739 ～ 827 紙縒一括、1-739 ～ 759
紙縒一括

740 覚 ― 友三郎→衛門様 切紙 1 堂奥村頼母子買戻 20 匁 1 分受取願：
741 御拝借返上之覚 ― 十右衛門→木船御氏様 切紙 1 札 700 匁分返上、残り不足分聞かす様願：
742 納り 申 12 月 ― 折紙 1 源右衛門 2 石他上納：反故紙使用
743 〔覚〕 申 12 月 ― 切紙 1 木舟衛門、札 353 匁 8 歩 1 り：
744 覚 ― →大庄屋木船右衛門様 継紙 1 溝尻村、麦大豆代 8 匁 5 分 3 り：
745 覚 ― 庄屋久左衛門→木船衛門様 継紙 1 夷屋頼母子掛、堂奥山わり他〆 499 匁

5 歩 6 り：
746 〔年貢入米差引〕 ― ― 切紙 1 大庄屋衛門、〆 3 貫 496 匁 6 分 3 り：
747 覚 申 12 月 安岡紺や→溝尻村衛門様 切紙 1 9 ～ 11 月分、古物代等受取：
748 覚 申 12 月 8 日 瓦屋甚助→衛門様 継紙 1 炭・かんぶり代他〆 22 匁 6 分 7 り：
749 覚 申 12 月 三祢や→溝尻 切紙 1 ちりめん代他〆 3 匁 1 歩：1-749 ～

754 紙縒一括、後欠
750 覚 12 月 2 日 一バさけや（印）→衛門様 切紙 1 札 3 貫目請取：
751 覚 申 12 月 一ハ紺や→みそしり衛門様 切紙 1 茶代等〆 5 匁 7 歩 5 り受取：
752 覚 庚申 12 月晦日 庄屋久左衛門→大庄屋木船

衛門様
継紙 1 札 1 貫 862 匁 4 歩 3 厘過札分受取：

753 覚 申極月 平兵衛→衛門様 切紙 1 さん杭代 16 匁 5 歩 9 り請取：
754 〔書状〕 12 月 28 日 林屋六兵衛→木船衛門様 継紙 1 札 2 貫目返済の添状：奥書「銀札添」
755 覚 9 月 29 日 田邊屋孫左衛門→大庄屋木

船衛門様
切紙 1 由良蔵臨時縄代他〆 77 匁 1 分 9 り：

756 覚 申 12 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門
様

継紙 1 池内・志楽青大豆代他〆 35 匁 2 分：虫
損

757 〔勘定書〕 ― ― 折紙 1 衛門・久兵衛組割他差引不足分：虫損
758 覚 ― ― 継紙 1 金 6 両他差引残り〆 22 貫 325 匁 6 分 4

り：1-758 ～ 759 紙縒一括
759 覚 ― ― 継紙 1 小浜町いき、宿賃他差引〆 22 貫 349 匁

6 分不足：
760 御肴通 申 組屋與右衛門→木船御氏様 横半帳

1
正月 4 日～ 12 月 15 日、鶏・鯖等〆
110 匁 1 分 5 り：1-739 ～ 758 に巻付

761 覚 午 12 月 27 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 4 貫匁 203 匁 5 分 9 り勘定差上：
762 覚 庚申 12 月 28 日 梅垣西浦→木船衛門様 継紙 1 勘定差引、過札 1 匁 7 分 2 り：
763 覚 6 月 5 日 鳥屋吉右衛門→真部様 切紙 1 〆 2 匁 4 分 5 り受取：1-763 ～ 788 紙

縒一括
764 覚 9 月 3 日 三祢や三左衛門→溝尻衛門

様
切紙 1 12 貫目借用：

765 覚 未極月 住屋九郎右衛門→溝尻村大
庄屋様

切紙 1 三つ丼他〆 20 匁 7 分受取：

766 覚 閏 3 月晦日 右納之世話方惣右衛門→木
船衛門様

継紙 1 砂取代差引：
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767 覚 閏 3 月晦日 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 継紙 1 菜他〆 13 匁 8 分受取：
768 覚 ― ― 折紙 1 午年利足、仁右衛門・忠左衛門・庄屋〆

1 貫 504 匁 9 分：
769 〔書状〕 4 月 5 日 丹波安国寺村ゟ渡辺与右衛

門→丹後溝尻村木船衛門様
継紙 1 収治手紙延引に心配、倅不承知に付詫状、

藤左衛門様へ宜敷：包紙
770 〔上納覚〕 安政 5 年戊午 ― 継紙 1 値段、組値段、半高正月 8 日上納、残

382 匁 6 分 5 り：
771 覚 ― ― 切紙 1 金 1 両 1 歩他銀に換算〆 700 匁：
772 覚 申 7 月 平兵衛→衛門様 切紙 1 杉八分板代他〆 8 匁 1 り：
773 〔覚〕 申 4 月 ― 切紙 1 3 月 19 日～ 4 月 28 日、溝尻村佐助日

割で代銀 50 匁 4 分 5 厘：
774 〔頼母子札〕 ― ― 切紙 1 一口に付 448 匁 6 分：
775 覚 申 3 月 3 日 廣嶺山谷筑後守（印）→田

辺溝尻村木船衛門様
切紙 1 金 250 疋組神納の領収書：

776 覚 3 月 6 日 福来村酒屋→溝尻村衛門様 切紙 1 上酒代請取：
777 覚 5 月 9 日 時甚→溝尻村衛門様 切紙 1 3 斗 6 升 6 合代銀にて受取申上：
778 覚 申 7 月 19 日 はま村源作→溝尻村木船衛

門様
切紙 1 代札 279 匁 7 歩 9 厘受取申上：

779 覚 うし 1 月 4 日 鳥屋吉兵衛→木船様 切紙 1 酒代受取：
780 覚 7 月 7 日 成就院納所（印）→大庄屋

木船衛門様
切紙 1 八幡宮勧化銀 30 目受取：

781 月抱御中間増給割 ― ― 継紙 1 引切 21 人と追加 4 人〆 367 匁 6 分 4
り差引：

782 覚 正月 28 日 御厩→溝尻村 切紙 1 葛葉請取：
783 御通納り ― ― 一紙 1 和右衛門 1 石他 19 名〆 17 石 6 斗：
784 〔取引集計〕 申 7 月 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 継紙 1 すおう、麝香水、サフラン他代〆 42 匁：
785 覚 申 9 月 いせ屋為介→木村衛門治様 継紙 1 奉納分他〆 226 匁：
786 覚 申 7 月 20 日 鳥屋吉兵衛→木船様 継紙 1 代 48 匁受取：
787 覚 ― 本屋庄右衛門→溝尻木船衛

門様
継紙 1 代〆 6 匁 4 分：

788 覚 申 11 月 市場太右衛門→木船衛門様 切紙 1 勇助・佐平次〆 2 石 7 斗 1 升 7 合御調割：
789 焼失割 ― ― 継紙 1 三河・公文名村分、目安 1 軒に付 2 分 8

り、12 ヶ村〆 226 匁 8 分 4 り：1-789
～ 797 紙縒一括

790 焼失覚 申 9 月 29 日 組内ゟ→大庄屋木船衛門様 切紙 1 札〆 226 匁 8 分 7 り：
791 由良御蔵臨時割 申 9 月 29 日 組内ゟ→大庄屋木船衛門様 継紙 1 100 石に付 1 匁 4 分 6 り、祖母谷 12 ヶ

村〆 77 匁 2 分 6 り：
792 茅割覚 申 9 月 29 日 組内ゟ→大庄屋木船衛門様 継紙 1 5 分 6 り不足、298 匁 7 分 6 りは葛葉

代へ出す：
793 〔書上〕 ― ― 継紙 1 上安、清道、天台、濱村、人数と名前：
794 弐千俵割書 ― ― 継紙 1 800 石を高・家割、衛門組分 111 石 2

斗 5 升 1 勺 14 ヶ村割付：
795 奉願口上之覚 ― ― 継紙 1 堂奥村川筋瀬替の書付願：下書
796 〔書上〕 ― ― 折紙 1 善四郎他 21 名の名前：
797 銀方 ― ― 折紙 1 祖母谷組 12 ヶ村納入書上、御救各 5 匁

〆 11 名：反故紙使用、2 枚組
798 覚 ― 市場酒屋→みそしり長右衛

門殿
切紙 1 未 11 月 13 日 2 石 4 斗 2 升 7 合受取：

799 覚 12 月 18 日 鳥屋吉兵衛→大庄屋木船様 切紙 1 〆 11 匁受取：
800 覚 ― 市場酒屋→みそしり佐平次

殿
切紙 1 未 11 月 5 日 1 石 5 斗受取：

801 覚 ― 下村雲門寺→衛門様 継紙 1 札 28 匁請取、印：
802 覚 12 月 15 日 壺や六左衛門→木舟衛門様 切紙 1 18 匁請取：
803 〔勘定書〕 ― ― 継紙 1 御用材木運人足、850 人内衛門組 366 人：
804 覚 未 12 月 →木舟衛門殿 継紙 1 衛門組御瓦場人足 312 人、伊佐津川人

足 712 人各村内訳：
805 御用船帆柱木出し人足

割之覚
12 月 16 日 頭■→木船御氏様 継紙 1 850 人割方、扶持米、差引高家割：
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806 覚 ― 鳥屋吉兵衛→木船様 継紙 1 綱代他計算〆 15 匁：
807 覚 極月 26 日 くみや輿右衛門→木船御氏

様
切紙 1 数子代〆 4 匁受取：

808 覚 12 月 26 日 池内屋太兵衛→木船様 切紙 1 幡紺染代他〆 5 匁 5 分請取：
809 覚 11 月 24 日 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 切紙 1 白薄代他〆 4 匁 6 分受取：
810 覚 3 月 12 日 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 切紙 1 桂枝代他〆 2 匁 3 分受取：
811 覚 申 10 月 28 日 瓦屋甚助→衛門様 継紙 1 大けば、寒ブリ等代金：
812 覚 ― 濱村長助→溝尻村衛門様 継紙 1 のこ切め代等：
813 覚 庚申 12 月 かし八兵衛→溝尻衛門様 切紙 1 日付、金額〆 23 匁 1 分：
814 〔計算書〕 未 12 月 ― 切紙 1 木船衛門、札 348 匁 1 分 4 厘利息：
815 覚 未 市場忠三郎→ 切紙 1 12 月 28 日 36 匁 2 分受取：
816 〔覚〕 未 12 月 川方→大庄屋衛門殿 切紙 1 いさつ川人足買入上納受取：
817 覚 未 12 月 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 切紙 1 サフラン代他〆 9 匁受取：
818 覚 未 12 月 →衛門殿渡 継紙 1 御台場人足割当、扶持米・札：
819 覚 未 12 月 26 日 小口濱新次郎→木船御氏様 切紙 1 3 匁 7 歩 5 厘受取：
820 覚 未 7 月 10 日 かめ嘉助→木船御氏様 継紙 1 三左衛門分等 9 匁 7 分受取：
821 覚 未 7 月 安岡紺屋→溝尻村衛門様 継紙 1 12 月 8 日使佐助分他 3 件〆 48 匁受取：
822 覚 7 月 5 日 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 切紙 1 10 匁受取：
823 覚 ― 市場酒屋→みそしり村庄助

殿
切紙 1 午 10 月 23 日衛門廻り 8 斗 2 升請取：

824 覚 未 3 月 15 日 鳥屋吉兵衛→木船衛門様 切紙 1 〆 8 匁 4 分：
825 覚 ― 鳥屋吉兵衛→木船様 切紙 1 酒代他〆 3 匁 7 分 2 り受取：
826 覚 申 7 月 油忠左衛門→溝尻衛門様 切紙 1 晒代他〆 2 匁 9 分 4 り受取：
827 御通 申 （印「安岡／力」）→溝尻衛

門様
横半帳
1

正月晦日～ 4 月 13 日〆 32 匁受取：

828 覚 丑 7 月 安岡こんや→溝尻村衛門様 切紙 1 12 月 14 日、染物勘定〆 16 匁 5 分 2 り
受取：1-828 ～ 857 紙縒一括、付箋「安
政五午年諸方請取書」、1-828 ～ 839 紙
縒一括

829 覚 午 7 月 12 日 森村大江→木船衛門様 切紙 1 銀札 24 匁 6 分 2 厘受取：
830 覚 午 衛介→溝尻村衛門様 継紙 1 巳 5 月 11 日分領収：
831 覚 午 7 月 12 日 市場善→衛門様 切紙 1 2 月 15 日分銀子受取：
832 覚 9 月 14 日 ■屋兵衛門→木船様 切紙 1 酒代受取：
833 覚 5 月 29 日 市場日引屋講元→木船衛門

様
切紙 1 午 120 人講掛札 6 匁受取：

834 覚 午 8 月 14 日 梅垣西浦（印）→木船衛門
様

切紙 1 金 15 両受取：

835 〔給銀勘定書〕 午 8 月 溝尻村庄助→ 切紙 1 米 1 斗 9 升 7 合 7 勺代銀 25 匁 3 分 3
厘受取、日数 35 日分：

836 〔給銀勘定書〕 午 8 月 溝尻村勘兵衛→ 切紙 1 米 7 斗 9 升 6 合 6 勺代銀 102 匁 6 厘受取、
日数 148 日分：

837 〔給銀勘定書〕 巳 12 月 月抱常村添吉→ 切紙 1 米 2 斗 9 升 3 合 8 勺代銀 32 匁 2 分 3
厘受取、日数 52 日分：

838 〔給銀勘定書〕 巳 9 月 堂奥村周蔵→ 切紙 1 米 1 斗 1 升 5 合 6 勺代銀 96 匁 8 分 1
厘受取、日数 195 日分：

839 〔給銀勘定書〕 午 8 月 上安村柳助代り溝尻村佐助
→

切紙 1 米 2 斗 9 升 9 合 4 勺代銀 38 匁 3 分 6
厘受取、日数 53 日分：

840 覚 午 12 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門
様

切紙 1 志楽・池内分〆 20 匁 5 分 5 り受取：
1-840 ～ 857 紙縒一括、虫損

841 覚 午 8 月 行永孫左衛門→みそしり衛
門様、使傳助様

切紙 1 4 寸 35 本他〆 4 分受取：

842 覚 子 7 月 12 日 かりや平左衛門→溝尻衛助
様

切紙 1 25 匁 8 分 6 り受取：

843 覚 午 12 月 ぬし甚兵衛→溝尻村大庄屋
様

切紙 1 箱塗料 7 匁受取：

844 覚 午 12 月 かじ八兵衛→溝尻村衛門様 切紙 1 〆 8 匁 2 分受取：
845 覚 午 12 月 圓満し屋→木船衛門様 継紙 1 10 件〆 38 匁受取：
846 覚 午 12 月 鳥屋清兵衛→木船衛門様 切紙 1 亀 1 斗、15 匁受取：
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847 御通状紙代覚 午 8 月 組屋七左衛門→大庄屋衛門

様
切紙 1 組内各村勘定常村 2 匁 2 分 5 り以下〆

32 匁 1 分 3 り：
848 覚 午 12 月 23 日 行永村孫左衛門→傳助様 切紙 1 2 寸釘 360 本 4 匁 1 分 4 厘受取：
849 覚 午 3 月 21 日 米徳→鳥屋三右衛門様 継紙 1 47 匁受取：
850 おぼへ 3 月 25 日 更屋五郎兵衛→鳥屋三右衛

門様
継紙 1 47 匁受取：

851 覚 午 8 月 15 日 行永村孫左衛門→衛門様 切紙 1 4 寸釘 40 本他〆 9 匁 1 分６り：
852 覚 子正月 13 日 いつミ屋→木船衛門様 切紙 1 銀子受取：
853 覚 ― 行永村孫右衛門→衛門様 切紙 1 巳 4 月 2 日分 3 寸 28 本他銀子受取：
854 覚 7 月 29 日 （印「山一／丹後市場糀弥」）

→溝尻村衛門様
切紙 1 代 3 匁 4 分受取：

855 覚 10 月 2 日 （印「山一／丹後市場糀弥」）
→溝尻村衛門様

切紙 1 塩 10 俵代 19 匁 5 分受取：

856 覚 亥 7 月 9 日 西川酒屋→溝尻村東右衛門
様

切紙 1 酒代 2 口 35 匁 7 分 4 り受取：

857 御肴通 午 組屋與左衛門→溝尻村木船
御氏様

横半帳
1

巳 12 月 25 日～、数ノ子、小鯛等：
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1 東亞新報 明治 40 年 11 月 21 日 東亞新報社→ 新聞 1 社長高木七平による発刊の辞、裏面に敦

賀の企業広告：
2 当流碁経図 ― 旭柳斎秀花（印）→ 横帳 1 囲碁盤面数字：
3 松柏集坤 ― ― 版本 1 連歌集：糸切
4 二十八宿星六十四卦名

方位庭例全
― 木船鶴壽軒→ 竪帳 1 運気考訂法極秘、二十四山方位配当、明

治 19 年晩夏 6 日に淡路国津名郡安田村
選者天真堂平野鳴景改正を書写：

5 墨色観考極秘伝全 明治 21 年戊子 丹後加佐郡舞鶴港鶴壽軒→ 竪帳 1 文字五行三停の長短濃薄による吉凶判
断、巻末に一年間の米価表：

6 舞鶴線全通紀念絵葉書 ― 京都堀写真館→ 綴 1 福知山園部新舞鶴間線路概要図や経由地
風景の絵葉書：

7 古文真宝後集■ ― 大坂心斎橋筋■屋書林大野
木市兵衛板行→

版本 1 中国周代から宋代に至る古詩・古文珠玉
集：裏表紙欠、巻数判読不能

8 秩父三拾四番／坂東
三拾三番

― ― 竪帳 1 巡礼道簡易案内：糸切

9 観世流仕舞手付書 ― 木船位義写→ 竪帳 1 高砂・安宅・羽衣等謡曲及び手足扇覚：
10 遠州流活花秘伝書 弘化 2 年乙巳 旭松斎周山（印）（印）→ 竪帳 1 生け花由緒等：糸切、表紙朱印
11 城丹蚕糸時報　第 116

号
大正 5 年 4 月 1 日 城丹蚕糸時報社→ 刊本 1 蚕糸業に関する論文、日支一代雑種飼育

標準表頒布広告付：
12 城丹蚕糸時報　第 119

号
大正 5 年 6 月 1 日 城丹蚕糸時報社→ 刊本 1 蚕糸業界の展望、物価米粒比較表：

13 〔桓武天皇平安遷都千
百年紀念祭乙〕

明治 27 年 7 月 28 日 京都市上京区堺町通二条上
ル亀屋町二十一番戸紀成常
喜→

一紙 1 紀念祭協賛会総裁及役員、下賜金及寄付
金合計 21 万 5686 円：2-13・14 封筒「桓
武天皇平安遷都千百年紀念祭協賛会／京
都市上京区寺町通二条下ル京都事務所／
東京市京橋区木挽町一丁目十一番地東京
事務所」一括

14 〔桓武天皇平安遷都千
百年紀念祭甲〕

― ― 一紙 1 記念祭・協賛会設立趣意書、平安神社創
立願、社格并神号下賜願等：2-13 と同
日付発行と考えられる

15 京都府農会報　第 285
号

大正 5 年 4 月 15 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、田園文学：

16 京都府農会報　第 287
号

大正 5 年 6 月 15 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、田園文学：

17 系統農会機関帝国農会
報　第 6 巻第 6 号

大正 5 年 6 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項、農村資金都市集中概
況：

18 城丹蚕糸時報　第 118
号

大正 5 年 6 月 1 日 城丹蚕糸時報社→ 刊本 1 蚕糸業に関する論説：

19 城丹蚕糸時報　第 120
号

大正 5 年 8 月 1 日 城丹蚕糸時報社→ 刊本 1 蚕糸業に関する論説：

20 系統農会機関帝国農会
報　第 6 巻第 7 号

大正 5 年 7 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項、耕地所有の広狭区分
による地主戸数：

21 京都府農会報　第 288
号

大正 5 年 7 月 15 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、田園文学：

22 農業国第 8 巻　3 月号
第 3 号

大正 3 年 3 月 1 日 東京市芝区愛宕町二丁目十
四番地大日本農業奨励会→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、農家行事、
田園文学：

23 山葵菜の栽培 大正 3 年 6 月 20 日 京都府庁内京都府山林会→ 刊本 1 山林会第 8 回総会における府立農林学
校教諭乾長太郎の講演：

24 大典記念帝国農業史要 大正 4 年 11 月 10 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農業史：

25 城丹蚕糸時報　第 117
号

大正 5 年 5 月 15 日 城丹蚕糸時報社→ 刊本 1 蚕糸業に関する論説：

26 系統農会機関帝国農会
報　第 5 巻第 8 号

大正 4 年 8 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項：

27 大正三年度事蹟報告 大正 4 年 9 月 京都府蚕糸同業組合連合会
立城丹蚕業講習所→

刊本 1 職員・生徒出入数、活動記録：
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28 大正二年度第十六回京

都府蚕糸同業組合連合
会事蹟報告

― 京都府蚕糸同業組合連合会
→

刊本 1 組織、事務、業務について：

29 産米改良問題に関する
資料

― 京都府農会→ 刊本 1 府下産米の状況等：

30 大正三年四月酸性土壌
調査成績　第 1 報

大正 3 年 3 月 31 日 京都府立農事試験場（葛野
郡桂村）→

刊本 1 府下各地で実施した調査報告：

31 京都府農会報臨時増刊　
第二回農家経済調査書

大正 2 年 10 月 3 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 府下各郡にて農業経営の状態・農家経済
を調査、総財産・経営資本・生産力・事
業収支等：

32 中央農政倶楽部　第一
回報告

大正 4 年 1 月 6 日 中央農政倶楽部→ 刊本 1 昨年 4 月以降の農業事業経過を略記報
告、減租運動・地方農政機関設置等：

33 農会の為すべき事業の
種類及範囲

大正 4 年 2 月 帝国農会→ 刊本 1 大正 3 年 7 月 8 日より 10 日間開催さ
れた道府県農会常務員協議会における 3
問題に関する各道府県農会からの報告：

34 英国最近の土地問題 大正 4 年 1 月 帝国農会→ 刊本 1 本会嘱託小野武夫によって万国農事協会
報より訳出：

35 京都府下淀川改修図 ― ― 一紙 1 淀津周辺図、朱線によって桂川と宇治川
の改修路記入：

36 系統農会機関帝国農会
報　第 6 巻第 5 号

大正 5 年 5 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項：

37 農業銀行論 大正 4 年 2 月 帝国農会→ 刊本 1 農学士淺井實の調査により農業銀行の必
要性を説く：

38 系統農会機関帝国農会
報　第 6 巻第 3 号

大正 5 年 3 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項、朝鮮における麦の生
産額：

39 系統農会機関帝国農会
報　第 6 巻第 4 号

大正 5 年 4 月 15 日 東京市赤坂区溜池町一番地
帝国農会→

刊本 1 農政経済関連事項、日本内地における大
麦の輸入額：

40 京都府農会報　第 284
号

大正 5 年 3 月 15 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、田園文学：

41 牛馬に関する調査 大正 5 年 4 月日 帝国農会→ 刊本 1 第 2 編馬に関する調査、第 3 編牛馬の
比較、農学士永峰春樹による調査：

42 京都府農会報　第 286
号

大正 5 年 5 月 15 日 京都府葛野郡桂村大字下桂
六番地京都府農会事務所→

刊本 1 農業・蚕糸業に関する論説、田園文学：

43 新刊増補万世雲上明鑑
乾

文化 4 年丁卯 ― 版本 1 方巾齋房常による序文、禁裏・仙洞御所・
門跡解説、表紙見返し「逸見蔵書」、挟
込一紙「一、金壱円」：

44 倭訳陰騭録全 文化 8 年辛未 →ミソシリ木船衛門（所有）版本 1 由来書、本書集者は明の袁黄、字は了凡：
45 〔田損害等書付断簡〕 ― ― 折紙 3 田所有者、村ごとの勘定書：横帳外れ
46 乍恐奉願上口状之覚 安永 5 年 12 月 高田右京源永忠→廣橋一位

様御内濱路大膳殿、近藤帯
刀殿、他 1 名

折紙 1 自身の家系略記により官位申請：安永 5
年願面の写

47 〔許可証〕 明治 44 年 10 月 30 日 新舞鶴警察署長警部山﨑一
（印）→京都府加佐郡新舞
鶴〈町／村〉字溝尻木船衛
門

罫紙 1 家屋修繕落成認可：

48 〔領収証〕 9 月 6 日 村上喜蔵（印）→ 切紙 1 5 人手間等合計 3 円 50 銭：
49 丹後国鹿原山金剛院境

内之図
明治 28 年 8 月 鹿峰現住諦道→ 一紙 1 境内図、由緒書、木版：

50 〔御用帳抜書〕 亥 7 月 19 日 月番川西→東大庄屋中 横帳 1 作事所綿藁不足沙汰他：
51 〔城丹蚕業講習所関連

書類〕
明治 44 年 10 月 16 日 ― 冊子・

罫紙 4
農林学校理事名義元利、城丹蚕業講習所
設備支出、施設図面、技手給補助稟請写、
府費補助申請書：封筒「城丹蚕業講習所
設備計測」一括

52 鼇頭挿画国史略纂語
字類大全

明治 18 年 3 月 白井秀達編輯→ 刊本 1 類語辞典、上巻、豊原繁樹校訂并図画：

53 盛衰記　第十一 ― ― 版本 1 詞書・図画による源平盛衰記：
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54 はいかい山分衣下 文化 10 年癸酉 京都書肆野田治兵衛､ 江戸

書林須原茂兵衛／西村源
六、大阪書舗鳥飼市右衛門、
他 6 名→其介軒如石

版本 1 俳諧句集、雑の部・山類・水辺等に分類：
2-54・55 帙「良夜（13 首書上）」一括

55 俳諧山分衣上 ― →其介軒如石 版本 1 俳諧句集、玉井菴木僊による序文：
56 大阪市中区画改正新図 明治 14 年 2 月 大阪府新井隆存→ 一紙 1 大阪鎮台本営等大阪中心部彩色地図：
57 卯之組内年中惣分割帳 安政 2 年乙卯 12 月 大庄屋衛助組→ 横帳 1 支払額・支払先書上、取替え、大庄屋役

替半高分：虫損
58 新体日本文学史教科書　

全
明治 40 年 12 月 11 日 藤岡作太郎→第五学年乙組

森文郷
刊本 1 中学校及師範学校用、開成館蔵版：

59 修訂中等国語読本巻九 明治 45 年 1 月 8 日 落合直文編、森林太郎／萩
野由之補→第五学年甲組甘
利哲郎

刊本 1 国語教科書、御国ゆずり・南へ南へ・四
季の変遷等：

60 修訂中等国語読本巻十 明治 45 年 1 月 8 日 落合直文編、森林太郎／萩
野由之補→第五学年甲組甘
利哲郎

刊本 1 国語教科書、国典の研究・明治の詔勅・
菅公等：

61 一覧 大正 3 年 12 月 20 日 東京高等工業学校→ 刊本 1 沿革及び組織、各科生徒氏名、学科過程
規則他：

62 目録 大正 5 年 1 月 28 日 世話方丹波国綾部町出口常
次郎、他 5 名→

折紙 1 綾部本町角旧羽室氏邸宅にて 2 月 9・
10 日に実施予定の上田嘉兵衛所蔵書画
美術品競売案内、売品概要目録：2-63
～ 98 紐一括

63 下村家第三回入札 ― 札元林新助、土橋嘉兵衛、
林新兵衛→

折紙 1 京都美術俱楽部にて 12 月 11 ～ 13 日
に実施予定の入札会案内、売品概要目録：

64 日本美術二十四 明治 33 年 11 月 25 日 編纂兼発行人下谷区谷中初
音町四丁目廿番地高木源四
郎→

刊本 1 絵画題名・作者・金額、日本美術院同好
会規約：

65 目録 ― 京都市丸太町通室町西入買
売道具商長澤常助→

刊本 1 本派本願寺御殿での大谷家旧蔵品入札第
1 回案内：

66 目録 2 年 4 月 28 日 京都市丸太町通室町西入買
売道具商長澤常助→

刊本 1 本派本願寺御殿での大谷家旧蔵品入札第
3 回案内：

67 目録 ― ― 刊本 1 本派本願寺御殿での大谷家旧蔵品入札第
2 回案内：

68 目録 ― 京都市四条通堺町東入書
画、骨董商土橋熊次郎→

刊本 1 京都美術俱楽部での市田理八旧蔵品第 1
回入札案内：

69 目録 ― 京都古門前林新助→ 刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：
70 目録 ― 京都六角通麩屋町角今井長

兵衛→大木御氏様
刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：裏

表紙欠
71 目録 ― 京都美術倶楽部→ 刊本 1 美術品入札案内：
72 目録 ― 京都市丸太町通室町西入買

売道具商長澤常助→進呈木
船様

刊本 1 京都美術俱楽部での京都市室町吉田氏所
蔵品第 1 回入札案内：

73 目録 ― 京都古門前林新助→ 刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：
74 目録 ― ― 刊本 1 神戸市吟松亭での美術品入札案内：
75 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での下村正太郎氏所蔵品

第 2 回入札案内：
76 目録 ― 京都市柳馬場通四条北入西

村松二郎→木船様
刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

77 目録 ― 買売道具商京都市丸太町通
室町西入長澤常助→

刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

78 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での下村正太郎氏所蔵品
第 4 回入札案内：

79 京都円盛画会々則 明治 42 年 5 月 圓盛画会→ 刊本 1 應陽画伯筆絹本画・屏風の完製を期す、
作品目録、申込書付：2-80 と同一

80 京都円盛画会々則 明治 42 年 5 月 圓盛画会→ 刊本 1 應陽画伯筆絹本画・屏風の完製を期す、
作品目録、申込書付：2-79 と同一

81 〔京都美術協会雑誌〕 ― ― 断簡 1 第 9・10 号所載美術作品概要：
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82 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：
83 目録 ― 買売道具商京都市丸太町通

室町西入長澤常助→
刊本 1 京都美術俱楽部での京都市室町吉田氏所

蔵品第 2 回入札案内：
84 〔目録〕 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での西陣日下部氏・某氏

所蔵品入札案内：表紙欠
85 目録 ― 京都市四条通麩屋町東八方

堂今井貞次郎→戸田御氏様
刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

86 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での京都市下京区田中利
七氏及某旧家所蔵品入札案内：

87 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：
88 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での京都市大宮井上氏所

蔵品入札案内：
89 目録 ― 買売道具商京都市丸太町通

室町西入長澤常助→
刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

90 目録 ― 買売道具商京都市丸太町通
室町西入長澤常助→

刊本 1 京都美術俱楽部での兵庫某家及中京某家
所蔵美術品入札案内：

91 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での京都市船橋家所蔵品
入札案内：

92 目録 ― 買売道具商京都市丸太町通
室町西入長澤常助→

刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

93 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：
94 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での京都市下京区某氏所

蔵品入札案内：
95 目録 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での京都市西陣廣瀬庄助

氏及下京某旧家所蔵品入札案内：
96 目録 45 年 2 月 7 日 買売道具商京都市丸太町通

室町西入長澤常助→
刊本 1 京都美術俱楽部での京都市中京某家所蔵

品入札案内：
97 目録 ― 京都市柳馬場通四条北へ入

西村松二郎→木船衛門様
刊本 1 京都美術俱楽部での美術品入札案内：

98 展観 ― ― 刊本 1 京都美術俱楽部での現代平安七大家先生
揮毫画展観目録：

99 写真帳 ― やまと写真館／福知山内記
町→

折本 1 蚕産記録 15 枚：
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
1 余部下村移転地略図 ― 余部上村→ 継紙 1 移転地・坪数・道・川溝・一筆の内幾分

移転地境界線等：3-1 ～ 15 包紙一括、
包紙「京都府加佐郡蚕糸同業組合事務所
／木船衛門殿」

2-1 〔断簡〕 ― ― 切紙 1 移転図、朱線：3-2-1 ～ 3 包紙一括、包
紙「加佐郡役所御中」「京都府（削除線）、
三月廿九日木舩戸長ヨリ預り置、余部下
村・北吸村移転図、不日郡長御出張際入
用」、消印 22 年 3 月 27 日、大部分欠損

2-2 〔断簡〕 ― ― 切紙 1 移転図、朱線、方位記号：虫損、欠損
2-3 〔移転図〕 ― ― 切紙 1 朱線、番戸・人名・坪数等：虫損
3-1 百姓手習記録帳 嘉永元年戊申 7 月 木舩氏→ 竪帳 1 稲作心得、秘密口伝書、符の模様、他様々

なまじないについて：奥書「嘉永三庚戌
年／年十九才改木舩復之輔／年十七才木
舩復之輔書之」

3-2 〔眼に関する疱瘡予防
法〕

― ― 一紙 1 材料、薬作成法等：虫損

4 〔手相占い〕 ― ― 一紙 1 手相の絵、子～寅年の干支ごとの診断：
綴外れ、虫損

5 いろいろましなひ口伝
書

弘化５年戊申 2 月 木舩復之輔→ 竪帳 1 雷除、歯痛止め、送り狼除等：なす・か
らし等の金額覚挟込

6 為取替之写 （近代） 行永村百姓惣代又兵衛判、
他 14 名→濱村庄屋與右衛
門殿、他 12 名

冊子 1 天保 10 年４月 11 日椿谷江へ濱村より
入込肥草刈取に付訴訟：大庄屋溝尻村木
舩衛門の奥書、文久元年 12 月写

7 濱村・森村論山済口取
為替定約書写し

明治 11 年 12 月 21 日 森村総代印→濱村総代 冊子 1 明治 5 年 8 月より字城取谷桐実山と野
山境界相論和熟、第 1 ～ 6 条をもって
取替：

8 濱村・行永村入会山桐
実山・野山反別番号調
帳

― 濱村→ 冊子 1 各字、所有者名：

9 頼母子取金之証 明治 20 年旧 12 月 30
日

溝尻村木船衛門（印）→片
山久吉発起頼母子連中総代
永尾伊三郎殿

罫紙 1 講 よ り 金 18 円 受 取、 金 3 円 宛 懸 戻：
3-9 ～ 14 紙縒一括

10 〔書入地売買願〕 明治 20 年 1 月 19 日 小倉村行永まき（印）→木
船衛門発起頼母子御連中様

罫紙 1 頼母子書入地売却及び差入置証書交換希
望：

11 跡掛証 明治 16 年旧 4 月 加佐郡市場村取主高橋千代
吉（印）、請人市場勇二郎

（印）→割合講連中総代村
田彌惣兵衛殿

罫紙 1 村田又右衛門発起、講掛金 60 円受取、
宅地 2 畝歩地価 8 円 53 銭抵当、満会ま
で 11 ヶ度 6 円宛掛戻：

12 跡掛証書 明治 20 年 1 月 19 日 加佐郡小倉村行永まき（印）、
受人同郡同村小嶋與市（印）
→溝尻村木船衛門発起割合
講御連中

冊子 1 講掛金 99 円 20 銭受取、田地 2 ヶ所抵当、
明治 19 ～ 26 年まで毎年 12 円 40 銭宛
掛戻：戸長福村弥七奥書、割印「京都府
加佐郡田中村外七ヶ村戸長福村弥七」3
つ

13 〔借用証文写綴〕 ― ― 冊子 1 明治 11 ～ 21 年の地所質入金子借用証、
衛門質地田地一筆限帳、請負直小作証書、
頼母子金子借用証の 4 点：

14 預り申割合講金之事 明治 13 年旧暦 12 月 加佐郡第八組平村梅原六右
衛門（印）、請人右同村永
田上仲（印）→加佐郡第六
組溝尻村木船衛門割合講発
起御連中

冊子 1 300 円受取、田 2 ヶ所合計 4 反 5 畝 15
歩抵当、明治 14 ～ 25 年に 26 円 40 銭
宛返済：戸長安田康太郎奥書

15 〔図断片〕 ― ― 切紙 1 図の一部：全体不明
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
16 〔書簡〕 7 年 2 月 8 日 小林正夫拝→木舩大人玉宇

山
継紙 1 大正 3 年 12 月末心臓僧帽弁閉鎖不全罹

病、以来囲碁・読書等を娯楽に療養、近
作漢詩 7 首：封筒「加佐郡倉梯村字溝
尻／木船衛門様親展」「神命之宮町弐丁
目四九／小林正夫」

17 妙光寺納花題松竹梅四
季之草花

― （印）旭柳斎秀芲（印）→ 一紙 1 使用草花 11 種の名前・数量、松葉 200、
竹葉 150 等、彩色草花図：虫損

18 割合頼母子帳 明治 11 年 発起人木船衛門→ 冊子 1 講掛金 200 円、明治 12 ～ 26 年まで毎年
1 割 4 分 4 厘済掛、滞納時は抵当地所引請：

19 〔俳句〕 ― 如石→ 短冊 1 追悼句：
20 〔占術表〕 ― ― 一紙

80
主命吉神等：

21 日本農具図説 大正 2 年 5 月 30 日 帝国農会→ 刊本 1 明治 44 年 5 月全国農具展の主要出品解
説：金具腐食

22 日本農具図説図譜 大正 2 年 1 月 10 日 帝国農会→ 刊本 1 農具写真図、出品者、価格：
23 京都府加佐郡勢一班全 明治 40 年 7 月 京都府加佐郡役所→木船衛

門殿
刊本 1 明治 39 年の郡内実情：

24 〔絵付板ガラス〕 ― ― ガラス
1

紅白ナデシコ：周囲木枠片側外れ

25 農会調査農事統計 大正 7 年 8 月 農商務省農務局→ 刊本 1 全国累年比較、沖縄県は農会なし：金具
腐食

26 土地利用ニ関スル参考
資料

大正 7 年 1 月 農商務省農務局→ 刊本 1 耕地面積・農産物供給状況報告、彩色版
各国土地利用状況比較図：金具腐食

27 大正六年度帝国農会道
府県農会経費決算及事
業ノ梗概

大正 7 年 10 月 農商務省農務局→ 刊本 1 事業一覧、決算・国庫補助額累年表：綴
外れ、金具腐食、青字

28 農務彙纂第参拾参米ニ
関スル調査

大正 1 年 9 月 21 日 農商務省農務局→ 刊本 1 日本・台湾・朝鮮・世界市場の米流通・
消費：金具腐食

29 農務彙纂第弐拾九日本
肥料概覧

明治 45 年 3 月 18 日 農商務省農務局→ 刊本 1 国内外の肥料流通、原料生産額：金具腐
食

30 本邦ニ於ケル畜産統計
ノ概要

大正 3 年 5 月 30 日 農商務省農務局→ 刊本 2 各国家畜統計図等、国内外比較図表：金
具腐食

31 農務彙纂第四十三本邦
乳製品及肉製品ノ産額
等ニ関スル調査

大正 2 年 9 月 13 日 農商務省農務局→ 刊本 2 各品目製造者住所氏名：金具腐食

32 農務彙纂第四十六東洋
諸方面ニ於テ需要セラ
ルヽ「バター」及豚肉
加工品

大正 3 年 3 月 7 日 農商務省農務局→ 刊本 2 輸入状況、販売価格、流通種類等：金具
腐食

33 農務彙纂第二十八日本
園芸業概覧

明治 45 年 3 月 16 日 農商務省農務局→ 刊本 1 種類別生産額及び輸出入趨勢、世界市場
需要見込、改良奨励施設：金具腐食

34 反刻碁経衆妙　一 ― 江都爛柯堂元美先生著、書
肆岡本明玉堂梓→

刊本 1 生之部、死之部、点之部、盤面図：

35 反刻碁経衆妙　四 明治 15 年 10 月 元美先生著→ 刊本 1 1 ～ 3 巻注釈書：朱字書込
36 反刻碁経衆妙　二 ― 元美先生著→ 刊本 1 却之部、攻之部、盤面図：
37 反刻碁経衆妙　三 ― 元美先生著→ 刊本 1 盤之部、追落之部、夾之部等、盤面図：
38 蕙斎略画式　中編 明治 27 年 3 月 1 日 和歌山県士族本居豊頴／下

谷区中徒町二丁目五十五番
地→

刊本 1 彩色図、風俗画等：英文翻訳紙転用

39 蕙斎略画式　上編 ― ― 刊本 1 彩色図、風俗画等：英文翻訳紙転用
40 蕙斎略画式　下編 明治 27 年 3 月 1 日 本居豊頴→ 刊本 1 彩色図、風俗画等：英文翻訳紙転用
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
1 銀頼母子帳 嘉永元年戊辰 ― 横帳 1 嘉永元～安政元年 7 ヶ年御会講：箱 4

小つづら蓋「丹加溝木東」底「丹後加佐
郡舞鶴溝尻邑木布祢東左ェ門」

2 收治祝儀諸事附留帳 安政 4 年丁巳 11 月 3
日

木船姓→ 横帳 1 11 月 3 日結納持参、引越、12 月里帰り
出費：

3 渭東安左衛門物入記録 安政 2 年乙卯 2 月 27
日

木船氏→ 横帳 1 2 月 27 日吉坂村へ出、用意品、人足役
割茶方・飯方等：

4 復之助祝儀諸事附留帳 嘉永 7 年甲寅 2 月 27
日

木船氏→ 横帳 1 安左衛門結納持参、諸道具、里帰り土産：

5 庄蔵行者参り并ニ伊勢
参り

明治 21 年旧 5 月 16
日

木船→ 横帳 1 旧 5 月 16 日出立旧 6 月 2 日着村、連同
行者高倉勘蔵・木船勝蔵ら 9 人、餞別、
呼人、献立：

6 巳代蔵伊勢行者参詣 天保 6 年乙未 6 月 8 日 ― 横帳 1 重助・利三郎・武蔵 3 人 6 月 8 日出立
22 日着、呼人、餞別：

7 衛門義毅金毘羅参詣記
録

慶応 3 年丁卯 3 月 木船義毅→ 横帳 1 餞別、当主先苅り：

8 伊勢参之諸事附留帳 天保 14 年癸卯 2 月 26
日

― 横帳 1 2 月 26 日出立、連にはま村孫左衛門と
娘・与右衛門と娘、餞別等：

9 棲雲院十回忌縁事 明治 13 年旧 2 月 21
日

― 横帳 1 各年度桟敷、持参品等：

10 御悔帳 元治 2 年乙丑 2 月 16
日

木船衛門→ 横帳 1 村持 9 名参品惣左衛門干大根・生大根・
水菜等：

11 御悔帳 安政 2 年乙卯 8 月 6
日

― 横帳 1 智法信女、村中 11 名、寺への札 3 匁等：

12 伊勢参宮諸事記録帳 文政 13 年庚寅 3 月
15 日

― 横帳 1 餞別 12 名、手拭・湯手等：

13 御悔帳 慶応元年乙丑 12 月 9
日

木船衛門→ 横帳 1 村より 11 名、五七日献立：裏表紙に「精
看院蕙堂莫中居士」

14 御悔帳 明治 16 年旧 10 月
25 日

木船衛門→ 横帳 1 6 名 2 ～ 5 銭持参、寺銀附程、樹徳庵、
興禅寺、徳月院：裏表紙に「霜月亮清信
女俗名木船竹」

15 精看院一周忌諸覚 慶応 2 年丙寅 11 月 5
日

木船衛門→ 横帳 1 番賃覚 8 名：裏表紙「溝尻村木船衛門」

16 御悔帳 元治元年 6 月 25 日 ― 横帳 1 村より 11 名、棲雲院大厳宗心居士：
17 御悔帳 嘉永 4 年辛亥 2 月 2

日
― 横帳 1 梅林智光信女、村より 11 名、寺への礼、

3 回忌：
18 〔貸附利息覚帳〕 ― ― 横帳 1 円勘定、小口之貸、上羽仁平・梅垣：
19 盛蔵勘定 ― ― 折紙 1 〆 28 円 8 銭 7 分 5 厘、差引：
20 〔加佐郡第十区溝尻村

勘定書〕
明治 11 年 5 月 総代→ 罫紙 1 未～子年、〆 4 円 6 銭 9 分：

21 〔預米勘定書〕 ― ― 折紙 1 預米 56 石 5 斗、差引：
22 〔書付〕 ― ― 折紙 1 重兵衛巳～子年出入：帳外れ
23 勘七勘定改 明治 13 年 ― 横帳 1 申年より不足、差引：4-23 ～ 26 綴一括
24 〔石高書上〕 ― ― 折紙 1 〆 12 石 5 斗 8 升、仁左衛門、勘助等：
25 記 明治 5 年 2 月晦日 木船衛門→清左衛門殿 切紙 1 金 3 両受取証明、明治 6 年 8 月 2 日改：
26 おぼへ 明治 6 年 4 月 13 日 木船衛門代收司（印）→高

橋清左衛門殿
切紙 1 金 10 両預り証明：

27 〔金取引書上〕 ― ― 横帳 1 4 月より利息付にて 7 月、半月立 15 日
昼迄も立納：綴紐に文書挟込
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番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
1 家相転調之図 明治 18 年 9 月 丹後国加佐郡竹屋町（印）

木船明義（印）（印）→
継紙 1 屋敷建物景図、燧人氏の吉凶、間取り：

包紙「明治十八年九月製之／（印）家相
転調之図／（印）木船明義（印）（印）」、
糊はがれ 8 枚組

2 証書 明治 9 年 4 月 28 日 借主溝尻村木舩衛門（印）、
請人同村津田惣左衛門（印）
→五小区中村梅原正右衛門
殿

冊子 1 質地書入 1 町 3 反 7 畝 24 歩、金 350 円
以下、後日証書連印：奥書「四小区々長
上羽与惣左衛門（印）」

3 永代売渡券 ― 売主木舩衛門（印）→木舩
佐太郎殿

罫紙 1 中田 1 反 2 畝 6 歩、金 61 円 81 銭 2 厘に
て売渡、代金正に受取：奥書「用掛左近忠
左衛門」、印紙、柱「十五大区」

4 地処売渡証 明治 22 年 2 月 22 日 加佐郡溝尻村高倉勘七（印）
→加佐郡溝尻村木舩衛門殿

罫紙 1 畑 4 畝 6 歩、金 10 円にて売渡：印紙、
朱書「堂奥村地所登記第四拾五号（印）」

5 頼母子帳 明治 15 年 4 月 18 日 発起人木船為吉（印）、請
人木舩衛門（印）→

竪帳 1 高金 20 円、抵当畑 4 畝 4 歩持主木船藤
吉、名列 10 名：紙片挟込、（印）「京都
府加佐郡溝尻村戸長役場印」、奥書「戸
長不在ニ付用掛木船善蔵（印）」

6 頼母子帳 明治 11 年 4 月 発起人木舩衛門、請人市場
勇二郎（印）、同矢野市太
郎→

竪帳 1 金 270 円 9 ヶ年、福西八左衛門以下〆
9 口：5-7 の下書

7 頼母子帳 明治 11 年 4 月 発起人木舩衛門（印）、請
人市場勇二郎（印）、同矢
野市太郎（印）→

竪帳 1 金 300 円、福西八左衛門以下〆 10 口：
印紙、綴紙縒に押印

8 〔貸付記録〕 （近代） ― 横帳 1 左近忠左衛門〆 33 円 54 銭 1 厘以下：
9 〔大福帳〕 辰 ― 横帳 1 善右衛門卯之勘定残り：
10 銀方出入覚帳 慶応 3 年丁卯正月 2 日 木舩義毅→ 横帳 1 正月 4 日～、貸付利息、出入記録：
11 大福帳 慶応 2 年丙寅正月 2 日 木船衛門→ 横帳 1 善右衛門 300 匁丑勘定残り他人別書上：
12 大福帳 慶応 3 年丁卯正月 2 日 木船義毅→ 横帳 1 善右衛門 330 匁寅勘定残り他人別書上：

5-12 に 5-13・14 が挟込
13 覚 ― 佐太郎→衛門様 継紙 1 午 12 月～申 7 月金銀出入記録：
14 覚 酉 7 月晦日 佐太郎→衛門様 折紙 1 申12月16日20匁そめん以下買物書上：
15 金方出入当座覚帳 明治 10 年丑 1 月 木船→ 横帳 1 12 月 28 日 12 円行永村弥惣右衛門入以

下金額人名入、かし：綴に 5-16 挟込
16 証 ― →おあい殿 継紙 1 7 月～正月分差引〆 30 円：糊はがれ
17 銀方出入付留帳 明治 4 年辛子正月 2 日 義毅→ 横帳 1 和造分 3 円 60 銭相渡以下人別：
18 大福寿帳 慶応 4 年戊辰正月 2 日 木舩姓→ 横帳 1 卯勘定残り善右衛門 240 匁以下、預り

口：
19 〔個人別貸付金書上〕 （明治）8 年 ― 横帳 1 和造〆 30 円利息渡し、元金 9 年へ廻す、

以下：
20 〔銀子書上〕 ― ― 横帳 1 酉勘定残り和造 3 貫 700 匁：
21 盛蔵勘定 （近代）亥 ― 折紙 1 申～亥年差引、川筋頼母子、林屋通メ掛：
22 銀方出入帳 慶応 4 年戊辰正月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 正月 6 日 3 貫受取以下：
23 〔貸付出入〕 申 ― 横帳 1 孫左衛門未之勘定残り 539 匁、子年ま

で：
24 〔個人別銀子書上〕 未 ― 横帳 1 善左衛門午不足 249 匁 1 分以下：
25 〔金銀子出入控〕 （近代）亥 ― 横帳 1 2 月 1 日 3 円 50 銭入、10 円林屋出：
26 〔個人別銀子書上〕 午 ― 横帳 1 善右衛門巳勘定残り 220 匁以下：
27 銀方出入帳 慶応 2 年丙寅正月 2 日 木舩衛門→ 横帳 1 正月 4 日 600 匁藤左衛門へ出以下：
28 佐助所有散配省略帳 ― ― 横帳 1 地所不残売物金高屋敷他 4 口〆 40 円

89 銭 3 厘：
29 〔人足書上〕 ― ― 横帳 1 行永村得助、白杉村庄七他：表紙なし、

反故紙「田畑調帳」利用
30 田畑預ヶ口帳 文久 3 年癸亥正月 2 日 木舩姓→ 横帳 1 預ヶ口佐兵衛 9 匁以下個人石高：
31 借用申上之事 慶応 4 年戊辰正月 20

日
借主市場三左衛門（印）、
請人市場太右衛門（印）、
次左衛門（印）→溝尻村木
舩衛門殿

一紙 1 銀札 5 匁、申年利息共返弁：5-31 ～ 32
包紙「一札／市場三左衛門」一括
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32 覚 酉 12 月 ― 継紙 1 辰～午年、銀子差引〆 432 匁 1 分 2 り：
33 〔断片〕 ― 三祢屋三左衛門→溝／衛門

様
切紙 1 内容無：前欠

34 覚 天保 9 年戌 9 月朔日 柏屋喜助（印「茂信」）→
木舩衛門様

一紙 1 銀札 1 貫 100 匁、何時とも入用の節は返
済：5-34・35 包紙「一札／柏や」一括

35 覚 天保 9 年戌 9 月 5 日 鳥や三右衛門→木舩様 継紙 1 酉 10 月晦日銀札 1 貫 139 匁かし、出入
無く相済：

36 借用仕銀札之叓 天保 4 年癸巳 3 月 柴原伜宗助（印）→木舩衛
門殿

一紙 1 銀札 1 貫目利息年 2 朱、頼母子講：5-36
～ 38 包紙「証文／大波上村宗助」一括

37 覚 巳 12 月 24 日 大波村孫介→木舩衛門様 継紙 1 銀札 20 匁、宗助借用利息受取：
38 覚 巳 3 月 7 日 西浦→衛門様 切紙 1 銀札 800 目受取：
39 永代譲り状之事 安政 5 年戊午 12 月 譲主久兵衛（印）、親類惣

代請人共惣左衛門（印）→
衛門殿

継紙 1 濱田新田の 2 ヶ所下田、深き因縁家筋に
付、庄屋年寄の奥書、「右譲り状書添之事」
にて樽料銀 3 貫渡す：5-39 ～ 54 紙縒一
括、糊はがれ

40 覚 天保 14 年癸卯 12 月
21 日

矢野久輔（印）→木船衛門
様

切紙 1 銀札 2 貫 800 目、徳右衛門田地代受取：
5-40 に 5-41 挟込一括

41 覚 天保 14 年卯 12 月 25
日

矢野久輔→木船衛門様 切紙 1 銀札 14 貫拝借、1 貫 700 目徳右衛門拝
借：

42 徳右衛門田地買代仕訳 天保 15 年甲辰 2 月 ― 継紙 1 3 ヶ所代札 5 貫 900 目、「次第心覚」を
継ぐ：

43 永代譲状之事 天保 7 年丙申 3 月 譲主溝尻村久輔（印）、親
類惣代請人共同村久左衛門

（印）→衛門殿、泉源寺西
浦殿

継紙 1 新田家下溝西之切の下田 1 反 10 歩、「右
譲状書添之事」で樽料銀 6 貫 86 匁相渡
す：糊はがれ

44 添証文之事 文政 8 年酉 泉源寺村渡主与右衛門、小
倉村請人太左衛門→溝尻村
衛門殿

竪紙 1 浜村西川尻新田、代銀札請取：5-44 に
5-45 ～ 48 挟込一括

45 譲り状并添書控 天保 12 年辛丑 2 月 溝尻村衛門→はま村弥次右
衛門殿

継紙 1 浜村西川尻、市場兵右衛門名当証文、太
左衛門へ譲、「譲状添書之事」銀札 1 貫
600 目：

46 口上 ― ― 切紙 1 新田 240 坪、代銀の義承知の上請取：
47 覚 正月 22 日 泉源寺村与右衛門→藤右衛

門
切紙 1 浜村田代当銀札受取：

48 永代譲状之事 寛政 7 年乙卯 3 月 売主はま村吉右衛門印、年
寄徳右衛門印、嘉左衛門印、
庄屋与右衛門印→市ハ太右
衛門殿

継紙 1 西川尻新田 85 苅、「右譲り状書添之事」
代銀 1 貫 500 目：

49 永代譲り状之事 嘉永 7 年甲寅 7 月晦日 譲リ主久兵衛（印）、親類
惣代請人共惣左衛門（印）
→衛輔殿

継紙 1 新田下田 1 反 10 歩、深き因縁家筋、庄
屋年寄奥書、「右譲り状書添之事」銀札
6 貫 800 目：糊はがれ

50 売渡申新田之事 文政 10 年丁亥 12 月 売主久左衛門（印）、年寄
甚左衛門（印）、庄屋伊右
衛門（印）、同久左衛門（印）
→衛門殿

竪紙 1 一町新田の下田 45 束苅、代銀 1 貫 650
匁：

51 永代譲状之事 天保 15 年甲辰 2 月 譲主徳右衛門（印）、親類
惣代請人共重右衛門（印）
→衛門殿

継紙 1 はま田新田 2 ヶ所、つか町中田、因縁
深き家筋、年寄庄屋奥書、「右譲り状書
添之事」銀札 5 貫 900 目：

52 永代譲り状之事 天保 10 年己亥 2 月 譲主徳右衛門印、親類惣代
請人共重右衛門印→衛門殿

継紙 1 上田・下田〆 2 ヶ所因縁深き家筋、年
寄庄屋奥書、「右譲り状之事」銀札 1 貫
800 目：端裏「濱田八十苅徳右衛門証
文割ニ而証文写し置」、糊はがれ

53 永代譲渡田地之事 安政 6 年己未 12 月 泉源寺梅垣西浦（印）→溝
尻村木船衛門殿

継紙 1 矢野新田の下田 1 反 11 歩、格別の銀高
にて友人へ 2 貫目で譲渡、銀受取、「書
添之事」：包紙「永代譲状／一通梅垣西浦」
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54 永代売渡し申腰林之事 嘉永 7 年甲寅 3 月 売主惣村中、年寄徳右衛門

（印）、同断忠左衛門（印）、
庄屋久左衛門（印）→衛助
殿

一紙 1 西ノ奧の山、代銀 185 匁 6 分：

55 永代譲状之事 安政 6 年己未 12 月 譲主久兵衛（印）、請人惣
左衛門（印）→佐助殿

継紙 1 梅ヶ谷の下畑 3 畝 26 歩、深き因縁家筋、
「右譲状書添之事」銀札 121 匁 1 分：奥
書「庄屋忠左衛門（印）、同断久左衛門

（印）、年寄徳右衛門（印）、同断源左衛
門（印）」、譲状書添「銀札高 121 匁 1 分也」

56 奉願年賦証文之事 天保 4 年癸巳 2 月 借主天台村庄屋利左衛門
（印）、請人同村次兵衛（印）
→大庄屋衛門様

一紙 1 銀札 2 貫目、200 匁宛 10 ヶ年御上納：
包紙「証文入／天台村庄屋利左衛門」一
括

57 取為替申一札之事 天保 2 年辛卯 11 月 1
日

福西凉輔（印）、木舩衛門
（印）、梅垣宗祐（印）→三
家代々相続子孫中

一紙 1 3 家の内相続人に不都合の者あれば、両
家立合い子孫に相続させ、基金も送る事：
5-57・58 包紙一括

58 贈木舩氏序 癸巳孟月正日 林直三（印）（印）→ 一紙 1 木舩氏礼賛、父大任病を以て辞し子が継
ぐ、登舞鶴城請見：

59 地所売渡証控 明治 20 年 1 月 売渡人加佐郡溝尻村拾八番
戸木舩衛門、同郡同村証人
木船盛蔵→同村片山才吉殿

綴 1 衛門から才吉・木船徳次へ売渡、後半は
加佐郡長野田新宛名前改願：5-59 ～ 61
包紙一括、包紙は罫紙

60 〔覚〕 ― ― 切紙 1 言替之内相来ノ分／但郡役所行ノ処：
61 地所売渡証扣 明治 21 年 1 月 加佐郡溝尻村木舩衛門、同

郡同村保証人木舩盛蔵→加
佐郡北有路村平野吉左衛門
殿

冊子 1 田畑 26 筆 1 町 2 反 16 歩代金 350 円：

62 〔村々正納・金納書上〕明治 7 年 ― 綴 1 常、行永、多門院村、口米他差引：
63 記ス 9 月 29 日 上羽弟拝→木舩御氏様 切紙 1 金 20 円領落握：
64 誌 ― ― 切紙 1 436 貫 64 匁 6 分 2 厘 2 毛差引、内訳年

賦、組合村、村田：竪帳外れ
65 〔依頼状〕 明治■年 8 月 24 日 第拾五大区区会所（印「豊

岡県拾五大区区会所」）→
木舩衛門殿

切紙 1 明月 16 日出頭依頼：虫損、糊はがれ

66 地所売却勘定帳 明治 19 年旧 12 月 木舩衛門→ 横帳 1 112 円 50 銭出入差引、内訳箇条書：紙
縒「金子受取証平野吉左衛門」他３通括
付

67 古貸取立帳 慶応 2 年丙寅正月吉日 木舩衛門（印）→矢野久兵
衛様

横帳 1 衛門所、西浦所、真部所７、11 ヶ年元
居の分利息勘定：虫損、紙縒に契印

68 〔土地測量図〕 ― ― 切紙 1 ３ヶ所、屋敷上 3 畝 10 分、井之尻：
69 〔書状〕 明治 20 年 1 月 14 日 平野吉左衛門→木船盛蔵様

貴下
継紙 1 夜、450 円に対する地所売渡、頼母子の

返事、病人の消息：剥離、5-69 ～ 81 封
筒「丹後国加佐郡溝尻村木船衛門様／無
異用／加佐郡北有路村平野吉左衛門」一
括、日緘印

70 〔地所番号書上〕 ― ― 継紙 1 凶荒、宅地、田：11 月 29 日付別紙挟込
71 記 明治 20 年 1 月 15 日 平野吉左衛門→木舩衛門

様、木舩盛蔵様
継紙 1 斗金 450 円、貴殿改賃勘定、地所売渡

証文調製依頼：糊はがれ
72 記 明治 20 年 1 月 15 日 平野吉左衛門→木舩衛門

様、木舩盛蔵様
継紙 1 金 30 円内 18 円頼母子掛金 6 年分差引

12 円、賃渡し：
73 〔書状〕 1 月 16 日 役場ニテ木舩衛門→溝尻村

木船盛蔵殿親展
継紙 1 売買証、平野へ 450 円記料 5 円作成、

藤太郎、庄蔵へ指図依頼：糊はがれ
74 〔地所番号地価書上〕 ― ― 継紙 1 4 番 2 号 30 円 9 銭以下〆 503 円：
75 〔書状〕 明治 19 年 12 月 30 日 平野吉左衛門→木船盛蔵様 罫紙 1 木船氏地所金の儀、不都合困入り、800

円承知：封筒「丹後国加佐郡溝尻村木船
盛蔵様／無異至急用／平野吉左衛門／加
佐郡北有路村ゟ」一括、緘印、反故紙

76 記 明治 20 年 1 月 15 日 木船収司（印「木明」）→
木船盛蔵様

切紙 1 金 287 円 50 銭、高橋喜平殿へ本木船
より元利返金今日持参：

77 記 旧 2 月 3 日 ― 切紙 1 〆 491 円 4 銭、預け置、山、廻り分：
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78 地所売渡証 明治 19 年 12 月 加佐郡溝尻村売渡人木舩衛

門、保証人木舩盛蔵→
罫紙 1 持主木船衛門田 2 ヶ所：

79 〔書状〕 （明治）19 年 8 月 22
日

平野吉左衛門→木船盛蔵様
貴下

罫紙 1 御宗家より地所売渡証文、別紙通り案文
作成：

80 〔書状〕 （明治）19 年 11 月 29
日

平野吉左衛門→木船尊君様
貴様下

継紙 1 木船氏金子契約日都合問合せ：

81 〔書状〕 （明治）19 年 11 月 29
日

平野吉左衛門→溝尻村木船
盛蔵様貴下用

継紙 1 御宗家御所置一件経緯、御証書面願：

82 借用金証書 明治 19 年 8 月 10 日 加佐郡溝尻村借用人木舩衛
門（印）、引受人木舩盛蔵

（印）、引受人左近忠左衛門
（印）→加佐郡北有路村平
野吉左衛門殿

罫紙 1 金 350 円利息月 1 歩の定、返済は田畑御
買受方依頼談中、収入印紙貼付：5-82・
83 封筒「加佐郡溝尻村戸長役場中／京
都府地理課（印）」一括

83 田畑小作証書 明治 19 年 丹後国加佐郡溝尻村小作人
木舩衛門印、保証人木舩盛
蔵印、保証人左近忠左衛門
印→丹後国加佐郡北有路村
平野吉左衛門殿

冊子 1 地所借用、地方税村費拙者上納、1 ヶ年
に付渡す額面空白、下書：

84 借用証 明治 17 年 8 月 30 日 加佐郡溝尻村借主木舩衛門
（印）、請人木舩盛蔵（印）
→加佐郡朝来中村梅原正右
衛門殿

冊子 1 衛門所有 7 ヶ所、明治 18 年 5 月 30 日
限返弁、収入印紙 8 銭貼付、奥書「戸長
代理用掛池田梶五郎（印）」：5-84 ～ 87
封筒「加佐郡行永村戸長役場／京都府／
木船盛蔵殿」一括

85 〔書状〕 3 月 3 日 木舩衛門→木舩盛蔵様 切紙 1 2 通請印の上 1 通返送願：
86 地所質入証 明治 17 年旧 12 月 30

日
質主片山源左衛門（印）、
証人木舩盛蔵（印）→左近
忠左衛門殿

冊子 1 質地田分 95 円他〆 2 反 8 畝 20 歩、明
治 20 年 12 月 30 日迄相渡、収入印紙 4
銭貼付、奥書「戸長木舩衛門（印）」「明
治廿一年二月廿八日返済取消」「返済ニ
付証書返戻左近忠左衛門（印）」：

87 預り証 明治 17 年 3 月 10 日 加佐郡溝尻村預人木舩盛蔵
（印）、同村証人矢野市太郎
（印）→加佐郡第七区域内
該金取扱委員高橋平左衛門
殿、池田梶五郎殿

冊子 1 引当地盛蔵所有 14 ヶ所、当郡凶荒予備
金積立金内預り金 206 円、収入印紙 21
銭貼付、奥書「右村戸長預主ニ付代理用
掛木舩又三郎（印）」「加佐郡凶荒予備金
取扱委員木舩衛門（印）」：

88 〔書状〕 明治 23 年 1 月 24 日 木船藤太郎→木船盛蔵様 継紙 1 午前 9 時上野発、伊勢崎・小此木、養蚕
学ぶ、田舎にして堂奥の比にあらず、金
3 円 50 銭無心依頼：5-88・89 封筒「丹
後国加佐郡倉梯村字溝尻木舩盛蔵様／
T.KIBUNE ／ in F.KOJIMA ／ Aney 
Studentin Tokyo Japan ／一月廿四日午
前一時認ム」一括、糊はがれ

89 記 ― ― 継紙 1 無心に付出費内訳、茶代、蜜柑、運賃他：
90 新田廻替地之図面 慶応 2 年丙寅極月 津田惣平→木舩衛門様 絵図 1 衛門・惣左衛門・久兵衛 3 人廻り替地、

坪数、境：
91 〔手控帳〕 卯 ― 横半帳

1
卯節気 200 目佐太郎分以下：

92 〔組内村諸事書上〕 文久 4 年甲子 ― 横半帳
1

組内 12 ヶ村軒数、人口他、〆 959 軒
〆 4210 人：

93 〔組内村諸事書上〕 文久 2 年壬戌 ― 横半帳
1

組内 12 ヶ村軒数、人口他、〆 957 軒
〆 4255 人：

94 地所売却簿 明治 19 年旧 11 月 木舩衛門→ 横帳 1 木船重右衛門・貫治、田地買受人、番地
場所、地価：

95 地所売却金出納勘定帳 明治 19 年旧 12 月 木舩衛門→ 横帳 1 木船重右衛門、地所代 112 円他出入、証
文渡済以下：

96 〔断簡〕 ― ― 切紙 1 4 月分学資送他出金書上：前欠、5-95
の続きヵ
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97 〔書状〕 ― 平野はまゟ→木舩姉上殿用

事
継紙 1 菓子お礼、兄上の心配、藤太郎、勇蔵も

西京中学校にて成績良、茶染方法を知ら
せる、おば上へ宜しく：5-97 ～ 107 紙
縒一括、前欠、糊はがれ

98-1 公文名村出火割 7 月 14 日 福田次兵衛→斎藤御氏、木
船御氏、梅垣御氏、亀井御
氏

継紙 1 出火見舞集銀依頼、894 匁（庄屋家 1 軒、
百姓家 5 軒、水呑家 5 軒）、郷中家数割
亀井御組、木船御組、梅垣御組、斎藤御
組：5-98-1 ～ 6 紙縒一括、糊はがれ

98-2 覚 ― →木船御氏 継紙 1 未 4 月 8 日三河村 11 軒焼失〆 916 匁 8
分 1 厘、郷家数残 7847 軒割当 111 匁 1
分：

98-3 平村焼失割写 （安政 4 ～ 6 年）4 月
3 日

とし寄→ 継紙 1 〆 4 貫 985 匁 4 分 5 厘、郷中残家数
7732 軒割 1 軒付 6 分 4 厘 4782、波多
野組、木船組、梅垣組、斎藤組、福田組、
千坂組、岩田組、四井組：

98-4 別所村焼わり ― 安久兵左衛門→木舩様 継紙 1 244 匁 5 分、断片 2 枚挟込「札弐百四
匁五分／大庄屋木舩衛門／別所村やけ
割」「軒数五百五十七軒／二百四匁五分
／木舩衛門組別所村山焼割」：糊はがれ

98-5 〔組内割付〕 嘉永 7 年甲寅 10 月晦
日

― 継紙 1 高 244 匁 9 分、961 軒割、組内 12 村割銀：
端裏「別所焼わり／寄札十月晦日」

98-6 〔郷内割付〕 天保 15 年甲辰 ― 継紙 1 〆 2 貫 169 匁 1 分 3 厘、郷中家数残
7793 軒、大庄屋組割：端裏「天保十五
甲辰年／佐波賀焼」

99 覚 辰 12 月 林屋六兵衛→木舩御隠居様
／又之助様

継紙 1 博多黒織、地白ゆかた、納戸ゆかた、白
扇 1 本等書上：糊はがれ、2 人宛を同一
用紙に記載

100 〔村々書上〕 （近代）10 月 5 日 ― 折紙 1 15 大区の内 3 小区副区長高田久兵衛、御
泊り、昼見分の圓満寺村～福来村 25 ヶ村：

101 〔覚〕 ― ― 折紙 1 15 大区の内 3 小区副区長高田久兵衛、村
書上一部：5-100 の書損じ

102 覚 2 月 25 日 西浦→木舩様 継紙 1 亥年分 3 ツ割、子年分 3 ツ割り〆 214
匁 8 分 1 り受取：糊はがれ

103 〔覚〕 日 ― 継紙 1 白赤奉書折のし森本様、新開様等以下：
104 覚 辰 2 月 7 日 林六兵衛→木舩衛八郎様 継紙 1 差引 6 貫 860 匁 3 分 8 り受取：
105 〔札〕 ― ― 切紙 1 札 100 匁利足、おつさ殿預り：
106 覚 安政 3 年丙辰正月 ― 継紙 1 久助調達分等〆 73 貫 700 匁、他御用

金銀納：糊はがれ
107 申渡 4 月 申渡掛り御勘定組頭内藤茂

之助、御勘定横山七十郎、
同根岸貞太郎→

継紙 1 公儀より諸国酒造、出造、出稼儀、酒造
稼と唱替：糊はがれ

108 〔書状〕 （近代） ― 継紙 1 地租改正、当区村に地価配当納方：5-108
～ 128 紙縒一括

109 覚取之 慶応 3 年丁卯極月 藤左衛門→木船衛門様 継紙 1 頼母子掛札他〆 7 貫 13 匁 2 分、差引残、
取立：

110 覚 卯 12 月 藤左衛門→衛門様 切紙 1 きり板 4 匁、漆 11 匁等〆勘定書へ記載：
111 記 （近代）2 月 20 日 京田村今田庄左衛門→木船

衛門様
切紙 1 返金送り状、過日利足間違に付金 3 円

受取：
112 文久三年勘定書 文久 3 年癸亥 12 月 ― 継紙 1 衛門分、成詰皆済：
113 覚 未 12 月 市場村三左衛門→溝尻村衛

門様
継紙 1 古きぬ 1 丈 25 匁他米代差引 392 匁：

114 記 （近代） ― 継紙 1 4 月 29 日桑苗代 50 円、印税料等：
115 〔覚〕 酉 3 月 3 日 一ハ太左衛門→木船御氏 切紙 1 庄左衛門 2 石、長右衛門 1 石 6 斗 2 升以

下〆 7 石 9 斗 1 升 1 合：
116 子勘定 子 ― 継紙 1 衛門分、成詰皆済：
117 覚 文久 2 年壬戌 ― 継紙 1 衛門分以下人別石高、成詰差引残：虫損、

糊はがれ
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118 明治元戊辰ノ勘定 明治元年戊辰 ― 継紙 1 衛門分納、川除扶持米 3 升、御介抱 10

石以下〆 49 貫 770 匁、成詰差引残：
119 慶応二丙寅勘定 慶応 2 年丙寅 ― 継紙 1 衛門分納〆 45 貫 665 匁 3 り、成詰差

引残：
120 慶応三丁卯勘定 慶応 3 年丁卯 ― 継紙 1 衛門分納〆 32 貫 457 匁 7 り、成詰差

引残：
121 明治五申年季勘定 明治 5 年申 ― 継紙 1 衛門分納〆 23 貫 28 匁 2 分 6 り、成詰

差引残：糊はがれ
122 明治七戌勘定記 明治 7 年戌 ― 継紙 1 衛門分〆 40 円 27 銭 5 毛、納差引残：

糊はがれ
123 明治八年勘定 明治 8 年戊辰 ― 継紙 1 衛門分〆 46 円 80 銭 1 毛、納差引残：

糊はがれ
124 庚申勘定 庚申 ― 継紙 1 衛門分納〆 11 貫 237 匁 9 分 9 り、出

差引残：糊はがれ
125 辛酉勘定 辛酉 ― 継紙 1 衛門分納〆 8 貫 87 匁 3 分 5 り、成詰

皆済：虫損、糊はがれ
126 明治二己巳勘定 己巳 ― 継紙 1 衛門分納：虫損、後欠
127 慶応元乙丑勘定 乙丑 ― 継紙 1 衛門分納〆 28 貫 990 匁 5 分 5 り、成

詰差引残：虫損、糊はがれ
128 〔勘定〕 ― ― 継紙 1 〆 61 貫 11 匁 7 分 6 り、成詰差引残：

前欠
129 明治二庚午勘定 明治 3 年 ― 継紙 1 衛門分納〆 61 貫 691 匁、成詰差引残：

糊はがれ
130 明治九年子勘定 明治 9 年 ― 継紙 1 衛門分納〆 75 円 89 銭 2 り、成詰差引残：
131 明治六年酉勘定 明治 6 年 ― 継紙 1 衛門分納〆 133 円 19 銭 2 り 3 毛皆済：

糊はがれ
132 頼母子金借用証 明治 11 年 3 月 31 日 加佐郡溝尻町借用人木船衛

門（印）、保証人木船盛蔵
（印）、津田惣左衛門（印）
→同国同郡北有路村平野吉
左衛門殿

継紙 1 金 30 円請取、頼母子金御加入依頼、毎
年 12 月 10 ヶ年返済：

133 一筆限り小前帳 （近代） 木船→ 竪帳 1 衛門分田 8 畝 26 分地価 42 円 83 銭以下、
地価都合 2587 円 50 銭：
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1 〔人物写真〕 （近代） 宮津新浜井淵写真館→ 写真 1 男 1 人、女 3 人内子供 1 人は本郷久子ヵ：

台紙（22.4 × 14.3）、本紙（13.2 × 9.4）
2 〔本郷久子写真〕 大正 11 年 5 月 丹後宮津海岸新浜井淵写真

館→
写真 1 10 歳：台紙（16.4 × 10.2）、本紙（5.7

× 8.7）
3 〔女児写真〕 大正 3 年 11 月 15 日 宮津新浜中川写真館→ 写真 1 本郷久子ヵ：台紙（14.4 × 9.2）、本紙（5.7

× 8.8）
4 〔本郷秀子写真〕 大正 8 年 1 月 丹後宮津町新浜井淵写真館

→
写真 1 12 歳：台紙（18.0 × 12.8）、本紙（10.6

× 7.6）
5 〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1： 台 紙（23.4 × 16.3）、 本 紙（14.3 ×

10.7）
6 〔男性写真〕 明治 37 年 6 月 横浜真砂町 l.s.suzuki, 横浜

本野栄→木船様
写真 1：台紙（18.3 × 12.4）、本紙（13.9 × 9.7）

7 〔女児写真〕 （近代） 東京四谷新宿松平写真館→ 写真 1：台紙（25.8 × 18.6）、本紙（14.2 × 9.9）
8 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 男女各 1 人、6-6 と同一男性：台紙（18.2

× 11.6）、本紙（9.2 × 6.3）
9 第一期農事講習生 （近代） ― 写真 1 農会長木船衛門他 59 名、紙背に村名・

氏名：台紙（24.3 × 18.2）、本紙（13.9
× 10.2）

10 〔人物写真〕 （近代） 新舞鶴石川写真館→ 写真 1 男 2 人、女 1 人：台紙（22.4 × 14.6）、
本紙（13.8 × 9.6）

11 〔男性写真〕 明治 32 年 11 月 24 日 大阪東区安土町 2 丁目
K.ISOTANi →

写真 1 林田嘉蔵、自転車、犬：台紙（17.8 ×
12.0）、本紙（14.2 × 10.3）

12 〔人物写真〕 大正 6 年 4 月 3 日 支那営口日高写真館→ 写真 1 男 3 人、女 2 人内子供 3 人、6-8 同一
夫婦：台紙（24.3 × 16.3）、本紙（14.0
× 10.0）

13 〔人物写真〕 明治 39 年 1 月 丹後宮津港新浜中川真鏡館
→

写真 1 清国奉天省にて、歩兵第 20 連隊第 5 中
隊第 3 小隊第 4 分隊 16 名、小隊長中尉
山脇延吉、一等卒河合修、分隊長軍曹岡
山文次郎：台紙（18.2 × 12.2）、本紙（14.5
× 10.0）、包紙

14 〔男性写真〕 （近代） M.NAKAGAWA MIYAZU → 写真 1「木船／福知山」：台紙（17.2 × 12.1）、
本紙（13.9 × 10.8）、包紙

15 〔男性写真〕 （近代） 丹後宮津港新浜中川真鏡館
→

写真 1：台紙（14.7 × 10.0）、本紙（11.1 × 8.3）、
包紙

16 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 庁舎前男性 29 名：台紙（16.5 × 10.7）、
本紙（14.1 × 10.1）

17 〔人物写真〕 大正 5 年 8 月 宮津魚屋今西→ 写真 1 正面右が平野鼎次郎 11 才、左が平野賢
蔵 14 才：台紙（20.9 × 13.4）、本紙（10.9
× 7.6）

18 〔男性写真〕 （近代） 大阪瓦町 3 丁目今井→ 写真 1：台紙（19.6 × 14.3）、本紙（13.5 × 9.5）
19 第二期農事講習生 （近代） ― 写真 1 農会長木船衛門他 50 名、紙背に村名・

氏名：台紙（24.2 × 18.2）、本紙（13.9
× 10.2）

20 〔人物写真〕 大正 7 年 8 月 宮津新浜井淵写真館→ 写真 1 本郷秀子 11 才、前山重男 12 才：台紙
（16.3 × 10.2）、本紙（9.6 × 5.7）

21 〔人物写真〕 明治 41 年 3 月 丹後宮津港新浜中川真鏡館
→木船おゆうとのへ

写真 1 河合貴英、河合あさ：台紙（18.2 ×
12.1）、本紙（14.1 × 9.8）、包紙

22 〔男性写真〕 （近代） 京都八坂社内成井頼佐→ 写真 1 平野吉左衛門：台紙（10.8 × 6.5）、本
紙（9.5 × 6.2）

23 〔人物写真〕 明治 37 年 4 月 28 日 丹後宮津港新浜中川真鏡館
→

写真 1 男 1 人、女 3 人：台紙（18.2 × 12.1）、
本紙（13.5 × 9.7）、包紙

24 〔男性写真〕 （近代） 福知山裁判所前山田二山堂
→

写真 1 陸軍歩兵少尉平野石蔵 25 才、堅信院忠
良日貞居士：台紙（15.0 × 10.4）、本
紙（10.8 × 7.9）

25 〔男性写真〕 大正 11 年 4 月 京都井上独立軒→ 写真 1 八木佐喜造：台紙（19.6 × 12.3）、本
紙（10.3 × 7.3）
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26 〔盆栽写真〕 （近代）40 年 5 月 13

日
舞鶴港丹波町長谷写真館→ 写真 1 スタンプ「皇太子殿下山陰道行啓紀念」、

1 銭 5 厘切手：台紙（18.1 × 13.2）、本
紙（13.5 × 9.7）

27 〔男性写真〕 大正 6 年 10 月 7 日 京都井上独立軒→ 写真 1：台紙（19.1 × 12.3）、本紙（10.3 × 7.2）
28 〔人物写真〕 （近代） 宮津新浜井淵写真館→ 写真 1 男性 1 人、女児 1 人：台紙（22.5 ×

14.4）、本紙（13.2 × 9.0）
29 〔女性写真〕 （近代） 京都 Kiyookan → 写真 1：台紙（16.4 × 10.7）、本紙（8.4 × 5.7）
30 〔女性写真〕 大正 9 年 5 月 丹後宮津海岸井淵写真館→ 写真 1 木船 63 才：台紙（15.6 × 9.5）、本紙（8.7

× 5.5）
31 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 男性 4 人：台紙（12.2 × 9.2）、本紙（11.0

× 8.1）
32 〔人物写真〕 大正 4 年 1 月 15 日 宮津新浜中川写真館→ 写真 1 河合あさ子、本郷秀子：台紙（15.8 ×

10.5）、本紙（8.6 × 5.5）
33-1 伏見桃山明治天皇御陵

写真
（近代） ― 一紙 1 参拝紀念スタンプ：印刷（19.1 × 14.5）

33-2 〔書状〕 （近代） 舞鶴館森田鯨太郎→三田屋
方木船衛門様

切継紙
1

明朝木船家への再訪打診：6-33-1 の包紙

34 〔家・人物写真〕 （近代）9 月 15 日 河合→木船様へ 写真 1 家と女性 2 人、宮津港魚屋町今西：台紙
（21.5 × 16.8）、本紙（13.7 × 9.4）

35 〔男性写真〕 （近代） 鴻野製→ 写真 1 J.Kibune：台紙（10.8 × 6.5）、本紙（9.3
× 6.0）

36 〔婚礼写真〕 （近代） 京都堀真澄→ 写真 1 夫婦：台紙（25.2 × 16.7）、本紙（13.6
× 9.2）、包紙

37 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 男性 14 人：台紙（20.4 × 16.1）、本紙
（15.0 × 10.5）

38 〔男性写真〕 明治 32 年 2 月 D.Satow、於上海本郷栄→
呈木船衛門様

写真 1：台紙（15.5 × 11.6）、本紙（13.4 × 9.9）

39 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 男性 10 人：台紙（16.4 × 10.8）、本紙
（13.9 × 10.1）

40 〔盆栽写真〕 （近代） 新舞鶴町七條通山本海城館
→木船様

写真 1 代 60 銭：台紙（14.3 × 10.2）、本紙（10.4
× 7.4）、封筒

41 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 女性 4 人：台紙（12.5 × 8.0）、本紙（10.7
× 7.3）

42 〔男性写真〕 明治 33 年 7 月 23 日 船場写真館磯谷久磨二→ 写真 1 林田嘉蔵 29 歳：台紙（11.6 × 7.4）、
本紙（8.6 × 6.0）

43 〔女性写真〕 （近代） 東京神田区表神保町蔵堺地
神保館→

写真 1 林田信蔵妻もと女：台紙（10.7 × 6.7）、
本紙（9.0 × 6.2）

44 〔女性写真〕 （近代） 京都寺町高辻堀真澄→ 写真 1：台紙（10.8 × 6.5）、本紙（9.3 × 6.1）
45 〔男性写真〕 （近代） ― 絵葉書

1
陸軍大将大島義昌：

46 領収証書 昭和 16 年 12 月 2 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木
船要太郎

一紙 1 市民税 16 円 61 銭：6-46 ～ 59 封筒「木
船昭和拾六年度請取入れ」一括

47 領収証書 昭和 16 年 12 月 2 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木
船要太郎

一紙 1 第 3 期分分類所得税 17 円 25 銭：

48 領収証書 昭和 16 年 12 月 2 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木
船要太郎

一紙 1 家屋税等計 9 円 26 銭：

49 領収証書 昭和 16 年 9 月 30 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木
船要太郎

一紙 1 第 2 期分分類所得税 17 円 25 銭：

50 特殊郵便物受領証 （近代）16 年 10 月 7
日

溝尻高橋市太郎→木船美津
子

切紙 1

51 通常為替金受領証書 （近代）16 年 10 月 7
日

― 切紙 1 200 円：

52 領収証 昭和 16 年 10 月 30 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木
船要太郎

切紙 1 会員割等 2 円 64 銭：

53 〔書付〕 （近代）13 日 （印「矢野」）→要太郎 切紙 1 8 円 50 銭：
54 領収証書 昭和 16 年 8 月 1 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木

船要太郎
切紙 1 第 1 期分分類所得税 17 円 25 銭：
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55 領収証書 昭和 16 年 8 月 29 日 東舞鶴市金庫→東舞鶴市木

船要太郎
切紙 1 第 1 期分田以外地租 9 円 75 銭：

56 〔書付〕 （近代） （印「木船」）→要太郎 切紙 1 薪 2 把 9 円 98 銭：
57 〔三分一全部代金徴収

表〕
（近代）9 月 27 日 西本金助（印）→ 罫紙 1 123 円 88 銭受取、支払者表：

58 大門通養老―松島間舗
装工事受益負担金決算
書

（近代） 浮島舗装組合役員柴田粂治
郎、他 5 名→

一紙 1 街灯施設費、街路樹費：

59 〔道路舗装工事受益負
担金につき御願ひ〕

昭和 16 年 7 月 浮島舗装組合組合長柴田粂
治郎→

一紙 1 大門通養老―松島間交通路舗装工事費 1
万 8900 円の地元受益負担配当協議結果
通知：紙背に厳島、高千穂、松島の残金
メモ

60 〔通帳〕 （近代） ― 冊子 1：記入なし
61 万覚帳 昭和 18 ～ 21 年吉月 木船→ ノート

1
地料・教会所前不足入等各種収支：

62 〔金銭書上〕 （近代） ― 折紙 1 山海宣教所 5 円 94 銭等金額・名前書上：
63 市街地料金受取帳 昭和 16 年 8 月 木船要太郎→ 横半帳

1
下側、山本多次郎等 1 ヶ月分宅地料金：

64 貸地料料金控 昭和 6 年 7 月 ― 横帳 1 1 ヶ月分 1 坪につき 5 銭 5 厘：
65 〔白紙横帳〕 （近代） ― 横帳 1
66 〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1 梅原六右■■：台紙（10.1 × 6.1）、本

紙（9.0 × 5.3）
67 〔人物写真〕 明治 7 年 5 月 ― 写真 1 冨士野氏、18 名ヵ：台紙（11.6 × 8.9）、

本紙（10.5 × 7.9）
68 〔男性写真〕 明治 32 年 1 月 2 日 大阪北新地若林益→ 写真 1 林田嘉蔵 26 才：台紙（16.5 × 10.8）、

本紙（14.1 × 10.3）
69 宅地料金内受取 昭和 3 ～ 4 年 6 月 山本多次郎→ 横半帳

1
1 ヶ月分 50 銭の場合が多い：

70 市街地料金受取帳 昭和 16 年 8 月 木船要太郎→ 横半帳
1

上側、山海宣教所等 1 ヶ月分宅地料金：

71 〔金銭書上〕 （近代） ― 切紙 1 山海宣教所 5 円 94 銭等金額・名前書上：
便箋再利用（木船叔母上様宛）

72 地料金受取帳 昭和 12 年 1 月 木船姓→ 横半帳
1

山海宣教所等 1 ヶ月分宅地料金：

73 〔木札〕 （近代） ― 木札 1 両面墨書「長■■■■栄寿」：
74 〔集金帳〕 昭和 10 ～ 11 年 ― 横帳 1 山海宣教所等 1 ヶ月分料金：6-74 ～ 87

重ねて二折
75 市街地料金受取帳 昭和 17 年 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
76 市街地料金受取帳 昭和 17 年 木船要太郎→ 横帳 1 6-75 に収支追記、天の家賃等：
77 市街地料金受取帳 昭和 16 年 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金、収支

控：
78 市街地料金受取帳 昭和 15 年 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金、収支

控：
79 市街地料金受取帳 昭和 14 年 1 月 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
80 市街地料金受取帳 昭和 13 年 1 月 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金、収支

控：
81 市街地料金受取帳 昭和 12 年 1 月 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
82 市街地料金取立帳 昭和 11 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
83 市街地料金取立帳 昭和 10 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 高千穂通り中田寛等宅地料金：
84 市街地料並家賃取立帳 昭和 9 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
85 市街地料並家債取立帳 昭和 7 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
86 市街地料並家債取立帳 昭和 6 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 山海宣教所等 12 ヶ月分宅地料金：
87 市街地料並家賃取立帳 昭和 6 年 9 月 木船要太郎→ 横帳 1 山海宣教所等 1 ヶ月分宅地料金：
88 〔写真ガラス板〕 （近代） ― ガラス

板 1
男性：10.3 × 7.6、木箱 12.0 × 9.2、
一部破損

89-1 〔男性写真〕 （近代） 大阪京町堀獨立軒若林→ 写真 1：6-89-1 ～ 5 紙箱（13.7 × 9.2）一括、
台紙（10.5 × 6.4）、本紙（9.8 × 6.1）
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89-2 〔人物写真〕 明治 37 年 4 月 丹後宮津港新浜中川真鏡館

→
写真 1 女性 7 人、男児 3 人：台紙（10.8 × 6.6）、

本紙（8.8 × 5.9）
89-3 〔女性写真〕 （近代） ― 写真 1：台紙（10.7 × 6.5）、本紙（9.1 × 6.1）
89-4 〔男性写真〕 （近代）38 年 2 月 神戸栄清河支店→ 写真 1：台紙（10.8 × 6.6）、本紙（9.3 × 6.0）
89-5 〔男児写真〕 明治 37 年 4 月 丹後宮津港新浜中川真鏡館

→
写真 1：台紙（10.8 × 6.6）、本紙（9.0 × 5.8）

90 〔写真葉書〕 （近代） ― 絵葉書
1

海軍中将瓜生外吉：

91-1 〔女性写真〕 （近代） 東京新橋写真福山館江木支
店成田常吉→

写真 1：6-91-1 ～ 14 紙箱（12.9 × 9.2）一括、
台紙（10.4 × 6.5）、本紙（8.6 × 5.9）

91-2 〔男性写真〕 明治 26 年 2 月 2 日 鴻野製→ 写真 1 林田嘉蔵満 19 才：台紙（10.5 × 6.3）、
本紙（9.2 × 6.1）

91-3 〔屋敷写真〕 （近代） ― 写真 1 朝来村大波下梅原米蔵宅：台紙（10.7
× 6.5）、本紙（9.3 × 6.0）

91-4 〔女性写真〕 （近代） ― 写真 1：台紙（10.2 × 6.3）、本紙（8.9 × 5.6）
91-5 〔女性写真〕 （近代） ― 写真 1：台紙（10.2 × 6.2）、本紙（9.0 × 5.4）
91-6 〔人物写真〕 （近代） ― 写真 1 神武天皇・道臣命の像、林田印：台紙

（10.0 × 6.1）、本紙（8.3 × 5.0）
91-7 〔女性写真〕 （近代） 仲之町早取写真師加藤→ 写真 1：台紙（10.3 × 6.4）、本紙（8.9 × 6.0）
91-8 〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1 北垣国道君：台紙（10.3 × 6.4）、本紙（8.9

× 5.8）
91-9 〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1 林田六兵衛：台紙（10.5 × 6.4）、本紙（8.8

× 5.7）
91-10〔男性写真〕 明治 29 年 10 月 ― 写真 1 林田嘉蔵 23 才：台紙（10.6 × 6.5）、

本紙（9.1 × 6.1）
91-11〔風景写真〕 （近代） ― 写真 1 芸州宮島：台紙（10.4 × 6.4）、本紙（9.1

× 5.5）
91-12〔風景写真〕 （近代） ― 写真 1 舞鶴遙拝所：台紙（10.2 × 6.2）、本紙（8.9

× 5.3）
91-13〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1 独逸ビスマルク：台紙（10.0 × 6.2）、

本紙（8.6 × 5.1）
91-14〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1 帯刀、着袴：台紙（10.2 × 7.2）、本紙（8.8

× 6.2）
92 〔着色写真葉書〕 （近代） ― 葉書 1 ハンモックの女性、内国支那朝鮮満州占

領地は 1 銭 5 厘、その他外国は 4 銭貼用：
93 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢宇治橋、スタンプ「新舞鶴明治卅七

八年戦役海軍記念日」：
94 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 日本髪女性、ささ浪染浴衣地：
95 〔絵葉書〕 （近代） 今尾掬翠氏原版、京都三條

便利堂→
葉書 1 御勅題社頭の松：6-95 ～ 97 封筒「勅題

絵葉書」一括
96 〔絵葉書〕 （近代） 今尾掬翠氏原版、京都三條

便利堂→
葉書 1 御勅題社頭の松：

97 〔絵葉書〕 （近代） 今尾掬翠氏原版、京都三條
便利堂→

葉書 1 御勅題社頭の松：

98 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山貝吹石：6-98 ～ 106 封筒「笠置
奇勝」一括

99 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置おんせん旅館：
100 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山弥勒石：
101 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置木津川の絶景：
102 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山名鐘国宝解脱鐘：
103 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山山水の風景：
104 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山ユルギ石：
105 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山虚空蔵石：
106 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 笠置山薬師石：
107 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢内宮神苑、スタンプ「新舞鶴明治卅

七八年戦役海軍記念日」：切手貼付
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108 〔絵葉書〕 （近代） 文華堂→ 葉書 1 鹿児島名産桜島大根：6-108 ～ 112 封筒

「鹿児島名所絵はがき」一括
109 〔絵葉書〕 （近代） 文華堂→ 葉書 1 鹿児島名勝別格官幣社照国神社：
110 〔絵葉書〕 （近代） 文華堂→ 葉書 1 鹿児島士風妙円寺詣り：
111 〔絵葉書〕 （近代） 文華堂→ 葉書 1 鹿児島市街と桜島：
112 〔絵葉書〕 （近代） 文華堂→ 葉書 1 コンノート殿下御来鹿児紀念：
113 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 靖国神社前大村像、凱旋門：6-113 ～

119 同種
114 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 皇族大観兵式御検閲：
115 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 新桜田凱旋門、軽気球：
116 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 靖国神社据付二十八珊砲：
117 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 花電車：
118 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宮城前戦利品：
119 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 靖国神社銃剣塔：
120 〔絵葉書〕 （近代） UNION POSTALE

UNIVERSELLE →
葉書 1 乃木静子書簡：6-120 ～ 132-2 包紙「泉

岳寺宝物絵葉書」一括、明治 44 年 9 月
10 日発行

121 〔絵葉書〕 （近代） UNION POSTALE
UNIVERSELLE →

葉書 1 和歌「うもれ木の花さく身にはあらねと
も高麗もろこしの春そまたるゝ」、「典」
の字：

122 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 泉岳寺所蔵藤田東湖書：
123 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 泉岳寺所蔵大石良雄（内蔵之助）書簡：
124 〔絵葉書〕 （近代） 美術新報社寄付→ 葉書 1 月雅画達磨像：（印「第十六師団歓迎 41

-1-21」）
125 〔絵葉書〕 （近代） 綾部梅原印刷→ 葉書 1 二宮尊徳先生肖像、吉田松陰漢詩、何鹿

郡農会：
126 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 浅野公及義士の兜：
127 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 討入使用陣具：
128 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 堀部安兵衛筆刷毛屋看板：
129 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 大石良雄画、堀部安兵衛書：
130 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 大石良雄戯筆：
131 〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 大高源吾書簡：
132-1〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 大軸義士切腹の図：
132-2〔絵葉書〕 （近代） POSTKARTE → 葉書 1 大石良雄真筆：
133 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行

→
葉書 1 淇園先生筆渓林小隠図：6-133 ～ 142 包

紙「展墓紀念」一括
134 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行

→
葉書 1 淇園先生書：

135 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行
→

葉書 1 淇園先生筆游鯉画賛：

136 〔絵葉書〕 （近代） 洛西花園大法院象山会発行
→

葉書 1 長野市近山與五郎氏蔵皇国忠義士書状：
スタンプ 2 個押印

137 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行
→

葉書 1 応挙筆淇園先生肖像：

138 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行
→

葉書 1 淇園先生叔弟剛中筆西園雅集図：

139 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社大阪工場印行
→

葉書 1 淇園先生仲弟成章筆後出師表：

140 〔絵葉書〕 （近代） 洛西花園大法院象山会発行
→

葉書 1 大法院八景：スタンプ 3 個押印

141 〔絵葉書〕 （近代） 洛西花園大法院象山会発行
→

葉書 1 贈正四位佐久間象山先生之像：スタンプ
2 個押印

142 〔絵葉書〕 （近代） 洛西花園大法院象山会発行
→

葉書 1 佐久間象山墓石、墓表文字は顔真卿より
取る：スタンプ 2 個押印

143 〔絵葉書〕 （近代） 熊本西通町濱田印刷→ 葉書 1 阿蘇山噴火口、熊本船場ホテル：6-143
～ 148 封筒 ｢大乗寺宝物絵はがき」一括

144 〔絵葉書〕 （近代） 市田合名会社印刷所印行→ 葉書 1 源応挙筆、三幅対の内虎：
145 〔絵葉書〕 （近代） 市田合名会社印刷所印行→ 葉書 1 源応挙筆、三幅対の内王義之：
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146 〔絵葉書〕 （近代） 市田合名会社印刷所印行→ 葉書 1 源応挙筆、三幅対の内龍：
147 〔絵葉書〕 （近代） 市田合名会社印刷所印行→ 葉書 1 源応挙筆、山水図其四：
148 〔絵葉書〕 （近代） 市田合名会社印刷所印行→ 葉書 1 源応挙筆、松樹孔雀図其二：
149 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢朝熊山金剛証寺：スタンプ「新舞鶴

／明治卅七八年戦役海軍記念日」
150 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 元帥山縣有朋：
151 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍大将大迫尚敏：
152 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍大将桂太郎：
153 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍大将井上良馨：
154 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍大将東郷平八郎：
155 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍凱旋大観兵式其四：
156 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宮城前戦利品：
157 〔封筒〕 （近代） 西岡製→ 封筒 1 伊勢名所美術絵葉書：
158 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 馬場先門凱旋門：
159 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 靖国神社銃剣塔及凱旋門：
160 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍凱旋大観兵式其二：
161 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍少佐伏見宮殿下：
162 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍少佐伏見宮殿下：
163 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宮城前戦利品：
164 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宮城二重橋：
165 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍凱旋大観兵式其三：
166 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢外宮大廟：スタンプ「新舞鶴／明治

卅七八年戦役海軍記念日」
167 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍大将山本権兵衛：
168 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍中将閑院宮殿下：
169 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍大将立見尚文：
170 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 海軍大将柴山矢八：
171 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 陸軍少佐梨本宮殿下：
172 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢二見ヶ浦：スタンプ「新舞鶴／明治

卅七八年戦役海軍記念日」
173 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 男児の関取さん：裏打紙外れ、スタンプ

「新舞鶴／明治卅七八年戦役海軍記念日」
174 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 女学生図：
175 〔絵葉書〕 （近代） 大阪松屋町法令館発行→ 葉書 1 花：
176 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢内宮大廟：スタンプ「新舞鶴／明治

卅七八年戦役海軍記念日」
177 〔領収書〕 （近代） 東舞鶴市溝尻第二校舎東／

土木建築請負業堀江覚治
（印）→溝尻木船様

罫紙 1 杉四分板・栗十尺丸太等、代金計 31 円：
6-177 ～ 197 封筒「昭和拾五年度木船請
取入置」一括

178 〔領収書〕 （近代）4 日 （印「溝尻区長」）要太郎→ 切紙 1 50 円：6-177 に挟込
179 〔納品書〕 （近代）7 月 27 日 要太郎→ 切紙 1 薪一把代金 9 円 98 銭：6-177 に挟込
180 仮領収書 昭和 15 年 11 月 13 日（印「矢野」）→木船要太郎

殿
切紙 1 府立中等学校設置賛助拠出金申込金額

150 円の内 50 円：6-180 ～ 183 折重ね
181 領収証書 昭和 15 年 10 月 28 日 東舞鶴市金庫→木船要太郎 切紙 1 地租付加税計 87 円 62 銭：
182 領収証書 昭和 15 年 10 月 28 日 東舞鶴市金庫→木船要太郎 切紙 1 家屋税等 8 円 97 銭：
183 領収証 昭和 15 年 10 月 28 日 東舞鶴市金庫→木船要太郎 切紙 1 会員割・地租割第 2 期計 2 円 15 銭：
184 〔納品書〕 （近代）12 月 1 日 要太郎→ 切紙 1 大豆 1 升代金 9 円 88 銭：6-184 ～ 186

折重ね
185 通常為替金受領証書 （近代）15 年 12 月 29

日
（印「東舞鶴」）→ 一紙 1 金 60 円：

186 特殊郵便物受領証 （近代）15 年 12 月 29
日

東舞鶴郵便局→溝尻高橋市
太郎殿

一紙 1 受取人木船みつ子：

187 記 （近代）10 月 31 日 東月堂→木船様 一紙 1 16 箱他代金 29 円 88 銭受取：6-187 ～
189 折重ね

188 〔領収書〕 昭和 15 年 10 月 東舞鶴市六条海岸旅館割烹
三吉野→木船様

一紙 1 折詰 16 人分 35 円 20 銭：

189 〔領収書〕 昭和 15 年 4 月 28 日 京都府新舞鶴町二条通初瀬
南入土木建築請負並ニ設計
堀江覚治→溝尻木船様

一紙 1 屋根タルキ、大工手間代等、70 円 58 銭
領収：
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190 記 昭和 15 年 1 月 30 日 新舞鶴町溝尻矢の助土木建

築請負業堀江覚治→溝尻木
船様

一紙 1 大工手間料 59 円 23 銭領収：6-190 ～
192 折重ね

191 記 （近代） 新舞鶴町二条通初瀬南土木
建築請負業堀江覚治→

一紙 1 杉・松・雨戸等、33 円 19 銭請求：

192 記 （近代） 新舞鶴町二条通初瀬南土木
建築請負業堀江覚治→

一紙 1 杉・松・檜等、材木請求：

193 記 （近代）4 月 29 日 木船（拇印）→木船ヱ門様 一紙 1 人夫・瓦・釘代 42 円 70 銭受取：6-193
～ 196 折重ね

194 記 （近代）9 月 30 日 木船（印）→木船ヱ門様 一紙 1 人夫・針金代 6 円 20 銭受取：
195 記 （近代）15 年 2 月 7 日 東舞鶴市七条通朝日北和洋

酒／醤油商堀江酒店→木船
衛門様

一紙 1 酒代 58 銭受取：

196 領収証 昭和 15 年 2 月 27 日 井上健次郎→高橋市太郎殿 罫紙 1 植木囲材料代 2 円 70 銭受取：
197 記 （近代）4 月 5 日 八条通り大工黒岡保男→木

船ヱ門様
罫紙 1 大工手間 4 円 22 銭領収：

198 特殊郵便物受領証 （近代） 郵便局→溝尻高橋市太郎殿 切紙 1 受取人木船美津子：6-198 ～ 227 封筒「奉
／昭和拾七年度請取入金／木船」一括、
6-198 ～ 205 折重ね

199 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

200 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

201 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

202 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

203 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

204 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 29
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

205 〔葉書〕 （近代）17 年 12 月 31
日

峯山町浪花一四石田方木船
美津子→東舞鶴市溝尻区高
橋市太郎様

葉書 1 書留受取報告：

206 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

207 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

208 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

209 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

210 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

211 小為替金受領証書 （近代）17 年 12 月 27
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 金 50 円：

212 特殊郵便物受領証 （近代）17 年 2 月 27
日

郵便局→溝尻高橋市太郎殿 切紙 1 受取人木船美津子、石田幸：

213 郵便物配達証明書 （近代）17 年 3 月 1 日 郵便局→東舞鶴市溝尻高橋
市太郎殿

葉書 1 受取人木船美津子：

214 郵便物配達証明書 （近代）17 年 2 月 28
日

峰山郵便局→東舞鶴市溝尻
高橋市太郎殿

葉書 1 受取人峰山町石田幸：

215 〔書簡〕 （近代）17 年 3 月 1 日（峯山町）石田幸→溝尻高
橋市太郎様

罫紙 1 奉天木船要太郎より願、金 200 円受領
の礼、名古屋での受験の報告：封筒

216 〔葉書〕 （近代）17 年 3 月 2 日 東京市杉並区井荻三丁目東
京女子大西寮木船美津子→
東舞鶴市溝尻高橋市太郎様

葉書 1 書留受取：6-216 ～ 218 折重ね
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217 〔葉書〕 （近代）15 年 12 月 30

日
峯山町石田様方木船美津子
→東舞鶴市溝尻区高橋市太
郎様

葉書 1 書留・60 円受取：

218 〔葉書〕 （近代）15 年 12 月 22
日

大連市臥竜先二十一木船要
太郎内→京都府東舞鶴市字
溝尻区高橋市太郎様

葉書 1 峰山町石山方木船みつ子へ 60 円送付依
頼：

219 〔領収書〕 （近代）5 月 31 日 大工黒岡保男→木船衛門様 罫紙 1 戸材全部・大工及金物釘代金11円35銭：
220 記 （近代）4 月 31 日 大工黒岡保男→木船衛門様 罫紙 1 杉皮１束・瓦他代金 14 円 46 銭領収：
221 記 （近代）10 月 31 日 大工黒岡保男→木船衛門様 罫紙 1 戸材木・竹レール他代金10円20銭領収：
222 小為替金受領証書 （近代）17 年 10 月 19

日
（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 50 円：6-222 ～ 227 折重ね

223 小為替金受領証書 （近代）17 年 10 月 19
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 50 円：

224 小為替金受領証書 （近代）17 年 10 月 19
日

（印「東舞鶴」）→ 切紙 1 50 円：

225 特殊郵便物受領証 （近代）17 年 10 月 19
日

高橋市太郎→木船美津子 切紙 1

226 〔葉書〕 （近代）17 年 10 月 15
日

京ト府中郡峯山町石田方木
船勢津→京都府東舞鶴市字
溝尻区高橋市太郎様

葉書 1 150 円送金の依頼：

227 〔葉書〕 （近代）17 年 10 月 29
日

東京市杉並区井荻三東京女
子大西寮木船美津子→京都
府東舞鶴市溝尻高橋市太郎
様

葉書 1 書留受取：

228 〔書簡〕 （近代）12 月 20 日 石田隆吉→木船勢つ子様 罫紙 4 東京の件相談：6-228・229 封筒一括
229 〔書簡〕 （近代）1 月 5 日 石田隆吉→木船勢つ子様 罫紙 3 縁談の返事の催促：
230 〔小森守蔵写真ガラス

板〕
明治 7 年 5 月 ― ガラス

板 1
：9cm × 7cm、木箱「写真」「紀元二千
五百三十四年／則明治七年五月日／小森
守蔵／二十有一歳時」入（10.5 × 8 ×
1.5cm）

231 〔写真用木箱〕 明治 14 年 8 月 祇園社内写真師、西京→ 木箱 1 中身なし、墨書「播磨国揖東郡井野京／
木船照正君／吹田定民」：12.3 × 9.2 ×
1.5cm、破損

232 〔写真用木箱〕 明治 14 年 9 月 ― 木箱 1 中身なし、墨書「吹田定民」「丹後舞鶴ニ
て之ヲ写」：10.9 × 8.2 × 1.2cm、破損

233 〔男女 2 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

：9cm × 7.3cm、木箱入（10.6 × 9.4 ×
1.2cm）

234 〔女性 2 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

：10.3cm × 7.3cm、木箱入（12 × 8.8
× 1.8cm）

235 〔父娘 2 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

（印「由良」）：6-235 ～ 241 麻紐一括、
8.8cm × 6cm、木箱入（10.4 × 7.5 ×
1.5cm）一部破損

236 〔写真用木箱〕 明治 21 年 ― 木箱 1（印「三品」）、墨書「津田写真他」、中身
なし：11.2 × 8.3 × 1cm、フタなし

237 〔女性 2 人男児 1 人写
真ガラス板〕

（近代） （印「塩町通三心斎橋東田
村宗治郎」）→

ガラス
板 1

：8.4cm × 6.6cm、木箱入（11.2 × 8.2
× 1.3cm）

238 〔女性 2 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

：8.8cm × 6cm、木箱入（10.5 × 7.7 ×
1.4cm）

239 木船明義像（写真ガラ
ス板）

明治 7 年 5 月 24 日 ― ガラス
板 1

墨書「天保三年壬辰六月八日出生／妻柳
年齢廿五年一ヶ月／嘉永二年己酉五月廿
三日出生」：8.8cm × 6cm、木箱入（10.6
× 8.1 × 1.8cm）

240 〔女性 1 人男児 1 人写
真ガラス板〕

（近代） （印「篠田」）→ ガラス
板 1

：8.5cm × 6.5cm、木箱入（12.3 × 9.4
× 1.5cm）

241 〔男女 2 人男児 2 人写
真ガラス板〕

（近代） ― ガラス
板 2

2 枚目は男女 2 人男児 3 人：10.6cm ×
7.9cm、木箱入（12.3 × 9.2 × 1.4cm）
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242 〔木舟伊三郎写真ガラ

ス板〕
（近代） ― ガラス

板 1
：9cm × 6.7cm、木箱入（11 × 8.5 ×
1.5cm）フタなし

243 〔男 3 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

236 中身ヵ：9.4cm × 6.7cm

244 〔男性写真ガラス板〕（近代） ― ガラス
板 1

232 中身ヵ：9.3cm × 6.7cm

245 〔男性 2 人写真ガラス
板〕

（近代） ― ガラス
板 1

231 中身ヵ：10.6cm × 7.9cm

246 〔羽織袴装女性写真〕（近代） 新舞鶴七条通山本海城館→ 写真 1：8.4cm × 5.6cm、台紙 13.2 × 8.9
247 〔園田マキヱ写真〕 （明治 35 年） PHOTO ART STUDIO

NIPPON →
写真 1 女学校教師及茶道先生、豊能郡地黄村園

田角之助妻、慶応３年生 36 才：9.3cm ×
6.1cm、台紙 10.8 × 6.5

248 〔女性 3 人写真〕 （近代） 阪府京町堀三丁目若林→ 写真 1：9.7cm × 6cm、台紙 10.4 × 6.2
249 後醍醐天皇塔尾陵 （近代） ― 写真 1：6-249～251封筒一括、8.7cm×5.5cm、

台紙 10.6 × 6.5
250 如意輪堂 （近代） ― 写真 1：8.7cm × 5.5cm、台紙 10.6 × 6.5
251 官幣吉野宮 （近代） ― 写真 1：8.7cm × 5.5cm、台紙 10.6 × 6.5
252 〔林田信蔵写真〕 （近代） 大阪平野町荒谷→ 写真 1 大日本紳商、横向不動風男子：9.2cm ×

5.8cm、台紙 10.3 × 6.3
253 〔女性写真〕 （近代） ― 写真 1：9cm × 5.3cm、台紙 10.5 × 6.3
254 〔平野はま写真〕 （近代） 福知山裁判所前山田二山堂

→
写真 1：8.9cm × 5.9cm、台紙 12 × 7.9

255 〔男性写真〕 （近代） 丹後宮津港新浜中川真鏡館
→

写真 1：9.1cm × 6cm、台紙 12.1 × 7.8、包紙

256 〔林田信蔵写真〕 明治 30 年 6 月 30 日 東京人形町通住吉町角嶋田
随時→

写真 1：9.5cm × 6.2cm、台紙 10.8 × 6.5

257 〔女性写真〕 （近代） 新舞鶴七条通山本海城館→ 写真 1：8.5cm × 5.7cm、台紙 13.4 × 8.9
258 〔家族写真〕 （近代） ― 写真 1 女性 3 人、男児 3 人：8.8cm × 5.5cm、

台紙 10.4 × 6.3
259 〔男性写真〕 （近代） ― 写真 1：9cm × 6.1cm、台紙 10.6 × 6.4
260 〔男性写真〕 （近代） 大日本明石港写真師梅香堂

筏→
写真 1：9cm × 5.9cm、台紙 10.6 × 6.6

261 黒田清隆君 （近代） ― 写真 1 カゴシマ参議兼開拓長官勲一等正四位：
9cm × 5.6cm、台紙 10.5 × 6.4

262 木舩藤太郎 （近代） ― 写真 1：6.2cm × 3.6cm、台紙 8.1 × 4.3
263 津田留蔵 明治 23 年 東京芝新シ橋角国会議事堂

前写真師丸木利陽→
写真 1：9.1cm × 6.1cm、台紙 10.5 × 6.5

264 〔人物写真〕 （近代） 舞鶴新橋西詰池田写真師→ 写真 1 男性 1 人、女性 2 人：8.9cm × 6cm、台
紙 10.6 × 6.4

265 〔林田てい〕 明治 32 年 1 月 3 日 大阪北新地若林益→ 写真 1 22 才：9.2cm × 6.2cm、台紙 10.7 × 6.6
266 〔煙草入〕 （近代） ― 物品 1 紺地フェルト：9.5cm × 65.5cm
267 〔氏子札〕 明治 5 年壬申 2 月 1 日 神官玖津見弘人（印）→丹

後加佐郡溝尻村居住衛門男
収司

木札 1 溝尻貴布祢社氏子、天保 3 壬辰年 6 月 8
日生：包紙、9.1cm × 6cm
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1 卯之当座心覚帳 安政元年乙卯正月吉日 木船貢義→ 横帳 1 年玉、個人貸付返済過程等：虫損
2 銀方出入覚帳 元治 2 年乙丑正月 2 日 木船位義→ 横帳 1 正月朔日溝尻村庄屋久兵衛へ 6 貫出、12

月 24 日まで、後半は個人毎の貸付記録：
3 〔人名米高書上〕 明治 8 年亥 ― 横帳 1 米 1 石に付代 4 円 41 銭、仁左衛門 2 石

7 斗 8 升等：
4 三十人講 （近代）壬申 6 月 ― 横帳 1 講金差戻 1 ～ 30 会の記録：罫紙 2 枚綴

込、「記／金六百円／組合之村無尽金」
5 三十人講 （近代）酉 12 月 ― 横帳 1 酉 12 月から亥 12 月 29 会まで講金差戻

記録：
6 奉拝借証書 明治 7 年 1 月 31 日 借主惣代九兵衛（印）、孫

七（印）、勘定懸り兵八（印）、
同半次郎（印）→副区長殿

罫紙 1 金 164 円 94 銭 5 厘 7 毛、利 1 歩半定、
7 年 3 月 31 日限返納：包紙「借用証／
行永村」、罫紙に印紙 3 枚

7 元穢多御未進取立帳 明治 6 年 6 月 前区長木舩衛門、懸り宇留
間、布川→

横帳 1 42 円 53 銭 4 厘 7 毛、7 月 3 日入等人名・
金額・返済日：

8 記 明治 7 年 1 月 31 日 行永村戸長矢野又兵（印）、
上羽作衛（印）→木舩衛門
殿

冊子 1 去 6 月中、即金立仰付、御取立なされ、
正に請取申上：包紙「上／行永村」

9 奉願口上書 明治 8 年 5 月 31 日 五小区森村惣代高橋長兵衛
（印）、池辺佐右衛門（印）、
高橋弥三郎（印）、同中西

（印）、同光衛門（印）、吉
左衛門（印）、御用掛高橋
平左衛門（印）→第十五大
区副区長木舩衛門様、同梅
原六右衛門様

冊子 1 地租改正実地下調測量に際し図面未提
出でも問題ない旨：包紙「上／森村」

10 〔金額出入書上〕 （近代） ― 横帳 1 42 円 53 銭 4 厘 7 毛、7 月 3 日入等人名・
金額・返済日：7-7 の下書、出入記載の
一紙 1 枚挟込

11 拾石金弐歩割帳 明治 6 年 5 月 五小区→ 横帳 1 村高差引、高合 5628 石 8 斗 9 升 8 合、
新田高は別、これより定引：

12-1 省略取調記 ― ― 横帳 1 傳次郎他御高・徳米・過不足他の不動産
の取調：

12-2 〔加入願〕 （近代）7 月 6 日 →溝尻村木舩氏様 切紙 1 2 円、何卒御加入願申上：7-12-1 の綴紐
に挟込

12-3 〔集金書上〕 （近代） ― 続紙 1 弥 左 衛 門 9 円 62 銭 8 厘 等 13 名 〆 27
円 10 銭 5 厘 5 毛：7-12-1 の綴紐に挟込

12-4 記 明治 6 年 7 月 4 日 行永村戸長矢野五兵→副戸
長木舩御氏様

一紙 1 御未進の内一部の請取：7-12-1 の綴紐
に挟込

13 召金元九百円勘定帳 明治 6 年 12 月 懸り平八→ 横帳 1 都合 1102 円 75 銭を分配、人別記録申
6 より 7 月相済：

14 〔記〕 ― ― 横帳 1 石高書上：虫損甚
15 田畑預ヶ口帳 明治 3 年庚午正月 2 日 木舩義毅→ 横帳 1 預ケ所、手作方、1 口ごとに番号割当：

虫損甚
16 中蔵ヨリ諸事出シ帳 明治 6 年癸酉正月 木舩執事→ 横帳 1 2 月 2 日より 4 月 19 日まで、米等出す

記録：
17 稲苅上并ニ扱上帳 明治 5 年壬申 8 月 木舩氏→ 横帳 1 刈上扣、大師・若之浦等稲種ごと：虫損

甚、紙縒外れ
18-1 当座日記帳 明治 7 年 1 月 2 日 木舩→ 横帳 1 諸職人日雇、盆後、出費記録等：7-18-2

と綴一括
18-2 下作米金手尾帳 明治 7 年 木舩衛門代記木舩仁右衛門

→
横帳 1 市右衛門捌〆 27 匁 5 升銀納・2 月 5 日

入、不足等約 30 名分：7-18-1 と綴一括、
表紙「明治八年二月改」、虫損甚

19 巳之福寿倒来帳 文政 4 年辛巳正月吉日 木舩氏→ 横帳 1 甚助辰勘定元り残479匁2分等22名他、
田徳、年賦所、借用所、頼母子等記録：

20 午之福寿倒来帳 文政 5 年壬午正月吉日 木舩氏→ 横帳 1 甚助巳勘定残 526 匁 9 分等 20 名他、田
徳、年賦所、組惣分取替所、組預、借用
所、頼母子等記録：
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21 未之福寿倒来帳 文政 6 年癸未正月吉日 木舩氏→ 横帳 1 甚助午勘定残 45 匁等 15 名、田地引請所、

年賦所、組惣分取替所、囲蔵取請書、組
預、借用所、頼母子等記録：虫損甚

22 〔出入書上〕 （近代）子 ― 横帳 1 正月 13 日金 10 円平野より入等：
23 〔冊子〕 ― ― 横帳 1 未使用、内容なし：
24 当座日記帳 大正 5 年 1 月 2 日 木船姓→ 横帳 1 払口粟1升14銭、立地料・家賃、公課金等：

最終丁剥落、虫損甚
25 当座日記帳 大正 8 年 1 月 2 日 木船姓→ 横帳 1 小払口炭 1 俵 70 銭、日雇、立地料・家賃、

公課金等：
26 当座日記帳 大正 7 年 1 月 2 日 木船姓→ 横帳 1 小払口石油1升25銭、日雇、立地料・家賃、

公課金等：
27 当座日記帳 大正 6 年 1 月 2 日 木船姓→ 横帳 1 小払口袴 5 円、日雇、立地料・家賃、公

課金等：後半 3 頁破損甚
28 銀方当座帳 文久 3 年癸亥正月 2 日 木船義位→ 横帳 1 日付、名前、銀額、人別支出・収入：別

帳面が逆さに綴
29 大福帳 文久 3 年癸亥正月 2 日 木舩衛門→ 横帳 1 人別勘定収受、林屋、組内取替等：
30 申之福寿到来帳 弘化 5 年戊申正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 善右衛門他人別勘定収受、組取替等：表

紙「未暮御値段七拾八匁／組値段八拾匁
五分」

31 申之福寿到来帳 安政 7 年庚申正月吉日 木舩衛門→ 横帳 1 善右衛門他人別勘定収受、組取替、
預り等：

32 福寿到来帳 万延 2 年辛酉正月吉日 木舩衛門→ 横帳 1 善右衛門・藤兵衛他人別勘定収受、組取替、
預り等：

33 丑之福寿到来帳 天保 12 年辛丑正月吉
日

木舩衛門→ 横帳 1 伊左衛門、勘四郎他人別勘定収受、組取
替、預り等：表紙「御値段七拾匁／組値
段七拾二匁三分」

34 寅之福寿到来帳 天保 13 年壬寅吉日 木舩衛門→ 横帳 1 勘四郎、忠右衛門他人別勘定収受、組取
替、預り等：虫損甚、表紙「御値段五拾
五匁／組値段五拾六匁八分」

35 辰之福寿到来帳 安政 3 年丙辰正月吉日 木舩衛門→ 横帳 1 善右衛門、伊右衛門他人別勘定収受、組
取替、預り等：虫損甚

36 午之福寿到来帳 天保 5 年甲午正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 勘兵衛、弥平次他人別勘定収受、組取替、
預り、逸見等：貼紙多数

37 未之福寿到来帳 天保 6 年乙未正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 勘兵衛、弥平次他人別勘定収受、組取替、
預り、逸見等：

38 未之福寿到来帳 弘化 4 年丁未正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 勘兵衛、仁左衛門他人別勘定収受、組取
替、預り等：

39 申之福寿到来帳 天保 7 年丙申正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 勘兵衛、弥平次他人別勘定収受、組取替、
預り等：紙片、綴紐に挟込

40 午之福寿到来帳 天保 8 年丁酉正月吉日 木船衛門→ 横帳 1 勘兵衛、弥平次他人別勘定収受、組取替、
預り等：表紙貼紙、虫損、綴紐に挟込

41 〔書状下書〕 ― ― 切紙 1 極難者への施行、相談：後欠、反故紙
42 晩田見込大方記 9 月 庄屋藤左衛門→大庄屋弥太

夫様
続紙 1 各村状況、多門院 2 厘ツヨシ以下：

43 御介抱附但晩田斗 元治元年甲子 ― 継紙 1 溝尻村 71 石、堂奥村 68 石以下〆 680 石：
44 高割請取帳 明治 7 年戌 3 月 30 日 谷中→ 横帳 1 受取済〇印、残 78 円 52 銭 4 厘 3 毛：
45 〔呼出状〕 5 月 24 日 小橋右衛門、森下彦右衛門

→大庄屋木舩衛門殿、同梅
垣西浦殿

継紙 1 泉源寺村西浦妻まつ等18名他庄屋年寄、
来 27 日御用呼出し：

46 覚 5 月 25 日 中村嘉兵次、金谷佐次郎→
大庄屋木舩衛門殿

継紙 1 溝尻村甚左衛門祖母等 9 名他年寄庄屋、
来 27 日御呼出し：同日付の附巻込

47 覚 3 月 28 日 上安村→大庄屋木舩衛門様 継紙 1 小幡忠右衛門が上安村太郎左衛門に宗
門帳における与助女房の年違いについ
て請求、与惣兵衛内与介他名前書差上：
糊はがれ

48 覚 ― 溝尻村→大庄屋衛門様 切紙 1 甚助内妻 88 才、勘左衛門内祖母 94 才：
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49 覚 嘉永 4 年辛亥 3 月 多門院村庄屋重助（印）→

大庄屋木舩衛門様
切紙 1 傳助伯母 89 才：

50 差上申口上之覚 （嘉永 4 年）亥 4 月 庄屋中西、同吉左衛門→大
庄屋木舩衛門様

切紙 1 森村百姓五左衛門母 88 才：

51 口上之覚 嘉永 4 年辛亥 4 月朔日 与保呂上村庄屋重右衛門→
大庄屋木舩衛門様

切紙 1 百姓茂平内母 92 才：

52 口上之覚 （嘉永 4 年）辛亥 3 月
29 日

行永村庄屋与右衛門→大庄
屋木舩衛門様

切紙 1 伊左衛門母 95 才、嘉左衛門祖母 91 才：

53 口上之覚 嘉永 4 年辛亥 4 月 大庄屋木舩衛門→公庄貫蔵
様、林収平様、御下役牛田
物右衛門様、田中儀平様、
梅垣他一様

折紙 1 7-47 ～ 52 の内容合算、組内名前年齢書
上、支配分 2 通に認める：

54 田畑預ヶ口帳 慶応 4 年戊辰正月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 預ケ所、越取 9 斗 33 義平次：
55 田畑預ヶ口簿 明治 7 年 1 月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 預ケ所、手作方等、古町 1 石 3 斗 43 重

之輔、場所石高番号人名：
56 田畑預ヶ口帳 明治 10 年 1 月吉日 木舩→ 横帳 1 預ケ所、手作方等、岡ノ下 4 斗 13 太左

衛門、場所石高番号人名：
57 当座日記帳 明治 6 年癸酉 1 月 木舩氏→ 横帳 1 年玉、中元、諸職人、札出し等：裏「木

船衛門」
58 当座日記帳 明治 4 年辛未正月 2 日 義毅→ 横帳 1 年玉、中元、札出し等：裏「木船衛門」
59 当座日記帳 明治 5 年壬申正月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 年玉、中元、札出し等：
60 米方出入帳 明治 7 年 1 月 2 日 木舩→ 横帳 1 正月 3 日～ 12 月 22 日：7-60 ～ 66 紙縒

一括
61 中蔵出入帳 明治 10 年 1 月 木舩くみ→ 横帳 1 正月 24 日～ 12 月 30 日、蔵入：7-60 ～

66 紙縒一括
62 稲苅上并ニ扱上帳 文久 3 年癸亥 8 月 4 日 溝尻村木舩衛門→ 横帳 1 蔵入所、籾上等：7-60 ～ 66 紙縒一括
66 稲苅上并ニ扱上帳 慶応 4 年戊辰 8 月 木舩姓→ 横帳 1 品種別種置、籾上等：7-60 ～ 66 紙縒一

括
63 稲苅上并ニ扱上帳 文久 3 年癸亥 8 月 4 日 木舩姓→ 横帳 1 品種別種置、籾上等：7-60 ～ 66 紙縒一

括
64 稲苅上并ニ扱上帳 慶応 3 年丁卯 8 月 木舩姓→ 横帳 1 品種別苅上、蔵入等：7-60 ～ 66 紙縒一

括、裏「木船義毅／木船義毅」
65 稲苅上并ニ扱上帳 慶応元年己丑 8 月吉日 木舩衛門→ 横帳 1 品種別種置、苅上、蔵入等：7-60 ～ 66

紙縒一括
66-1 稲苅上并ニ扱上帳 慶応 4 年戊辰 8 月 木船姓→ 横帳 1 品種別種置、苅上、籾上、蔵入等：7-60

～ 66 紙縒一括、裏「木船義毅之持時／
木船義毅之持時／溝尻村木船衛門」

66-2 稲苅上并ニ扱上帳 元治元年甲子 8 月 21
日

木船衛門→ 横帳 1 品種別種置、苅上、籾上等：7-60 ～ 66
紙縒一括

67 田畑預ヶ口帳 明治 5 年壬申正月 2 日 木舩→ 横帳 1 預ケ所、手作方等、岡ノ下 4 斗 13 太左
衛門、場所石高番号人名：

68 田畑預ヶ口簿 明治 9 年 1 月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 預ケ所、手作方等、岡ノ下 4 斗 13 太左
衛門、場所石高番号人名：

69 田畑預ヶ口簿 明治 9 年 1 月 2 日 木舩氏→ 横帳 1 預ケ所、手作方等、岡ノ下 4 斗 13 太左
衛門、場所石高番号人名：

70 当座日記帳 安政 5 年午正月吉日 木舩氏→ 横帳 1 年玉、中元、御介抱、諸職人等：虫損甚
71 〔石高書上〕 ― ― 継紙 1 各村数回分納入か、裏面組内人名：
72 〔人名書上〕 ― ― 続紙 1 村ごとの人名：裏面に「一」～ ｢九｣ ＋

石高が繰り返される
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1 枯ミの ― ― 版本 1 句集：開披不能、裏表紙なし
2 俳諧暁山集　上 元禄 12 年己卯孟秋日 應々翁芳山→ 版本 1 版元：新井弥兵衛：裏表紙裏、印鑑「糸

井氏蔵書」、墨字
3 俳諧暁山集　下 元禄 13 年庚辰孟春吉

日
― 版本 1：表紙裏、印鑑

4 俳諧新選　上 安永 2 年癸巳 3 月 滄浪居主人書→ 版本 1：表紙「す壱」、表紙裏「寺島氏」、印鑑
5 俳諧今人五百題 ― ― 版本 1 春之部目録：綴紐切れ、裏表紙裏「安政

第三辰春／錦城山里在勤／可笑」
6 今人五百題 ― ― 版本 1 秋之部目録：外題なし、裏表紙裏「安政

第三辰春／錦城山里在勤／可笑」、裏表
紙「木舩」（朱字）

7 新撰漢士英雄伝　全 明治 18 年 6 月 三笠居士→ 刊本 1 出版人：森仙吉：表紙彩色
8 〔軍談抄〕 ― ― 横帳 1
9 華号 （明治 23 年）6 月 京都俳諧道場観風会→ 刊本 1 北野奉額発句輯：新聞切抜 2 枚挟込
10 安政発句六百題　上 安政 3 年 7 月 双雀菴氷壺撰→ 版本 1 大江由誓序、春之部目録：表紙裏「雙

雀庵氷壷輯撰、安政発句六百題、江都
書肆千鐘房／金生堂叢兌」

11 安政発句六百題　下 安政 4 年丁巳春月 双雀菴氷壺撰→ 版本 1 秋之部目録：
12 最近博物教科書　植物

界
明治 36 年 2 月 25 日 東京市小石川区同心町 1 番

地齋田功太郎→
刊本 1 発行：大日本図書株式会社：表紙次頁外

国製切手 3 枚貼付、裏表紙前頁「第二年
級甲組五十嵐英逸」「五十嵐」印鑑 2

13 万宝小諷大成　全 ― 書肆京都冨小路三條下ル風
祥堂中村浅吉→

版本 1：最後尾「貴富根蔵」

14 和漢軍書要覧巻之上 明和 7 年庚寅正月 吉田一保→ 版本 1 大坂書肆吉文字屋市兵衛：
15 我身のため　全 文政 6 年癸未夏 無極庵真嗣→ 版本 1 天保 4 年 3 月求、樹南、皇都書林小川多

左衛門他：
16 算術開平開立之巻　写 安政 7 年仲春 ― 竪帳 1 関流宗統、長谷川善左衛門門人竹田要人

重協、他見禁止：虫損、切紙 1 枚挟込
17 人命性質録　全 弘化 3 年丙午 3 月 今田東流軒（印）→矢野■

■
竪帳 1 松浦家、伝授、他漏不可：一部欠、切紙

2 枚挟込
18 京都府農会報　第 300

号
大正 6 年 7 月 21 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

19 京都府農会報　第 301
号

大正 6 年 8 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

20 京都府農会報　第 302
号

大正 6 年 9 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1：表紙に三厘切手貼付、「京都 6.9.21」
消印

21 京都府農会報　第 303
号

大正 6 年 10 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

22 京都府農会報　第 304
号

大正 6 年 11 月 30 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

23 京都府農会報　第 305
号

大正 6 年 12 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

24 京都府農会報　第 306
号

大正 7 年 1 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

25 京都府農会報　第 307
号

大正 7 年 2 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

26 京都府農会報　第 308
号

大正 7 年 3 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

27 京都府農会報　第 309
号

大正 7 年 4 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

28 京都府農会報　第 310
号

大正 7 年 5 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

29 京都府農会報　第 311
号

大正 7 年 6 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

30 京都府農会報　第 312
号

大正 7 年 7 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

31 京都府農会報　第 313
号

大正 7 年 8 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1
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32 京都府農会報　第 314

号
大正 7 年 9 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1：表紙右上、朱書丸印

33 京都府農会報　第 315
号

大正 7 年 10 月 25 日 京都府農会事務所→ 刊本 1：表紙右上、鉛筆書丸印

34 京都府農会報　第 316
号

大正 7 年 11 月 20 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

35 京都府農会報　第 317
号

大正 7 年 12 月 21 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

36 京都府農会報　第 318
号

大正 8 年 1 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

37 京都府農会報　第 319
号

大正 8 年 2 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

38 京都府農会報　第 320
号

大正 8 年 3 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

39 京都府農会報　第 321
号

大正 8 年 4 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

40 京都府農会報　第 322
号

大正 8 年 5 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1：表紙下「木船」「木舩」印各 1

41 京都府農会報　第 323
号

大正 8 年 6 月 15 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

42 京都府農会報　第 324
号

大正 8 年 7 月 20 日 京都府農会事務所→ 刊本 1

43 帝国農会報　第 7 巻
第 7 号

大正 6 年 7 月 15 日 東京市赤坂区帝国農会→ 刊本 1

44 帝国農会報　第 7 巻
第 8 号

大正 6 年 8 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

45 帝国農会報　第 7 巻
第 9 号

大正 6 年 9 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

46 帝国農会報　第 7 巻
第 10 号

大正 6 年 10 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

47 帝国農会報　第 7 巻
第 11 号

大正 6 年 11 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

48 帝国農会報　第 7 巻
第 12 号

大正 6 年 12 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

49 帝国農会報　第 8 巻
第 1 号

大正 7 年 1 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

50 帝国農会報　第 8 巻
第 2 号

大正 7 年 2 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

51 帝国農会報　第 8 巻
第 3 号

大正 7 年 3 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

52 帝国農会報　第 8 巻
第 4 号

大正 7 年 4 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

53 帝国農会報　第 8 巻
第 5 号

大正 7 年 5 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

54 帝国農会報　第 8 巻
第 6 号

大正 7 年 6 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

55 帝国農会報　第 8 巻
第 7 号

大正 7 年 7 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

56 帝国農会報　第 8 巻
第 8 号

大正 7 年 8 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

57 帝国農会報　第 8 巻
第 9 号

大正 7 年 9 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1：表紙右、朱書丸印

58 帝国農会報　第 8 巻
第 10 号

大正 7 年 10 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

59 帝国農会報　第 8 巻
第 11 号

大正 7 年 11 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1：表紙「大正八年度予算会」
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60 帝国農会報　第 8 巻

第 12 号
大正 7 年 12 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、

帝国農会→
刊本 1

61 帝国農会報　第 9 巻
第 1 号

大正 8 年 1 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

62 帝国農会報　第 9 巻
第 2 号

大正 8 年 2 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

63 帝国農会報　第 9 巻
第 3 号

大正 8 年 3 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

64 帝国農会報　第 9 巻
第 4 号

大正 8 年 4 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

65 帝国農会報　第 9 巻
第 5 号

大正 8 年 5 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

66 帝国農会報　第 9 巻
第 6 号

大正 8 年 6 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

67 帝国農会報　第 9 巻
第 7 号

大正 8 年 7 月 15 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

68 第 1 回道府県農会主任
技師講習会講演集

大正 7 年 6 月 30 日 東京市赤坂区溜池町 1 番地、
帝国農会→

刊本 1

69 新舞鶴案内記 明治 44 年 8 月 10 日 舞鶴軍港余部町下 7 丁目新
舞鶴案内編纂会→

刊本 1：前半頁外れ

70 〔帙〕 ― ― 帙 1 ：帙のみ
71 〔第 15 大区各村統計

表〕
― ― 冊子 1：表紙裏数枚開披不能

72 増訂二版　新式催眠術 明治 36 年 11 月 18 日 宇都宮市旭町 2 丁目 135 番
地武村定二郎→

刊本 1：頁外れ

73 草木図解　盆栽培養全
書

明治 35 年 11 月 7 日 東京市神田区錦町 21 番地
井口松之助→

刊本 1

74 都のいぬい 明治 29 年 3 月 10 日 編輯：京都府葛野郡嵯峨村
字上嵯峨 134 番戸小林吉
明→

刊本 1 太秦広隆寺より名所の距離、図：

75 剣舞独習図解秘訣 明治 26 年 11 月 28 日 東京市浅草区千束町 2 丁目
76 番地寄留福井茂兵衛→

刊本 1

76 加佐郡郡会・郡参事会
小誌

大正 4 年 12 月 加佐郡役所→ 刊本 1 郡会議員他：

77 第二十三版普通学表解
叢書　日本史

明治 39 年 2 月 24 日 後藤嘉之、美島近一郎→ 刊本 1 発行：合資会社六盟館：

78 俳諧新季寄　全 享和元年仲冬 茅場奇淵→ 版本 1
79 類題発句方円集 嘉永 7 年甲寅正月吉日 此花庵鶯宿→ 版本 1：外題外れ
80 囃諷 天明 3 年卯 11 月 ― 版本 1 書肆：柏原屋清右衛門、吉文字屋市兵衛：

文中朱字注記、表紙裏「天明新鐫／囃
諷大成／再校訂正」、朱字の挿紙 1 枚

81 誹諧　炭俵集／歌仙巻
／百韻一巻

― ― 竪帳 1 写本、裏表紙裏「ミソシリ島跡」：開披
不能

82 故蝶の夢 ― 旧哥園（印）→ 横半帳
1

句集：虫損

83 抜粋 ― 春野園→ 横半帳
1

：開披不能

84 四季類題　抜粋三拾章 ― ■恵園妄批→ 横半帳
1

：開披不能

85 誹諧稽古本 ― 頼主吟水、盛木巻話夕原→ 竪帳 1：開披不能
86 和歌狂歌集 安永 8 年己亥仲秋 洛西散人→ 竪帳 1：開披不能
87 銘々評／夏五題発句合 ― 清記元鶴巣→養堂雅兄 竪帳 1：開披不能
88 〔発句集〕 ― ― 竪帳 1：開披不能
89 誹諧集 ― ― 竪帳 1：開披不能
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1 〔土地所有一覧帳〕 （近代） ― 冊子 1 旧番地・旧反別・新番地・新反別・位置・

所有者一覧、位置は岩手通・朝日通・吾
妻通・高雄通等、所有者は永野佐蔵・木
下由蔵等：9-1 ～ 353 茶紙・麻紐一括、
9-1 ～ 26 煎茶紙袋「舞鶴港字寺内二十三
番地／茶商本多青雲堂」一括、9-1・2 紙
袋「新舞鶴町役場御中」「新舞鶴町役場」「木
舩衛門殿」一括、付箋

2 〔貸地・解除分地書付〕明治 40 年 7 月 22 日 地主総代西村富蔵→木舩衛
門殿

罫紙 1 合計 10 町 9 反 8 畝 2 歩：

3 収司経済決算簿 大正 2 年 12 月 木舩氏→ 横帳 1 タドン・家賃等収入、当人持参金明細合
計 10 円 83 銭 9 厘：

4 記 大正 2 年 12 月末日 矢野熊太郎→津田石太郎様 切紙 1 元利合計 117 円の内一部受取：9-4・5
包紙「借用証書」一括

5 借用証書 明治 45 年壬子 5 月 1
日

新舞鶴町大門通り千歳橋東
角木舩収司（印）、同千歳
橋西詰北入ル津田石太郎

（印）→矢野熊太郎殿

綴 1 千歳橋東角 84 番地の二階建家 1 棟を抵
当にして 400 円借用：

6 借用証 大正 2 年癸丑 3 月 10
日

借用人木舩収司（印）→村
田寅吉様

切紙 1 利子月 1 分で 5 円借用：

7-1 借用書 明治 44 年 11 月 18 日 木舩収司（印）→佐近忠左
衛門殿

切紙 1 2 円借用、当月晦日には返済：

7-2 領収証 大正 3 年 1 月 3 日 左近駒吉→木舩収司様 切紙 1 明治 45 年 11 月貸付の元利 2 円 20 銭
領収：9-7-1 に折込

8 領収書 大正 2 年 11 月 30 日 新舞鶴町収入役西村八十吉
（印）→木舩収司様

一紙 1 特別税家屋割 74 銭：9-8 ～ 24 紙縒一
括

9 〔領収証〕 大正年 11 月 10 日 新舞鶴大門千歳橋東（キに
○印）支店→木舟殿

一紙 1 42 銭領収：

10 〔領収証〕 （近代）11 月 5 日 左官山本→木舩様 一紙 1 竈直し手間土代 30 銭：
11 領収証 大正 2 年 8 月 13 日 新舞鶴町八嶋通り柳田診療

所→木舩殿
一紙 1 御礼 50 銭：

12 証 大正 2 年 8 月 12 日 新舞鶴町八嶋通柳田診療所
→木舩収司殿

一紙 1 6 月 2 日分 24 銭領収：

13 領収証 大正 2 年 5 月 31 日 新舞鶴町収入役西村八十吉
（印）→木舩収司

一紙 1 特別税家屋割 74 銭：

14 領収証 大正元年 11 月 26 日 新舞鶴町収入役西村八十吉
（印）→木舩収司

一紙 1 特別税家屋割 74 銭：

15 領収証 明治 45 年 5 月 19 日 新舞鶴町収入役西村八十吉
（印）→木舩収司

一紙 1 特別税家屋割 74 銭：

16 領収証 明治 44 年 11 月 28 日 新舞鶴町収入役西村八十吉
（印）→木舩収司

一紙 1 特別税家屋割 74 銭：

17 〔領収証〕 （近代）5 月 左官山本→津田様 一紙 1 中塗白上塗代 25 銭：
18 支払控 1942 年 7 月 29 日 津田→ 一紙 1 大工・左官等合計 12 円 61 銭支払分、

不足分 5 円 36 銭：
19 記 （近代）5 月 25 日 川戸良見→木船様代津田様 切紙 1 手間 5 人・木材等合計 4 円 92 銭受取：
20 〔領収証〕 （近代）5 月 左官山本→津田様 活版 1 借家奥座敷及水事見付鼠上塗等、合計 1

円 45 銭：
21 領収証 明治 42 年 5 月 31 日 新舞鶴七条通近藤商店（印）

→木舩収司様
一紙 1 ガラス代 2 円 55 銭 5 厘：

22 記 （近代）5 月 31 日 吉村佐吉→木舩様代津田様 切紙 1 人夫 1 人賃金 65 銭：
23 記 （近代）5 月 31 日 （印「新舞鶴大門通東金物

雑貨類高橋商店」）→木ふ
ね様代津田様

切紙 1 大工使へ釘等合計 27 銭：

24 記 （近代）5 月 31 日 （印「新舞鶴大門通千歳橋
西入／材木商岡崎支店」）
→津田石太郎様

切紙 1 木材合計 2 円 77 銭受取：

25 キ 大正元年 12 月 15 日 ― 折紙 1 金額書上、大正 2 年 4 月 1 日迄：
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26 御通 大正 2 年 米や（新舞鶴町大門通万代

橋東／米穀商村田茂吉）→
木舩収司殿

横半帳
1

白米数量・金額、通い通帳：

27 招待 明治 28 年 10 月 24 日 平安遷都千百年紀年祭協賛
会（印）→

一紙 1 平安神宮東手旧博覧会：9-27・28 封筒「加
佐郡倉梯村木舩衛門殿」「平安遷都千百
年紀年祭協賛会々長公爵近衛篤麿」一括

28 〔平安遷都千百年紀年
祭夜会招待状〕

（近代）10 月 5 日 平安遷都千百年紀年祭協賛
会々長公爵近衛篤麿→木舩
衛門殿

一紙 1 同会を 10 月 22 日から 3 日間挙行、24
日午後 8 時より夜会開催：

29 小為替金受預証書 明治 44 年 1 月 25 日 ― 一紙 1 金 1 円：9-29 ～ 44 封筒「木舩様（印）」
「京都府蚕糸同業組合連合会」一括

30 領収証書 明治 42 年 3 月 31 日 加佐郡新舞鶴町収入役西村
幸平（印）→木舩衛門、木
舩藤太郎

綴 1 自家用醤油税、田租、所得税等：7 枚紙
縒一括

31 牛乳海軍御用達 明治 44 年 9 月 30 日 新舞鶴字溝尻田中搾乳合資
会社→木舩様

一紙 1 牛乳 4 升 2 合の代金 1 円 68 銭受取：

32 領収証 明治 43 年 1 月 21 日 京都府加佐郡農会（印）→
木舩衛門殿

切紙 1 苗代 1 円 69 銭：

33 領収証 明治 45 年 6 月 10 日 日出新聞発行所／明治 12
年創立／合資商報会社（印）
→木舩衛門殿

切紙 1 日出新聞 3 ヶ月分 1 円 44 銭：

34 証 （近代）5 月 福島ゆき→木舩衛門様 切紙 1 さつき等 1 円 80 銭受取：
35 キ （近代）12 月 28 日 山崎→木船様 一紙 1 木材代金 88 銭：
36 証 （近代）2 月 9 日 舩野助四良→女髪結様 一紙 1 代金 24 銭：
37 薬価記 明治 44 年 10 月 7 日 江州甲賀郡龍池小林長寿堂

薬館→上殿
一紙 1 健胃長寿丸等合計 26 銭：

38 証 （近代）10 月 31 日 新舞鶴大門通千歳橋西入材
木商岡崎支店→溝尻貴舩様

一紙 1 木材合計 2 円 74 銭：

39 証 （近代）1 月 26 日 市場村田嘉兵衛→木舩様 継紙 1 7 月までに木材 1 円 26 銭：
40 記 （近代） 堂奥中川宜吉→溝尻右衛門

様
一紙 1 がんぶり 10 枚 45 銭：

41 記 （近代）8 月 19 日 ハマ平二郎→溝尻村木舩衛
門様

一紙 1 裏かく・表かく等合計 8 円 29 銭：

42 記 （近代）3 月 22 日 新舞鶴大門通千歳橋西入材
木商岡崎支店→木舩様

継紙 1 材木 70 銭：

43 記 （近代）旧 7 月 市太郎→木船様 継紙 1 下駄等、諸道具合計 1 円 64 銭：
44 領収証 明治 45 年 5 月 5 日 京都市上京区下長者町通千

本西入美術新報社（印）→
石滑良蔵殿、三田八之助殿

綴 1 『美乃世界』12 部 54 銭：2 枚紙縒一括

45 記 明治 40 年 12 月 ― 罫紙 1 木舩池田連帯浜減水補修金等、合計 6158
円 17 銭 2 厘：9-45 ～ 64 包紙一括、9-
45・46 封筒「新舞鶴町溝尻木舩衛門様」「池
田梶五郎」一括

46 〔書簡〕 （近代）6 月 27 日 池田梶五郎拝→木舩衛門様 一紙 1 借金重なるも行永養水基金より手詰証判
をうけ困窮：

47 〔書簡〕 （近代）12 月 2 日 池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 日野銀行口 1000 円は日々催促あり、借
金額相談につき明 3 日来駕依頼、末尾 9
名に出頭依頼：封筒「木舩衛門様」「京
都府加佐郡新舞鶴町役場」

48 〔書簡〕 （近代） 盛蔵→木舩尊台尊下 継紙 1 足立茂三郎へ建家担保として 650 円借
用、万が一の際は債権者の不利にならぬ
よう尽力：封筒「木舩衛門様」「木舩盛蔵」、
紙外れ

49 〔書簡〕 （近代）11 年 2 月 21
日

池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 舞鶴町長との金銭に関するやり取り、町
会財源等：封筒「舞鶴町加佐郡会議場ニ
テ木舩衛門様」「新舞鶴貯蓄銀行ニテ池
田梶五郎」
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50 〔書簡〕 （近代）2 月 池田→木舩助後殿 継紙 1 師団・学校建築・宮津中学校運動・鉄道

による石黒代議士同行数度東上等の必要
経費：封筒「木舩助役殿」「池田」

51 〔書簡〕 （近代）38 年 2 月 2 日 池田→木舩様 継紙 1 由里氏会計、遊郭関係金、地上権一件等：
封筒「木舩衛門様」「池田梶五郎」

52 〔書簡〕 （近代）2 月 7 日 池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 矢野弥吉氏村会議員に対し軽率な行為無
きことを忠告依頼、昨日教育講話会一件：
封筒「木舩衛門様」「池田梶五郎」

53 〔書簡〕 （近代）2 月 4 日 池田梶五郎→木舩衛門様 切紙 1 日野銀行約手一件につき浜数名と懇談の
ため明 5 日午前 10 時足労願：封筒「木
舩衛門様」「池田」

54 〔書簡〕 明治 38 年 2 月 15 日 嵯峨根書記（印）→木舩郡
農会長殿

継紙 1 講習開会中に際し朝来村藤村農会長出張
願：9-54・55 封筒「加佐郡倉梯村木舩
衛門殿」「京都府加佐郡農会」一括

55 〔書簡〕 明治 38 年 2 月 14 日 朝来村農会長藤村伊平（印）
→郡農会長木舩衛門殿

罫紙 1 果樹・蔬菜の 2 科目講習切上、山業科の
大意話、来 18 日来場願：柱「加佐郡朝
来村役場」

56 〔書簡〕 （明治 38 年）2 月 8 日 池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 倉梯村長へ四村（森・多門院・堂奥・行永）
連名の辞職勧告本文写しについて：封筒

「木舩衛門様」「池田梶五郎」
57 領収証書 明治 38 年 2 月 2 日 倉梯村収入役西村髪太郎

（印）→加佐郡倉梯村木舩
衛門納

切紙 1 明治 37 年度府税追加分地租割・戸数割
合計 4 円 42 銭：

58 領収証書 明治 38 年 2 月 2 日 倉梯村収入役西村髪太郎
（印）→納人倉梯村木舩衛
門

切紙 1 明治 37 年度第 4 期及追加村税地価割等、
合計 8 円 50 銭：

59 〔書簡〕 明治 38 年 2 月 1 日 池田梶五郎（印）→木舩衛
門様

綴 1 埋立費用の出入、不足金等、出入計算書
上：封筒「木舩衛門様」「池田梶五郎」

60 〔紙紐〕 ― ― 紙紐 1
61 辞職勧告書 明治 38 年 2 月 2 日 高橋長衛（印）、他 38 名→

木舩衛門殿
綴 1 不信任につき倉梯村民による村会議員木

村衛門の引責辞職提言趣意書：封筒「倉
梯村字溝尻木舩衛門殿」「倉梯村民」

62 〔書簡〕 （近代）2 月 1 日 池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 村会議員と村長の不信任について：封筒
「木舩衛門様」「池田梶五郎」

63 記 （近代）8 月 花月楼（印「新舞鶴郵便局
前／旅館花月楼」）→池田様、
木舩様

切紙 1 2 月 19 ～ 27 日の請求金額：9-63・64 封
筒「新舞鶴町溝尻木舩衛門様」「池田梶五
郎」一括

64 〔書簡〕 （近代）9 月 10 日 池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 鉄一件につき町より 3000 円支出、残余
の処置方について浜議員へ村々熟談必要
につき日時確認：

65 Certificate of
Examination for
the Self Registering
Clinical Thermometer
No.5007.

明治 40 年 3 月 14 日 余部上村元海軍一等機関兵
曹高橋文蔵（印）→みぞし
り村木舟様

一紙 1：封筒「余部上村元海軍一等機関兵曹高
橋文蔵（印）／十二月廿八日」

66 城丹蚕糸時報　第 35
号

明治 41 年 11 月 1 日 発行所城丹蚕糸時報社、発
行人大槻頼夫→

刊本 1 随感随筆（内田正）、難村復活実歴談（元
稲取村村長田村又吉）、蚕糸業の福音（郡
是製紙株式会社社長波多野鶴吉）等：

67 城丹蚕糸時報　第 35
号

明治 41 年 11 月 1 日 発行所城丹蚕糸時報社、発
行人大槻頼夫→

刊本 1 9-66 同一：

68 城丹蚕糸時報　第 35
号

明治 41 年 11 月 1 日 発行所城丹蚕糸時報社、発
行人大槻頼夫→

刊本 1 9-66 同一：

69 〔葉書〕 （近代）41 年 11 月 9
日

京都麩屋町姉小路小西光華
堂→丹後新舞鶴町木舩衛門
殿

葉書 1 期日切迫につき賢古画会へ加入再勧誘：
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70 〔書簡〕 明治 41 年 11 月 3 日 京都小西光華堂（印）→木

舩衛門殿
一紙 1 光華堂発起の賢古画会入会者募集、予約

法による三好賢古翁揮毫頒布を目的とす
る：封筒「丹後新舞鶴木舩衛門様」「京
都市麩屋町通姉小路北十七番戸表具師光
華堂小西治助／明治四一年十一月三日」

71 〔書簡〕 （近代）41 年 11 月 5
日

美術新報社宮城幸太郎（印）
→木舩衛門殿

一紙 1 小西光華堂主人ら主唱による賢古画会入
会者募集：封筒「丹後新舞鶴町木舩衛門
殿」「十一月五日／京都市下長者町千本
西入美術新報社宮城幸太郎」

72 〔通知状〕 明治 42 年 6 月 大日本山林会総裁大勲位功
二級貞愛親王（印）→木舩
衛門

一紙 1 第 20 回総会委員を嘱託：9-72・73 封
筒「加佐郡新舞鶴町字溝尻木船衛門殿」

「京都府加佐郡役所」一括
73 〔書簡〕 明治 42 年 7 月 1 日 京都府山林会加佐郡委員部

→新舞鶴町木船衛門殿
罫紙 1 大日本山林会第 20 回総会委員として総

裁宮殿下より嘱託：
74 〔書簡〕 明治 41 年 11 月 27 日 日本赤十字社京都支部加佐

郡委員長山縣釚之助→木船
衛門殿

一紙 1 12 月 2 日新舞鶴町尋常小学校での京都
社員総会開催案内：封筒「木舩衛門殿」「日
本赤十字社京都支部加佐郡委員長山縣釚
之助」

75 〔任命状〕 明治 33 年 2 月 全国蚕糸業界本部監督前田
正名→木船衛門殿

一紙 1 評議員嘱託：9-75 ～ 85 封筒「織」一括

76 謝状 明治 39 年 1 月 31 日 京都府農事試験場長従五位
鏡保之助（印）→木船衛門
殿

一紙 1 本府園芸品評会出品の柿 2 品を桃山分場
参考品に寄贈：9-76 ～ 78 折込

77 〔認定状〕 明治 34 年 5 月 29 日 日本赤十字社長伯爵佐野常
民（印）→正社員木船衛門
氏

罫紙 1 一期年醵金納付済にて終身社員資格獲
得：

78 推薦状 明治 38 年 12 月 京都府加佐郡農会（印）→
木船衛門君

一紙 1 農会名誉会員へ推薦：

79 〔振込依頼〕 明治 25 年 5 月 28 日 日本生命保険株式会社員森
知道（印）→申込人木船衛
門殿

切紙 1 生命保険金額 100 円の年掛金 5 円 74 銭：

80 〔任命状〕 明治 40 年 8 月 2 日 愛国婦人会総裁載仁親王妃
勲一等智恵子（印）、愛国
婦人会長公爵夫人岩倉久子

（印）→木舩賀ね子氏

一紙 1 特別会員任命：9-80・81 折込

81 〔任命状〕 明治 40 年 10 月 4 日 農商務省（印）→木舩衛門 罫紙 1 京都地方森林会議員任命：
82 〔通知書〕 明治 40 年 10 月 10 日 京都府知事大森鐘一（印）

→木船衛門殿
一紙 1 保安林解除一件につき 18 日開催の京都

地方森林会参集依頼：9-82・83 折込
83 当選証書 明治 40 年 10 月 8 日 京都府加佐郡長山縣釚之助

（印）→新舞鶴町字溝尻木
船衛門

罫紙 1 加佐郡会議員当選：

84 〔添状〕 明治 41 年 5 月 20 日 大日本蚕糸会京都府支会長
大森鐘一（印）→木船衛門
殿

一紙 1 別紙の通り商議員嘱託：9-84・85 折込

85 〔任命状〕 明治 41 年 5 月 15 日 大日本蚕糸会会頭正三位勲
一等男爵松平正直（印）→
木船衛門氏

一紙 1 商議員嘱託：

86 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 6 日 坪倉重和→木船衛門様侍史 綴 1 組長就任辞退：9-86 ～ 110 袋「三年六
月二日」一括、封筒「丹後国新舞鶴町木
舩衛門様」「竹野郡吉野村坪倉重和」

87 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 12 日 坪倉重和→木船衛門様侍史 罫紙 1 製糸資金借入及び府費補助について返
信：封筒「丹後国新舞鶴町木舩衛門殿」「竹
野郡吉野村坪倉重和」

88 〔回送願〕 （近代） 府農会→丹後国加佐郡新舞
鶴町

紙片 1 前記ヶ所へ：9-89 に付随ヵ



92

木船衛門家文書目録　箱９

番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
89 〔書簡〕 大正 3 年 6 月 29 日 帝国農会（印）→木船衛門

殿
一紙 1 大正 2 年度経費収支決算・財産目録・会

務状況送付：封筒「京都府葛野郡桂府農
会内木舩衛門殿」「東京市赤坂区溜池町
壱番地帝国農会」

90 〔書簡〕 大正 3 年 6 月 13 日 堀江慶蔵→木舩様 継紙 1 第 11 回定設市場申請一件：封筒「京都
市丸太町烏丸西入蚕糸総会調合会在木舩
衛門様」「舞鶴町堀江慶蔵」

91 〔書籍骨董品売却会案
内〕

大正 3 年 5 月 12 日 船井郡須知町芦田謙造、世
話方明田重次郎、他 4 名→
木船衛門殿

一紙 1 須知町字新町金剛寺にて 5 月 17 日開催、
出品目録：封筒「丹後加佐郡新舞鶴木舩
衛門様」「大正三年五月十三日／船井郡
須知町芦田謙蔵／世話方」

92 〔書簡〕 （近代）3 年 5 月 17 日 小北拝→木舩尊台様机下 罫紙 1 本問題に関する決議方法：封筒「加佐郡
新舞鶴木舩衛門殿」「中郡吉原村小北栄
二」

93 〔書簡〕 （近代）5 月 13 日 吉左衛門→木舩尊台 罫紙 1 藤太郎兄不始末整理金高相談：封筒「溝
尻木舩衛門様」「有路村平野吉左衛門」

94 〔書簡〕 （近代）3 年 5 月 14 日 小北→木舩尊台殿 綴 1 例の問題現状維持、再議の際は意見貫徹：
封筒「加佐郡新舞鶴町木舩衛門殿」「中
郡吉原村小北栄二」

95 〔書簡〕 （近代）3 年 5 月 30 日 いし田拝→木舟父上様 罫紙 1 要太郎義種々心痛、帰郷すべきだが 9 月
までは困難：封筒「新舞鶴町木舩衛門様」

「峯山石田荘蔵」
96 〔書簡〕 大正 3 年 5 月 30 日 大島国三郎→木舩様 一紙 1 帝国農会臨時総会を 10 月 1 日より開催

案内：封筒「丹後国新舞鶴町木舩衛門様」
「五月三十日／大島国三郎／京都府農会
／山城国桂村」

97 〔書簡〕 6 月 9 日 井尻萬次郞拝→木舩尊台御
貴下

罫紙 1 東京往還・大暴雨被害報告等 2 日以降手
記：封筒「東京市上野桜木町二三／修禅
院／大正博覧会京都府事務所木舩衛門様」

「大正三年六月九日／京都府蚕糸同業組合
連合会／京都市丸太町通烏丸西入」

98 〔封筒〕 （近代）3 年 6 月 20 日 城丹蚕業講習所大島好太郎
→新舞鶴溝尻木舩衛門殿

封筒 1 封筒のみ：

99 〔書簡〕 大正 3 年 5 月 18 日 連合会にて井尻萬次郞拝→
木船組長殿

罫紙 1 通信決議異議により再会議開催、事務所
移転・丹後出張・大葬上京等相談、電報
送達紙同封：封筒「加佐郡新舞鶴町木舩
衛門殿」「井尻萬次郞拝」

100 〔書簡〕 大正 3 年 6 月 23 日 連合会にて井尻萬次郞→木
舩組長殿

罫紙 1 総会引続き決算認定の件報告、城丹・本
会支出既に決定：封筒「丹後新舞鶴町木
舩衛門殿」「京都府蚕糸同業組合連合会」

101 電報送達紙 （近代）2 年 2 月 21 日 →アサミソシリキフネエモ
ン

切紙 1 時間変更依頼：

102 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 14 日 大瀧ニテ堀江慶蔵→木舩様
尊台

継紙 1 大滝熊吉の負債増大につき妻里方谷口豊
蔵無尽講開題、遠慮一切外出せず、不動産・
債務整理報告：封筒「新舞鶴町溝尻木舩
衛門様」「舞鶴町堀江慶蔵／七月十四日午
後五時」

103 〔書簡〕 大正 3 年 7 月 4 日 平野謙二郎→木舩様 継紙 1 木舩尽力の蚕糸連合会長一件改正により
組長改選後経過報告：封筒「加佐郡新舞
鶴町溝尻木舩衛門殿」「大正三年七月四日
／丹後国加佐郡有路上村平野謙二郎」

104 〔封筒〕 （近代）3 年 6 月 30 日 京都府農会→加佐郡新舞鶴
町木船衛門殿

封筒 1 封筒のみ：

105 〔書簡〕 大正 3 年 6 月 24 日 井尻萬次郞拝→木舩組長殿
貴下

罫紙 1 29 日か 30 日総会、決算認定委員で諸帳
簿検査：封筒「加佐郡新舞鶴町木舩衛門殿」

「京都府蚕糸同業組合連合会／京都市丸太
町通烏丸西入／大正三年六月廿四日」
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106 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 19 日 林田信蔵→木舩衛門様 罫紙 1 東京引越、日数以て当所引払：封筒「丹

後国加佐郡新舞鶴字溝尻木舩衛門様」「七
月十九日／大阪北区堂嶋中壱壱ノ一／林
田信蔵（印）」

107 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 24 日 要太郎→御祖父母様 罫紙 1 勉学経過報告、祖父衛門の時計送付願：
封筒「京都府加佐郡新舞鶴町溝尻木舩衛
門様方御内」「峯山町石田方要太郎拝／
七月二十四日」

108 〔書簡〕 大正 3 年 7 月 25 日 井尻萬次郎拝→木舩組長殿 罫紙 1 課長不在、南禅寺研究会にて面会し意見
確認予定、27 日中着京依頼：封筒「加佐
郡新舞鶴町木舩衛門殿」「京都府蚕糸同業
組合連合会／京都市丸太町通烏丸西入」

109 〔書簡〕 大正 3 年 7 月 26 日 井尻萬次郎拝→木舩組長殿 罫紙 1 香川課長と面談、本件は時勢により不許
可、波多野は 12 月代議員会まで延期と
の意見：封筒「加佐郡新舞鶴町木舩衛門殿」

「京都府蚕糸同業組合連合会／京都市丸太
町通烏丸西入大正三年七月二十六日」

110 〔書簡〕 （近代）3 年 7 月 31 日 舞鶴町字堀上堀江慶蔵→新
舞鶴町溝尻木船衛門様

一紙 1 大滝家債務整理、不動産担保：封筒「新
舞鶴町溝尻木舩衛門様」「七月三十一日舞
鶴町字堀上堀江慶蔵」

111 〔印影貼付〕 （近代） ― 一紙 1 朱印 15 個：包紙「上」
112 〔封筒〕 （近代） →京都府下加佐郡新舞鶴町 封筒 1 封筒のみ：
113 〔書簡〕 明治 43 年 2 月 7 日 西村安治、桜井熊吉→溝尻

木舩衛門殿
罫紙 1 明治 39 年中新事業残余費 400 円、借金

返済相談、西村・桜井への返書案同封：
封筒「加佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」

「新舞鶴町字濱／委員惣代西村安治・桜井
熊吉」

114 〔通知書〕 大正 6 年 9 月 1 日 京都府農会長木内重四郎
（印）→京都府農会議員木
船衛門殿

一 紙・
葉書 2

会則改正・事務所移転案内：封筒「加佐
郡新舞鶴町木船衛門殿」「京都府農会」

115 入会申込金領収証〔乙〕大正 3 年 2 月 10 日 東京市芝区愛宕町二丁目十
四番地大日本勧農会（印）、
扱人（印「小島」）→木舩
衛門殿

切紙 1 会費 2 円 35 銭の内 35 銭：

116 所得金額決定通知書 大正 6 年 8 月 15 日 舞鶴税務署長副司税官長久
保得平（印）→新舞鶴町字
溝尻木舩衛門殿

一紙 1 875 円：

117 〔書簡〕 （近代） ― 一紙 1 書状拝見につき返事：後欠
118 〔書簡〕 ― ― 一紙 1：書出し・末尾以外欠
119 〔元利勘定控〕 大正 5 年 6 月 15 日 ― 一紙 1 大正 3 ～ 5 年合計 366 円 91 銭：
120 〔断簡〕 （近代） ― 断簡 1 表墨書「谷文兆」、裏印字「郡会議員候補」：
121 〔京都行雑用費勘定控〕（近代）26 日 ― 一紙 1 往復交通費・電信代等合計 2 円 30 銭：
122 〔葉書〕 （近代）6 年 8 月 18 日 京都府蚕糸同業組合連合会

井尻萬二郎拝→丹波新舞鶴
町木舩衛門殿

葉書 1 貴命取計返事：

123 〔封筒〕 （近代） 蚕糸業法改正期成同盟中央
会／下谷区東黒門町四番地
→

封筒 1 封筒のみ：

124 〔投票結果控〕 （近代） ― 一紙 1 票数、候補者氏名、2 紙にわたり西村八
十吉他 37 名：

125 〔表紙ヵ〕 ― ― 一紙 1：前後欠
126 〔表紙ヵ〕 ― ― 一紙 1：前後欠
127 〔姓書付〕 ― ― 一紙 1 姓、数字：
128 模範桑園の方法及成績（近代） 愛知県南設楽郡長篠村松井

喜治郎→
一紙 1 苗木・肥料・土地改良・耕耘・害敵駆除

による改良目的：
129 記 （近代）10 月 左官山本→木舩様 一紙 1 壁塗・修繕代金計 2 円 26 銭受取：
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130 〔戒名書付〕 ― ― 一紙 2 霊照院本覚自在大姉、廣徳院善山道慧居

士、天憐院鶴林妙壽大姉：
131 記 4 月 1 日 表具師松尾→高橋様 一紙 1 襖張替代金 1 円 70 銭受取：
132 通常清潔法施行済 大正 2 年 ― 一紙 1
133 〔住所書付〕 （近代） ― 一紙 1 東京市牛込区下宮比町 2 番地楽天堂方：
134 印鑑 （近代） ― 一紙 1 京都府加佐郡新舞鶴町字溝尻 18 番戸木

舩衛門、嘉永 2 年 10 月 20 日生：
135 〔転送先住所書付〕 （近代） ― 一紙 1 東京市本郷区湯島 4 丁目 3 番、請徳館江：
136 電報頼信紙 （近代） 新舞鶴町字溝尻木舩衛門→

タンバイカルカグンアヤベ
マチジョウタンコウシウシ
ヨニテヲオシマヨシタロウ

一紙 1 綾部局経由：

137 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 品名、寸法：
138 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 15 坪 75 円：9-139 後部ヵ
139 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 15 坪 6 合代金 39 円 75 銭、土地・樹木

移転費合計 55 円 9 銭：9-138 前部ヵ
140 収支予算表甲 （近代） ― 一紙 1 医師、節季払、下女給金等、差引余剰

39 円 50 銭：
141 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 酢、餅米、大工 5 人、酒等合計 516 円

94 銭 5 厘：
142 大正十二年度収支予算

表
大正 12 年 本木舟→ 一紙 1 公課金、京小遣、祝儀、進物、見舞、仏事、

日用品等：
143 〔書簡〕 （近代）9 月 29 日 戸畑町字中原森繁太郎方要

太郎→祖父上様、祖母上様
罫紙 1 祖父病気見舞、今後木舩家相続の意志有、

自省と過去の行い謝罪：封筒「京都府新
舞鶴町字溝尻木舩衛門様」「福岡県戸畑
町旭硝子株式会社木舩要太郎／九月廿九
日」

144-1 貸付償還金払込通知書（近代）4 年 12 月 1 日 株式会社京都府農工銀行→
加佐郡新舞鶴町木船衛門殿

一紙 1 12 月 20 日迄に 152 円 41 銭払込：9-
144-1 ～ 4 封筒「代理店／木舩衛門分／
井田御氏様」「十二月廿日」一括

144-2 大正四年下半期償還金
領収証

大正 4 年 12 月 20 日 株式会社京都府農工銀行代
理店林田弥壽夫（印）→木
船衛門殿

一紙 1 152 円 41 銭受取、元金 86 円 10 銭、利
子金 66 円 31 銭：

144-3 大正参年下半期償還金
領収証

大正 3 年 12 月 19 日 株式会社京都府農工銀行頭
取田中數之助（印）→木舩
衛門殿

一紙 1 152 円 41 銭受取、元金 79 円 36 銭、利
子金 73 円 5 銭：

144-4 大正四年上半期償還金
領収証

大正 4 年 6 月 19 日 株式会社京都府農工銀行頭
取田中數之助（印）→木舩
衛門殿

一紙 1 152 円 41 銭受取、元金 86 円 10 銭、利
子金 66 円 31 銭：

145 クラオン魔法壜説明 （近代） ― 一紙 1 商品紹介、用法及び注意：紙背墨書「新
舞鶴・舞鶴・綾部・二条」

146 恩賜財団済生会 大正 3 年 3 月 恩賜財団済生会→ 一紙 1 東京市内診療所・診療班案内、会の概観：
147 証明書 大正元年 9 月 加佐郡新舞鶴町字溝尻拾八

番木舩衛門（印）→
罫紙 1 所有地上の建築物を吉岡熊蔵所有：

148 〔抜書〕 ― ― 一紙 1 大日本名家全書等より韓天寿等：
149 覚 大正 4 年 5 月 31 日 敷島七条西入有本乙吉→上

様
一紙 1 千年橋東北のひき水・かいわけ代金 3 円

60 銭受取：
150 申込書 明治 44 年 →嵐山倶楽部御中 一紙 1 紙背に木船要太郎住所書付：2 枚に断裂
151-1 買物帳 明治 36 年 2 月 上野事務所→ 横半帳

1
村田兼吉の巻紙・罫紙等：綴外れ、後欠、
9-150・151 の間に名刺

151-2 医師開業広告 大正 5 年 9 月 15 日 新舞鶴二條通敷島南入内海
重吉→

一紙 1 新舞鶴駅発着時刻表掲載、紙背に「安田
勘定」：

152 領収証 大正 5 年 5 月 5 日 京都市寺町通丸太町南入東
側角柴田製靴本店→井尻様

一紙 1 3 円受取：

153 〔反歩字番地書上〕 （近代） ― 一紙 1 小字十川 150 番地 8 畝 26 歩、小字下川
151 番地 8 畝 21 歩：

154 記 （大正） ― 一紙 1 大正元年 12 月～大正 2 年の 4 ヶ月分利
子 97 銭 6 厘：
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155 キ （近代） 舞鶴竹屋町指物師野村清鳳

→木舩様
継紙 1 金 2 円 25 銭受取：

156 〔領収証〕 （近代）3 月 30 日 新舞鶴大門通千歳橋西入材
木商岡崎支店→木舩藤太郎
様

切紙 1 かた炭代合計 70 銭：

157 記 （近代）3 年 2 月 村田弥惣兵衛→木舩衛門様 切紙 1 煮込代合計 6 円 72 銭受取、代人吉野幸
太郎：

158 証 大正 3 年 4 月 2 日 和洋菓子製造忠勇堂→字溝
尻木舩衛門様

切紙 1 饅頭 80 個代金 2 円 40 銭受取：

159 〔工事代領収証〕 （近代）3 月 左官山本→木船様 一紙 1 借家井上竈修理・壁塗土・瓦・漆喰等合
計 1 円 50 銭：

160 〔案内状〕 明治 44 年 9 月 13 日 美術新報社長倶楽部設立者
宮城幸太郎→木舩衛門殿

一紙 1 来 9 月 15 日嵐山倶楽部開業式挙行：

161 所得金額決定通知書 大正 4 年 8 月 20 日 舞鶴税務署長副司税官平島
濟（印）→新舞鶴町溝尻木
舩衛門殿

一紙 1 第 3 種 750 円：

162 〔請求書〕 （近代）12 月 5 日 方橋孫蔵→木舩衛門様 継紙 1 セメント代・屋根修繕費 4 円 80 銭：
163 〔葉書〕 （近代）3 年 8 月 23 日 愛宕郡下鴨村出雲寺橋東詰

上ルなつ→丹後新舞鶴町溝
尻木舩衛門様

葉書 1 両親への挨拶状、主人病状及び表記住所
への移転報告：

164 〔山林伐採許可証〕 大正 4 年 10 月 28 日 京都府加佐郡長折田有彦
（印）→加佐郡新舞鶴町字
溝尻木舩衛門

罫紙 1 伐採期間半年、補植期間は大正 5 年 10
月 31 日まで：

165 〔熨斗封筒〕 （近代） ― 封筒 1 内祝：
166 土地台帳謄本請求書 大正 3 年 7 月 4 日 木舩衛門印→舞鶴税務署御

中
継紙 1 衛門所有の新舞鶴町大字溝尻小字上良対

象：下書
167 〔漢文写〕 （近代） ― 罫紙 2 吉備鉄寒士写筆の再写、習作：
168 大正五年度通常代議員

会決議録
大正 5 年 12 月日 京都府蚕糸同業組合連合会

→
刊本 1 12 月 15 日～ 17 日開催 、本会事務所建

築経費等決議、翌年 2 月 6 日付経費予算
并賦課徴収方法認可掲載：9-168 ～ 176
が 9-177 ～ 178 内に折込

169 〔封筒〕 （近代） ― 封筒 1 封筒のみ：
170 第一号議案 （近代） ― 一紙 1 定款第 29 条中の 12 月を 11 月に変更：

下書
171 〔土地面積書付〕 （近代） ― 罫紙 1 製糸部分差引 7 反 42 斗：罫紙「京都府

蚕糸同業組合」
172 〔養蚕部敷地書付〕 （近代） ― 罫紙 1 連合会所有分 5 反 4 畝 21 歩：罫紙「城

丹蚕業講習会」
173 自大正元年至同五年実

習費収支対照表
（大正 5 年） ― 罫紙 1 5 ヶ年分収支変遷：罫紙「京都府蚕糸同

業組合連合会」
174 〔書付〕 （近代） ― 罫紙 1 事務所及職員室一棟 3 間× 5 間、電話、

書記給仕の給料等：罫紙「京都府蚕糸同
業組合連合会」

175 〔書付〕 （近代） ― 罫紙 1 諸費用、購繭及販売費、資金利子、保険
料、生徒補助費、電話費等：2 枚組

176 〔城丹蚕業組合講習所
契約案〕

（近代） ― 罫紙 1 京都府と組合間、養蚕講習事業に関する
機械、建造物、敷地、桑園地等取決：罫
紙「京都府蚕糸同業組合連合会」

177 生徒教養設計 （近代） ― 綴 1 城丹蚕業講習所、女生予備科・本科の変
更：

178-1 予算設計一号 （近代） ― 罫紙 1 城丹蚕業講習所、歳出入明細書等：
178-2 予算設計二号 （近代） ― 罫紙 1 城丹蚕業講習所、歳出入明細書等：
179 〔価格書付〕 （近代） ― 折紙 1 薬・鯉・あつやき・機械みの等：9-179

～ 241 紙縒一括、9-179 ～ 224 父葬式
関係書類反故ヵ

180 〔価格書付〕 （近代） ― 一紙 1 葉書・切手帳・葉書袋・機械美濃合計
42 円：
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181 〔書付〕 （近代） ― 切紙 1 香典返し、形見分け、香資 20 銭の口葉

書 15 枚ずつ：
182 〔金額書付〕 （近代） ― 一紙 1 129 円 7 銭、66 円、紙背「乕」：
183 〔役割書付〕 （近代） ― 折紙 1 大工・野使・掃除等分担者氏名：9-183

・184 折込
184 役割 （近代） ― 折紙 1 取締・寺使・香使・紙細工・料理方等分

担者氏名：
185 月立地料家賃 （近代） ― 一紙 1 日付、金額、借主：
186 〔献立〕 （近代） ― 一紙 1 香の物、生盛、坪、猪口、汁、飯、菓子：
187 〔諸品書付〕 （近代） ― 一紙 1 一部金額、釘・紙・数珠・経かたひら等：
188 〔諸品書付〕 （近代） ― 折紙 1 各品数量、酒・かんぴょう・みかん・上

燈籠等：
189 年立地料 （近代） ― 一紙 1 日付、金額、借主：
190 小払口 （近代） ― 折紙 1 日付、金額、品名、玉子・墨・さけ・か

うし（糀ヵ）等：
191 公課金 （近代） ― 一紙 1 日付、金額、宅地租、田租、所得税：
192 未払分 （近代） ― 切紙 1 品名、金額、支払先、数珠・経衣等、数

行抹消線：
193 家小遣 （近代） ― 一紙 1 未記入：
194 臨時収入 （近代） ― 一紙 1 未記入：
195 御見舞 （近代） 片山留蔵→ 一紙 1 未記入：
196 〔忌明書付〕 （近代） ― 折紙 1 得月院他名前：
197 津田注文 （近代） ― 折紙 1 料理人数分確認：
198 仏事出 （近代）1 月 16 日 ― 一紙 1 香資 1 円：
199 地料・手費・家賃帳 （近代） ― 一紙 1「忌明献立／津田注文」抹消：
200 寺歩キ （近代） ― 切紙 1 智性院、金剛院、松尾寺、雲門寺：
201 〔献立〕 （近代） ― 折紙 1 盛合、吸物、引菓子、重の物、団子、小餅、

小饅頭：
202 役割 （近代） ― 折紙 1 大松明、四幡、寄造花等、分担者氏名：

9-202・203 折込
203 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 位牌、村方、天蓋、棺付の分担者氏名：
204 〔諸入用書付〕 （近代） ― 折紙 1 支払相手、品名、金額、菓子・酒等：
205 〔金額書付〕 （近代） ― 一紙 1 名前、金額：
206 〔書付〕 （近代） ― 一紙 1 2 円 50 銭抹消線：
207 〔諸入用書付〕 （近代） ― 一紙 1 金額、品名、氏名、菓子・酒・墨等：
208 〔諸入用書付〕 （近代） ― 切紙 1 品名、数量、金額、人参・里芋・輪麩等：
209 記 （近代）9 月 20 日 ― 一紙 1 4 日分、各日 50 銭：
210 〔書付〕 （近代） ― 折紙 1 香奠返し準備・食品等：
211 買物 （近代） ― 切紙 1 食品名、数量、金額、人参・湯葉・里芋・

昆布等：
212 御仏前 （近代） 片山三蔵→ 一紙 1 金 50 銭、香奠包紙ヵ：
213 〔金額書付〕 （近代） ― 一紙 1 支払者名前：
214 〔書状下書〕 （近代） ― 一紙 1 祖父死去の香典返し：
215 〔依頼相手書付〕 （近代） ― 切紙 1 9・10 日朝・午後より 8 名：
216 買物 （近代） ― 切紙 1 更紗・紡等、金額、反数、名前：
217 甲収支予算表 （近代） ― 折紙 1 医師、節季払、香奠返し、香資金等：9-

217・218 折込
218 〔金額書付〕 （近代） ― 折紙 1 諸費用、株式金・忌物費用等：
219 津田注文 （近代） ― 折紙 1 献立、坪、平、菓子椀、盛合、大饅頭、

小饅頭、五色餅：
220 忌明 （近代） ― 折紙 1 本宅・相宅等参加人数確認：
221 御身分ケ （近代） ― 折紙 1 分担者名前、木綿 1 反、更紗：9-221・

222 折込
222 〔書付〕 （近代） ― 切紙 1 分担者名前、木綿 1 反、縞 1 反、更紗：
223 記 （近代）1 月 17 日 要太郎→木太郎殿 一紙 1 志・高行 1 円 50 銭：
224 〔下書〕 （近代） ― 一紙 1 計算、図、末尾「本平野様」：
225 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 六角氏祖の泰綱・頼綱・時信等、官職や子：

9-225 ～ 237 紅白紐一括、断片のみ
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226 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 加地氏祖の佐々木盛綱、信実、実秀、官

職や子：断片のみ
227 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 加地実綱から師秀、官職や子：断片のみ
228 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 京極三郎秀光事績、永正 16 年遁世、山

城国貴布祢村隠、浪々之身、天文 9 年子
2 人共に加佐郡溝尻村に住、天正 10 年
に卒す、41 年目：

229 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 佐々木備高・備綱、六角政頼・高頼、官
職や子：断片のみ

230 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 佐々木定綱・貞氏、京極高氏入道道誉等、
合戦事績等：断片のみ

231 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 京極秀綱・秀宗、官職や子：断片のみ
232 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 京極高秀・高詮・高光・高忠、官職や子：

断片のみ
233 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 京極満信・宗氏、官職や子：断片のみ
234 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 佐々木重綱・高信・泰綱・氏信・氏信二

男、官職や子：断片のみ
235 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 佐々木定高から頼定・信綱、官職や子：

断片のみ
236 〔佐々木氏系図〕 ― ― 継紙 1 佐々木秀義・定綱、官職や子：断片のみ
237 〔木舩家戒名〕 ― ― 継紙 1 歴代夫妻戒名、没年、寛文 5 年、享保 3

年等：
238 丹州桑田郡野々今宮城

秦姓端田家系図
― ― 巻子 1 佐々木氏系図、河勝氏、森家等、為定、

天正 9 年明智の為落城、天正年中氷上黒
井にて明智に討取、宇津左衛門のため討
死、赤坂森ヶ谷大明神神体、大蛇祭、元
和元年大坂等：糊外修復

239 〔佐々木氏之系図〕 ― ― 一紙 1 佐々木信綱～経秀、諱や官職：9-239 ～
241 一括、9-240 の続き

240 佐々木氏之系図 ― ― 一紙 1 概略、敦任親王～佐々木実秀、諱や官職：
9-239 へ続く

241 〔佐々木氏之系図〕 ― ― 一紙 1 江南六角氏につき佐々木氏綱～龍武御
曹司、六角定頼～義弼、定頼還俗概略：
9-239 の続き

242 〔書簡〕 （近代）5 月 26 日 森田鈴彦→貴舩衛門様 罫紙 1 舞鶴新市街道路工事の国庫補助金申請状
況報告、借入相談：9-242 ～ 281 紙縒
一括、封筒「丹後国加佐郡倉梯村新市街
設置委員長木舩衛門様」「京都府／内務
部第二課／舞鶴新市街道路工事担当」朱
印「森田」

243 〔開催通知〕 明治 41 年 9 月 18 日 京都府農会（印）→木船衛
門殿

罫紙 1 本年度第 3 回評議員会を相楽郡木津町相
楽郡役所内にて 10 月 8 ～ 10 日に開催、
出席依頼：9-243・244 封筒「丹後国加
佐郡新舞鶴町木舩衛門殿」「京都府農会
／山城国桂村／電信略号フノ」一括

244 〔開催通知〕 明治 41 年 9 月 18 日 京都府農会（印）→木船衛
門殿

罫紙 1 相楽郡木津にて本年度府農会主催大集談
会開催、同時同所で各郡農会長会・各郡
農会技手打合会、出席依頼：

245 府県制郡制合巻 明治 23 年 5 月 21 日 発行所京都市上京区三条通
東洞院東入曇華院前之町第
十七番戸中外電報社→

刊本 1 明治 23 年 5 月 17 日公布の全条文掲載：
包紙 2 枚、末尾朱印「京都府加佐郡倉梯
村役場印」、池田梶五郎勘定紙片差込

246 〔支会細則改正追加意
見伺状〕

明治 41 年 9 月 28 日 大日本蚕糸会京都府支会長
大森鐘一（印）→商議員木
舩衛門殿

一紙 1 支会区域 19 委員へ変更、2 ヶ条追加、10
月 5 日までに異議申越依頼：封筒「丹後
国加佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」「京
都府庁内」



98

木船衛門家文書目録　箱９

番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
247 〔書簡〕 （近代）41 年 9 月 30

日
刀禰教尊→木舩衛門様 罫紙 1 落木式当社にて執行に変更の件に付 10

月 2 日拙寺へ新舞鶴の世話係集合：9-
247･248 封筒「新舞鶴町字溝尻木舩衛
門様」「九月卅日／荒原山金剛院」一括

248 〔祖母谷世話係書上〕（近代） ― 罫紙 1 多門院・堂奥・溝尻計 6 名、概算 431 円、
家平均玄米 3 升宛：

249 〔書簡〕 （近代）41 年 9 月 30
日

大槻順太郎→木船組長殿 継紙 1 大島講太郎へ発送完了、木津町出張につ
き書面通信先通知：封筒「丹後国加佐郡
新舞鶴町木舩衛門殿」「丸太町通烏丸西
入蚕糸同業組合連合会大槻順太郎」

250 〔字浜宅地地価書上〕（近代） ― 罫紙 1 所有者、番地：糊はがれの付箋
251 御依頼書 明治 41 年 3 月 8 日 新舞鶴町字曲■山崎豊蔵

（印）→木船衛門殿
継紙 1 別紙（未）印は登記簿に無いため符義致：

9-252 に挟込
252 〔地番地価書上〕 （近代） ― 切紙 1 6 ヶ所合計 1 反 4 畝 19 歩、67 円 61 銭：
253 〔地番地価書上〕 （近代） →西村藤兵衛〇、山崎太市

〇
継紙 1 西村岩吉田地・宅地：糊はがれ

254 〔書簡〕 （近代）11 月 9 日 大島好太郎→木船様貴下 切紙 1 百三十銀行・高木銀行へ振替等：
255 〔書簡〕 （近代）41 年 10 月 4

日
大槻順太郎→木船組長殿 罫紙 1 蚕業講習所補助金 7300 円・講習所長手

当 200 円計上、従前より 2000 円増額、
条件不明：封筒「丹後国加佐郡新舞鶴町
木舩衛門殿」「京都市丸太町通り烏丸西
入大槻順太郎」

256 〔書簡〕 （近代）41 年 11 月 6
日

大島好太郎→木船組長様貴
下

継紙 1 補助金問題が府議会審議に進展、長野出
張の件報告：封筒「丹後国新舞鶴町字溝
尻木舩衛門殿」「城丹蚕業講習所／十一
月六日」、糊はがれ

257 〔封筒〕 （近代） 舞鶴竹屋町支舗富鶴園→ 封筒 1 お茶包紙転用：中身なし
258 郵便送達証書 明治 40 年 3 月 14 日 郵便局配達人谷弥吉（印）

→木船衛門（印）
一紙 1 新舞鶴町字溝尻へ証人呼出状配達：9-

258 ～ 281 封筒「丹後国加佐郡舞鶴町
木船衛門殿」「京都府農会／山城国桂村」・
紙紐一括、9-258・259 封筒「京都府加
佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」「京都
地方裁判所」一括

259 証人呼出状 明治 40 年 3 月 12 日 京都地方裁判所民事部裁判
所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

一紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵、被告井上静雄：印刷に墨書

260 解決要件 明治 39 年 4 月 17 日 井上静雄代理今村浦吉→池
田梶五郎殿

綴 1 秋田鍬三郎より移転の海軍職工病院用地
他故障地の地上権解除等協定案：9-260
～ 264 封筒「京都府加佐郡新舞鶴町字
溝尻木舩衛門殿」「参考書在中／京都地
方裁判所」一括

261 証明書 明治 40 年 1 月 29 日 久留米市片原町拾八番地株
式会社六十一銀行頭取三谷
有信（印）→木船衛門殿

罫紙 1 秋田鍬三郎より譲渡の地上権地、元契約
に基づき契約米交付：

262 〔地所書上〕 （近代） ― 罫紙 1 仮登記設定分・共済会病院敷地等面積：
263 〔裁判所解決要件写〕（近代） ― 罫紙 1 地上権解除等 9-260 一部書写：柱「京

都府加佐郡新舞鶴町役場」
264 〔覚書〕 （近代） ― 罫紙 1 西村久吉地番坪数等：柱「後藤商店」、

鉛筆書
265 訊問事項 （近代） ― 綴 1 明治 33 年 7 月 8 日秋田鍬三郎と井上時

蔵外 49 名の地上権設定契約締結に関与
したか、地料支払等：9-265･266 封筒「京
都府加佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」

「京都地方裁判所民事部」一括、柱「弁
護士東法律事務所用紙」



99

木船衛門家文書目録　箱９

番号 題名 年月日 作成・差出→受取 形態 内容：状態
266 証人呼出状 明治 40 年 2 月 26 日 京都地方裁判所民事部裁判

所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

一紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵他 28 人、被告井上静雄：

267 郵便送達証書 明治 40 年 2 月 6 日 郵便局配達人（印「谷」）
→（印「木船」）

一紙 1 証人呼出状配達：9-267 ～ 270 封筒「京
都府加佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」

「京都地方裁判所」一括
268 証人呼出状 明治 40 年 1 月 23 日 京都地方裁判所民事部裁判

所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

一紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵他 28 人、被告井上静雄：

269 証人呼出状 明治 40 年 1 月 16 日 京都地方裁判所民事部裁判
所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

切紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵他 28 人、被告井上静雄：

270 郵便送達証書 明治 40 年 1 月 16 日 新舞鶴郵便局配達人力石藤
吉（印）→木船衛門

一紙 1 証人呼出状配達：

271 証人呼出状 明治 40 年 3 月 20 日 京都地方裁判所民事部裁判
所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

一紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵他 28 人、被告井上静雄：9-271・
272 封筒「京都府加佐郡新舞鶴町字溝尻
木舩衛門殿」「京都地方裁判所」一括

272 郵便送達証書 明治 40 年 3 月 23 日 新舞鶴郵便局配達人谷弥吉
（印）→木舩衛門（印）

一紙 1 証人呼出状配達：

273 郵便送達証書 （明治 40 年）3 月 1 日 郵便局配達人谷弥吉（印）
→木船衛門（印）

一紙 1 証人呼出状配達：9-273 ～ 275 封筒「京
都府加佐郡新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」

「京都地方裁判所」一括
274 証人呼出状 明治 40 年 2 月 6 日 京都地方裁判所民事部裁判

所書記田原口良友（印）→
木舩衛門殿

一紙 1 地料請求事件のため出頭命令、原告西村
要蔵他 28 人、被告井上静雄：

275 郵便送達証書 明治 40 年 2 月 8 日 新舞鶴郵便局配達人加舎伊
蔵（印）→木船衛門（印）

一紙 1 証人呼出状配達：

276 〔登記面積書上〕 （近代） ― 切紙 1 仮・未登記分合計 3 万 4219 坪：9-276・
277 封筒「木舩衛門様」「四月十六日／
新舞鶴［　］後藤商店／後藤清」一括

277 〔書簡〕 （近代）4 月 16 日 後藤清→木船様御侍史 継紙 1 故障地和解一件出廷延期等：
278 和解案件 （近代） ― 継紙 1 仮・未登記地半額解除等故障地一件：9-

278 ～ 281 封筒「京都市蛸薬師烏丸東富
田屋方木船衛門様」「四月二十九日／新舞
鶴［　］後藤商店／後藤清」一括

279 〔書簡〕 明治 40 年 4 月 27 日 井上→後藤様 継紙 1 未登記地故障地半額のこと等：
280 〔書簡〕 （近代）4 月 29 日 後藤生→木船様御侍史 継紙 1 別紙井上氏書状の添書：
281 〔覚書〕 （近代） ― 継紙 1 仮・未登記、故障地分等、合計 3 万 5900 坪：
282 〔書簡〕 （近代） 西川與十郎→木船衛門閣下 罫紙 1 尽力によって一段落につき礼状：9-282

～ 323 紙縒一括、封筒「木船衛門様」「西
川與十郎」

283 〔郵便物転送願〕 明治 40 年 5 月 4 日 京都市蛸薬師通烏丸東入富
田屋富田正太郎→京都郵便
局御中

切紙 1 木船衛門方へ再送願：

284 〔書簡〕 （近代）40 年 髪太郎→木舩様 継紙 1 井上氏一件一応解決するも地主拒絶につ
き補債買戻希望和解：9-284・285 封筒

「京都市蛸薬師通東洞院西入／満田やニ
テ木舩衛門様」「丹後国新舞鶴町役場西
村髪太郎」一括

285 〔書簡〕 （近代）40 年 4 月 30
日

西蔭庄太郎、西村髪太郎→
木舩様侍史

継紙 1 地主納得のために井上氏再考願：

286 〔書簡〕 （近代）5 月 31 日 西村生→木舩衛門様 継紙 1 井上氏一件を東弁護士と詳細相談、地主
側も解除地場所証書信頼：封筒「新舞鶴
町溝尻木舩衛門様」「西村髪太郎」
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287 証 明治 39 年 12 月 31 日 倉梯村字行永七拾参番戸池

田梶五郎印、新舞鶴町字溝
尻拾八番戸木舩衛門印→倉
梯村字行永田中清次殿

界紙 1 新舞鶴町字浜地内新事業費残務のため
418 円借用控、新舞鶴町より返済履行、
連署者保証人：9-287・288 封筒「新舞
鶴町字溝尻木舩衛門殿」「池田梶五郎／
要用書在中」一括

288 〔書簡〕 （近代）3 年 10 月 29
日

池田梶五郎→木舩衛門様 継紙 1 借用書写送付、田中晴次返済のため木舩
盛蔵氏に新舞鶴町会での鉄道一件落着依
頼、息藤太郎の脊髄症療治助言：

289 記 明治 39 年 5 月 31 日 ― 一紙 1 明治 35 年 10 月鉄道事件借入金及 38 年
9 月 11 日までの利子一覧写：9-289・
290 封筒「新舞鶴町字溝尻木舩右衛門様」

「池田梶五郎」一括
290 〔書簡〕 （近代）10 月 2 日 池田梶五郎→木舩衛門様 一紙 1 金件への非難迷惑につき証書謄本送付、

詳細説明：
291 〔書簡〕 （近代）2 月 24 日 池田梶五郎→木舩衛門様 切紙 1 保存書返却：9-291 ～ 293 封筒「木舩衛

門様」「池田梶五郎／田中書状在中」一
括

292 〔書簡〕 （大正 3 年）2 月 19 日（田中晴次→木舩衛門殿） 罫紙 1 計算間違による差額報告、十分な減額致
兼ねる、改金 700 円：9-293 の前半部
分

293 〔書簡〕 大正 3 年 2 月 19 日 田中清次（印）→木舩衛門
殿

罫紙 1：9-292 の後半部分

294 〔葉書〕 （近代）4 年 7 月 16 日 高橋梅吉→新舞鶴町字溝尻
木舩衛門殿

葉書 1 借屋立退要求に対し不服ながら応じる意
向：9-294 ～ 301 封筒「木舩衛門様」「高
橋梅吉」一括

295 〔葉書〕 （近代）1 月 13 日 新舞鶴千歳橋高橋→新舞鶴
町字溝尻木舩衛門殿

葉書 1 突然の建具引上決行は家賃支払者の借権
侵害、別宅決定まで延期希望：

296 〔葉書〕 （近代）3 年 8 月 8 日 同町千歳橋高橋梅吉→新舞
鶴町字溝尻木舩衛門様貴下

葉書 1 借屋立退につき、家賃支払等木舩衛門回
答への意見：

297 〔葉書〕 （近代）3 年 8 月 6 日 大門通千歳橋東詰高橋梅吉
→新舞鶴溝尻木舩衛門様

葉書 1 障子立更の連絡無沙汰に対する不服及実
行要求：

298 〔控〕 （近代） ― 切紙 1 9-297 の障子一件申開下書ヵ：
299 〔葉書〕 （近代）4 年 7 月 10 日 新舞千歳橋高橋梅吉→新舞

鶴町字溝尻木舩衛門様
葉書 1 木舩回答への不満申立：

300 〔葉書下書〕 （近代）4 年 7 月 11 日 ― 切紙 1「実用振動器発売ノ主旨」転用：
301 〔書簡〕 （近代）4 年 ― 継紙 1 破損した障子２本差替、小生元家・借屋

を市場崎山氏に貸出依頼中：
302 〔書簡〕 大正 5 年 2 月 1 日 舞鶴町弁護士原法律事務所

→木舩衛門殿
罫紙 1 田中清次から貴殿・池田梶五郎への貸金

計 816 円 60 銭、任意返済の解決提案：
封筒「新舞鶴町字溝尻木舩衛門殿」「京
都府加佐郡舞鶴町字北田辺弁護士原弥生
法律事務所／大正五年二月一日／二月三
日到着」

303 〔書簡〕 （近代） 一井策太郎→木舩様 切紙 1 秋月 3 幅対・文晁青緑山水双幅近頃怪し
いため交換要望：9-303 ～ 306 封筒「新
舞鶴町木舩衛門様」「福知山町一井策太
郎／九月十一日」一括

304 〔葉書〕 （近代）4 年 10 月 9 日 福知山町一井策太郎→新舞
鶴町木舩衛門様

葉書 1 出張報告、抵当品は交換せず所持願：

305 〔葉書〕 （近代）4 年 9 月 19 日 福知山町一井策太郎→新舞
鶴町木舩衛門様

葉書 1 探幽 3 幅対持帰意外の事、来住宅へ照会、
本月末か来月上旬に面会：

306 〔葉書〕 10 月 2 日 福知山一井策太郎→新舞鶴
町木舩衛門様

葉書 1 来住と福知山で参会すべきところ来住が
金子・優等品損失のため延期：

307 証 明治 44 年 4 月 16 日 京都市上京区仁王門通り新
麩屋町西入大菊町今井ヤス

（印）→木舩盛蔵殿

一紙 1 量雄が引請養料として 50 円受取：包紙
「今井ヤス証書必用書」（東舞鶴児島芳香
園包紙利用）
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308 〔書簡〕 （明治）45 年 1 月 28

日
奈津→木船御両親様 継紙 1 木船藤太郎と再婚するにあたり木船両親

へ挨拶、要太郎進学につき上京勧誘：封
筒「京都府丹後国加佐郡新舞鶴町木舩衛
門様」「東京市牛込区下宮北町時田奈津
子」

309 証 明治 39 年 12 月 31 日 倉梯村字行永七拾参番戸
池田梶五郎（印）、新舞鶴
町字溝尻拾八番戸木舩衛門

（印）→倉梯村字行永田中
清次殿

罫紙 1 新事業費残務のため 428 円借用、大正 6
年奥書にて大四金融合資会社代表者藤田
音三郎が返済分受取：9-309 ～ 311 封筒

「池田梶五郎勘定」一括、「新舞鶴町木舩
衛門殿」「京都市東三本木上ノ町蚕糸業
連合会内井尻萬二郎拝」再利用

310 記 大正 6 年 1 月 8 日 池田梶五郎→木舩衛門様 罫紙 1 秋 田 桑 三 郎 氏 よ り 受 取 の 遊 郭 契 約 金
2000 円を濱村よほろ川工事に使用：

311 濱村内与保呂川河身方
付替工事費調

（近代） ― 罫紙 1 小口金 6818 円 93 銭 5 厘勘定：

312 〔忌明挨拶〕 明治 44 年 10 月 21 日 俊郎拝→木舩衛門様 切紙 1 妻よね子逝去時の吊辞・香典御礼：封筒
「丹後国加佐郡新舞鶴町木舩衛門殿」「兵
庫県城崎郡日高村藤木俊郎／明治四十年
月日」

313 〔印鑑用紙〕 （近代） 京都府加佐郡餘部町字→ 切紙 1：印刷
314 歯磨粉製法 （近代） ― 罫紙 1 エレサンカリ・キナヒ粉末使用、歯が黄

色の場合木炭粉末混合：9-314 ～ 318
包紙「参考書類／カナダバンクウバ日本
領事館」一括、「住友肥料種類成分表」
再利用

315 〔探幽・師直等号数金
額書上〕

（近代） ― 折紙 1 合計 39 円 50 銭：

316 〔前相国玉英叟等法名
書上〕

（近代） ― 一紙 1 合計 8 名：

317 五徳大豆粕 （近代） 製造所兵庫県武庫郡今津村
東濱平野大豆工業株式会社
→

一紙 1 理想的大豆肥料、賞牌 6 つ受領：

318 万葉集 （近代） ― 切紙 1 よみ人しらず、人丸各 1 首写：
319 〔紙片〕 （近代） ― 切紙 1 印字「清水照造」：中央断裂
320 〔書簡〕 （近代）35 年 4 月 27

日
小林正夫→木舩衛門様貴下 継紙 1 先日送付桑苗の内凋枯の場合後苗送付、

桑苗育成法解説：封筒「タンゴ加佐郡倉
梯村字溝尻木舩衛門様」「ハリマ印南郡
平荘村ノ内小畑小林正夫」

321 借用証書 明治 35 年 1 月 16 日 加佐郡倉梯村字溝尻借用人
木船衛門（印）、借用人木
船藤太郎→加佐郡有路上村
字北有路平野吉左衛門殿、
平野謙二郎殿

罫紙 1 借財整理のため 300 円借用：9-321 ～
323 封筒「受取書類及古勘定書もあり」
一括、「大正 7 年加佐郡畜産組合決算書」
再利用

322 慰問袋代金内訳 （近代） 区長→木舩衛門殿 罫紙 1 サラシ・タヲル・巻紙等合計 32 銭申受：
323 フオルマリン繰書 （近代） ― 罫紙 1 加佐郡組合・熊野郡組合・與謝郡役所各

金額：「京都府蚕糸同業組合連合会」用
箋

324 領収証 明治 42 年 11 月 5 日 加佐郡蚕糸同業組合長亀井
藤太郎（印）→新舞鶴町木
舩衛門殿

罫紙 1 返済金 36 円 66 銭受取：9-324 ～ 353 紙
縒一括

325 証 大正 7 年 6 月 29 日 木舟盛蔵（印）→木舩衛門
様

切紙 1 返済金 150 円受取：

326 記 （近代）4 月 30 日 新舞鶴大門通千歳橋東畳商
土井権太郎→木船様

切紙 1 表カヘ代 3 円 30 銭請求：

327 証 （近代）3 月 8 日 木船衛門代木船藤太郎（印）
→木船仁平殿

切紙 1 30 円借用：

328 記 （近代）7 月 20 日 田辺店→木船様 罫紙 1 碁盤覆等代金 80 銭受取：
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329 記 （近代）旧 6 月 19 日 高倉勘蔵→木舩衛門殿 切紙 1 元金 24 円・利子金 200 円受取：
330 〔宮講入費〕 大正 5 年 7 月 区長→木舟様 切紙 1 玄米・焼豆腐・白豆腐等代金 6 円 30 銭：
331 証 （近代）8 月 7 日 新舞鶴四條井上商店（印）

→上
切紙 1 硝子板 4 枚代金 80 銭受取：

332 記 （近代）34 年 6 月 18
日

谷口貴蔵（印）→木舩殿 継紙 1 蕪村 2 帳対一組代金 50 円のうち 40 円受
取：

333 北忠精算 （近代） ― 継紙 1 37 ～ 40 年分勘定書：
334 記 （近代）旧 6 月 27 日 村田寅吉→木舩貫次様 切紙 1 貸金元利 40 円 50 銭受取：
335 府立療病院精甲入院料

領収書
明治 38 年 4 月 22 日 京都府第弐支金庫（印）→

木舩ヒサ殿
切紙 1 入院料、その他諸費 15 円 64 銭：9-335

～ 340 封筒「丹後国加佐郡倉梯村字溝
尻木舩衛門殿」「山城国愛宕郡下鴨村字
渕上ノ町山崎義方／十二月廿二日」一括

336 〔領収証〕 （近代）4 月 20 日 京都府立療病院賄田中多吉
→南木舩様

切紙 1 塩昆布・綿入・腰巻等代金 59 銭：

337 〔領収証〕 （近代）3 月 20 日 京都府立療病院賄田中多吉
→南木舩様

切紙 1 綿入・ネル・ジバン等代金 1 円 20 銭：

338 〔領収証〕 （近代）3 月 31 日 京都府立療病院賄田中多吉
→南木舩様

切紙 1 綿入・ジバン・腰巻等代金 47 銭：

339 〔領収証〕 （近代）4 月 10 日 京都府立療病院賄田中多吉
→木舩様

切紙 1 塩昆布・綿入・肩掛け等代金 98 銭：

340 精甲等入院料領収書 明治 38 年 4 月 22 日 京都府本金庫（印）→木舩
ヒサ殿

切紙 1 入院料・特別薬品料等 10 日分 15 円 15
銭：

341 推定家督相続人廃除届 大正 6 年 5 月 届出人被相続人木舩衛門→ 罫紙 1 長男木船藤太郎病気により廃嫡判決確定：
9-341 ～ 344 封筒「京都府加佐郡舞鶴町
字溝尻拾八番戸木舩衛門殿」「京都市河原
町三条上ル二丁目弁護士尾崎保事務所」
一括

342 推定家督相続人廃除届 大正 6 年 5 月 4 日 木舩衛門→新舞鶴町長五藤
兵司殿

罫紙 1 長男木船藤太郎病気により廃嫡判決確
定：

343 〔連絡状〕 大正 6 年 5 月 1 日 弁護士尾崎保（印）→木舩
衛門殿

罫紙 1 長男木船藤太郎廃嫡決定届出用書類準備
要請：

344 判決正本 大正 6 年 3 月 23 日 京都地方裁判所裁判所書記
仙石秀文（印）→

冊子 1 被告長男木船藤太郎脊髄病により廃嫡決
定、原告木舩衛門、代理人弁護士尾崎保：

345 〔葉書〕 （近代）7 年 6 月 23 日 新舞鶴大門通千歳橋東詰竹
村乕吉→新舞鶴町字溝尻木
舟衛門様尊下

葉書 1 6 月分地料・家賃等勘定通知：9-345 ～
347 封筒「新舞鶴町字溝尻木舟衛門殿」「売
却証控其他書類在中／新舞鶴大門通千歳
橋東詰竹村虎吉／大正七年六月廿日」一
括

346 〔葉書〕 （近代）7 年 6 月 17 日 新舞鶴大門通千歳橋東詰竹
村乕吉→新舞鶴町字溝尻木
舟衛門様、同義太郎様

葉書 1 約束一件、来訪願：

347 〔売渡証等〕 大正 7 年 6 月 20 日 加佐郡新舞鶴町字溝尻拾八
番木船衛門→竹村乕吉殿

綴 1 不動産代金受取、登記申請一件報告：他
に「証」「保証書」等 5 点綴込

348 〔包紙〕 （近代） （印「京都一保堂」）→ 包紙 1
349 官報要誌号外府県制・

郡制
明治 23 年 5 月 19 日 発売所京都下立売小川東入

中西松香堂→
刊本 1 法律公布：表紙印「京都府加佐郡倉梯村

役場印」
350 〔俳句入門叢書抜粋写〕（近代） ― 冊子 1 類柑子中の「北の窓」等：
351 東方公益協会規約 （近代） ― 冊子 1 鎮守府起工に伴う劇変への対処目的、余

内以東有志者で組織：
352 契約証 明治 34 年 3 月 20 日 島内義雄代人白井勝悟（印

「勝悟」）、地主総代人木舩
又三郎（印）、他 4 名→

冊子 1 島内義雄と地主木舩又三郎他 21 名間の
地上権設定につき締結、遊郭地査定の場
合解除：

353 地上権設定契約書 明治 34 年 3 月 20 日 神戸市海岸通弐丁目九拾七
番邸地上権者島内義雄代人
白井勝悟（印「勝悟」）、京
都府加佐郡倉梯村大字溝尻
第弐拾番戸地主木船佐太郎

（印）、他 22 名→

罫紙
竪帳 1

島内義雄と地主木舩又三郎他 21 名間の
地上権設定につき締結、倉梯村大字溝尻
小字左弓田・祖母田・清水田・六反田坪
数合計 13802 坪：地図付
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354 所得決定額通知書 明治 44 年 8 月 10 日 舞鶴税務署長税務官芥澤秀

雄（印）→新舞鶴町字溝尻
木船衛門殿

一紙 1 第 3 種 700 円：9-354 ～ 466 包紙一括、
9-354 ～ 364 封筒「山城桃山／御銘茶小
売所／舞鶴竹屋町／支舗富鶴園」一括

355 領収証 大正 5 年 12 月 28 日 五条岸本（印「岸本」）→
木舩衛門殿

切紙 1 薬料 24 円 53 銭：

356 所得決定額通知書 大正 5 年 8 月 9 日 舞鶴税務署長副司税官長久
保得平（印）→新舞鶴町字
溝尻木舩衛門殿

切紙 1 第 3 種 850 円：9-355・357 挟込

357 通常為替金受領証書 （近代）5 年 6 月 24 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 7 円：

358 立替金覚 （近代）4 年 11 月 1 日 →木舩様 綴 1 小為替金受領証書・特殊郵便物受領証等：
359 〔葉書〕 （近代）4 年 9 月 5 日 東京下谷上野桜木町修禅院

内木船要太郎→京都府加佐
郡新舞鶴町木舩衛門様

一紙 1 学資金 10 円頂戴御礼：

360 通常為替金受領証書 （近代）5 年 2 月 24 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 22 円：

361 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）5 年 2 月 24 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木船要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

362 通常為替金受領証書 （近代）4 年 4 月 27 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→東京下谷

切紙 1 24 円：

363 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 4 月 27 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木船要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

364 為換願 大正 4 年 4 月 27 日 木舩衛門→ 一紙 1 要太郎へ為替 24 円送金：
365 通常為替金受領証書 （近代）4 年 12 月 13

日
（印「衣棚丸太町」）→ 切紙 1 11 円 50 銭：9-389 に 9-365 ～ 388 挟込

366 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 3 月 26 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木船要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

367 小為替金受領証書 （近代）4 年 7 月 28 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 8 円：

368 通常為替金受領証書 （近代）4 年 3 月 26 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→東京浅草須賀町

切紙 1 13 円：

369 小為替金受領証書 （近代）4 年 1 月 28 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 8 円：

370 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 6 月 24 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木船要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

371 通常為替金受領証書 （近代）4 年 6 月 24 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→浅草須賀町

切紙 1 13 円：

372 〔納税済証〕 大正 4 年 ― 切紙 1 上半期府税戸数割及町税第一期戸別割：
373 〔第 4 回籤〕 大正 4 年 ― 切紙 1 同年 5 月 22 日に本町掲示場にて公告発

表：
374 記 大正 4 年 5 月 2 日 城丹蚕業講習所会計係（印）

→木舩衛門殿
切紙 1 真綿代 5 円 30 銭受取：

375 通常為替金受領証書 （近代）4 年 9 月 3 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 10 円：

376 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 9 月 3 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木舩要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

377 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 1 月 28 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→木船要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：

378 通常為替金受領証書 （近代）43 年 12 月 6
日

新舞鶴郵便局（印）→丹後
宮津

切紙 1 9 円：

379 小為替金受領証書 （近代）4 年 6 月 28 日（印「京都綾部」）→ 切紙 1 4 円：
380 通常為替金受領証書 （近代）4 年 8 月 25 日（印「新舞鶴（郵便局）」）

→
切紙 1 14 円：

381 小為替金受領証書 （近代）4 年 5 月 26 日（印「京都衣棚丸太町」）→ 切紙 1 8 円：
382 通常為替金受領証書 （近代）5 年 1 月 7 日（印「新舞鶴（郵便局）」）

→
切紙 1 14 円：

383 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 5 月 26 日（印「衣棚丸太町」）→木船
要太郎

切紙 1 郵便料 10 銭：
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384 通常為替金受領証書 （近代）3 年 11 月 25

日
（印「新舞鶴（郵便局）」）
→下谷坂本町

切紙 1 20 円：

385 特殊（通常小包）郵便
物受領証

（近代）4 年 9 月 26 日（印「衣棚丸太町」）→木船
要太郎

綴 1 郵便料 10 銭、小為替金受領証書で木舩
要太郎へ 8 円送金：

386 通常為替金受領証書 （近代）5 年 5 月 22 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 10 円：

387 通常為替金受領証書 （近代）5 年 4 月 25 日（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 12 円：

388 小為替金受領証書 （近代）44 年 12 月 4
日

（印「新舞鶴（郵便局）」）
→

切紙 1 4 円：

389 〔書簡〕 （近代） 要太郎→祖父上様 罫紙 1 1 年間学資金の内夏季休暇分差引 70 円
支払願：

390 記 （近代）9 月 4 日 新舞鶴大門通砂糖・メリケ
ン粉・掛菓子類・乾物類卸
商木下商店→御上様

一紙 1 32 円 56 銭請求：9-391 に挟込

391 記 （近代）9 月 7 日 新舞鶴大門通吾妻家御旅
館、御料理橋本くすゑ→上

一紙 1 茶料 10 円受取：

392 〔葉書〕 （近代）6 月 5 日 木舩衛門→京都市丸太町か
らすま通蚕糸同業組合連合
会石川春六殿

葉書 1 通信面黒塗：

393 〔切紙〕 （近代） ― 切紙 7 書込なし：包紙「大正六年二月十三日郵
便一銭五厘葉書二百枚」一括

394 〔白紙〕 （近代）41 年 9 月 13
日

― 切紙
16

書込なし：封筒「丹後国新舞鶴町木舩衛
門殿」「京都嵯峨嵐山倶楽部」一括

395 〔ボール紙〕 （近代） ― 切紙 1 書込なし：
396 〔坪数書上〕 （近代） ― 罫紙 1 920 坪 3 合 5 勺、1 年 140 円 76 銭：

紙背に前後欠書簡
397 〔土地坪及所有者書上〕（近代） ― 折紙 1 稲葉音次郎、山本多次郎、平崎しげ、吉

岡熊蔵：
398 〔書簡〕 （近代）8 日 藤太郎→義太郎殿 罫紙 2 ミシン売却一件につき金額説明：9-398

～ 403 封筒「新舞鶴町木舟衛門様」「同
郡峯山町石田荘蔵」一括

399 〔書簡〕 （近代）22 日 いし田→父上様 罫紙 1 差出人親類の平野氏代議士候補確定：前
欠

400 〔書簡〕 （近代）19 日 いし田拝→木舟父上様 罫紙 1 兄事件気掛り：
401 〔書簡〕 （近代）1 月 12 日 石田荘蔵→木舟義太郎殿 罫紙 1 兄ミシン売却の件：
402 〔書簡〕 大正 4 年 1 月 15 日 山崎義方→木舩義太郎殿机

下
綴 1 藤太郎君ミシン転売の件詳細：

403 〔書簡〕 17 日 義太郎→兄上様 切紙 1 藤太郎一件氷解につき報告：
404 貸地料金通・金銭受取

通
昭和 7 年 1 月 5 日 木船要太郎→倉梯松太郎殿 一紙 1 宅地 28 坪 2 合、1 ヶ月 1 円 55 銭約定：

405 市街地料並家債取立帳 昭和 8 年 1 月 木船姓→ 横帳 1 大門通・高千穂通等借主ごとに記載：
406 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社→ 葉書 1 明治 37 年 3 月 10 日午前 9 時過駆逐艦

戦闘光景：9-406・407 包紙「明治三十
七八年戦没海軍記念日／第三回水交社祝
賀会記念絵葉書／光村合資会社印行」一
括

407 〔絵葉書〕 （近代） 光村合資会社→ 葉書 1 明治 38 年 5 月 27 日 8 時 15 分包囲襲撃
光景：

408 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 北海道函館港：
409 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 越後新潟萬世橋、「賀正」：
410 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 相州江ノ島：
411 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 京都嵐山渡月橋：
412 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 長崎港：
413 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 陸前松島ノ景：
414 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 二重橋（東京名所）：
415 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 九段靖国神社（東京名所）：
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416 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 浅草観音前二王門（東京名所）：
417 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 四天王寺：
418 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 名古屋城：
419 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 2 阿古漕平次の塚：紙縒一括
420 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 場所不明、五重塔、池：
421 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 日光陽明門：
422 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 大阪櫻之宮：
423 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 周防錦帯橋：
424 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 東京二重橋：
425 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 場所不明、山門：
426 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 中村雁次郎：色付
427 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 喜多村綠郎：色付
428 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 片岡我童：色付
429 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 日光陽明門：色付
430 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 桑港震災之惨状（其一）：色付
431 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宇治平等院：色付
432 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 安芸嚴島神社：色付
433 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 実川延二郎：色付
434 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢山田外宮神苑前山田ホテル宇仁館楼

上より：裏打紙外れ、紙縒一括
435 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢山田外宮神苑前旅宿宇仁館：裏打紙

外れ、紙縒一括
436 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 隅田川ノ景（東京名所）：
437 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 芝公園（東京名所）：
438 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 中村芝翫：色付
439 〔絵葉書〕 （近代） 大阪石版会社、多木製肥所

→
葉書 1 肥料工場画：袋「絵はがき／多木製肥所」

440 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 庭内全面の景：9-440 ～ 444 包紙「日光
神山旅館」一括

441 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 金看板御すしや弥助宅景：
442 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 維盛卿黒髪塚、権太手植の梅：
443 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 日光神山旅館：
444 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 日光神山旅館：
445 〔絵葉書〕 （近代） 東京阪本弘文館→ 葉書 1 安芸の厳島：
446 〔絵葉書〕 （近代） 丹後宮津中川写真部→ 葉書 1 宮津山嘉旅館別荘：9-446 ～ 448 包紙「絵

はかき／丹後宮津港山嘉旅館別荘」一括
447 〔絵葉書〕 （近代） 丹後宮津中川写真部→ 葉書 1 第一艦隊天の橋立：
448 〔絵葉書〕 （近代） 丹後宮津中川写真部→ 葉書 1 宮津山嘉旅館別荘：
449 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市

松尾寺→
葉書 1 鐘楼及鳥羽天皇手植銀杏大樹、源頼光祈

願文：9-449 ～ 454 封筒「西国第廿九番
霊場／伽藍及国宝絵はがき／東舞鶴市青
葉山松尾寺」一括

450 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市
松尾寺→

葉書 1 仁王門：

451 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市
松尾寺→

葉書 1 客殿及小方丈：

452 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市
松尾寺→

葉書 1 後陽成天皇御宸翰等、国宝：

453 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市
松尾寺→

葉書 1 大師堂及宝筺印塔：

454 〔絵葉書〕 昭和 14 年 8 月 7 日 西国第廿九番霊場東舞鶴市
松尾寺→

葉書 1 勅使門：

455 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 ダンス風景：9-455 ～ 458 包紙一括、色
付

456 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 夜逃げ風景：色付
457 〔絵葉書〕 （近代） 大坂松屋町法令館→ 葉書 1 草花：色付
458 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 女学生：色付
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459 〔書簡〕 （近代）4 年 5 月 20 日 石田→木舩父上様 罫紙 1 早田という人物の言評虚否取調問合のと

ころ同封早田書簡到来、実否判断願：9-
459・460 封筒「加佐郡新舞鶴町木舩衛
門様」「中郡峯山町石田荘蔵」一括

460 〔書簡〕 （近代）4 年 5 月 20 日 早田秀次郎→石田荘蔵殿 罫紙 1 牛肉店婦人の件弁明：封筒「中郡峯山町
石田荘蔵様」「京都市二条通柳馬場西入
早田秀次郎／五月廿日」

461 京鶴鉄道に関する事実 明治 26 年 2 月 14 日 大阪市会議長森作太郎、京
都市会議長中村栄助→

刊本 1 軍事・経済面での京鶴線必要性説明：

462 大日本鉄道名所独案内 明治 40 年 12 月 15 日 発行兼印刷大阪市榎本松之
助→

折本 1 東北～九州・台湾・韓国路線：包紙

463 〔絵葉書封筒〕 （近代） ― 封筒 1 中身なし：
464 〔坪数・名前書上〕 （近代） ― 切紙 1 大柳様 43 坪 6 合 5 勺、三浦様 35 坪 7 合：
465 〔養蚕施設図面〕 （近代） ― 切紙 1 蚕糸講習所関係移転・新築図面：
466 硯箱 ― ― 物品 1 筆、硯、朱硯セット：
467 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 伊勢山田外宮前山田ホテル宇仁館楼上よ

り神苑眺望：裏打紙外れ
468 目録 昭和 7 年 4 月 1 日 京都府蚕糸同業組合連合会

→故木船衛門殿
一紙 1 花瓶 1 個贈呈：包紙

469 〔木工細工〕 ― ― 物品 1 植物図：破損
470 〔粉薬〕 （近代） 新舞鶴町大門通七条東海側

薬剤師山本文顕薬局→
物品 1 中身なし：紙袋

471 紙入書状用便 明治 10 年 6 月 26 日 編緝・出版人青木輔清→ 刊本 1 郵便価格表等、書状使用語録：表紙に「木
船庄蔵」他墨書

472 結婚仮控 （近代） ― 横半帳
1

扇子・食事等収支書付、木舩定次郎：裏
紙「大正八年農商務省新設に関する議案」
等印刷物利用

473 御献立 明治 27 年 3 月 18 日 山本儀兵衛→ 継紙 1 引渡し三宝～御茶詳細、千秋万亀楽：糊
はがれ、包紙

474 庭造伝 文政 9 年丙戌 5 月吉日 岩佐氏安光（花押）→ 写本 1 築山山水・立石・植樹等作庭方法、図説、
明治 24 年木船明義求：（印「林蕃」）

475 〔郵便代控〕 （近代） ― 切紙 1 普送・書留各匁代金：
476 可笑記巻二 延宝元年 山田氏権主→ 版本 1 仮名草子：水損、「やまた作太郎」署名
477 日誌 （近代）34 年 3 月 24

日
木舩→ 冊子 1 金銭出入帳：鉛筆書

478 草書淵海 延宝（3 年）乙卯 2 月 華朝訥齋田宗堅甫→木舩姓 版本 1 書道書：裏表紙墨書「木船蔵書」
479 草書法要　上 （近世） 江都書売青藜閣（印）→木

舩衛門
版本 1 諸名家の草体類聚：裏見返墨書「木船義

智」
480 草書法要　下 文化 14 年丁丑 6 月 七十九翁君山小野鼎識、書

林青藜閣江戸浅草茅町二町
目須原屋伊八→木舩衛門

版本 1 諸名家の草体類聚：裏見返墨書「木船義
智」

481 仮名類纂 嘉永 7 年寅 12 月 関根江山菅原太可羅輯→ 版本 1 真字である仮名で国詞記す：題箋外れ
482 〔香奠返記録〕 （近代） ― 横帳 1 金額ごとに返礼品及相手氏名：熨斗紙等

裏紙使用
483 ものさし ― ― 物品 1 5 寸、木製：9-483 ～ 542 紙箱で一括
484 ものさし ― ― 物品 1 5 寸、木製：
485 〔書簡〕 （近代）12 月 22 日 池田梶五郎→木船衛門様 継紙 1 村田氏契約地仮登記未着手、約定内容提

案、鎮守府土地契約に関する書状ヵ：
486 生花之巻 （近代） ― 継紙 1 小堀遠州の文章の筆写：
487 〔絵葉書〕 （近代） 四四美術工芸会発行→ 葉書 1 木島櫻谷筆「若葉の山（右）」：9-487 ～

489 封筒「文部省第五回美術展覧会出品
絵葉書／株式会社審美書院印行」一括

488 〔絵葉書〕 （近代） 画報社発行→ 葉書 1 谷口香嶠氏筆「羅浮」：
489 〔絵葉書〕 （近代） 画報社発行→ 葉書 1 竹内栖鳳筆「雨」：
490 〔絵葉書〕 （近代）2 年 10 月 11

日
― 葉書 1 城丹蚕業講習所製糸部生徒実習：9-490

～ 492 封筒「城丹蚕業講習所記念絵葉書」
一括、創立 20 年記念スタンプ
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491 〔絵葉書〕 （近代）2 年 10 月 11

日
― 葉書 1 城丹蚕業講習所外観：創立 20 年記念ス

タンプ
492 〔絵葉書〕 （近代）2 年 10 月 11

日
― 葉書 1 城丹蚕業講習所養蚕部生徒実習、川鉄橋

側で作業：創立 20 年記念スタンプ
493 〔絵葉書〕 （近代）42 年 11 月 3

日
大日本蚕業講習会発行、京
都百木書籍部製→

葉書 5 京都蚕業講習所外観、本会顧問 2 名写真：
9-493 ～ 494 封筒「京都蚕業講習所開
所拾年紀念絵葉書／発行所京都百木製作
所書籍部／大日本蚕業講習会」一括、京
都蚕業講習所スタンプ

494 〔絵葉書〕 （近代）42 年 11 月 3
日

京都百木製作所発行→ 葉書 5 女子部、製糸部、男性 1 名：京都蚕業講
習所スタンプ

495 〔絵葉書〕 （近代） 名古屋開府三百年祭紀念会
発行、東京神田泰文社印刷
→

葉書 1 樹木図様：9-495・496 封筒「名古屋開
府三百年祭紀念エハガキ乙種」一括

496 〔絵葉書〕 （近代） 名古屋開府三百年祭紀念会
発行、東京神田泰文社印刷
→

葉書 1 市街地風景、藩祖義直公、加藤市長：

497 〔絵葉書〕 （近代）6 月 2 日 愛知県協賛会発行、東京神
田泰文社印行→

葉書 1 男性 2 名写真、鳳凰図様：封筒「第十回
関西府県連合共進会／記念絵葉書／愛知
県協賛会発行」、スタンプ「褒賞授与式
／第十回関西府県連合共進会」

498 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 京都栂ノ尾：9-498 ～ 503 封筒「京都高
雄もみし」一括、スタンプ「洛西高雄山
探勝紀念」

499 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 京都槙ノ尾：スタンプ「洛西高雄山探勝
紀念」

500 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 京都高雄風俗：スタンプ「洛西高雄山探
勝紀念」

501 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 京都槙ノ尾土橋：スタンプ「洛西高雄山
探勝紀念」

502 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 保津川鉄橋：スタンプ「洛西高雄山探勝
紀念」

503 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 京都栂ノ尾渓間の景：スタンプ「洛西高
雄山探勝紀念」

504 〔絵葉書〕 （近代）3 年 3 月 25 日 八鹿町鈴木純一→丹波国加
佐郡新舞鶴町木船衛門様

葉書 1 先日出張御礼、蚕室兼用寄宿舎写真：

505 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宇治茶摘風俗：9-505 ～ 507 封筒「宇
治風景（印）」一括

506 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宇治平等院鳳凰堂：
507 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 1 宇治橋：
508 〔絵葉書〕 （近代）6 月 5 日 愛知県協賛会発行、東京神

田泰文社印行→
葉書 1 西洋式建築物外観：封筒「第十回関西府

県連合共進会記念絵葉書／愛知県協賛会
発行」、スタンプ「第十回関西府県連合
共進会」

509 〔絵葉書〕 （近代）12 月 13 日 綾部厚知大島→丹後国新舞
鶴町字溝尻連合会長木船衛
門様貴下

葉書 1 安国寺開山塔写真、京都行き、高木銀行
の件報告：

510 〔絵葉書〕 （近代） 岩井温泉ニテ平野拝→丹後
新舞鶴字溝尻木船衛門様

葉書 1 因州岩井温泉東源寺写真、近況報告：

511 〔絵葉書〕 （近代）1 年 5 月 28 日 相楽郡ニテ同人→丹後加佐
郡新舞鶴町字溝尻木船衛門
殿

葉書 1 笠置山記念碑写真、帰宅予定報告：

512 〔絵葉書〕 （近代）2 年 12 月 12
日

西成郡粉濱むら坂根重太郎
→丹後新舞鶴溝尻木船衛門
様

葉書 1 和歌の浦根上り松写真、亡祖父記念品御
礼：
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513 〔絵葉書〕 （近代） 上田太行堂製→ 葉書 1 花の上田公園（信州）：9-513 ～ 515 封

筒「上田旅舎組合／絵はがき／信州小縣
上田町旅舎営業上村半左衛門」一括

514 〔絵葉書〕 （近代） 上田太行堂製→ 葉書 1 上田蚕糸専門学校（信州）：
515 〔絵葉書〕 （近代） 上田太行堂製→ 葉書 1 上田蚕糸専門学校（信州）：
516 〔絵葉書〕 大正 2 年 10 月 15 日 東京吉田製版印行→ 葉書 1 上田蚕糸専門学校開校式紀念、外観描画：

封筒「大正二年十月十五日／開校式紀念
絵葉書／上田蚕糸専門学校」

517 〔絵葉書〕 大正 2 年 10 月 15 日 東京吉田製版印行→ 葉書 1 蚕児飼育、収繭：9-517 ～ 519 封筒「上
田旅舎組合／絵はがき／信州小縣上田町
旅舎営業上村半左衛門」一括、9-517・
518 封筒「大正二年十月十五日／開校式
紀念絵葉書／上田蚕糸専門学校」一括

518 〔絵葉書〕 大正 2 年 10 月 15 日 東京吉田製版印行→ 葉書 1 外観正面、針塚校長写真：
519 〔絵葉書〕 大正 2 年 10 月 15 日 東京吉田製版印行→ 葉書 1 絹糸紡績工場：封筒「大正二年十月十五

日／開校式紀念絵葉書／上田蚕糸専門学
校」

520 〔絵葉書〕 （近代）4 年 11 月 10
日

逓信省発行→ 葉書 1 即位礼紫宸殿御式場図：9-520 ～ 524 封
筒「万歳／御大典記念絵葉書／京都御大
典奉祝記念会発行」一括、スタンプ「大
礼記念／万歳／京都峰山」

521 〔絵葉書〕 （近代）4 年 11 月 10
日

逓信省発行→ 葉書 1 太平楽図：スタンプ「大礼記念／万歳／
京都峰山」

522 〔絵葉書〕 （近代）4 年 ― 葉書 1 新天皇・新皇后写真：
523 〔絵葉書〕 （近代）4 年 ― 葉書 1 悠紀殿、主基殿、二条離宮：
524 〔絵葉書〕 （近代）4 年 ― 葉書 1 紫宸殿：
525 〔商品票〕 （近代） 大日本周防国宮市津守商会

本店→
一紙 1 Sweet Cake Sononotsuyu、裏面僧侶図：

526 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 3 三重塔及本堂：9-526 ～ 530 封筒「鹿原
山金剛院参拝紀念絵葉書／（国宝・境内）
五枚組」一括、スタンプ「鹿原山金剛院
参拝紀念」

527 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 3 国宝阿弥陀仏像：スタンプ「鹿原山金剛
院参拝紀念」

528 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 3 山門遠景：スタンプ「鹿原山金剛院参拝
紀念」

529 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 3 安阿弥作国宝深沙大王像、安阿弥作国宝
執金剛神像：スタンプ「鹿原山金剛院参
拝紀念」

530 〔絵葉書〕 （近代） ― 葉書 3 真如親王筆国宝弘法大師像、唐顔輝筆国
宝薬師十二神将像：スタンプ「鹿原山金
剛院参拝紀念」

531 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、田中頼璋筆
四季山水：9-531 ～ 538 封筒「京都府新
舞鶴町字溝尻木舩衛門様／絵ハガキ八枚
在中」「東局ナカ電信隊第二中隊要太郎
／十月二十一日」一括

532 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、田中頼璋筆
四季山水：9-531 と同名別画

533 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、田中頼璋筆
四季山水：9-531 と同名別画

534 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、田中頼璋筆
四季山水：9-531 と同名別画

535 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、平福百穂筆
牛：

536 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21
日

― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、平福百穂筆
牛：9-535 と別幅
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537 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21

日
― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、尾竹國觀筆

磯：
538 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 21

日
― 葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、尾竹國觀筆

磯：9-538 と別幅
539 〔絵葉書〕 （近代）3 年 3 月 21 日 東京上野にて井尻生拝→京

都府加佐郡新舞鶴町木船衛
門殿

葉書 1 出品展示参列、審査用選繭完済見込、洋
館外観・男性 4 名写真：

540 〔絵葉書〕 （近代）27 日 宮津町波路木船ゆう→加佐
郡新舞鶴町字溝尻木船衛門
様

葉書 1 着津報告、屋島古戦場旧跡那須与一駒立
石写真：

541 〔絵葉書〕 （近代）7 年 10 月 24
日

東京府下中野電信隊第二中
隊木船要太郎→京都府加佐
郡新舞鶴町木船衛門様

葉書 1 第 12 回文部省美術展覧会、田中頼璋筆
八嶽四景（其 2）、文展観覧報告：

542 御ゑはがき （近代） ― 包紙 1 中身なし：
543 京都府下第九回蚕糸共

進会出品繭審査得点平
均成績表

（近代） ― 一紙 1 春蚕黄繭、郡別一覧：

544 京都府下第九回蚕糸共
進会出品繭審査得点平
均成績表

（近代） ― 一紙 1 春蚕白繭、郡別一覧：

545 京都府下第九回蚕糸共
進会出品繭審査得点平
均成績表

（近代） ― 一紙 1 秋蚕繭、郡別一覧：

546 繭入賞一覧表 （近代） ― 一紙 1 郡別等級：
547 蚕種入賞一覧表 （近代） ― 一紙 1 郡別等級：
548 送記 （近代）6 月 16 日 基蔵→木船衛門様 継紙 1 納金 76 円 20 銭 4 厘送付：破れ
549 忌明ニ付諸事心覚 （近代） ― 横帳 1 献立、忌中・忌明季資額：
550 〔書簡〕 （近代）10 年 9 月 30

日
要太郎→祖父上様、祖母上
様

罫紙 1 洪水見舞・病気見舞、会社や将来につい
て：封筒「京都府新舞鶴町木舩衛門様内
祖父母上様」「福岡県戸畑町旭ガラス会
社木船要太郎／九月三十日」

551 〔書簡〕 （近代）31 日 直→御姉上様 継紙 1 祖父逝去報告、帰宅日取連絡願：
552 〔土地貸借書付〕 （大正 11 年ヵ） ― 横帳 1 坪数、期間、名前、期限、借地簿ヵ：「農

家智識発達程度調査表」転用
553 〔書簡〕 大正 4 年 4 月 6 日 平野謙二郎、同政蔵→木舩

様
切紙 2 返礼品として鹿猪部料・松魚（鰹）・陶

器送付につき受取願、別紙追而書：封筒
「木舩衛門様」「大正四年四月六日／丹後
国加佐郡有路上村平野謙二郎」

554 記念 （近代） 京都府加佐郡蚕糸同業組合
→故木船衛門殿

包紙 2 中身なし：

555 〔筆記道具一式〕 （近代） ― 物品 1
セット

筆・墨・万年筆・煙管等：箱「紙函製造
丹波福知山町大辻永寿堂」一括

556 〔感謝状〕 明治 31 年 4 月 4 日 豊国会会長侯爵黒田長成
（印）→木舩衛門殿

一紙 1 豊太閤墳墓修理・300 年祭挙行事業へ 3
円寄付：9-556 ～ 572 一括

557 〔褒状〕 明治 34 年 12 月 28 日 京都府知事従四位勳三等高
﨑親章（印「京都府知事之
印」）→京都府平民木舩衛
門

一紙 1 加佐郡倉梯村役場建築費へ 10 円寄付に
つき木杯下賜：

558 神宮教京都本部賞状第
三等

明治 27 年 11 月 神宮教京都本部長大教正篠
田時化碓（印「神宮京都本
部長之印」）→丹後国加佐
郡倉梯村大麻事務取締木舩
衛門

一紙 1 大麻頒布事務功労につき木杯寄贈、益々
奮励し大麻頒布方法確定希望：

559 承認状 明治 28 年 2 月 7 日 海軍省経理局長海軍主計総
監正五位勳三等川口武定

（印「海軍省経理局長之印」）
→木舩衛門殿

一紙 1 軍資金として 2 円献納につき中央金庫へ
納付：
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560 褒賞 明治 36 年 12 月 8 日 京都府加佐郡農会（印「京

都府加佐郡農会印」）→加
佐郡倉梯村木船衛門

一紙 1 第一回園芸品共進会にて審査長農学士木
村艮の薦告により柿二等賞授与：

561 承認状 明治 28 年 3 月 16 日 陸軍恤兵監陸軍騎兵大佐正
六位勲四等大蔵平三（印「陸
軍恤兵監長印」）→木舩衛
門殿

一紙 1 軍資金として 2 円献納につき中央金庫へ
納付：

562 〔感謝状〕 明治 31 年 12 月 20 日 京都府知事従三位勳三等内
海忠勝（印）→京都府丹後
国加佐郡倉梯村木舩衛門

一紙 1 小学校建築費 7 円寄付：

563 褒賞 明治 31 年 12 月 26 日 加佐郡倉梯村農（印「加佐
郡倉梯村農会印」）→加佐
郡倉梯村字溝尻木舩衛門

一紙 1 審査長香川兵吉の薦告により麦一等賞授
与：

564 褒賞 明治 32 年 1 月 13 日 京都府加佐郡農会（印「京
都府加佐郡農会印」）→加
佐郡倉梯村木船衛門

一紙 1 審査長木村艮の薦告により麦四等賞授与：

565 褒賞 明治 32 年 1 月 13 日 京都府加佐郡農会（印「京
都府加佐郡農会印」）→加
佐郡倉梯村木舩ゆう

一紙 1 審査長木村艮の薦告により柿五等賞授与：

566 褒賞授与証 明治 31 年 3 月 19 日 事務長従五位勲五等山田春
三（印「京都府農会農産共
進会事務長之印」）→丹後
国加佐郡倉梯村木舩ユウ

一紙 1 審査部長坂邉運之助と審査長従七位農学
士佐藤代吉の薦告により白柿四等賞授与：

567 〔賞状〕 明治 19 年 8 月 21 日 京都府知事従五位勲四等北
垣國道（印「京都府知事北
垣國道印」）→加佐郡溝尻
村木舩衛門

一紙 1 京都府加佐郡繭糸共進会での繭四等賞授
与：

568 賞状 明治 23 年 8 月 12 日 京都府知事従四位勳三等北
垣國道（印「京都府知事北
垣國道」）→京都府加佐郡
倉梯村字溝尻木舩衛門

一紙 1 審査長真名井純一の薦告により繭三等賞
授与：

569 〔賞状〕 明治 38 年 12 月 10 日 京都府知事従三位勳二等大
森鍾一（印「京都府知事之
印」）→京都府加佐郡倉梯
村木舩衛門

一紙 1 京都府園芸品評会審査長従五位鏡保之助
の薦告により柿一等賞授与：

570 〔褒賞〕 明治 27 年 9 月 1 日 平安遷都千百年紀念祭協賛
会総裁大勲位熾仁親王（印

「平安遷都紀念祭協賛会総
裁印」）、平安遷都千百年紀
念祭協賛会会長従三位公爵
近衛篤麿（印「平安遷都紀
念祭協賛会会長印」）→木
舩衛門氏

一紙 1 平安遷都 1100 年紀念祭協賛会へ 10 円
寄付により紀念白銅牌贈与：

571 謝状 明治 38 年 9 月 23 日 京都府蚕糸同業組合連合会
組長波多野鶴吉（印「京都
府蚕糸同業組合連合会組長
波多野鶴吉」）→木舩衛門
殿

一紙 1 創立 20 年紀念式に際して組合での功労
称讃：

572 賞状 明治 32 年 3 月 30 日 大日本農会会頭大勲位功二
級彰仁親王（印「大日本農
会会頭之印」）→京都府加
佐郡倉梯村木船衛門

一紙 1 第 34 回農産品評会の薦告により稞麦（コ
ビンカタゲ）六等賞授与：
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1 〔家相図〕 ― ― 続紙 1 方位、「是より北へ登る事七面山へ」「是

ヨリ南へ忠治へ行ク事」、貼紙「本平野
書類ナリ」：10-1 ～ 11 柳籠一括、蓋に

「木船氏」、容器に「市場市場氏太右衛門」
の墨書、墨・鉛筆・朱線、貼紙

2 加佐郡西大浦村字佐波
賀下石原猶吉宅相

― ― 続紙 1 住宅、蔵、塀の図、正針龍向ノ八分向・
坤ノ正当・貴子を生ス」等記載：墨・鉛筆・
朱線

3 〔家相図〕 ― ― 続紙 1 方位、住宅の図、間取り詳細：墨・鉛筆・
朱線、貼紙

4 〔家相図〕 ― ― 続紙 1 塀、住宅、離れの図、方位：墨・鉛筆・
朱線

5 大俣村岩田誼太郎宅相 ― ― 続紙 1 塀、住宅、離れの図：裏に別家図面（廣
小路・丹波町通沿い）、墨・鉛筆・朱線

6 〔白紙〕 ― ― 続紙 1 内容なし：
7 〔岩崎治三郎家間数覚〕― ― 一紙 1 旧前 17 間半、新主 7 間半、中口奥、天

保 11 年：10-8 と関連
8-1 〔家相図〕 ― ― 続紙 1 住宅、塀、方位、「本命星干支納音／天

保十一年庚子七十二歳七赤金兌命壁上
土生父」等：墨・鉛筆・朱線、岩崎治
三郎分覚書挟む、10-7 と関連

8-2 方位考訂書 明治 44 年芒種月日 木船明義（印）→岩崎治三
郎雅君

切紙 1 始の月より 35 日を経過せざる様に毎月
正寝から亥～丑の方は土反払い、戌亥
の方は土置べし、土用中は勤土を必ず
除くべし：10-7 と関連

9 家相方位吉格之図 ― 木船明義（印）→岩崎治三
郎雅君

続紙 1 住宅詳細間取り、塀、門、土蔵、離れ、
方位：封筒、墨・青・朱線

10 家相転調之図 ― 木船明義（印）→山田仲蔵
雅君

続紙 1 住宅間取り、寸法、方位、門、塀：封筒、
墨・青・朱線

11 〔家相図〕 天保 13 年壬寅 11 月
吉日

東易河瀬哲江→ 続紙 1 住宅間取り、門、塀、土蔵、味噌蔵、米庫、
方位：墨・朱線
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1 明治以呂波早引全 明治 32 年 7 月 1 日 編集者田中正治郎、発行者・

印刷者中村浅吉、発行者風
月庄左衛門→

刊本 1 京都風祥堂、いろは順語句集：裏表紙「倉
梯三尋常卒業記念、木船蔵書」墨書

2-1 書画必携名家全書序目 文久紀（元）年酉冬 六十八才大倉法橋識（花押）
→

刊本 1 文久元年 3 月清斎主人記、万宝書画全書
目録、石川丈山・泉仲愛・伊藤仁斎等い
ろは順：11-2-1 ～ 7 包一括、表紙内「鍳
定便覧／同盟書房」

2-2 万宝書画全書巻一 ― ― 刊本 1 儒家之部、藤原惺窩、石川丈山等各人の
経歴・印・花押等：表紙「一」墨書

2-3 万宝書画全書巻二 ― ― 刊本 1 儒家之部、宇野士新、中西淡渕等各人の
経歴・印・花押等：表紙「二」墨書

2-4 万宝書画全書巻三 ― ― 刊本 1 画家之部、藤原基光、狩野岡等各人の経
歴・印・花押等：表紙「三」墨書

2-5 ■■家全書四（万宝書
画全書巻四）

― ― 刊本 1 画家之部、彭城百川、池野大雅等各人の
経歴・印・花押等：表紙「四」墨書、表
紙貼紙一部有

2-6 万宝書画全書巻五 ― ― 刊本 1 書之部、織田信長公、豊臣秀吉公等各人
の経歴・印・花押等：表紙「五」墨書

2-7 書画必携名家全書六
（万宝書画全書巻六）

嘉永 7 年寅春 川喜多眞一郎編、京三條高
倉東出雲寺文治郎、同二條
堺町西林芳兵衛、他 8 名→

刊本 1 書之部、僧空海、同兀庵等各人の経歴・
印・花押等：表紙貼紙、裏表紙「祝文演
説八千題」（左右反転）

3 両宮御宝物略記 明治 23 年 1 月 21 日 著作者兼発行者三重県平民
矢野英七、印刷者奈良県平
民西川八百蔵、発兌元滋賀
県平民山中伊三郎、印行所
三重県津市大字塔世町北村
活版所→

刊本 1 伊勢両宮の宝物一覧、御蓋・大刀・盾・
弓等、定価金 6 銭：

4-1 鴻儒皆川淇園 明治 41 年 6 月 13 日 発行兼編集者淇園会代表者
垂水新太郎、発行所淇園会、
印刷人中川育二郎→

刊本 1 淇園会趣旨及組織、賛助人名録、会状況、
演説筆記等、編集者川嶋元次郎、柴田
忠克、井内義一：11-4-1 に 11-4-2 挟込

4-2 淇園先生遺芳 明治 41 年 6 月 13 日 編集者京都府南桑田郡河原
林村茨木靜山、発行所京都
府南桑田郡議事堂内淇園会
→

折紙 1 押印 23 個：

5 水府公献策上下 9 月 19 日 舞鶴町字竹屋四十九番戸木
舩明義所持（印）（印）→

冊子 1 関東東照宮、邪宗門御制禁以来天下一統
宗門御改等：裏表紙見返「嘉永七甲寅歳
臘月初浣浪花出勤中於旅亭山鶴写尾之／
小川之興」

6 写真版真景伊勢名所 明治 34 年 4 月 20 日 編集兼発行人小俣齋三郎、
印刷者・発行者若杉久五郎
→

刊本 1 神都案内緒言、会心堂主人著、内宮・外
宮の境内の写真等：第 1 版は明治 33 年
10 月、訂正再版

7 時代品展覧会出品目録
第乙

明治 28 年 7 月 13 日 編者大澤敬之、発行者村上
勘兵衛、発行兼印刷者小泉
傳次→

刊本 1 京都博覧協会会長三井八郎次郎謹撰、
竹生島宝巖寺蔵上新請来経等目録表等
寺社・個人蔵の物品：

8 改正新刊帝国大日本里
程細図

明治 30 年 5 月 22 日 編集者片岡賢三、印刷兼発
行者風月庄左衛門、発売所
中村風祥堂→

絵図 1 日本地図、支那十八省全図、朝鮮全図、
台湾全図、全国鉄道線路、郡名一覧、
位置里程等が一紙にまとまる：包紙「改
正新刊帝国大日本里程細図／支那十八
省全図／朝鮮全図／新領地台湾全図／
全国鉄道線路」

9 欧亜戦局地図 大正 3 年 9 月 5 日 著者黒岩芳馬→ 地図 1 ユーラシア、アフリカ、オーストラリア、
欧亜の戦局詳細：包紙「地理調査会編
纂／欧亜戦局地図／東京冨文館雄文館
発行」
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10 和歌山市街地図 昭和 42 年 5 月 15 日 編集者渥美友諒、発行兼印

刷者津田源兵衛→
地図 1 和歌山城周辺、丘阜・河川・鉄道・番地等：

包紙「和歌山市街地図／附紀州ネル製
造各種工場位置便覧／第十二回京摂区
実業大会／非売品」

11 博覧会と名所案内 明治 36 年 3 月 5 日 編集発行兼印刷者榎本松之
助→

冊子 1 大阪・京都中心に畿内名所名と一言：

12 日蓮上人臨終正念秘密
書

― ― 継紙 1 将軍家指上奉案紙、文永7年身延山寺中：

13 善光寺境内図 明治 26 年 3 月 14 日 編集発行兼印刷者中村信太
郎→

地図 1 境内鳥瞰、図入り、大門町旧本陣對旭
館藤屋平五郎の広告：包紙「善光寺境
内図」一括

14 上州磯部鉱泉場之略図 明治 28 年 5 月 25 日 編集兼印刷者行川敬三、発
行者上州磯部大手萬平、発
行所鳳来館→

地図 1 鉱泉効能、全国第一の便利、道程、図
内に名所：

15-1 明治新撰日光名勝独案
内

― 日光御幸町静暉館神山徳平、
同所停車場前神山支店→

冊子 1 境内中心に文章で案内、宇都宮日光間
汽車時刻表：11-15-1・2 包紙「日光山
真図」一括

15-2 日光山真図 明治 28 年 7 月 著作兼発行者馬喰町三丁目
十九番地井上茂兵衛→

地図 1 地図、日光の滝、温泉紹介、販売所大
島敬三郎：

16 実地測量京都府管内分
割地図

明治 31 年 京都二書房版（印）→ 一紙 1 京都市、府下各郡、23 枚地誌：箱に 23
枚一括

17 〔読本〕 ― 溝尻村木船→ 冊子 1 応永の乱、腰越状、下半に本文、上段
に解説と図：墨書落書き多数

18 〔古今倭歌集〕 天和 3 年癸亥 丸屋源兵衛、藤屋与平次→ 刊本 1 巻 11 ～ 20：
19 雑談二曲 ― 三度不飯郡丸髁邑獨楽軒安

藪彙庵秡→
竪帳 1 創作話：

20-1 仙石策亀 天保 6 年未 2 月 ― 竪帳 1 出石騒動極密書、連歌、落着の次第・
罪人：11-20-2 挟込

20-2 〔書付〕 ― ― 切紙 1 中江殿：
21 仙石策鶴 天保 6 年未 6 月 21 日 ― 竪帳 1 仙石家騒動、乍恐以書付奉願上書、評

定所申渡之分：
22-1 人相口決天 ― ― 竪帳 1 巻 1 ～ 3、目、鼻、干支十二月、北極北

斗の図等挿絵：11-22-2 挟込
22-2 〔書付〕 12 月 10 日 （印「奥田衛門堂」）→丹後

木船様
切紙 1 代金 90 円也：

23 人相口決地 ― ― 竪帳 1 巻 4 ～ 7、人相診断：
24 申年の雪の跡踏戌の曽

咄
文久 2 年壬戌正月 15
日

― 竪帳 1 雑記、奥州磐城平、安藤対馬守：切紙
挟込

25 独楽雑記 ― 唐臼菴安槝道人書→ 竪帳 1 孔子、父、孝行：奥書「中川篤書」
26 御用筋記録覚帳 天保 3 年壬辰 11 月 木船貢義（打消）「義算」

代→
横半帳
1

弘化 2 まで、目次三季御節句勤方、天
保 4・7 稀代の凶作記録、江戸屋敷類焼
大庄屋割、御札所金子引換等 15 条：

27 豊岡県官下区戸長役名
録

明治 7 年 6 月 ― 冊子 1 大 21 区まで、第 15 大区区長内海雄右
衛門、副梅原六右衛門・木船衛門・木
戸益蔵：

28-1 丹後国加佐郡御物成帳 文化 8 年辛未 2 月 木船甫義→ 竪帳 1 土目録、口米の記載、村別高、諸運上、
小物成一覧：小口「紙数二百三拾四」

28-2 記 11 月 16 日 山田→木船様 切紙 1 食料、牛乳 1 升買物記録：
29 大森囲蔵入稗覚帳 天保 14 年癸卯 6 月 16

日
大庄屋衛門→ 横帳 1 6 月 26 日 蔵 出 し 〆 154 匁：11-29 ～

62 紙縒・袋「大森囲蔵入稗／天保十二
辛丑年三月廿／同十四癸卯年六月十六日
／同十五甲辰年三月晦日／書買込ニ付願
而記録并小紙加書付（略）」一括

30 大森囲蔵入稗并村々拝
取立帳／御囲蔵稗不足
取立帳

天保 15 年甲辰 3 月 大庄屋衛門→ 横帳 1 文政年中、元利より囲蔵稗村々納方、
溝尻・上安村 6 歩差引：
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31 囲蔵村々預り銀札并稗

改帳
天保 15 年甲辰 3 月 ― 横帳 1 組内村別の稗高：

32 大森囲蔵入稗覚帳 天保 12 年辛丑 3 月 28
日

大庄屋衛門→ 横帳 1 稗持人足、3・6 月計俵数 520 石、大庄
屋取替：

33 覚 （天保 15 年）4 月朔日 濱村庄屋孫左衛門→大庄屋
衛門様

一紙 1 稗代 283 匁請取：11-33 ～ 40 紙縒一括、
端裏「天保十五甲辰年三月」

34 覚 （天保 15 年） ― 折紙 1 組内村別稗米俵数割付〆 229 俵：
35 覚 （天保 15 年）辰 3 月

晦日
森村庄や元三郎→大庄屋衛
門様

継紙 1 囲蔵稗 12 石差上申：

36 覚 （天保 15 年）3 月 26
日

清道村→大庄屋衛門様 切紙 1 稗 2 石 5 斗、代 52 匁 5 分御請取被下候：

37 〔覚〕 （天保 15 年）4 月 4 日 行永村→ 切紙 1 ひへ 12 石 5 斗、代札 262 匁 5 分：
38 覚 （天保 15 年）3 月 27

日
天台村庄屋伊左衛門→大庄
屋衛門様

切紙 1 札 5 匁 8 分稗代上納：

39 おぼへ （天保 15 年）辰 3 月
23 日

与保呂村庄屋甚四郎→大庄
屋衛門様

継紙 1 札 52 匁 5 分稗代上納：

40 覚 （天保 15 年）4 月晦日 木下村庄屋治右衛門→ 継紙 1 73 匁 5 分稗代上納：
41-1 〔稗目形覚〕 天保 12 年辛丑 6 月

18 日
― 横帳 1 稗代〆 924 匁：11-41 ～ 62 袋一括、

11-41 ～ 43 紙縒一括、11-41-1・2 同綴
41-2 稗目形扣覚 （天保 12 年）丑 4 月 6

日
市右衛門、船頭文次郎、市
右衛門→大庄屋様

横帳 1 書上、11-41-1 と類似：

42-1 〔稗請取覚〕 天保 12 年辛丑 3 月
18 日

― 横帳 1 俵数〆 226 俵：

42-2 〔稗俵数書上〕 （天保 12 年）丑 3 月
17 日

→河口屋又五郎様 横帳 1 〆 2066 匁、俵数 2 石 26 分：

43 請合納新覚 （天保 12 年）丑 3 月 神崎村船頭文次郎（印）、
世話人市右衛門→濱村庄屋
孫左衛門様、大庄屋衛門様

一紙 1 ひへ 200 石請取、残代銀：

44 〔書状〕 5 月 6 日 濱村孫左衛門→大庄屋溝尻
村木船衛門様

継紙 1 稗代、不足トハ取替相済：11-44 ～ 46
紙縒一括

45 目反覚 5 月 （印「越前三国四ケ市屋」）
→湊屋千次郎様

継紙 1 稗 158 入俵内訳：

46 稗目形扣 卯 4 月 5 日 →庄屋孫左衛門様 折紙 1 稗俵高〆 74 俵：
47 買目録 天保 14 年卯 5 月 2 日 四日市屋六兵衛（印「越前

三国四ケ市屋」）→湊屋又
四郎殿

継紙 1 稗 128 俵、金 20 両 14 分 5 り 4 勺：
11-47 ～ 49 紙縒一括、端裏「天保拾四
卯年」

48 売仕切目録 ― →大庄屋様 継紙 1 稗 3 口〆 1 貫 753 匁 8 分り：後欠
49 覚 天保 14 年癸卯 12 月

6 日
はま村庄屋孫左衛門→大庄
屋衛門様

継紙 1 5 月 16 日 分 稗 747 貫 900 目、 運 賃、
肴酒代受取：

50 〔囲蔵書出仰付〕 天保 15 年甲辰 5 月 →大庄屋江 継紙 1 去年凶作、公儀諸国領主へ囲籾、5 年間
稗入高書出を仰付：

51 稗代請取覚 6 月 5 日 組中→大庄屋衛門様 継紙 1 清道村 130 匁等〆 1 貫 700 目、木下村
より預置分：

52 〔稗代書上覚〕 ― ― 切紙 1 村別〆 4 貫 994 匁 9 分 3 り、村々鳥屋
へ持参、出来難い村は話合い：

53 〔囲蔵段取書上〕 6 月 17 日 はまむらゟ→大庄屋衛門様 継紙 1 16 日稗代入、明日森村囲蔵にて請取、
代銀も書付同様に渡す：端裏「庄屋孫
左衛門」

54 囲蔵稗買込ニ付勘定覚 天保 12 年辛丑 8 月晦
日

濱村庄屋孫左衛門→大庄屋
衛門様

継紙 1 稗 代 札 〆 6 貫 492 匁 7 歩 9 り 請 取：
11-54 ～ 60 紙縒一括

55 〔御蔵請稗数〕 6 月 18 日 ― 折紙 1 18・19 日分、堂奥村〆 264 貫、32 俵
受取：

56 覚 （天保 12 年）辛丑 8 月
晦日

大庄屋衛門→はま村庄屋孫
左衛門殿

継紙 1 稗代 4 口〆 77 匁 6 歩 5 り受取：全体
打消

57 覚 （天保 12 年）辛丑 8 月
晦日

濱村庄屋孫左衛門→大庄屋
衛門様

継紙 1 孫左衛門取替分等諸入用70匁6歩請取：
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58 囲蔵稗買込ニ付勘定覚（天保 12 年）辛丑 8 月

晦日
大庄屋衛門→はま村庄屋孫
左衛門殿

継紙 1 稗代札〆 6 貫 492 匁 7 歩 9 り相渡：奥書
「天保十一（二ヵ）辛丑年八月晦日、はま
村孫左衛門へ右通り書付相渡ス」

59 覚 7 月 13 日 久五郎→大庄屋様 切紙 1 釘代〆 1 匁 9 分 5 り惣蔵にて：
60 御囲蔵諸入用覚 （天保 12 年）丑 6 月

23 日
森村庄や喜太郎→大庄屋衛
門様貴下

切紙 1 枝先 2 本等〆 18 匁 6 歩 3 厘勘定書付差
上：

61 覚 4 月 7 日 はまむらゟ庄屋孫左衛門→
大庄屋衛門様貴下

継紙 1 稗 100 石代札 2 貫 500 匁相渡：

62 覚 4 月 24 日 木之下村庄屋治右衛門→大
庄屋衛門殿

切紙 1 囲蔵銀 260 匁、札 80 匁受取べき旨：
虫損甚

63 口上之覚 嘉永 2 年乙酉 2 月 14
日

大庄屋木船衛門→今西元六
様、荒川渡平様、別紙ニ而
片山八郎兵衛様、山口龍蔵
様、平田助右衛門様

折紙 1 森村・行永村・上安村囲蔵始稗高員数〆
1926 俵 2 斗 8 升 2 合内有稗：11-64 挟
込

64 〔稗員数書上〕 （嘉永 2 年） ― 折紙 1 森村・行永村・上安村囲蔵稗高計算：
11-63 の下書

65 囲蔵御米銀札仕訳帳 弘化 4 年丁未 9 月 大庄屋衛門組扣→ 横帳 1 文政 3 ～弘化 2 年 25 年間推移、御上よ
り御下札・米代、利息等差引、字前之道：

66 森村行永村囲蔵稗有高
書上扣

弘化 3 年丙午正月 24
日

大庄屋衛門→片山八郎兵衛
様、山口静蔵様

横帳 1 村別稗員数差上：

67 囲蔵入雑穀員数仕訳帳 弘化 4 年丁未 9 月 大庄屋衛門組扣→ 横帳 1 御上様より御下ケ米代、天保 8 古今稀
成凶作にて出稗御免、村別稗分配、1 組
毎 1000 石仰付 5 ヶ年計画：

68 〔稗高千石之内囲蔵結
稗高〕

天保 12 年 ― 横帳 1 森、行永、上安村、1000 石の内 3 ヶ所
蔵に 978.61 石：

69 〔9 ヶ年収穫高成詰書
上〕

― ― 一紙 1 酉～巳年、貼紙に卯年囲蔵稗代：

70 〔17 ヶ年囲蔵書上〕 天保 3 年辰 ― 横帳 1 大庄屋預り 114 匁 7 分、前年元り組割
帳に出す、組為替帳面記す：

71 覚 文政 13 年庚寅閏 3 月 大庄屋衛門→御奉行様 横帳 1 囲蔵雑穀員数書上追々蔵入、稗 1394 俵
1 升 7 合差引残 727 俵 1 升 7 合、利札
取立修理入用：

72-1 行永村囲蔵出し稗割并
訳書帳

嘉永 4 年辛亥 3 月 12
日

― 横帳 1 稗 1 石に付目形 18 厘・半人足 4 人、稗
1 石に付 20 匁、村別蔵出し：11-72-1
綴紙縒に 11-72-2・3 挟込

72-2 口上ノ覚 安政 5 年戊午 3 月 秋保小三二様、池内又市郎
様、又別紙ニ田中義右衛門
様、梅垣甚右衛門様→大庄
屋衛門

一紙 1 森、行永、上安村 3 ヶ所蔵員数書上 3 口
〆 1647 俵 2 分 8 升 2 合：糊はがれ

72-3 口上ノ覚 嘉永 2 年己酉 2 月 大庄屋木船衛門→今西彦六
様、荒川渡平様

継紙 1 森、行永、上安村 3 ヶ所蔵員数書上：

73-1 行永村囲蔵出し稗割訳
書帳

万延 2 年辛酉 2 月 24
日

大庄屋木舩衛門→ 横帳 1 村名、出稗の割合、家割・高割等：紙
縒に 11-73-2 挟込

73-2 〔覚〕 ― ― 切紙 1 清道村稗代〆 184 匁 5 分 3 厘不足：破
れ

74 〔漢詩〕 ― ― 折紙 1 夜遊人欲…（漢詩）、おもひいつるとき：
裏表紙欠

75 〔守札の一部〕 ― ― 切紙 1 内：赤無地、外：青模様有、金細紙
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塩
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又
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右
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右
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垣
梅
〈
頭
小
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様
門
衛
右
三
井
寺
／
様
蔵
退
田
寺
〈
行
奉
御
、
月
三
午
翌
付
ニ
右

方
心
同
御
者
仕
給
、〉
様
蔵
仙
山
片
／
様
門
衛
右
其

　

候
記
不
ニ
細
委
故
之
有
ニ
様
同
与
候
下
被
而
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見
御
年
去
底
大
ハ
理
料
御
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録
規
付
ニ
作
凶
成
稀
今
古
年
申
丙
七
保
天
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腐
作
麦
而
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雪
大
候
又
春
年
申
、
処
之
配
心
御
甚
も
ニ
様
上
御
、
切
べ
給
穀
雑
家
農

三
向
田
山
者
而
ニ
田
晩
組
当
、
而
ニ
作
凶
成
稀
今
古
年
申
上
其
、
処
之
渋
難
ニ
誠
り

程
候
拵
斗
四
米
々
青
ニ
束
十
五
、
斗
四
米
青
ニ
束
十
三
頃
其
、
無
皆
ニ
面
一
反
五
反

而
ニ
〆
組
八
ハ
米
出
、
計
石
千
漸
へ
処
之
余
石
千
四
詰
成
処
候
致
味
吟
高
納
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百
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千
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憐
御
、
処
之
有
汰
沙
ト
位
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百
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初
故
事
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位
様
右

御
中
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御
者
得
候
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第
次
之
右
、
余
石
百
弐
千
弐
万
壱
へ
中
郷
抱
介
御
、
成
被
立
御

く
な
ト
何
ハ
ニ
々
下
故
夫
定
御
之
粥
夕
朝
、
候
ニ
由
之
減
御
米
持
扶
御
も
抔
方
身
大
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而
ニ
事
仕
藁
ハ
又
類
之
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夫
、
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相
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止
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見
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付
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ト
哉
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候
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何
如
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穢
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世

候
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相
ニ
春
漸
し
出
差
施
へ
の
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渋
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役
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向
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猟
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仲
屋
庄
大
、
由
之

一 

へ
所
役
御
第
次
之
命
渇
も
通
歩
三
者
等
是
、
橋
小
・
濱
三
・
井
田
・
原
野
而
ニ
浦
大

上
申
々
追
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追
ゟ
様
上
御
分
成
不
ニ
毒
芽
之
艸
・
芽
ノ
木

一 

出
申
断
入
立
ゟ
処
之
有
分
多
山
、
故
敷
厳
ニ
誠
方
取
芽
之
艸
・
芽
ノ
木
故
事
之
位
右

右
も
組
之
れ
何
底
大
様
同
右
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又
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式
前
仏
御
関
玄
大
、
候
出
罷
書
順
之
礼
拝
ゟ
役
古
屋
庄
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、
居
被
ニ
関
玄
大
方

玄
大
ニ
直
、
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致
礼
拝
而
ニ
台
式
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、
候
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有
炉
香
者
得
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り
上
枚
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畳
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憐
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々
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長
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御
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日
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二
十
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事
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難
義
候
居
治
相
々
下

祈
御

駈
下
被
願
御
様
直
、
処
候
上
申
ひ
伺
御
江
様
次
三
弥
野
駈
番
月
御
、
旨
度
上
献
奉
祷

ニ
足
満
御
も
ニ
上
御
、
事
之
特
奇
も
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所
行
奉
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上
申
願
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而
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上
口
様
野

可
知
承
段
此
、
也
義
の
と
成
被
免
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召
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仰
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所
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故
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所
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仰
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無
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右
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右
仁
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仁
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何
町
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仕
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多
供
小
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而
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無
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右
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付
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右
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付
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退
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付
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様
方
山
他
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手
他

　

様
〆
元
御

　
　
　

様
頭
大
所
札
御

　

礼
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右

様
行
奉
御
一

　

役
下
御
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代
御
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手
御

　

方
山
御

　

方
道
御

　

敷
屋
中
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旧

　

目
横
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同

　

掛
山
川

一 

衛
右
九
村
つ
さ
い
・
門
衛
左
郎
六
村
平
屋
庄
大
先
并
人
八
屋
庄
大
而
ニ
宅
御
様
蔵
市

立
献
御
候
下
被
理
料
御
へ
門
衛
左
半
村
江
蒲
・
門

一 

盃
数
酒
御
・
り
よ
さ
結
物
吸
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何
・
け
た
椎
・
目
切
上
平
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五
々
色
ニ
外
、
品
弐
肴
皿
長
・
き
ね
魚
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汁
御
膳
本

・
ツ
三
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ふ
ん
と
肴
取、
物
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〉
魚
焼
／
こ
ほ
ま
か
大
／
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ん
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角
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ツ
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ん
ま
朧
ハ
子
菓
御
角
何
・
物
水

品
九
〆
品
七

ニ
椀
物
吸
・
椀
膳
テ
都
、
也
而
ニ
間
ノ
次
ゟ
屋
庄
大
し
但
、
様
平
剛
崎
木
・
様
介
廉

候
申
見
と
計
匁
拾
前
人
壱
代
理
料
御
、
候
へ
見
相
と
供
小
方
定
勘
小
者
仕
給

物
料
則
、
而
ニ
快
不
ハ
門
衛
右
九
・
門
衛
右
郎
六
、
席
出
計
門
衛
左
半
ハ
屋
庄
大
先

屋
庄
大
先
者
之
快
不
ハ
門
衛
左
清
・
郎
三
源
屋
庄
大
り
懸
其
、
下
被
ヽ
ツ
片
壱
鐐
南

候
上
申
礼
御
付
ニ
義
下
被
へ

　
　

・
郎
市
弥
・
門
衛
右
仁
・
郎
三
源
・
門
衛
左
清
・
次
平
弥
・
門
衛
・
助
仁
屋
庄
大

　
　
　
　
　

也
衛
兵
郎
五

　

日
三
月
九
年
巳
癸
四
保
天

一 

へ
院
寺
惣
々
村
西
東
段
此
、
候
仰
被
趣
之
切
大
御
甚
、
遊
被
不
レ
勝
御
義
御
様
殿
大

候
之
有
し
達
御
様
候
得
心
相
ニ
謐
静
事
諸
入
念
元
之
火
而
別
、
達
相
も

　

 

御
之
義
祝
御
、
処
候
上
申
ひ
伺
御
、
処
之
礼
御
句
節
ゟ
郎
三
源
・
助
仁
役
同
付
ニ
右

候
出
仰
被
ゟ
役
下
御
段
成
相
不
礼

付
ニ
候
遊
為
被
去
逝
御
刻
中
ノ
亥
日
六
廿
月
去
様
殿
大
一　

　
　
　

ハ
請
普

　
　

　
　

構
御
無
入
出
ハ
ニ
売
、
留
門
御
物
魚

　
　

事
候
付
申
可
入
念
元
之
火
而
別
節
此

　

 

候
上
申
ひ
伺
ん
け
き
御
も
へ
下
以
所
役
尤
、
候
出
仰

　

 　
　

候
出
仰
被

一 

之
談
相
中
間
仲
、
而
ニ
趣
成
相
不
も
ニ
内
レ
流
句
節
ハ
へ
候
過
相
計
日
十
三
中
朦
御

候
唱
奉
と
様
院
樹
崇
名
法
御
様
殿
大
一一 

ハ
の
も
度
願
相
者
之
赦
尤
、
候
上
申
伺
ん
け
き
御
下
以
所
行
奉
御
・
老
家
御
中
朦
御

事
申
可
ひ
伺
へ
方
役
下
御
々
内
段
度
申
願
為

候
付
仰
被
免
御
、
処
候
ひ
伺
旨
度
致
礼
拝
共
屋
庄
大
而
ニ
例
先
付
ニ
明
忌
御
一一 

日
四
十
、
付
ニ
候
付
仰
被
様
候
出
罷
ニ
礼
拝
時
半
ツ
七
暁
付
ニ
事
法
御
日
五
十
月
十

被
通
之
願
、
所
之
礼
拝
へ
様
院
樹
崇
日
明
へ
役
下
御
・
官
代
御
・
所
役
御
、
出
罷
ニ

候
上
申
受
御
有
難
付
仰

一 

役
下
内
候
扣
ニ
関
玄
ク
暫
、
宜
不
事
持
も
而
ニ
何
具
道
手
持
為
ニ
供
差
脇
、
時
候
上

（8）
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俵
三
米
御

、
故
候
り
下
相
ゟ
様
上
御
与
召
思
為、
付
ニ
之
有
死
ノ
慮
不
而
ニ
場
請
普
御
村
森
通
之
右

上
以
、
候
申
し
渡
相
ニ
慥
ヲ
八
茂
以
夫
則　

　

日
六
廿
月
三
年
戌
甲
一
十
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
庄

判
門
衛
右
藤

　
　
　

殿
門
衛
左
長

候
置
し
渡
認
通
之
右

　
　
　

事
之
札
銀
申
用
借

也
目
百
札
一

　

割
壱
利
シ
但

　

苅
束
五
拾
弐
側
道
街
御
物
質
此

地
田
之
右
ヽ
ハ
候
ニ
定
勘
不
及
若
、
也
正
実
処
候
加
差
江
方
進
未
御
仕
用
借
り
通
之
右

件
如
而
仍
形
手
札
一
日
後
為
、
候
申
可
し
渡
相
度
急　

　

 

年
辰
年
三
政
文
、
而
ニ
定
勘
代
匁
百
右

門
衛
左
長
ニ
申
待
門
衛
左
利
・
衛
兵
庄
ニ

済
戻
文
証
入
へ

　
　

月
三
戌
甲
一
十
化
文

主
借

郎
四
久

　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
割
ニ
ツ
二
判
も
郎
四
久

　
　
　

殿
七
長

上
已
、
候
之
無
違
相
通
之
書
前

屋
庄

判
門
衛
右
藤

致
り
わ
ニ
ツ
三
形
印
而
ニ
敷
座
門
衛
左
利
・
衛
兵
庄
而
ニ
合
立
郎
四
久
ハ
判
門
衛
右
藤

置
ケ
預
ニ
郎
四
久
文
証
り
破
則
、
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　

事
之
節
候
シ
干
代
苗

一 

申
段
成
相
不
而
決
事
候
当
水
江
田
親
、
て
候
し
致
ニ
抜
盗
宛
々
少
ヽ
ハ
候
出
願
ゟ
村

候
付
可
申
堅
事
候
当
江
計
代
苗
付
ヲ
溝
ニ
中
之
田
親
且
、
事
候
聞

故
事
悪
り
帰
而
ニ
悔
、
ハ
時
之
無
免
御
も
日
三
両
ニ
内
之
出
願
共
成
出
願
可
江
上
御

事
然
可
置
計
執
而
候
盗
為
々
少

　
　
　
　
　

）
略
後
（

）
六
二
―
一
一
書
文
家
門
衛
船
木
（」
帳
覚
録
記
筋
用
御
「
月
一
一
年
三
保
天
②

）
紙
表
（「

　
　

年
辰
壬
三
保
天

帳
覚
録
記
筋
用
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
一
十

　

義
船
木

義
貢
算
代
　
　

」

方
勤
句
節
御
季
三
一

方
勤
付
ニ
去
逝
御
様
殿
御
一

録
記
講
会
御
様
上
御
一

録
記
付
ニ
作
凶
大
年
巳
癸
四
保
天
一

件
一
所
論
山
〉
村
寺
満
圓
／
村
津
佐
伊
〈
村
谷
倉
一

録
記
願
宅
住
辺
田
ゟ
々
村
一

録
記
候
付
仰
被
替
引
子
金
所
札
御
一

長
此
故
置
し
致
ニ
面
帳
委
録
記
ハ
件
一
随
守
一

記
不
ニ件

一
成
相
ニ
屋
舂
御
会
立
御
後
来
出
所
役
御
当
一

失
焼
山
び
け
太
一

第
次
候
下
被
理
料
御
而
ニ
様
〆
元
御
并
殿
御
一

第
次
之
所
会
参
屋
林
上
一

失
焼
側
両
方
之
丸
ノ
三
口
門
御
手
大
一

　
　
　

務
寒
暑

様
老
家
御
一

　
　
　

様
人
用
御

　

様
附
目
御

　
　
　

官
代
御
他

（7）
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而
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右
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申
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茂
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地
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右
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候
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差
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方
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未
御
仕
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借
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通
之
右

件
如
而
仍
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手
札
一
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後
為
、
候
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可
し
渡
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急　

　

 
年
辰
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政
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ニ
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右
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左
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門
衛
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利
・
衛
兵
庄
ニ

済
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入
へ

　
　

月
三
戌
甲
一
十
化
文

主
借

郎
四
久

　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
割
ニ
ツ
二
判
も
郎
四
久

　
　
　

殿
七
長

上
已
、
候
之
無
違
相
通
之
書
前

屋
庄

判
門
衛
右
藤

致
り
わ
ニ
ツ
三
形
印
而
ニ
敷
座
門
衛
左
利
・
衛
兵
庄
而
ニ
合
立
郎
四
久
ハ
判
門
衛
右
藤

置
ケ
預
ニ
郎
四
久
文
証
り
破
則
、
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　

事
之
節
候
シ
干
代
苗

一 

申
段
成
相
不
而
決
事
候
当
水
江
田
親
、
て
候
し
致
ニ
抜
盗
宛
々
少
ヽ
ハ
候
出
願
ゟ
村

候
付
可
申
堅
事
候
当
江
計
代
苗
付
ヲ
溝
ニ
中
之
田
親
且
、
事
候
聞

故
事
悪
り
帰
而
ニ
悔
、
ハ
時
之
無
免
御
も
日
三
両
ニ
内
之
出
願
共
成
出
願
可
江
上
御

事
然
可
置
計
執
而
候
盗
為
々
少

　
　
　
　
　

）
略
後
（

）
六
二
―
一
一
書
文
家
門
衛
船
木
（」
帳
覚
録
記
筋
用
御
「
月
一
一
年
三
保
天
②

）
紙
表
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年
辰
壬
三
保
天

帳
覚
録
記
筋
用
御
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一
十

　

義
船
木

義
貢
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代
　
　

」

方
勤
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節
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一
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付
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逝
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一

録
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付
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／
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仰
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第
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御
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月
二
戌
甲
一
十
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
門
衛
右
甚

　
　
　

殿
門
衛
左
忠

上
以
、
候
之
無
違
相
味
吟
致
り
通
之
書
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
庄
　

判
門
衛
右
藤

じ
へ
心
得
と
方
此
ハ
人
受
之
組
、
日
十
月
二
則
、
候
置
し
渡
相
メ
認
り
通
之
右　

　

月
二
年
ノ
戌
甲
一
十
化
文

　
　
　

シ
出
仕
溝
除
新
堤
行
越

尺
四
幅
寸
五
尺
八
丈
五
サ
長
一

　
　

分
衛
兵
惣
与

　

勺
八
合
三
升
弐
引
此

　

坪
四
十
三
百
弐
坪
尺

　

立
仕
之
田
中
シ
但

　
　

五
毛
八
歩
四
坪
五
て
し
ニ
坪
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
寺

尺
壱
幅
尺
四
丈
拾
サ
長
一

　

坪
四
百
坪
尺
勺
七
升
壱
引
此

　

立
仕
之
田
中
シ
但

　
　

五
一
毛
六
歩
四
坪
弐
坪
本

也
ス
出
切
可
ゟ
分
惣
尤
、
継
差
可
引
溝
除
新
ゟ
年
戌
甲
一
十
化
文
通
之
右
〆　

　

覚
候
し
遣
々
少
、
故
候
め
た
い
り
作
并
立
切
根
山
引
一
百
当
ニ
外

　
　

合
五
升
壱

　

也
畑
衛
兵
郎
五
■
■

　

衛
兵
郎
五

　
　

升
弐

　
　
　

断
同

　
　
　
　
　
　
　

七
定

　
　

升
三

　
　
　

代
立
切
山

　
　
　
　
　

門
衛
右
伊

　
　

升
弐

　
　
　

断
同

　
　
　
　
　
　
　

郎
四
勘

　　
　
　

覚
シ
出
仕
之
畑
願

一 

者
之
町
壱
田
上

、
時
云
と
程
何
高
て
し
ニ
し
出
仕
之
畑
願
ヲ
是
、
升
五
斗
壱
高
ハ
成

五
才
七
勺
弐
合
六
升
七
者
へ
候
け
か
ヲ
八
四
合
五
安
目
之
畑
願
ニ
升
五
斗
壱

候
成
と

毛
五
才
弐
勺
七
合
三
升
七
シ
但
、
し
べ
る
知
与
高
ヲ
り
残
、
引
而
ニ
升
五
斗
壱
、
故

也
う
や
拵
詰
成
し
出
仕
共
夫
口
取
ニ
是
、
也

　
　
　

覚
し
出
仕
高
共
畑
田

、
分
九
斗
勺
六
ハ
取
、
也
勺
五
合
壱
升
九
斗
七
詰
成
ニ
石
壱
高
も
而
ニ
畑
も
而
ニ
田
一

り
な
様
同
共
畑
田
者
へ
候
之
有
て
し
ニ
高
り
通
之
右
、
也
七
分
六
夫
五
ハ
口　

　
　

り
わ
代
斗

斗
五
石
壱
田
上

　
　

升
五
畑
上

斗
三
石
壱
田
中

　
　

升
五
畑
中

斗
壱
石
壱
田
下

　
　

升
三
畑
下

　
　
　

事
之
掛
歩
買
売
地
田

徳
田
ハ
云
与
懸
歩
弐
て
見
ヲ
徳
田
一

ニ
斗
三
ニ
徳
田
ハ
掛
歩
三
、
也
石
十
米
買
ニ
斗
弐

　

 

五
ニ
斗
壱
ハ
云
与
懸
割
弐
又
、
也
石
壱
ニ
斗
壱
徳
田
ハ
云
与
懸
割
壱
又
、
也
石
十
同

也
斗

一 

除
け
か
分
九
ツ
六
ニ
斗
五
石
壱
、
故
成
高
之
斗
五
石
壱
反
壱
成
田
之
先
ハ
シ
出
仕
其

ケ
預
合
五
口
三
テ
懸
七
六
ニ
斗
五
石
壱
又
、
入
へ
上
掛
ヲ
五
ニ
る
た
懸
其
又
、
置
キ

也
米
徳
か
り
残
、
引
勺
三
合
七
升
八
斗
壱
石
壱
ハ
引
、
而
ニ
斗
五
石
壱　

　
　

覚

厘
三
分
五
匁
六
百
三
札
、
内
俵
五
拾
米
御
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
か
匁
弐
十
六
銀
代
俵
弐
十
シ
但

　
　
　
　
　
　
　
　

俵
三
米
御

候
り
下
相
ゟ
様
上
御
与
召
思
為
、
付
ニ
之
有
死
之
慮
不
而
ニ
場
請
普
御
村
森
り
通
之
右

上
以
、
候
申
し
渡
相
ニ
慥
ヲ
衛
兵
惣
与
以
夫
則
、
故　

　

日
六
廿
月
三
年
戌
甲
一
十
化
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
庄

判
門
衛
右
藤

　
　
　

殿
門
衛
右
弥

候
置
し
渡
認
り
通
之
右

　
　
　

覚

厘
三
分
五
匁
六
百
三
内
俵
五
拾
米
御
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
か
匁
弐
拾
六
銀
代
表
弐
十
シ
但

（6）
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写
く
悉
類
之
入
砂
物
次
抱
介
御
米
持
扶
除
川
、
チ
後
テ
〆
と
得
ヲ
分
其
又
且
、
也
事

事
候
し　

　
　

第
次
之
り
わ
組

節
候
済
相
割
一

　

割
用
入
抱
介
御

　

割
替
取
宿
屋
庄
大
中
年

　

事
出
可
ニ
足
不
銀
ニ
ん
は
一
と
割
組
り
帰
付
書
ヲ
分
出
可
類
之
右

候
之
有
も
事
取
為
又
、
有
も
事
出
可
付
ニ
切
引
間
中
節
其
一　

　

有
度
支
ニ
宿
屋
庄
大
し
但

　
　
　

第
次
之
済
皆

事
候
上
申
と
有
難
仕
済
皆
滞
無
斗
何
而
ニ
所
役
御
一

也
事
遣
可
ヽ
ツ
升
壱
酒
へ
軒
六
右
屋
庄
大
・
軒
三
方
配
支
御
・
軒
弐
役
下
御
一一 

段
直
御
、
シ
出
書
ニ
尻
之
帳
候
出
表
、
改
ヲ
足
不
麻
胡
・
足
不
豆
大
々
段
り
よ
頃
此

事
得
心
可
ゟ
方
前
ニ
力
合
之
足
不
銀
、
致
ニ
段
直
札
て
け
か
ヲ
一
分
三
歩
銀
ニ　

　
　

割
遣
惣

并
、
事
取
受
可
出
書
残
不
類
之
屋
ふ
豆
・
屋
魚
・
屋
物
間
小
・
屋
油
・
屋
酒
・
屋
鳥
一

事
之
談
相
と
抔
候
出
も
て
候
ニ

一 
失
ニ
力
合
之
遣
惣
へ
拵
米
代
メ
定
ヲ
直
者
之
足
不
帯
麻
ハ
又
米
料
井
り
預
屋
庄
節
其

事
出
可
ニ
う
や
き
な
念

一 

立
取
可
極
段
直
し
判
評
ニ
り
わ
遣
惣
、
故
事
候
貰
へ
方
村
分
之
飯
麦
之
時
之
舞
子
神也　

　
　

方
務
暮
歳

様
老
家
御
一

　

断
同
句
節
御

様
人
用
御
一

　

断
同

様
附
目
御
一

　

断
同

屋
庄
大
・
方
道
御
・
方
山
御
・
代
手
御
・
役
下
御
・
官
代
御
一

　

候
出
拵
ゟ
屋
鳥
ヽ
ツ
升
壱
酒
右

道
清
方
心
同
・
方
目
横
一

　

 

事
一 

添
ヲ
付
書
ニ
々
夫
而
ニ
け

事
頼
方
寄
年
シ
但
、
事
ス
出
へ
方
代
手
テ

金
之
類
之
り
わ
小
用
入
抱
介
御
り
わ
組
ハ
ヘ
屋
庄
大
一

　

 

事
候
出
メ
認
而
ニ
定
勘
之
引
差
ヲ
抔
り
戻
切

一 

事
候

イ
遣
暮
歳
一　

　

升
壱
ハ
へ
宿
屋
庄
大
、
と
候
仕
藁
升
弐
白
へ
屋
鳥

　

〆　
　
　

拵
し
渡
書
定
勘

也
置
〆
シ
出
書
類
之

置
〆
継
差
ヲ
々
人
納
銀
ハ
と
帳
納
引
差
一

土
へ
跡
其
又
金
〆
、
替
立
納
上
シ
渡
納
銀
へ
跡
其
金
〆
、
分
之
引
差
ハ
ニ
帳
詰
成
同
一

事
候
出
書
詰
成　

　
　

事
之
文
証
申
用
借

り
わ
六
足
利
匁
六
拾
八
札
銀
一

　
　
　
　
　
　
　　

敷
屋
門
衛
右
次
地
質
此

件
如
札
一
日
後
為
、
候
申
可
し
渡
相
地
質
之
右
ヽ
ハ
候
滞
相
足
利
も
而
ニ
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付
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・
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・
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右
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用
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抔
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大
、
と
候
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弐
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拵
し
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書
定
勘

也
置
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出
書
類
之

置
〆
継
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人
納
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と
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引
差
一

土
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跡
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又
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、
替
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上
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跡
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、
分
之
引
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帳
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成
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一

事
候
出
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之
文
証
申
用
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り
わ
六
足
利
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拾
八
札
銀
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敷
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右
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此
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如
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、
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右
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滞
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所
納
初

一 

無
而
ニ
上
口
ハ
へ
屋
庄
大
・
役
下
御
所
役
御
、
ヽ
ツ
升
壱
形
手
へ
方
代
手
御
官
代
御

名
中
屋
庄
へ
所
番
抔
崎
嶋
て
候
致
参
持
形
印
節
此
シ
但
、
也
候
上
申
と
有
難
済
相
滞

候
之
有
ニ
り
定
相
年
例
、
事
置
出
差
て
し
形
印
ニ
前

一 

当
名
屋
庄
大
、
冊
壱
当
名
官
代
御
并
、
事
得
心
可
と
出
差
可
帳
寄
名
高
ニ
節
此
年
例

事
し
よ
者
得
候
し
出
へ
方
代
手
ハ
宛
官
代
御
、
候
置
メ
認
相
冊
弐
テ
〆
冊
壱

事
出
差
可
面
帳
者
年
之
有
痛
田
早
頃
之
明
岸
彼
一

事
差
可
面
帳
ニ
目
日
十
三
明
岸
彼
、
者
得
候
之
有
モ
痛
田
晩
一

     

事
致
可
礼
御
物
印
節
之
済
相
共
晩
早
ハ
ヘ
屋
庄
大
、
事
致
可
礼
御
江
方
配
支
御
所　

　
　

事
之
抱
介
御

一 

、
方
し
た
い
之
礼
御
而
ニ
様
老
家
御
番
月
御
ゟ
夫
、
シ
致
戴
頂
紙
差
御
而
ニ
砂
白
御

閂
玄

難
し
た
い
戴
頂
抱
介
御
之
村
右
ヲ
書
残
不
ヲ
村
取
請
抱
介
、
故
之
有
面
帳
御
ニ

也
申
書
と
共
屋
庄
々
村
誰
屋
庄
大
、
候
有

一 

御
番
月
并
、
候
上
申
と
有
難
仕
戴
頂
抱
介
御
之
村
組
誰
屋
庄
大
而
ニ
所
役
御
又
ゟ
夫

也
断
同
モ
軒
三
方
配
支
御
并
両
頭
小
官
代　

　
　

覚
候
出
仕
引
差
村
当

事
ス
写
ニ
帳
詰
成
ケ
掛
請
米
掛
并
、
事
ス
写
へ
帳
り
納
残
不
米
分
子
母
頼
一

事
ス
出
へ
帳
詰
成
し
出
仕
米
利
堂
祠
一

様
同
モ
詰
成
堤
新
并
、
事
ス
写
く
悉
ヲ
詰
成
作
入
江
々
人
作
入
村
奥
堂
一昨

年

事
ス
出
へ
帳
詰
成
利
元
々
人
足
不
并
、
事
ス
写
共
利
元
へ
り
納
々
人
ノ
過
一一 

先
、
類
之
米
料
井
一
歩
千
給
歩
人
五
給
間
中
而
ニ
内
之
詰
成
分
自
節
其

へ
場
り
納
之

事
出
へ
分
惣
ハ
米
料
井
シ
但
、
事
遣
可
切　

　
　

事
之
米
堅
候
貰
ゟ
上
御

畑
願
入
抱
介
御
一

四
升
弐
斗
七
、
ハ
れ
な
者
し
へ
か
壱
高
合
を
と
五
之
米
口
と
升
九
斗
六
免
定
ハ
類
之
右

し
べ
る
知
と
り
な
勺
五
合

　
　
　

事
之
拵
下
割
抱
介
御

一 

な
る
わ
ヲ
第
次
メ
定
之
分
八
分
七
歩
ヲ
米
損
之
々
人
、
而
ニ
帳
草
附
米
損
も
と
晩
早

ヲ
米
分
残
不
、
者
得
候
之
有
シ
印
ク
委
ニ
前
之
帳
割
抱
介
も
是
荒
永
之
ゟ
昔
并
、
り

り
な
事
ふ
ら
な
ニ
割
抱
介
方
メ
認
之
面
帳
、
事
之
付
割
抱
介
計
取
ニ
様
同
米
損

　

　
　
　

覚
之
拵
下
代
為
組

一 

ケ
分
書
ヲ
詰
成
并
、
り
納
残
不
類
之
給
間
中
米
切
子
母
頼
々
村
之
組
当
而
ニ
帳
引
差

事
ス
致
引
差
ニ
切
切
中
組
而
ニ
宿
町

一 

取
ゟ
村
外
へ
村
当
又
、
也
置
落
へ
屋
庄
大
ク
多
ゟ
蔵
御
、
者
得
候
取
子
母
頼
へ
村
他

也
事
ス
落
而
ニ
合
割
其
、
者
得
候
り
移

一 

其
て
見
ヲ
足
不
過
ハ
所
有
香
村
申
と
抔
中
門
寺
源
泉
、
事
頼
ヲ
屋
酒
場
市
ハ
納
楽
志　

　
　

事
之
割
納
収

一 

候
之
無
咎
御
も
而
候
ク

様
老
家
御
一

　

様
人
用
御
一

也
様
同
句
節
御
〆

様
附
目
御
一

也
様
同
句
節
御
も
是
〆

近
鷹
・
見
鳥
・
方
道
・
方
山
一

候
之
構
無
外
、
也
候
出
拵
而
ニ
合
組
、
申
納
ゟ
宿
屋
庄
大
ハ
方
役
下
方
配
支
御
一一 

通
御
、
置
〆
与
得
ヲ
憐
之
々
人
、
合
読
と
得
ト
納
分
自
と
通
御
ヽ
ハ
候
ニ
切
大
蔵
御

（4）
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也
候
上
申
与
候
上
申
悦
恐
御
、
遊
被
城
帰
御
滞
無
様
殿

断
同
も
駕
発
御
同
一

　

也
候
上
申
悦
恐
遊
被
駕
発
御
滞
無
様
殿
方
頭
小
配
支
御
所
役
御　

　
　

方
務
句
節
月
五

也
申
可
メ
務
相
ニ
様
同
句
節
月
三
事
諸
一

　
　
　

舞
見
気
暑

也
様
同
句
節
御
様
老
家
御
一

断
同
様
人
用
御
一

候
上
申
而
ニ
上
口
様
附
目
御
一

近
鷹
・
見
鳥
・
方
道
・
方
山
一

候
上
申
而
ニ
上
口
ハ
類
之

也
候
出
拵
而
ニ
合
組
ゟ
宿
屋
庄
大
ハ
方
役
下
并
軒
三
方
配
支
御
一

候
之
無
イ
構
外
之
右　

　
　

事
之
帳
草
稲

　

テ
書
と
様
行
奉
御

　
　
　
　

冊
壱

　

当
名
官
代
御
而
ニ
計
書
〆

　

同

　

同

　
　
　
　

当
名
屋
庄
大

　

同

寄
年
し
但
、
候
申
可
見
為
へ
方
役
下
・
配
支
御
尤
、
候
申
可
し
出
差
メ
認
り
通
之
右

し
よ
も
而
ニ
方

頃
日
十
月
七
一

事
寄
可
ニ
頃
月
八
月
七
銀
上
ん
う
者
へ
候
ニ
義
祝
元
中

　

し
渡
代
手
御
ハ
足
不
米
入

　

し
渡
屋
庄
大
ハ
頭
上
ん
う　

　
　

覚
儀
祝
御
元
中

様
老
家
御
一

様
人
用
御
一

様
附
目
御
一

様
同
句
節
五
ハ
右
〆

ヽ
ツ
升
壱
形
手
一

　

計
配
支
ハ
是
、
方
山
御
、
有
も
時
之
軒
三
ハ
方
道
御
・
役
下
御
・
官
代
御

　

也
計
配
支
御
官
代
御
も
是
、
方
代
手
御

　

断
同
モ
目
横

升
壱
形
手
一

　
　
　
　

へ
屋
庄
大

一　

升
弐
米
白

添
々
少
物
青

　
　

へ
宿
町

同
一
　

升
壱

　
　
　
　

へ
宿
屋
庄
大

ツ
壱
面
素
一

　
　
　
　

へ
平
嘉
道
清

也
候
類
方
寄
年
ハ
町
代
手
并
、
也
候
出
持
拵
為
ニ
宿
町
ハ
類
之
面
素
形
手
り
通
之
右
〆

用
入
力
角
礼
祭
蔵
地
升
五
白
一

　

事
致
可
ニ
い
か
つ
ほ
り
参
者
若
年
例
者
右　

　
　

方
務
句
節
月
九

様
同
句
節
月
三
事
諸
一

　
　
　

事
之
り
替
配
支
御

へ
官
代
御
役
出
一

　

合
五
升
六
形
手

同
一
　

へ
代
手
御

　

同　

升
六

者
方
之
役
引
一

　
　

同　

ヽ
ツ
升
壱

　

様
同
共
代
手
・
官
代
シ
但

也
置
シ
記
帳
用
御
年
酉
者
細
委
、
計
上
口
者
江
代
手
之
り
残
一
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室
究
研
学
報
情
化
文
科
学
史
歴
学
大
立
府
都
京、
は
刻
翻
。
た
し
刻
翻
し
定
選
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①
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右
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具
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仮
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仮
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踏
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史
原
は
」）
り
よ
（
ゟ
「」
ニ
「、
い
用
を
記
表
字
漢
は

。
た
し
用
使
を
」
ヾ
「」
ヽ
「
は
に
名
仮
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踊
・・ 

（
を
字
い
し
正
は
字
誤

　

、
た
ま
。
た
し
記
付
と
）
脱
〇
（
は
字
脱、
り
く
く
で
）

。
た
し
持
維
を

。
た
し
略
省
て
べ
す
り
よ
に
合
都
の
幅
紙
、
は
て
い
つ
に
頭
擡
・
出
平
・
字
闕
・・ 
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。
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史
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。
た
し
一
統
に
」
計
「
は
」）
り
か
は
（
斗
「、
に
」
并
「
は
」
幷
「、
た
ま

・ 

詞
助
、
し
だ
た
。
た
め
改
に
体
字
用
現
て
し
と
則
原
は
字
合
名
仮
や
名
仮
体
変

」）
も
（
茂
「」
）
と
（
与
「」
）
て
（
而
「」
）
え
（
江
「」
）
は
（
者
「
は
て
し
関
に

。
た
し
襲
踏
を
記
表
の
料
史
原
は
」）
り
よ
（
ゟ
「」
ニ
「、
い
用
を
記
表
字
漢
は

。
た
し
用
使
を
」
ヾ
「」
ヽ
「
は
に
名
仮
片
、」
々
「
は
に
字
漢
、
は
字
り
踊
・・ 

（
を
字
い
し
正
は
字
誤

　

、
た
ま
。
た
し
記
付
と
）
脱
〇
（
は
字
脱、
り
く
く
で
）

。
た
し
持
維
を

。
た
し
略
省
て
べ
す
り
よ
に
合
都
の
幅
紙
、
は
て
い
つ
に
頭
擡
・
出
平
・
字
闕
・・ 

」
印
「
は
合
場
る
あ
で
し
写
、）
印
（
は
の
も
る
あ
が
印
押
、
は
て
し
関
に
印

。
た
し
略
省
は
ど
な
印
目
継
・
印
捨
・
印
割
、
し
だ
た
。
た
し
記
と

・ 

「
は
合
場
る
す
在
存
が
ど
な
紙
表

　

。
た
し
記
傍
と
）
紙
表
（、
り
く
く
で
」

記
で
■
は
の
も
る
す
明
判
が
数
字
、
合
場
い
な
き
で
読
判
が
字
文
で
ど
な
損
虫
・

。
た
し

（、
は
て
い
つ
に
項
事
記
注
の
他
の
そ
・

　

。
た
し
載
記
宜
適
に
内
）

刻
翻
料
史
書
文
家
門
衛
船
木

　
　
　
　

会
究
研
史
方
地
鶴
舞
・
室
究
研
学
報
情
化
文
学
大
立
府
都
京
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